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工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

Ⅰ． 工事概要
１． 工事名称

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築（担い手確保型）

２． 工事場所

三好郡東みよし町中庄

３． 建物概要

４． 工事種目

５． 猛暑を考慮した工期

猛暑による作業不能日数を次のとおり見込んでいる。

① 作業不能日数： 6 日間

② 観測地点：環境省が公表する四国地方_徳島_ 地点

③ 気象状況により工期中に発生した猛暑による作業不能日数（当該現場における定時の現場作業時間において、環境省が公表する四国地方_徳島_ 地点における

WBGT値が３１以上となり、かつ受注者が契約工事単位で全作業を中断し、又は現場を閉所した時間を算定し、日数に換算したもの（小数点以下第一位を四捨五入する。））が

①の日数から著しく乖離した場合には、受注者は発注者へ工期の延長変更を協議することができる。

④ 作業不能日数の計算は「営繕工事における猛暑および熱中症対策に係る試行要領（案）」による。

６． その他

本工事は、資材価格高騰に対する特例措置について（令和4.12.9建設第686号）に基づく特例措置の対象工事である。

① 本工事は、資材価格高騰に対する特例措置について（令和4.12.9建設第686号）に基づく特例措置の対象工事である。

② 本工事は、下請次数を制限する試行工事である。

・ 受注者は、下請次数が４次以上となる場合には、施工体制台帳の写し及び施工体系図の写しの提出に併せて理由書（様式第１号）を発注者に提出するものとする。

・ 受注者は、下請次数が４次以上となり、発注者からヒアリング等を求められた場合は、これに応じなければならない。

Ⅱ． 営繕工事共通仕様書
１． 適用基準

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の下記による。

・ 公共建築工事標準仕様書（建築工事編）             令和4年版（以下「標仕」という。）

・ 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）         令和4年版

・ 公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　　 令和4年版

・ 公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）         令和4年版（以下「改標仕」という。）

・ 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編） 令和4年版

・ 公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編） 令和4年版

・ 木造建築工事標準仕様書 令和4年版

・ 建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）・同解説 令和5年版

・  建築工事標準詳細図                                令和4年版（以下「標準図」という。）

・ 公共建築設備工事標準図（電気設備工事編） 令和4年版

・ 公共建築設備工事標準図（機械設備工事編） 令和4年版

・ 敷地調査共通仕様書 令和4年版

また、次の図書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）を参考とする。

・ 建築工事監理指針 令和4年版（以下「監理指針」という。）

・ 建築改修工事監理指針 令和4年版

・ 電気設備工事監理指針 令和4年版

・ 機械設備工事監理指針 令和4年版

２． 優先順位

設計図書の優先順位は、次の順とする。

① 質問回答書（②から⑤に対するもの）

② 補足説明書

③ 特記仕様書（営繕工事共通仕様書を含む）

④ 図面

⑤ 公共建築工事標準仕様書等

３． 工事実績データの登録

①

受注時は、契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除き14日以内とする。

・ 登録内容の変更時は、変更があった日から土曜日、日曜日、祝日等を除き14日以内とする。

・ しゅん工時は、工事しゅん工承認後、土曜日、日曜日、祝日等を除き14日以内とする。

・ 訂正時は、適宜とする。

なお、変更登録は工期、技術者に変更が生じた場合に行うものとし、請負代金額のみの変更の場合は、原則として登録を必要としない。

営繕工事共通仕様書

建物名称 庁舎棟　車庫・倉庫棟

構造・規模 RC造地上2階　　S造地上1階

敷地面積 2,179.07(m2)

延床面積 479.0(m2)　171.64(m2)

消防法施行例別表第１の区分 (15)項　(16)項ロ

種目 工事概要

建築一式工事 改築工事

池田

池田

受注者は、請負代金額が500万円以上の工事については受注・変更・しゅん工・訂正時に、工事実績情報サービス（コリンズ）に基づき、工事実績情報として「登録のための確認のお願い」を作成し監
督員に提出して内容の確認を受けた上、次の期限までに登録機関に登録しなければならない。

設計者情報：株式会社橘建築事務所 管理建築士 森脇康明 番号 一級建築士登録 第333705号 共ｰ01 営繕工事共通仕様書(1)

工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

② 受注者は、実績登録完了後、登録機関発行の「登録内容確認書」が受注者に届いた際には、速やかに監督員に提示しなければならない。

なお、変更時としゅん工時の間が14日間に満たない場合は、変更時の提示を省略できる。

４． 工程表

受注者は、契約書に基づく工程表を契約締結後14日（土曜日、日曜日、祝日等を除く。）以内に提出すること。

５． 工事の着手

なお、工事開始日とは、契約書に明示した着工の日（特記仕様書において着工の日を別に定めた場合にあっては、その日）をいう。

６． 施工計画書等

① 施工に先立ち、 実施工程表、 工事の総合計画をまとめた総合施工計画書及び工種別施工計画書並びに施工図等を作成し、監督員の承諾を受けること。

② 上記の施工計画書には、「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること。

③ 施工図、現寸図、見本等を、工事の施工に先立ち作成し、監督員の承諾を受けること。

７． 下請負人の選定

①

②

③

８． 施工体制台帳及び施工体系図

① 施工体制台帳の作成

② 施工体系図の作成及び掲示

③ 警備業者の記載

受注者は、交通誘導警備員を配置するときは、警備業者を含めて施工体制台帳及び施工体系図を作成・保存しなければならない。

④ 運搬業者の記載

受注者は、土砂等を運搬する大型自動車を配置するときは、運搬業者を含めて施工体制台帳及び施工体系図を作成・保存しなければならない。

⑤ 施工体制台帳及び施工体系図の提出

⑥ 再下請負通知書を提出する旨の書面の掲示

受注者は、再下請負通知書を提出する旨の書面を、工事現場の公衆が見やすい場所に掲示しなければならない。

９． 電気保安技術者等

① 電気保安技術者は次の者とし、必要な資格又は同等の知識及び経験を証明する資料により、監督員の承諾を受けること。

・

・ 一般用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、第1種又は第2種電気工事士の資格を有する者とする。

② 工事用電力設備の保安責任者を関係法令に従って有資格者を定め、監督員に報告すること。

１０． 施工中の安全確保

① 工事関係図書及び監督員から指示された事項等については、 施工に携わる下請負人にも十分周知徹底すること。

②

③ 工事現場の安全衛生管理については、 労働安全衛生法等関係法令等に従って行うこと

④ 工事の施工に伴う災害及び公害の防止は、 建築基準法、 労働安全衛生法、 騒音規制法、 振動規制法、 大気汚染防止法、 建設工事公衆災害防止対策要綱（令和元年9

月2日付け国土交通省告示第496号）、 建設副産物適正処理推進要綱（平成5年1月12日 建設省建経発第3号、平成14年5月30日改正）その他関係法令に従い適切に処

理すること。

⑤

⑥ 地下埋設物への影響が予想される場所では、施工に先立ち、原則として試掘を行い、当該埋設物の種類、位置（平面・深さ）、規格、構造等を確認しなければならない。

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫ 休日、夜間に作業を行う時は、事前に「休日・夜間作業届」を監督員に提出すること。

⑬

⑭ 受注者は、高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は、墜落防止に留意し、作業日毎に「墜落防止チェックシート」を活用して点検を行い、その記録を保管すること。

⑮ 仮囲いを設置する場合は、設置後に「営繕課発注現場安全再確認シート」を活用して点検を行い、その記録を保管すること。

⑯

⑰

⑱ 作業にあたって労働災害、公衆災害の事故リスクと対応方法について監督員と協議すること。

受注者は、設計図書に定めのある場合、又は特別の事情により発注者の承諾があった場合を除き、工事開始日以降30日以内に工事に着手しなければならない。

事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、その電気工作物の工事に必要な電気主任技術者の資格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする。

受注者は、本工事の一部を下請に付する場合は、工事の施工に十分な能力と経験を有した者を選定すると共に、徳島県内に主たる営業所を有するものの中から優先して選定するように努めなけれ

ばならない。なお、 請負対象額（設計金額）が１億円以上の工事については、徳島県内に主たる営業所を有するもの以外と下請契約する場合に、 県内業者を選定しない理由を記した理由書を事

前に監督員に提出しなければならない。

受注者は、本工事の全部若しくは一部について、指名停止期間中の有資格業者と下請契約を締結してはならない。（なお、有資格業者とは、建設工事の請負契約に係る一般競争入札及び指名
競争入札参加資格審査要綱（昭和58年1月18日徳島県告示第50号）第5条の規定により参加資格の認定を受けた者をいう。）

受注者は、下請契約を締結するときは、下請負に使用される技術者、技能労働者等の賃金、労働時間その他の労働条件、安全衛生その他の労働環境が適正に整備されるよう、市場における労務
の取引価格、保険料等を的確に反映した適正な額の請負代金及び適正な工期等を定める下請け契約を締結しなければならない。

受注者は、下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は、施工体制台帳及び再下請負通知書（以下「施工体制台帳」という。）を自らの責任において作成・保存するとともに、施
工体制台帳を工事現場に備え置かなければならない。

受注者は、下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は、各下請負者の施 工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する
法律に従って、工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げなければならない。

受注者は、施工体制台帳の写し及び施工体系図の写しを、下請契約を締結したときは下請契約日から、内容に変更が生じたときは変更が生じた日から、いずれも土曜日、日曜日、祝日等を除き14
日以内に監督員に提出し、確認を受けなければならない。ただし、提出日について、監督員が承諾したときはこの限りではない。

工事現場における現場代理人、 監理技術者、 主任技術者の確認のため名札を着用すること。名札には現場代理人、監理技術者、主任技術者の別、氏名、会社名、工事名を記載し、顔写真を
添付すること。

受注者は、 工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について工事（仮囲い等仮設材設置を含む）着手までに調査を行い、 「支障物件確認書」を監督員に提出し、監督員の確
認を受けてから工事着手すること。

受注者は、 工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し、 支障を及ぼさないような措置を施さなければならない。万一、 損傷を与えた場合は、 ただちに監督員に報告するとともに、 
施設の運営に支障がないよう、受注者の負担でその都度補修又は補償すること。

受注者は、重量が100kg以上のものを貨物自動車に積む作業（ロープ掛けの作業及びシート掛けの作業を含む。）又は貨物自動車から卸す作業（ロープ解きの作業及びシート外しの作業を含む。）を
行うときは、当該作業を指揮する者を定め、監督員に報告しなければならない。

受注者は、機械等を貨物自動車に積み込む作業又は貨物自動車から卸す作業を行う場合は、当該作業を指揮する者を定め、指揮者の合図により行わなければならない。また、作業状況について、
写真等の資料を整備及び保管し、監督員の請求があったときは、直ちに提示しなければならない。

受注者は、輸送経路等において上空施設への接触事故を防止するため、重機回送時の高さ、移動式クレーンのブームの格納、ダンプトラックの架台の下ろし等について、走行前に複数の作業員により
確認しなければならない。

受注者は、トラック（クレーン装置付）を使用する場合は、上空施設への接触事故防止装置（ブームの格納忘れを防止（警報）する装置、ブームの高さを制限する装置等）付きの車両を原則使用しな
ければならない。なお、使用できない場合は事前に監督員と協議を行うこと。

受注者は、工事期間中安全巡視を行い、工事区域及びその周辺の監視あるいは連絡を行い、安全を確保するとともに工事現場における盗難防止の観点から、資機材の保管状況等についても併せ
て確認すること。また、監督員から「資機材保管計画書」（自由様式）の提出を求められた場合には、速やかに提出すること。

上下作業や直下階の施設を利用しながらの直上階（天井）のスラブはつり工事は、原則禁止とする。やむを得ず行う場合は、飛来落下の危険を生じるおそれがあるため、適切な防護措置を講じ安全
確保を図り、施工手順について監督員の承諾を得たうえで、指定された時間に行うこと。

受注者は、足場を設置する場合は組立、解体時において、作業前に施工手順を確認し、倒壊や資材落下に対する措置を講じなければならない。特に、飛来落下の恐れのある巾木やメッシュシート

等の資機材については、足場の上に仮置きせず、設置又は荷下ろしするまでは、番線等により固定を行うこと。また、強風、大雨、大雪等の悪天候のため、作業の実施について危険が予想されるとき

は、作業を中止すること。

設計者情報：株式会社橘建築事務所 管理建築士 森脇康明 番号 一級建築士登録 第333705号 共ｰ02 営繕工事共通仕様書(2)



工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

⑲ 既設配管等を破損させた場合の停電、断水等の影響範囲及び破損防止のための対策について関係者と協議すること。

⑳ 事故により、停電、断水等が発生することを考慮し、施設休業日に作業するなど、作業日を施設管理者と協議すること。

㉑

㉒

１１． 撤去時の資機材残置の防止

足場撤去の際は、工事箇所周辺に資機材が残っていないか点検したうえで、撤去を行うこと。

１２． 交通安全管理

① 輸送災害の防止

② 過積載による違法運行の防止

受注者は、過積載による違法運行の防止に関し、特に次の事項について留意し、下請負業者を指導すること。

・ 積載重量制限を超えた土砂等の積込みは行わないこと

・ さし枠装備車、不表示車は使用しないこと

・ 過積載車両、さし枠装備車、不表示車から土砂等の引き渡しを受けないこと

・ 建設発生土の処理及び骨材の購入に当たっては、下請事業者及び骨材納入業者の利益を不当に害さないこと

・ 過積載による違法通行により、逮捕または起訴された建設業者は、指名停止措置を講ずる場合がある

１３． 発生材の処理等

① 発生材の処理等は、次により適正に行う。

1) 工事による発生材のうち、文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については、報告及び引き渡しを要する。

2)

3) 産業廃棄物の種類ごとの処分場については、各専門特記仕様書の1章一般共通事項「産業廃棄物の処理」又は「発生材の処理等」による。

4) 建設発生土の処理については、各専門特記仕様書の1章一般共通事項「建設発生土の処理」による。

5) 解体前に、照明器具、変圧器及び進相コンデンサのPCBの有無を調査し、有れば、監督員の指示に従うこと。

6)

7) 受注者は、建設副産物が搬出される工事にあたっては、建設発生土は建設発生土搬出調書（様式3）、産業廃棄物は産業廃棄物管理票（マニフェスト）により、適正に処理されて

いるか確認するとともに、監督員に建設発生土搬出調書を提出しなければならない。なお、監督員等の指示があった場合は直ちに産業廃棄物管理票の写しを提示しなければなら

ない。

② アスベスト

1)

既存の分析調査結果の貸与 （ あり ・ なし ）

2) 事前調査を公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）1.5.1及び関係法令により行うこと。

・ 事前調査は、建築物石綿含有建材調査者（特定、一般）、又はこれと同等の能力を有する者が行うこと。

※同等の能力を有する者とは、（一社）日本アスベスト調査診断協会に令和5年9月30日までに登録されたものをいう。

・ 発注者の指示により、分析によるアスベスト調査を行う場合の費用については、監督員との協議による。

その場合の分析方法は、JIS A 1481-1によること。

・ 結果を石綿事前調査結果報告システムにより、労働基準監督署及び自治体に報告すること。監督員へも結果を提出するとともに、その写しを工事の現場に備え置くこと。

・ 調査結果は3年間保存すること。

・ 調査結果の概要を公衆が見やすい場所に掲示すること。

3) 表示、掲示は次のとおり行うこと。

・ 事前調査結果の概要を公衆が見やすい場所に掲示する。

・ 「建築物等の解体等の作業に関するお知らせ」を労働者及び周辺住民の見やすい場所に掲示する。

・ 作業に従事する労働者への注意事項を見やすい場所に掲示する。

・ 喫煙及び飲食の禁止並びに関係者以外の立入禁止について、作業場の見やすい箇所に掲示する。

③ 建設リサイクル法通知済証の掲示

④

1)

2)

3) 受注者は、上記計画書を工事現場の見やすい場所に掲示（デジタルサイネージによる掲示も可）すること。

4) 受注者は、上記計画書に変更が生じた場合は、速やかに計画を変更し、その変更の内容を監督員に報告すること。

5) 受注者は、工事完了後速やかにコブリス・プラスにより再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書を作成し、監督員に提出すること。

6) 受注者は、上記計画書及び実施書を工事完成後5年間保存すること。

7)

⑤ 受領書の交付

受注者は、土砂を再生資源利用計画書に記載した搬入元から搬入したときは、法令等に基づき、速やかに受領書を搬入元に交付しなければならない。

⑥ 再生資源利用促進計画書を作成する上での確認事項等

給水管近傍の作業で給水管を破損する恐れがある場合は、給水バルブの止水状況を確認するとともに、事故による漏水に備えて直下階や近傍の重要備品について養生や移設について協議するこ
と。

受注者は、工事施工途中に工事目的物や工事材料等の不具合等が発生した場合、または、公益通報者等から当該工事に関する情報が寄せられた場合には、その内容を監督員に直ちに通知しな
ければならない。

受注者は、 工事用車両による土砂、 工事用資材、 機械等の輸送を伴う場合は、 関係機関と打合せを行い、 交通安全に関する担当者、 輸送経路、 輸送期間、 輸送方法、 輸送担当業者、 

交通誘導員の配置、 標識、 安全施設等の設置場所その他安全輸送上の事項について計画を立て、災害の防止を図らなければならない。特に、 輸送経路にある既設構造物に対して損害を与える

おそれがある場合は、 当該物件およびその位置と必要な措置について工事着手前に監督員に報告しなければならない。

上記以外の発生材は、 建設工事に係る資材の再生資源化等に関する法律、 資材の有効な利用の促進に関する法律、 廃棄物の処理及び清掃に関する法律、 建設副産物適正処理推進要綱

その他関係法令等に従い処理すること。受注者は、工事で発生する産業廃棄物を保管する場合、または自ら運搬する場合等においては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の規定を遵

守すること。図書に表示のないものについては、監督員に報告し指示を仰ぐこと。

空調機等の整備や撤去処分を行う場合は、フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律をはじめとする関係法令に基づき、作業や手続きを行う。家電リサイクル法に該当する機器につ
いては、家電リサイクル法により処理すること。

解体前に大気汚染防止法に基づくアスベスト等の特定建築材料に該当するものが使用されていないか調査し、あれば監督員の指示に従うこと。既存の分析調査結果がある場合は、受注者がその結
果を書類等により確認すること。なお、工事内容に変更がある場合においても同様とする。

受注者は、建設リサイクル法に基づく対象建設工事（特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が建設リサイクル法

施行令で定める基準以上のもの）においては、工事現場の公衆の見やすい場所に工事着手日までに「建設リサイクル法通知済証」を掲示し、工事しゅん工検査が終了するまで存置しておかなければな

らない。また、「建設リサイクル法通知済証」掲示後の全景写真は電子納品の対象書類とし、「徳島県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】｣に基づき提出すること。なお、「建設リサイクル法通知

済証」は契約締結後から工事着手日までの期間に発注者から支給することとする。

資源の有効な利用の促進に関する法律（以下「資源有効利用促進法」という。）及び建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という。）に基づく対応は、以下のとお
り行うこと。

受注者は、資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の再生資源の利用に関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第19号）第9条で規定される工事又

は建設リサイクル法施行令第2条で規定される工事（以下「一定規模以上の工事」という。）において、コンクリート（二次製品を含む。）、土砂、砕石、加熱アスファルト混合物又は木材を工事現場に

搬入する場合には、（一財）日本建設情報総合センターのコブリス・プラスにより再生資源利用計画書を作成し、監督員に提出すること。
受注者は、資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る再生資源の利用の促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第20号）

第8条で規定される工事又は一定規模以上の工事において、建設発生土、コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、建設発生木材、建設汚泥又は建設混合廃棄物を工事現場から搬出する場

合には、コブリス・プラスにより再生資源利用促進計画書を作成し、監督員に提出すること。

受注者は、コブリス・プラスの入力において、資源の供給元及び搬出する副産物の搬出先について、その施設名、施設の種類及び住所を必ず入力すること。ただし、バージン材を使用する生コンクリート
及び購入土を除くものとする。

受注者は、再生資源利用促進計画書の作成に当たり、建設発生土を工事現場から搬出する場合は、工事現場内の土地の掘削その他の形質の変更に関して発注者等が行った土壌汚染対策法

等の手続き状況や、搬出先が盛土規制法の許可地等であるなど適正であることについて、法令等に基づき確認しなければならない。また、確認結果は再生資源利用促進計画書に添付し監督員に
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⑦ 建設発生土の運搬を行う者に対する通知

⑧ 建設発生土の搬出先に対する受領書の交付請求等

⑨ 建設発生土の最終搬出先の記録・保存

ただし、以下の(1)～(3)に搬出された場合は、最終搬出先の確認は不要である。

(1) 国又は地方公共団体が管理する場所（当該管理者が受領書を交付するもの）

(2) 他の建設現場で利用する場合

(3) ストックヤード運営事業者登録規程により国に登録されたストックヤード

１４． 材料・製品等

① 本工事に使用する建築材料、設備機材等（以下「建材等」という）は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとする。

② 受注者は、建材等の発注の際には、発注前に、品質及び性能に関して記載された工種別施工計画書及びその証明となる資料を監督員へ提出しなければならない。ただし、設計図

書に定めるJIS又はJASの材料で、JIS又はJASのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りでない。なお、 各専門特記仕様書

中、「評価名簿による」と記載されているものは、 一般社団法人公共建築協会発行の「建築材料等評価名簿（最新版）」及び「設備機材等評価名簿（最新版）」記載品を指すも

のとする。

③ 県産木材の原則使用

1)

2) 「県産木材」とは、 「徳島県内の森林で育成した木材」のことであり、 「徳島県内の森林で育成した木材」とは次のことである。

 (a) 徳島県木材認証制度により、 県内産であることが「産地認証」された木材

 (b)  (a)以外において、 徳島県内の森林で育成したことが確認された木材

3)

4) 受注者は、 県産木材を使用する前に、 徳島県木材認証機構から発行される「産地認証証 明書」の写しにより県産木材であることを示す書類を監督員へ提出しなければならない。

5) 県内の森林から直接調達するなど、 前項により難い場合は木材調達先の産地及び相手の氏名等を記入した書類を監督員へ提出しなければならない。

④

⑤ 標仕等に記載されていない特別な材料の仕様・工法は、 監督員の承諾を受けて、当該製品の仕様及び指定工法による。

⑥ 県内産資材の原則使用

1) 受注者は、 木材以外の建設資材を使用する工事を施工する場合、 原則として県内産資材を使用しなければならない。ただし、 特段の理由がある場合はこの限りでない。

2)

県内産資材（次のいずれかに該当するもの）

・ 材料の主な部分を県内産出の原材料を使用している製品

・ 徳島県内の工場で加工、製造された製品

（注） ・ 部材、部品が県外製品であっても、県内の工場で加工、製造した製品（二次製品）であれば県内産資材として取り扱う。

・ 県内企業が県外に立地した工場（自社工場）で加工、製造した製品も県内産資材として取り扱う。

・ 公共建築工事標準仕様書その他関連する示方書等の基準を満たす資材、製品であること。

⑦ 県内企業調達建材等の優先使用

なお、 県内企業調達建材等以外を使用する場合は、 県内企業調達建材等を使用しない理由を工種別施工計画書に記載し、監督員の承諾を得なければならない。

⑧ 県内産再生砕石の原則使用

⑨ アスファルト舗装の材料

⑩ 認定リサイクル製品の使用

受注者は、「徳島県リサイクル認定制度」に基づく徳島県認定リサイクル製品の使用を積極的に推進するものとする。

徳島県認定リサイクル製品を使用した場合、受注者は工事完了までに「徳島県認定リサイクル製品等使用実績報告書」を監督員へ任意で提出すること。

１５． 化学物質を発散する建築材料等

本工事に使用する建築材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次の①から⑤を満たすものとする。

①

② 保温材、緩衝材、断熱材は、ホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

③

④ 塗料（塗り床を含む）は、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

⑤ ①、③及び④の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

１６． 施工

① 設計図書に疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等の関係で設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたときは、標仕記載の「疑義に対する協議等」による。

② 工事現場に監督員は常駐できないので、疑問な点、その他打合せ決定を要する事項は、監督員の出向いた時、又は営繕課へ問い合わせ、工事に遺漏のないようにすること。

③

④

受注者は、建設発生土を再生資源利用促進計画書に記載した搬出先へ搬出したときは、法令等に基づき、速やかに搬出先の管理者に受領書の交付を求め、受領書に記載され

た事項が再生資源利用促進計画書に記載した内容と一致することを確認するとともに、監督員に写しを提出しなければならない。

また、その受領書の写しを工事完成後５年間保存しなければならない。

提出するとともに、工事現場において公衆の見やすい場所に掲げなければならない。

受注者は、建設現場等から土砂搬出を他の者に委託しようとするとき、特記に土工事の記載 がある場合は「建設発生土の処理」に定められた事項等（搬出先の名称及び所在地、搬出量）と、前項
で行った確認結果を、委託した搬出者に対して、法令等に基づいて通知しなければならない。

受注者は、建設発生土が再生資源利用促進計画書に記載した搬出先から他の搬出先へ搬出されたときは、速やかに搬出先の名称や所在地、搬出量等を記録した書面を作成し、保存すること。さ
らに、他の搬出先へ搬出されたときも同様である。

受注者は、 工事目的物及び指定仮設で木材を使用する場合並びにコンクリート打設用型枠を使用する場合、 原則として県産木材を使用しなければならない。ただし、 特段の理由がある場合には
この限りでない。

受注者は、 請負代金額が500万円以上の工事について、 県産木材以外の木材を使用する場合は、 県産木材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共に、確認資料を事前に監督員に
提出し、 承諾を得なければならない。

製材等（製材、 集成材、 合板、 単板積層材）、 フローリング、 再生木質ボード（パーティクルボード、 繊維板、 木質系セメント板）については、 合法性に係る確認（「産地認証」及び「品質認証」を

含む。）が行われたものを使用する。ただし、 機能上、 需給上など正当な理由により確保が困難であり、 使用できない場合には監督員と協議するものとし、監督員の承諾を得るものとする。また、 それ

らの木質又は紙の原料となる原木についての合法性に係る確認は、 林野庁作成の「木材・木材製品の合法性、 持続可能性の証明のためのガイドライン（平成18年2月15日）」に準拠して行うものと

し、 監督員に合法証明書を提出するものとする。ただし、平成18年4月 1日より前に伐採業者が加工・流通業者等と契約を締結している原木に係る合法性の確認については、 平成18年4月1日の

時点で原料・製品等を保管している者が証明書に平成18年4月1日より前に契約を締結していることを記載した場合には、上記ガイドラインに定める合法な木材であることの証明は不要とする。

受注者は、木材以外の建設資材について、県内産資材であることの別を施工計画書に記載するものとする。また、請負代金額が500万円以上の工事について、 県内産資材以外の資材を使用する
場合は、 県内産資材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共に、確認資料を事前に監督員に提出し、 承諾を得なければならない。

受注者は、 徳島県内に主たる営業所を有する者から調達した建材等（以下、「県内企業調達建材等」という。）を優先して使用するよう努めなければならない。また、県内企業調達建材等の別を工
種別施工計画書に記載するものとする。

受注者は、 再生砕石を使用する場合、 県内の再資源化施設（廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）第15条第1項に基づく許可を有する施設（同法第15条の2の6第1
項に基づく変更の許可において同じ。））で製造された再生砕石を原則として使用しなければならない。

受注者は、加熱アスファルト混合物を使用するときは、原則として、「徳島県土木工事用生アスファルト合材の品質審査要綱」に基づき工場認定を受けた県内の工場から出荷された合材を原則として
使用しなければならない。

合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗材は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少
ないものとする。

接着剤は、フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発
散が極めて少ないものとする。

品質管理は、適切な時期に品質計画に基づき、確認、試験又は検査を行うこと。結果が管理値を外れるなど疑義が生じた場合は、品質計画にしたがって適切な処理を施すこと。また、その原因を検
討し、再発防止のための必要な処置をとること。

施工にあたっては、 設計図書に従って忠実に施工すること。不都合な工法等を発見した場合は、工事が進行済みであっても根本的な手直しを命ずるので、 注意して施工すること。手直し工事は、 受
注者の責任において実施し、 それに要する費用は受注者の負担とする。

設計者情報：株式会社橘建築事務所 管理建築士 森脇康明 番号 一級建築士登録 第333705号 共ｰ04 営繕工事共通仕様書(4)



工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

⑤ 本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については、工事着手前に資格者名簿及びその証明書類等を監督員に提出すること。

⑥ 設計図書（各施工計画書を含む）に定められた工程が完了した時、 報告書を提出し、 監督員の検査等を受け、承諾を受けて次の工程に進むこと。

⑦ 試験等によらなければ確認できない工事（製品）については、 試験等計画書（施工計画書に記載）を提出し、監督員の承諾を受け試験を行い、 その結果を報告し承認を得ること。

１７． 建設機械等

① 排出ガス対策型建設機械

② 低騒音・低振動型建設機械

③ 特定自主検査

④ 不正軽油の使用禁止

受注者は、ディーゼルエンジン仕様の車両及び建設機械等を使用する場合は、地方税法（昭和 25年法律第226号）に違反する軽油等を燃料として使用してはならない。

また、受注者は、県の徴税吏員が行う使用燃料の採取調査に協力しなければならない。

１８． 遠隔臨場の試行

①

② 受注者は、当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円以上の場合において、「営繕工事の遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を実施しなければならない。

１９． 工事看板等

① 工事現場には、 工事看板を監督員の指示に従って見やすい場所に設けること。

②

③

・ 区画線工事、舗装工事、標識設置工事、照明灯工事 

・ 当初請負金額が200万円未満の工事

２０． 仮設トイレ

受注者は仮設トイレを設置する場合、次のとおりとしなければならない。ただし、 特段の理由がある場合はこの限りではない。

① 当初請負対象金額（設計金額）1千万円未満の工事

原則として「洋式トイレ」を設置しなければならない。また、現場従事者に女性が含まれる場合は、原則として「女性専用トイレ（洋式トイレ）」を設置しなければならない。

② 当初請負対象金額（設計金額）1千万円以上3千万円未満の工事

原則として「洋式トイレ」を設置しなければならない。また、現場従事者に女性が含まれる場合は、原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。

③ 当初請負対象金額（設計金額）3千万円以上の工事

原則として「快適トイレ」を設置しなければならない。また、現場従事者に女性が含まれる場合は、原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。

受注者は、 仮設トイレを設置した場合、 「仮設トイレ設置報告書」を監督員に提出しなければならない。

（注）洋式トイレとは、 和式トイレの便座部分を洋式化したトイレのこと。

（注）快適トイレとは、 洋式トイレのうち、 防臭対策・施錠の強化などが実施された、 女性が利用しやすい仮設トイレのこと。

２１． 設計変更箇所確認

２２． 工事検査及び技術検査

①

（注）低入札工事とは、 低入札価格調査工事の調査基準価格を下回って落札した工事をいう。

（注）一般入札工事とは、低入札工事以外の工事をいう。

② 中間検査の実施時期は、当該工事の工程を考慮し施工上の重要な時点で行うものとし、締結後速やかに監督員と協議すること。

③ 中間検査が部分払検査と同時期になる場合は、中間検査を省略することができる。

④ 基礎杭工事を含む工事については、請負対象額にかかわらず、基礎杭工事完了後、中間を実施する。

⑤

２３． 完成図等

① 電子納品： 対象

②

③ 提出書類

・ 竣工図（製本3部、電子データ2部）（サイズ：監督員の指示による）

・ 工事写真（電子データ2部）

・ 使用材料一覧表（竣工図表紙裏面に貼付、電子データ2部）

・ 保全に関する資料

当初請負対象額 一般入札工事 低入札工事

3千万円未満 － 1回

3千万円以上5千万円未満 － 2回

5千万円以上1億円未満 1回 2回

1億円以上 2回 3回

注者の責任において実施し、 それに要する費用は受注者の負担とする。

本工事に使用する土工機械は、 「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成3.10.8 建設省経機発第249号 最終改正 平成14.4.1国総施第225号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機

械とする。ただし、 排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、 平成7年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、 又はこれと同等の開発目標で実施された

民間開発建設技術の技術審査・証明事業、 あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術審査証明により評価された排出ガス浄化装置を装着することで排出ガス対策型建設機械と同等

とみなすが、 これにより難い場合は、 監督員と協議するものとする。なお、 排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、 現場代理人は施工現場にお

いて使用する建設機械の全景及び型番等が分かる写真を監督員に提出するものとする。

本工事で使用する建設機械は、 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程（国土交通省告示 平成13年4月9日改正）」に基づき指定された建設機械を使用するものとする。現場代理

人は、 施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等、 同規程に基づき指定された建設機械であることが分かる写真を監督員に提出するものとする。ただし、 同規程に記載されていない機

種、 規格の建設機械により施工する場合はこの限りでない。なお、 同規程に基づき指定された建設機械を現場に供給するのが著しく困難な場合は、 監督員と協議する。ただし、騒音規制法、 徳島

県公害防止条例等の関係法令を遵守するものとする。

本工事で使用する建設機械（労働安全衛生法により特定自主検査が義務づけられている建設機械）は、 1年以内毎に1回特定自主検査を実施済みの機械を使用し、 その検査証明書（検査記録
表）の写しを使用工種の施工計画書に添付し提出すること。

受注者は、当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円未満の場合において、遠隔臨場の実施を希望する場合は、「営繕工事の遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を実施すること
ができる。

受注者は、本工事において使用する工事看板・バリケード等については、県産木材を用いた木製品を優先して使用するよう努めなければならない。県産木材を購入した場合、受注者は、工事完了ま
でに「任意仮設における県内産木材購入実績報告書」を監督員へ任意で提出すること。

受注者は、監督員から渡される「技能労働者への適切な賃金水準の確保等に関するポスター」を現場関係者が見やすい場所に掲げるとともに、掲示状況を工事写真として提出しなければならない。
ただし、次のいずれかに該当する工事は対象外とする。

設計事務所による工事監理がある場合、受注者は、工事監理業務受注者が作成する設計変更箇所一覧表の内容について、監督員、工事監理業務受注者とともに定期的に確認すること。また、工事
しゅん工前には全ての設計変更箇所及び内容を監督員、工事監理業務受注者とともに、書面により確認すること。

次表により中間検査の対象工事となった場合は、 原則として次表の実施回数以上の中間検査を実施するものとする。ただし、 工事検査員が認める場合は、一般入札工事に限り、これによらないこと
ができる。

外壁改修工事等において、足場が撤去されしゅん工検査時に検査員による出来形等の現認ができなくなるおそれがある場合は、当初請負対象額に関係なく、中間検査の実施にて監督員と協議する
こと。

受注者は、原則として「徳島県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】」に基づいて設計、工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品（以下「電子納品」とすること。
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・ その他監督員が指示する図書（必要部数）

④

⑤

⑥ 工事写真の撮影は、 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領」によること。

⑦ 工事完成撮影は、 別途指定がある場合を除き、専門家によらないものとする。

⑧ 既存埋設管等の状況について、現場と図面の相違が発覚した場合は竣工図に反映させること。

２４． デジタル工事写真の小黒板情報電子化

受注者は、「デジタル工事写真の小黒板情報電子化の運用について」に基づき、実施することができる。

２５． 火災保険

本工事の着手に際し、 火災保険等（火災保険、建設工事保険その他の保険（これに準ずるものを含む。））を請負額に応じて付保する。（標準請負契約約款 第55条）

① 対象物

工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）について付保する。

② 付保除外工事

次に掲げる単独工事については、付保を除外できる。

・杭及び基礎工事　　・コンクリート躯体工事　　・屋外付帯工事　　・その他実状を判断のうえ必要がないと認めた場合（外壁補修工事等） 

③ 付保する時期及び金額

④ 保険終期

工事完成期日に14日を加えた期日とする。なお、 工期延伸した場合には保険の期間も延長する。

⑤ その他

・ 付保する時期以降に出来高払を行う場合は、 受注者は保険契約の証券の写しを出来高払の書類に添付する。

・ 建設工事保険に付保した場合は、火災保険に付保したものとみなす。

２６． 公共事業労務費調査

①

②

③

④

２７． 暴力団からの不当要求又は工事妨害の排除

①

②

③ 受注者は、発注者及び所轄の警察署と協力して不当介入の排除対策を講じなければならない。

④

⑤ 受注者は、暴力団等から不当介入による被害を受けた場合は、その旨を直ちに報告し、被害届を速やかに所轄の警察署に提出しなければならない。

⑥

２８ 事故報告書

しゅん工図は関係図面（データ貸与）を修正して作成すること。しゅん工図データは、関係図面（データ貸与）を修正して作成し、PDF形式、SFC形式及リジナル形式をCD-R等に保存する。

工事写真の電子データは完成写真、 着手前、 資機材、 施工状況の順に整理する。完成写真については、 工事目的物の状態が、資機材、 施工状況等については、不可視部出来形が写真で的
確に確認できること。

鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に、 木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に、請負金額相当額を付保する。また、模様替え工事等については、 工事着手時に請負金額相当額
を付保する。

当初請負対象金額（設計金額）が税込1,000万円以上の工事において、公共事業労務費調査の対象工事となった場合は、受注者は、調査票等に必要事項を正確に記入し調査団体に提出する
等、必要な協力を行わなければならない。また、本工事の工期経過後においても、同様とする。

調査票等を提出した事業者を調査団体が事後に訪問して行う調査・指導の対象になった場合、受注者は、その実施に協力しなければならない。また、本工事の工期経過後においても、同様とする。

公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう、受注者は、労働基準法等に従って就業規則を作成すると共に賃金台帳を調製・保存する等日頃より使用し 
ている現場労働者の賃金時間管理を適切に行わなければならない。

受注者が本工事の一部について下請契約を締結する場合には受注者は、当該下請工事の受注者（当該下請工事の一部に係る二次以降の下請人を含む）が前述と同様の義務を負う旨を定めな
ければならない。

受注者は、工事の施工に関し、暴力団等からの不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」という。）を受けた場合（②に規定する場合は、下請負人から報告があったとき）には、その旨を直ちに発注
者に報告するとともに、併せて所轄の警察署に届け出なければならない。

受注者は、本工事の一部を下請に付する場合、下請工事の施工に関して下請負人が暴力団等からの不当介入を受けたときは、受注者にその旨を報告することを義務付けしなければならない。

受注者は、排除対策を講じたにもかかわらず、工期に遅れが生じるおそれがある場合には、発注者と工程に関する協議を行い、その結果、工期内に工事が完成しないと認められる場合 は、「徳島県
公共工事標準請負約款」（以下「約款」という。）第22条の規定により、発注者に工期延長の請求を行わなければならない。

受注者は、前項被害により、工期に遅れが生じるおそれがある場合は、発注者と工程に関する協議を行い、その結果、工期に遅れが生じると認められた場合は、約款第22条の規定により、発注者に
工期延長の請求を行わなければならない。

受注者は、工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に連絡する。また、監督員が指示した場合及び建設工事事故データベースシステムの登録対象となる事故の場合、監督員が定めた期
日までに、事故報告書を提出し、建設工事事故データベースシステムに、事故に関する情報を登録する。
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工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

Ⅲ． 建築工事特記仕様書

１章 一般共通事項

１． 施工条件

施工条件は次による。

① 工程については、施設管理者と協議の上決定すること。

②

③ その他の詳細な施工条件については、実施工程表及び総合施工計画書の作成時に施設管理者と協議の上決定し、適宜相互に日程の調整及び確認を行う。

２． 重要備品等

工事に影響のある範囲内の重要備品等  （ 有 ・ 無 ）

備品等名称 ：

保管場所 ：

注意事項 ：

３． 施工調査

調査期間

本工事の着手時に、 給排水、 ガス管、 地下埋設物等の調査を行う。

調査期間は 1   週間とする。切り回し時期については、 協議によるものとする。

４． 交通誘導警備員

交通誘導警備員については、 警備業法に基づく警備員とし、 図示する場所に 200 日間配置すること。

① 本工事は、 警備員等の検定等に関する規則第1条第4号により規定された交通誘導警備業務を行う場所に一級又は二級の検定合格警備員の配置が

（ ・ ）

② 警備員は、 延 200 人 （昼 200 人、 夜 0 人：うち検定合格警備員 0 人）を見込んでいる。

③ 警備業法を遵守するとともに、 受注者は交通誘導警備員の配置計画書及び合格証明書の写し等資格要件の確認ができる資料を事前に監督員へ提出すること。

④ 配置された検定合格警備員は、 業務に従事している間は合格証明書を携帯し、かつ、監督員等の請求があるときは、これを提示すること。

⑤

⑥ 受注者は、 「交通誘導警備員勤務実績報告書」を作成し、 勤務実績が確認できる資料（勤務伝票の写し）とともに、 1月毎に監督員へ1部提出しなければならない。

５． 産業廃棄物の処理

発生材の処理等は、標仕により適切に処理する。

産業廃棄物の種類ごとに次の処分場を指定する。

（注）表中「優良」欄に丸印の入っている業者は、「徳島県優良産業廃棄物処理業者の認定業者であることを示す。

・ 上記以外の許可業者の処分場で処分しても差し支えないが、 増額変更の対象とはしない。また、 この場合、 処分単価の見積書を求め、 減額変更を行うことがある。

・

・ コンクリート・アスファルト類の搬出先については、中間処理施設のみとする。

・ 木材については、50kmの範囲内にある木材再資源化施設への搬出を原則とする。

義務付けられている 義務付けられていない

施設の使用に影響のある、騒音、振動、粉塵等を伴う作業は平日の授業中は原則施工できない。また、休日においても施設管理者より作業中止の要望がある場合は、作業の中止を行う
場合がある。

受注者は、発注者が行う交通誘導警備員勤務実績調査の実施に協力しなければならない。 また、対象工事の一部について下請負契約を締結する場合は、当該下請負工事の受注者
（当該下請負工事の一部に係る二次以降の下請負人を含む。）も同様の義務を負う旨を定めなければならない。

種類
処分許可業者の会社名

(処分区分）
優良

所在地
処分地

運搬距離
（km）

処分費
（税抜、円）

単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ（無筋） （有）山口工業（中間処分）
三好市三野町太刀野7

三好市三野町太刀野山蝉谷4236
3.7 1,600 t

ｺﾝｸﾘｰﾄ（有筋） （有）山口工業（中間処分）
三好市三野町太刀野7

三好市三野町太刀野山蝉谷4236
3.7 1,700 t

ｱｽﾌｧﾙﾄ （有）山口工業（中間処分）
三好市三野町太刀野7

三好市三野町太刀野山蝉谷4236
3.7 1,400 t

金属（処分） （株）明和ｸﾘｰﾝ
三好市山城町寺野字大休場956
三好市山城町寺野字大休場956

32.3 0 t

ｶﾞﾗｽ （有）久保衛生
三好郡東みよし町加茂6001-1
三好郡東みよし町加茂5999-1

7.0 10,000 ｍ3

木材 （有）徳島興産 〇
徳島市津田海岸町2番90号
徳島市津田海岸町2番90号

62.6 10,000 t

廃ﾌﾟﾗ （株）ﾘﾘｰｽ
三好郡東みよし町昼間字ｶﾄﾞﾀ305-2
三好郡東みよし町昼間字ｶﾄﾞﾀ305-2

8.2 16,000 ｍ3

汚泥 阿波ﾊﾞﾗｽ（株） 〇
吉野川市鴨島町鴨島151-1
吉野川市山川町堤外141-11

29.2 13,000 t

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ （有）山一建設
阿波市市場町香美字西原284-1
阿波市市場町香美字西原284-1

32.3 15,000 t

鉄骨・軽量鉄骨

ｻｯｼ　ｽﾁｰﾙ

ｻｯｼ　ｱﾙﾐ

生木 （有）徳島興産 〇
徳島市津田海岸町2番90号
徳島市津田海岸町2番90号

62.6 10,000 t

根株 （有）徳島興産 〇
徳島市津田海岸町2番90号
徳島市津田海岸町2番90号

62.6 20,000 t

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板
等

（株）明和ｸﾘｰﾝ
三好市山城町寺野字大休場956
三好市山城町寺野字大休場956

32.3 36,000 ｍ3

廃石綿等 （株）明和ｸﾘｰﾝ
三好市山城町寺野字大休場956
三好市山城町寺野字大休場956

32.3 60,000 ｍ3

上記の処分場が徳島県優良産業廃棄物処理業者（以下、 「優良産廃処分業者」という。）に認定されているとき、 処分場を変更する場合は原則として優良産廃処分業者に変更す
ること。ただし、 諸般の事情により優良産廃処分業者以外の処分場で処分を行う場合は、 理由書を監督員に提出すること。

設計者情報：株式会社橘建築事務所 管理建築士 森脇康明 番号 一級建築士登録 第333705号 建特ｰ01 建築工事特記仕様書(1)

工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

６． 建設発生土の処理

建設発生土の処理については、「 3 章 土工事」に記載している。なお、場外拠出が指定されている場合において、指定された処分場以外で処分する場合は監督員の承諾を得

ること。なお、増額変更の対象とはしない。

７． 他工事との取り合い

８． 室内空気中の化学物質の濃度測定

① 建物の用途により以下の物質の室内濃度を測定すること。

学　　　校： ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・パラジクロロベンゼン・スチレン・エチルベンゼン

学校以外： ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・スチレン・エチルベンゼン

② 採取器具は受注者にて用意すること。

③ 測定箇所

④ 測定は、次のいずれかにより行う。

・ 住宅の品質確保の促進等に関する法律に基づく評価方法基準（平成13年  国土交通省告示第 1347号）第56-3（3）「ロ  測定の方法」において定められた方法

・ パッシブ型採取機器を用いる方法

パッシブ型採取機器を用いる場合は、次の要領により行う。

1) 30分間換気

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押入等の収納部分の扉を含む）を開放し、30分間換気する。

2) 5時間閉鎖

1）の後、測定対象室の全ての窓及び扉を5時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押入等の収納部分は開放したままとする。

3) 測定

イ． 2）の状態のままで測定する。

ロ． 測定時間は、 原則として24時間とする。ただし、 工程等の都合により24時間測定が行えない場合は、8時間測定とする。

ハ． 測定回数は1回とし、複数回の測定は不要とする。

※ 1)、2)、3)において、 換気設備又は空気調和設備は稼働させたままとする。ただし、 局所的な換気扇等で常時稼働させないものは停止させたままとする。

4) 分析

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

5) 測定結果の提出

測定後、測定結果を監督員に提出すること。

⑤ 測定結果が厚生労働省の指針値を超えていた場合は、現場監督員と対応方法について協議すること。

なお、原則として指針値以下であることが確認できるまで、当該室の使用はできないものとする。

９． 技能士の適用

① 技能士の適用については、 次の技能検定作業（以下、「作業」という。）のうち各工事毎に適用する作業を指定するものとする。

② 技能士は、 職業能力開発促進法による一級技能士又は二級技能士の資格を有する者とし、資格を証明する資料を監督員に提出すること。

③ 技能士は、適用する工事作業中、1名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技能者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行うこと。

④ 技能士は、氏名、検定職種、技能士番号等県が指定した内容を記載した名札等により、資格を明示するものとする。

⑤  指定のない作業についてもその活用を図るよう努めることとする。

〇印・・・・適用作業

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

・

〇

〇

・

・

〇

〇

〇

〇

・

〇

〇

・

・

・ ・

測　定　対　象　室 測定箇所数

1階　検査室、前処理細菌検査室、検査室（冷蔵室）、洗浄室、診察準備室・防疫準備室 各1ヶ所

2階　講習室、試薬調整室、遺伝子検査室、冷凍冷蔵洗浄室、休憩室 各1ヶ所

2階　事務室 2ヶ所

工事種目 技能検定職種 技  能  検  定  作  業

仮設 とび とび作業

鉄筋 鉄筋施工 鉄筋組立て作業

コンクリート コンクリート圧送施工 コンクリート圧送工事作業

型枠 型枠施工 型枠工事作業

鉄骨 鉄工 構造物鉄工作業

アスファルト防水工事作業

シーリング防水工事作業

タイル タイル張り タイル張り作業

木 建築大工 大工工事作業

建築板金 内外装板金作業

かわらぶき かわらぶき作業

金属 建築板金 内外装板金作業

左官 左官 左官作業

木製建具手加工作業

木製建具機械加工作業

サッシ施工 ビル用サッシ施工作業

ガラス施工 ガラス工事作業

塗装 塗装 建築塗装作業

プラスチック系床仕上げ工事作業

カーペット系床仕上げ工事作業

鋼製下地工事作業

ボード仕上げ工事作業

カーテン工事作業

木質系床仕上げ工事作業

表装 表具作業  壁装作業

屋根及びとい

建具 建具製作

内装仕上げ施工

防水 防水施工

内装
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工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

２章 仮設工事

１． 敷地の状況確認

２． ベンチマーク

設計GLの設定は、BM（ ±0  ）を±0とし、NGLはBM±（ ±0      ）mmとする。ただし、監督員の指示により決定する。

３． 足場等

① 仮設機材及び経年仮設機材の使用については、次の規格又は認定基準（以下「規格等」という。）に適合するものを使用すること。

1) 労働安全衛生法に基づく構造規格

2) （一社）仮設工業会の認定基準

②

届け出をおこなった場合は、監督員に報告すること。

届け出不要の場合は、その旨監督員に報告すること。

③

④ 外部足場（図示の通り）

・ 壁つなぎ間隔（水平方向:  8  m以下、鉛直方向:  9  m以下）

・

⑤ 内部足場（図示の通り）

・ 脚立足場

⑥ 仮囲い（図示の通り）

⑦ ゲ－ト（ 有 ・ 無 図示の通り ）

⑧ 足場等の設置業者は、関連工事等の関係者に無償で使用させること。また安全管理も実施すること。

⑨ 足場等を無償使用する業者は、設置業者の指示に従うこと。

⑩

⑪ その他

４． 監督員事務所

① 監督員事務所は（ （面積 〇    m2程度） ・ ）

② 監督員事務所を設置する場合、備品は次のものを設置すること。

1) 机、椅子、書棚、製図版、掛時計、温度計、湿度計

2) ゴム長靴、雨がっぱ、保護帽、懐中電灯、安全帯

3) 請負加入電話の子機

4) 衣類ロッカ－、冷暖房機器、消火器、湯沸器、掃除具

5) ファクシミリ他

５． 工事用用水、 電力等

① 既存電力利用（  ・  ）、電力料金（ 有償  ・ 無償  ）ただし、施設管理者と協議すること。

② 既存用水利用（  ・  ）、用水料金（ 有償  ・ 無償  ）ただし、施設管理者と協議すること。

６． 工事車両用駐車場資材置場・現場事務所用地等

① 同用地は、 （  ・  ）設けること。ただし、 施設管理者と協議すること。

② 借地借家料 円

３章 土工事

１． 根切り

① 周辺の状況、土質、地下水の状態等に適した工法を採用し、工事中の異常沈下、法面の滑動、その他による災害が発生しないよう、災害防止上必要な処置をすること。

② 敷地内に埋設が予想される設備配管類等について十分調査し、支障がないようにすること。

③ 根切り底は、地盤をかく乱しないよう、手作業（深さ30㎝程度）とするか、バケットに特殊アタッチメントを取りつけた機械堀りとする。

なお、かく乱した場合は、自然地盤と同等以上の強度となるように適切な 処置を定め、監督職員の承諾を受ける。

２． 排水

工事に支障を及ぼす雨水、わき水等は、適正な排水溝、集水ます等を設置し、支障がないようにすること。

３． 埋め戻し及び盛土

① 使用土は（ A種  ・ B種  ・ C種  ・ D種  ）とし、機器により締め固める。

⑤ 余盛りは、土質に応じ監督員と協議の上、余盛り高さを決定すること。

⑥ 六価クロム溶出試験を（  ・  ）。

・ 行った場合、土壌環境基準以下であることを確認すると共に、試験結果（計量証明書）を監督員に提出するものとする。

・

・ 土質条件、施工条件等により試験方法、検体数に変更が生じた場合、試験の結果、六価クロムの溶出量が土壌環境基準を超えた場合等は、監督員と協議するものとする。

４． 地均し

① 建物の周囲、幅2m程度を、水はけよく地均しを行う。

②

労働安全衛生法第88条に基づく届け出の要否に関わらず、足場を設置する場合は、使用開始前に営繕課指定の足場チェックリストを用いて点検した後、監督員の確認を受けること。

設ける 設けない 

出来る  出来ない

出来る  出来ない

図示の場所に  用意していないので業者にて

行う  行わない

着工に先立ち、敷地境界、既存構造物、敷地の高低差、地下埋設物の確認、近隣建築物及び工作物の現状確認、排水経路及び配水管の流末処理の確認並びに敷地周辺の状況を確認
し、監督員に報告すること。

また、厚生労働省の「経年仮設機材の管理指針」に基づく（一社）仮設工業会の「適用工場制度」による登録工場及び指定工場等の活用に努めるとともに、前記規格等に定めるもの以外
の使用に当たってはあらかじめ強度等を確認した書類を監督員に提出し、承諾を得ること。

労働安全衛生法第88条に基づき、労働安全衛生規則別表第7に掲げる機械等（組立から解体までの期間が 60日未満を除く）の設置や移転、変更を行う場合は、30日前までに所轄労働
基準監督署長に届け出をおこなうこと。

足場を設置する場合は、原則として「手すり先行工法に関するガイドライン」（標仕2.2.4）の別紙1「手すり先行工法による足場の組み立て等に関する基準」の2の(2) 手すり据置方式 により行
うこと。ただし監督員の承諾を得た場合は、（3）手すり先行専用足場方式により行うことができる。

受注者は、つり足場（ゴンドラのつり足場を除く。）、張出し足場又は高さが5メートル以上の構造の足場の組立て、解体又は変更の作業において、材料、器具、工具等を上げ、又はおろすとき
は、つり綱、つり 袋等を労働者に使用させなければならない。また、作業主任者を選任し、その氏名、職務を掲示すること。

六価クロム溶出試験は、「セメント及びセメント系固化材の地盤改良への使用及び改良土の再利用に関する当面の措置」（平成12年3月31日 建設第258号）について「六価クロム溶出試験
実施要領（案）」（H13.5.11建設第166号一部変更）により実施する。

地均しは、均しを行う地表面の不陸を修正し、草木の除去及び清掃をして、一様にかき均した後、仕上げ面を一様になじみ起こしをして、良質土をまきかけ、歩行に耐えうる程度に締め固め
る。
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工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

５． 建設発生土の処理

① 場内敷き均しとする。

② 場外搬出適正処分とする。

ただし、建設発生土の公共工事間の利用を行う場合で、担当者相互の同意が取れた場合には、分析の必要はない。

③ 土壌検査を行った結果、条例の基準に適合しない場合には、監督員と協議すること。

④ 場外搬出の場合の処理は次のとおりとする。

1) 最終処分場の指定（記入例）

・ 排出土 ： 砂質土

・ 会社名 ： （株）GLOBAL　美

・ 所在地 ： 美馬市美馬町字下後谷1番3ほか3筆

・ 処分単価 ： 1,500円/t

・ 運搬距離 ： 9.3㎞を見込んでいる。

・ 運搬経路 ： 国道192号線→徳島県道127号線

なお、監督員との協議により処分先を変更する場合も、原則として特定事業場での処分とする。

６． 建設発生汚泥の処理

① 現場内再生利用とする。

② 場外搬出の場合の処理は次のとおりとする。

1) 中間処理施設の指定（記入例）

・ 会社名 ： 阿波バラス（株）

・ 所在地 ： 吉野川市鴨島町鴨島151-1

吉野川市山川町堤外141-11

・ 処分単価 ： 1ｔあたり13,000円（税抜き）

・ 運搬距離 ： 29.2㎞を見込んでいる。

・ 運搬経路 ： 国道192号→県道246号

③ 発生汚泥を再生利用する場合には、「建設汚泥の再生利用に関するガイドライン」に準拠し、その内容等を明記した施工計画書を監督員に提出し、

承認を受けた後に施工すること。また、施工計画書の承認を受ける際には、関係部局との協議に協力すること。

④ 舗装版切断に伴い発生する排水は汚泥に該当するため、関係法令等に基づき適正に処理すること。

７． 山留め

① 山留めは、適切な資料に基づき構造計算を行い、安全に設置すること。

また、設置期間中、周辺地域及び山留めの状況を点検するとともに、安全管理に必要な計測を行うこと。

② 法面施工の場合（ ・  ）

③ 山留めの存置  存置範囲は図示による。

④ 鋼材等抜き跡は地盤の変形を防止する適切な措置を講ずること。

４章 地業工事

１． 一般事項

① 試験杭の位置及び本数は図示による。仕様は本杭と同じとする。

② 排水、排土等は産業廃棄物に該当するため、関係法令に基づき適正に処理すること。

２． 砂利・砂・割り石及び捨コンクリート地業等

① 材料は、市場品とする。

② 砂利及び砂地業

・ 砂利は、（  ・  ・  ）とする。

・ 締固めは、ランマー3回突き、振動コンパクター2回締め又は振動ローラー締めとする。締固めによる凹凸は目つぶし砂利で上均しをする。

・ 厚さが300mmを越える場合は、300mmごとに締固めを行う。

③ 締め固め機械の選定に当たっては、地質の状況を検討し監督員の承諾を得ること。

④ 捨コンクリートは、無筋コンクリート（スランプ15㎝、設計基準強度18N/mm2)とし、厚さは  mmとする。

⑤ 床下防湿層は、ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上、重ね合せ及び基礎梁際ののみ込みは250mm、断熱材のある場合ののみ込みは400mm以上とする。

⑥ 防湿層の位置は、土間スラブ又は土間コンクリートの直下とする。ただし、断熱材がある場合は、断熱材の直下とする。

３． 地盤改良

① 六価クロム溶出試験を（  ・ ）。

② 行った場合、土壌環境基準以下であることを確認すると共に、試験結果（計量証明書）を監督員に提出するものとする。

③

５章 鉄筋工事

１． 材料

素堀り 多段式

切込砂利 切込砕石 再生クラッシャラン

種別 使用部位 厚さ 粒度範囲

切込砂利

切込砕石 基礎下，地中梁下 図示 C-40

再生クラッシャラン 土間下，外構 図示 RC-40

図示

 行う  行わない 

規格番号 規格名称 種類の記号 径(㎜)

SD295 D10～D16

SD345 D19～

JIS G 3551 溶接金網及び鉄筋格子 網目の形状：格子   寸法：100×100　径：6Φ

民間の残土処分場等へ搬出する場合は「徳島県生活環境保全条例」によることとし、建設発生土の発生場所ごとに、かつ4,000m3までごとに1回採取して、土壌検査を行うこととする。その
他、「特定事業の許可に係る土壌検査及び水質検査の実施における留意点」による。

六価クロム溶出試験は、「セメント及びセメント系固化材の地盤改良への使用及び改良土の再利用に関する当面の措置」（平成12年3月31日 建設第258号）の「六価クロム溶出試験実施

要領（案）」により実施する。土質条件、施工条件等により試験方法、検体数に変更が生じた場合、試験の結果、六価クロムの溶出量が土壌環境基準を超えた場合等は、監督員と協議す

るものとする。

JIS G 3112 鉄筋コンクリート用棒鋼

－
建築基準法の規定に

基づき認定を受けた鉄筋
－
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工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

２． 材料試験

材料試験は行わない。ただし、規格証明書を提出し、監督員の承諾を得ること。

３． 鉄筋の継手及び定着

① 鉄筋の継手は（  ・  ・  ・  ）とする。原則として、D35以上の異形鉄筋については、重ね継手を用いない。

② 鉄筋の継手の位置は図示による。

③ 結束線の端部は内側に折り曲げる。

④ 柱、梁の主筋は、（ ・ ）とする。

⑤ 耐力壁の鉄筋を重ね継手とする場合、重ね継手の長さは（ ）mmとする。

⑥ 先組み工法の柱、梁の主筋の継手は同一箇所としてもよい。

⑦ スラブのスペーサーは鋼製を原則とし、他の箇所についても材種等について監督員の承諾を得ること。また、鋼製のスペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を行った

ものとする。ただし、地階を有しない1階土間を除く。

⑧ 鉄筋の90°未満の折曲げの内法直径は図示による。

⑨ 鉄筋の定着方法及び長さは図示による。

４． 鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

① 柱、梁の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、標仕表5.3.6の数値に10㎜を加えた数値を標準とする。

② 目地がある場合のかぶりは、目地底からの寸法とする。

③ 杭基礎の場合のかぶりの厚さは、杭天端からとする。

④ 各部の配筋は、図示による。図示されていない場合は、標仕参考図［1節－基礎及び基礎梁の配筋］～［7節－梁貫通孔その他配筋］による。

５． 帯筋

形の種別は構造図による。

６． 梁貫通孔補強

① 補強形式  鉄筋コンクリート構造配筋基準図による。

② 梁貫通補強に建設技術評価規定に基づく評価品を使用する場合は、それぞれの部分についてメーカーの構造計算書を提出し、監督員の承諾を得ること。

７． ガス圧接

① 圧接技能資格者は、JIS Z 3881（ガス圧接技術検定における試験方法及び判定基準）に従う工事に相応した試験に基づく能力を有する者とする。

② 検査は、外観検査及び（   ・ ）による。

③ 切取り部分の継手は次のとおりとする。

・ 柱、梁の主筋（D19以上） ： 圧接

・ 上記以外 ： （ ・ ）重ね継手とする場合は監督員の承諾を受けること。また鉄筋相互間の間隔に留意すること。

８． 配筋検査

主要な配筋は、コンクリート打込みに先立ち、種類、径、数量、かぶり、間隔、位置等について、監督職員の検査を受ける。

６章 コンクリート工事

１． 一般事項

① コンクリートの種別

・ Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

・ Ⅱ類（JIS A 5308への適合したコンクリート）

② 設計基準強度

③ 構造体コンクリートの調合管理強度は、設計基準強度（Fc）に構造体強度補正値（S）を加えた値とする。

なお、構造体強度補正値（S）は標仕 表6.3.2によりセメントの種類及びコンクリートの打込みから材齢 28日までの予想平均気温に応じて定める。

④ コンクリートの強度試験については、次のとおり取扱うものとする。

・ 第4週強度確認

原則、第3者機関にて、主任技術者又は現場代理人立会いの上、行うこと。ただし、第3者機関以外で行う場合は、立ち会い者を定め、監督員の承認を受け、行うこととする。

なお、試験機関を選定した際には、すみやかに監督員に報告すること。

２． コンクリートの仕上がり

① コンクリート部材の位置及び断面寸法の許容値は、標仕 表6.2.3による。

② 合板せき板を用いる打放し上げの種別は（  A ・ B ・ C  ）種とする。

③ コンクリートの仕上がりの平たんさは標仕 表6.2.5による。

３． 普通コンクリート

① セメントの種類は、（  ・  ・  ・  ）とする。

・ 高炉セメントB種適用箇所（ ）

・ フライアッシュセメントB種適用箇所（ ）

② 骨材は、標仕6.3.1（2）による。

③ 細骨材としてフェロニッケルスラグ使用（  ・  ）。

④ 細骨材に含まれる塩化物量は、NaCl換算で0.04%以下とする。

⑤ コンクリ－ト中の塩化物量は、0.3kg/m3以下とし、試験方法は標仕6.5.4による。

⑥ 試練りは（  ・ ）。

⑦ 所要空気量は4.5%±1.5%とする。

重ね継手 ガス圧接継手 機械式継手 溶接継手

ガス圧接継手 機械式継手

引張試験 超音波探傷試験

圧接 重ね継手

普通 18 18 15 無 Ⅰ類 2.3 捨ｺﾝ

普通 21 21+S 18 有 Ⅰ類 2.3 躯体

普通 21 21 18 無 Ⅰ類 2.3 土間ｺﾝ，犬走

普通 21 21 18 無 Ⅰ類 2.3 外構

普通ポルトランドセメント 混合セメントA種 高炉セメントB種 フライアッシュセメントB種

できる できない

行う  行わない 

コンクリートの種類
設計基準強度
Fc(N/mm2)

調合管理強度
 Fn(N/mm2)

スランプ
 (cm)

強度試験の
有無

種別
気乾単位容積
重量 (t/m3)

適用箇所
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⑧ 受注者は、コンクリートの使用にあたってアルカリ骨材反応を抑制するため、次の3つの対策の中のいずれか1つについて確認をとらなければならない。

1) コンクリート中のアルカリ総量の抑制

アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート1m3に含まれるアルカリ総量をNa2O（エヌエーツーオー）換算で3.0kg以下にする。

2) 抑制効果のある混合セメント等の使用

3) 安全と認められる骨材の使用

⑨ 混和材料を使用する場合の種類は標仕6.3.1（4）によることとし、監督員の承諾を受けること。

４． 打継ぎの位置、ひび割れ誘発目地、打継ぎ目地

① 打継ぎの位置

・ 梁及びスラブ（ ・ ）

・ 柱及び壁（ ・ ）

② コンクリートの打継ぎ目地の寸法は、標仕9.7.3〔目地寸法〕（1）（ア）による

③ ひび割れ誘発目地の位置（ ・ ）

５． レディミクストコンクリート工場の指定

工事開始に先立ち、工場を選定し、監督職員の承諾を受ける。

６． 型枠

① 型枠は、（  ・  ・  ・  ・  ・  ）とする。

② スリーブの材種（ ） 　　

③ 打ち放し仕上げの打ち増し厚さは（  ）mmとし、打ち増しの範囲は図示による。

④ 打ち放し仕上げのコーンは原則、Pコンとする.また脱型後の穴埋めは、樹脂モルタルにより打ち放し面より2mm程度、引込める。

７． 無筋コンクリート

① 無筋コンクリートは、次の場合に適用する。

・ 捨コンクリート

・ 補強筋を必要としないコンクリート

② 設計基準強度（  ）N/mm2  、スランプ（  ）cm

③ 適用箇所： 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ、フェンス基礎

７章 鉄骨工事

１． 一般事項

① 製作工場は、国土交通大臣の認定による（ J ）グレ－ド工場とし、その証明となる資料を監督職員に提出する。

② 鉄骨製作工場には施工管理技術者を（  ・  ）

③ 工事現場には、鉄骨製作工場名等を記載した板（30～35×45cm）（H.4.9.30 住指発第347号）を掲示すること。

２． 材料

① 鋼材は次による。

② 高力ボルトは、（  ・  ・ ）とする。

径及び使用箇所は図示による。

③ 普通ボルト及びナットの材料等は（ ・  ）とする。

径は、（ 12・16    ）とし、使用箇所は図示による。

⑥ 溶接材料は、母材の種類、寸法及び溶接条件に相応したもので、製作工場の通常使用のものとする。

⑦ ターンバックル

・ 胴の種類（ ・  ）

・ ボルトの種類（  ・ ・ ）

・ ねじの呼び及びターンバックルの呼び長さは、図示による。

⑨ 柱底均しモルタルを無収縮モルタルとする場合は次による。

・ セメントは、JIS R 5210による普通又は早強ポルトランドセメントとする。

・ 混和材は、セメント系膨張材（酸化カルシウム、カルシウム・サルフォ・アルミネート等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

・ 砂、配合比等は、製造所の仕様による。

・ 無収縮モルタルの品質及び試験方法は、標仕 表7.2.5による。

スパンの中央又は端から1/4付近 図示による

スラブ、梁又は基礎の上端 図示による

図示による

県産木製型枠  合板 金属製 樹脂系 打込み型枠  ブロック

型枠の種別 仕上げ種別 塗装の有無 材質 厚さ 適用箇所

県産木製型枠 － なし

標仕6.8.2 (2)(ア) A種 あり

標仕6.8.2 (2)(イ) B種 なし B-C 12 躯体（GL上部），ｺﾝｸﾘｰﾄ壁（外構）

標仕6.8.2 (2)(イ) C種 なし

標仕6.8.2 (2)(イ) 普通型枠 なし B-C 12 基礎，地中梁

標仕6.8.2(9)による

20

18 15

置く  置かなくともよい

種類の記号 規格番号・規格名称等 適用箇所

BCR295 建築構造用冷間成形角型鋼管 図示

SS400 JIS G 3101（一般構造用圧延鋼材） 図示

SSC400 JIS G 3350（一般構造用軽量型鋼） 図示

STKR400 JIS G 3460（一般構造用角形鋼材） 図示

JIS形高力ボルト トルシア形高力ボルト2種 溶融亜鉛めっき高力ボルト

規格番号等 規格名称等 セットの種類

建築基準法に基づき指定又は認定 トルシア形高力ボルト JSSⅡ09

JIS B 1186 JIS形高力ボルト 2種(F10T)

建築基準法に基づき指定又は認定 溶融亜鉛めっき高力ボルト 1種（F8T)

JIS付属品（JIS B 1180及びJIS B 1181） JIS本体規格品（ISO規格）

割枠式 パイプ式

羽子板ボルト 両ねじボルト アイボルト

JIS R 5211高炉セメントに適合する高炉セメント［B種またはC種］あるいはJIS R 5213フライアッシュセメントに適合するフライアッシュセメント［B種またはC種］もしくは混和材をポルトランド
セメントに混入した結合材でアルカリ骨材反応抑制効果の確認されたものを使用する。

骨材のアルカリシリカ反応性試験（化学法またはモルタルバー法）の結果で無害と確認された骨材を使用する。

試験方法は、JIS A 1145骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（化学法）またはJIS A 5308（レディミクストコンクリート）の付属書7「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（化学法）」、

JIS A 1146骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（モルタルバー法）またはJIS A 5308（レディミクストコンクリート）の付属書8「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（モルタルバー法）」に

よる。
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３． 材料試験

① JIS規格品は、材料試験は行わない。ただし、規格証明書を提出し、監督員の承諾を得ること。

② トルシア形高力ボルトは、製品に対する製造管理方法及び品質管理試験の結果を、監督員に提出し承諾を受けること。

③ 板厚方向の引張試験を（  ・ ）。

４． 工作一般

① 高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等は図示による。

② 床書き現寸図は作成（  ・  ）。

③ 鉄骨の製作精度は、  標仕7.3.3及びH12建告第1464号第二号イによる。

H12建告第1464号第二号イ（1）（2）のただし書きによる補強は、「突き合わせ継手の食い違いのずれの検査・補強マニュアル」による。

④ 仮設のため鉄骨に補助材等取付け及び貫通孔等を設ける場合は、工場溶接を原則とし、現場溶接となる場合は監督員の承諾を得ること。

⑤ 仮組を（  ・ ）。

５． 高力ボルト接合

① すべり係数試験は（  ・ ）。ただし、溶融亜鉛めっき工法の場合は、「13．溶融亜鉛めっき工法」によるものとする。

② ショットブラスト又はグリットブラストにより摩擦面の表面粗度を50μmRz以上確保する場合の表面粗度の確認方法は次のいずれかによる。

1) 表面粗度測定機による測定

2) ブラスト機器の性能表による確認

3) スプライスプレート販売元からの表面粗度検査結果証明書による確認

上記の方法により確認できない場合は、すべり係数試験（サンプル試験）を行い、すべり係数値0.45以上を確認すること。

③ 高力ボルトを工事現場に搬入後、JIS形高力ボルトは、トルク係数値の確認試験を（  ・  ）。

④ 確認試験の数量は、呼び径ごとに代表ロットを選び、その中から任意に取り出した5セットとする。

⑤ トルシア形高力ボルトは、軸力の確認試験を（  ・  ）。

⑥ 締付け施工法の確認は、JASS6 6.3〔締付け施工法の確認〕に準じる。

⑦ 原則として本接合ボルトを仮ボルトとして使用しないこと。

⑧ 仮ボルトの本数は標仕7.10.5（2）～（3）とし、本接合完了までの応力に対して検討を行うこと。

６． 普通ボルト接合

① 普通ボルトの戻止めは（  ・ ・  ）による。

ただし、母屋・胴縁類の取付用ボルトは、全ねじボルトとする。戻止めは省略できない。

② 普通ボルトの座金は（ ・ ）による。

７． 溶接接合

① 溶接作業は、工場作業を原則とする。ただし、やむを得ない場合は監督員の承諾を得ること。

② 溶接技能者に対して、技量付加試験を（  ・  ）。

③ 開先の形状は構造図による。

④ 溶接部の余盛り高さは、JASS6 付則6〔鉄骨精度検査基準〕付表3〔溶接〕による。

⑤ スカラップの形状は、図示による。

⑥ 鋼製エンドタブの切断は（  ・  ）。行う場合は図示による。

⑦

⑧ 低応力高サイクル疲労を受ける部位は、図示による。

⑨ 完全溶込み溶接部は超音波探傷試験を（  ・  ）。

試験を行う場合の平均出検品質限界（AOQL）は（  ・ ）とする。

８． 錆止め塗装

① 素地ごしらえは、標仕 表18.2.2（ A ・ B ・  C  ）種とする。※A種及びB種は製作工場で行うものとする。

② 塗料種別   

・ 鉄面          標準仕様書 表18.3.1の（ A ・ B ）種

・ 亜鉛めっき面  標準仕様書 表18.3.2の（ A ・ B ・  C ）種

③ 塗料塗り種別

・ 鉄面          標準仕様書 表18.3.3の（ A ・ B ）種 （工場1回＋工場又は現場１回）

・ 亜鉛めっき面  標準仕様書 表18.3.5の（ A ・ B ・  C ）種 （製造所１回＋現場1回）

９． 工事現場施工

① 鉄骨建方の精度は、（社）日本建築学会「建築工事標準仕様書－6．鉄骨工事付則－6．鉄骨精度検査基準」による。ただし以下のものは図面による。

・ 特に精度を必要とする構造物あるいは構造物の部分。

・ 軽微な構造物あるいは構造物の部分。

② 建方用アンカーボルトを（  ・  ）。

③ 建方（及び付属鉄骨）用アンカーボルトの形状及び寸法は図示による。

④ 構造用アンカーボルトを（  ・  ）。

⑤ 構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状及び寸法は図示による。

⑥ アンカーボルトの保持及び埋込み工法は（ A ・ B ）種とする。

⑦ 柱底均しモルタル工法は（ A ・ B ）種とし、厚さは図示による。 A種の場合の無収縮モルタルは、製造所の仕様による。

８章 ブロック・ALCパネル・押出成形セメント板工事

１． 押出成形セメント板

① 押出成形セメント板は、JIS A 5441による規格品とする。

行う  行わない 

する  しない

実施する 実施しない

行う  行わない 

行う  行わない 

行う  行わない 

二重ナット ナットの溶接 ゆるみ防止用特殊ナット

JIS B 1256        

行う  行わない 

行う  行わない 

行う  行わない 

2.50% 4%

試験の種類 試験箇所 試験数 備考

使用する 使用しない

使用する 使用しない

外壁用 60 図示 フラット 無し A種 車庫・倉庫棟 外壁

外壁用 60 図示 フラット 無し A種 解剖室棟 外壁

間仕切用 60 図示 フラット 無し A種 解剖室棟 間仕切壁

鋼製エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジ等の端から、1～5mm残して、部材断面を欠損しないよう直線上に切断する。なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する。

超音波探傷試験
鋼構造建築溶接部の超音

波探傷検査基準による
JASS 6 表10.1による

種類（外壁用､
間仕切用）

厚さ
(mm)

働き幅
(mm)

表面形状
ロックウール充填

の有無
パネルの

取付け工法
使用箇所 備考
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② パネル相互の目地幅は、長辺（ 10 ）mm、短辺（ 15 ）mm以上とする。

③ 出隅及び入隅のパネル接合目地は伸縮目地で目地幅は（ 15 ）mmとし、シーリング材（寸法15×10（mm））を充填する。

④ 耐火性能は（ ・  ・ ）とする。

⑤ 耐火構造以外の目地及び隙間の処理は（ ・  ）とする。

⑥ 外壁パネル構法における耐風圧性能（ ）、耐震性能（ ）

また、建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出する。

⑦ 建築基準法に基づき定められた区分等

基準風速Vo=（ ）m/s   地表面粗度区分（ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ ）

⑧ 間仕切壁パネル構法における耐震性能（ ）

⑨ アスベストを使用していない製品とする。

⑩ 製造所：  評価名簿による。

⑪ やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分を考慮した強度を確認のうえ、施工計画書を提出する。

９章 防水工事

１． 一般事項

防水下地の乾燥については、高周波水分計による下地水分の測定を行い、使用材料のメーカーの工法と確認し、工事を進めること。

２． アスファルト防水

① アスファルトは、JIS K 2207 の規格品３種とする。

② 端部押え金物は既成アルミニウム製とし、形状寸法は（ ）とする。

③ 防水下地の立上りコンクリ－トの仕上げは（ ）とする。

④ 保護層の伸縮目地は成形伸縮目地とし、成形緩衝材は防水層に不具合を及ぼさないものとする。

⑤ 立上り部の保護は、（  ・ ・ ）とする。

⑥ 屋上排水溝は図示する。

３． 塗膜防水

① 塗膜を形成する材料は、JIS A 6021の規格品とする。

② 仕上げ塗料の種類（  ）、 使用量 （ ）

４． シーリング

① シーリング材は、JIS A 5758の規格品とする。

ただし、接着性試験は、同じ材料の組合せで実施した試験成績書がある場合は、監督員の承諾を受けて試験省略することができる。

② シーリング面への仕上塗材仕上げ等を（  ・  ）。

５． 漏水試験

屋内については、水張り試験を行う。

６． 防水保証

防水工事完了後は、メーカー、元請業者、下請業者の3者連名による（ 3 ・ 5 ・ 7 ・ 10  ）年間の防水工事性能保証書を提出すること。

2時間耐火 1時間耐火 30分耐火

パネル製造所の指定
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開口の大きさ 切断後のパネルの残り部分の幅

短辺 ﾊﾟﾈﾙの幅の1/2以下かつ300mm以下 150mm以上

長辺 500mm以下 300mm以上

短辺 ﾊﾟﾈﾙの幅の1/2以下かつ300mm以下 300mm以上

長辺 500mm以下 300mm以上

工法 種別 施工箇所 保護層の内容 備考

　平　部：押えｺﾝｸﾘｰﾄt=60 庁舎棟

（溶接金網6φ 100×100）

　立上部：押出ｾﾒﾝﾄ板t=15

AI-2

AI-3

ﾒｰｶｰ仕様

打放しB種

乾式工法 れんが押え コンクリート押え

種別 施工箇所 備考

X-2 設備基礎、ハト小屋、ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ
自閉樹脂　

塗膜防水材

シーリング材の種類 施工箇所 目地寸法

記号 主成分及び硬化機構による区分 幅 高さ

PU-2 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 RC部化粧目地・打継目地 20 10 有 共通

屋上 伸縮誘発目地 25 60 有 庁舎棟

設備基礎・ﾊﾄ小屋 打継目地 10 10 有 庁舎棟

耐震ｽﾘｯﾄ 40 10 有 庁舎棟

MS-2 変形ｼﾘｺｰﾝ系 屋上防水立上り 10 10 無 庁舎棟

ﾊﾄ小屋 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 45 20 有 庁舎棟

押出成形ｾﾒﾝﾄ板取り合い 15 10 有 車庫・倉庫棟

笠木取り合い 15 15 有 車庫・倉庫棟

ｱﾙﾐ製建具水切、押出成形ｾﾒﾝﾄ板水切 15 10 有 車庫・倉庫棟

ｱﾙﾐ製建具回り（外部） 30 10 有 車庫・倉庫棟

ｱﾙﾐ製建具回り（内部） 30 10 無 車庫・倉庫棟

ｱﾙﾐ製建具水切 18 10 有 車庫・倉庫棟

鋼製・ｱﾙﾐ製建具回り、ｼｬｯﾀｰ回り 25 10 有 車庫・倉庫棟

行う  行わない 

パネルに開口を設ける
場合

パネルを切り欠く場合

屋根保護防水
密着断熱工法

AI-1 屋上

庁舎棟

ピット壁・床 庁舎棟

接着性試験
（引張､簡易)

備考

設計者情報：株式会社橘建築事務所 管理建築士 森脇康明 番号 一級建築士登録 第333705号 建特ｰ08 建築工事特記仕様書(8)



工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

１０章 石工事

１． 一般事項

① 石材の割付けは、図示により、割付図を作成し監督員の承認を得ること。

② 粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げは監督員と協議すること。

２． 花こう岩類の石張り

３． 大理石張り

１１章 タイル工事

１． 伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

① 伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置は、図示の箇所及び標仕により、割付図を作成し監督員の承認を得ること。

② 下地のひび割れ誘発目地の位置及び他部材との取合い部には、伸縮調整目地を設ける。

③ 入隅部、建具枠回り等との取合い部に伸縮調整目地を設ける。

２． セメントモルタルによるタイル張り

① 壁タイル張り工法（ ）

② 標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

③ タイルの製造所：  原則、評価名簿による。評価名簿によらない場合は監督員の承諾を得ること。

④ 見本焼きを（  ・  ）。

⑤ 試験張りを（  ・  ）。

⑥ 既製調合モルタルの製造所：  評価名簿による。

⑦ 保水材の混入量は、実績等の資料を提出したうえで、監督員の承認を得ること。

３． 試験

引張接着試験を（  ・  ）。

１２章 木工事

１． 一般事項

① 木材、合板等は、品質、含水率、出荷量等を記録した出荷証明書を監督員に提出する。含水率は（ A ・ B ）種とする。

② 木材の品質

２． 製材

３． 床張り用合板等

① ホルムアルデヒドの発散量は、F☆☆☆☆とする。

② 普通合板

③ 構造用合板

④ パーティクルボード

種類 等級 産地名称 形状・寸法 表面仕上げの種類 金物等の種類形状・寸法 施工箇所

ー ー - ﾒｰｶｰ仕様による 磨き ﾒｰｶｰ仕様による 男性ﾄｲﾚ（汚垂石）

等級 産地名称 形状・寸法 表面仕上げの種類 金物等の種類形状・寸法 施工箇所

ー 人造大理石 図示 ー 図示 男性ﾄｲﾚ、女性ﾄｲﾚ

床 150角ﾀｲﾙ Ⅰ類 施ゆう 無 標準 無 有

階段 150角ﾀｲﾙ Ⅰ類 施ゆう 有 標準 無 有 段鼻ﾀｲﾙ

幅木 100角ﾀｲﾙ Ⅰ類 施ゆう 無 標準 無 無

密着張り

行う  行わない 

行う  行わない 

行う  行わない 

施工箇所 樹種 寸法 材料の等級 形状 含水率 保存処理 備考

事務室ｶｳﾝﾀｰ，窓 図示 A種 図示 A種 ー 庁舎棟

施工箇所 品名 厚さ(mm) 単板の樹種名 接着の程度 板面の品質 防虫処理 備考

床下地 ﾍﾞﾆﾔ 5.5 ー 1類 C-D 有

床下地 ー 12 2級 ー 1類 C-D ー ー 有

施工箇所 厚さ(mm) 表裏面の状態による区分 曲げ強さによる区分 接着剤による区分 耐水性による区分 難燃性による区分 備考

床下地 20 ー 13 ー MRI(M) ー

施工箇所
形状/寸法

(mm)
吸水率による区分

(Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類）
うわぐすり

(施ゆう･無ゆう)
役物

(有･無)
色

(標準・特注)
再生材の

適用
耐凍害性
(有･無)

耐滑り性
(有･無)

備考

保存処理木材は、日本農林規格に規定する保存処理の処理区分のうち、K2からK4までの保存処理（JIS K 1570）（木材保存剤）に規定する木材保存剤（ただし、クレオソート油は有害物

質を含有する家庭用品の規制に関する法律（昭和48年法律第112号）に適合したものとする。）、これと同等の薬剤を用いたK2からK4までの薬剤の浸潤度及び吸収量を確保する工場処理

その他これと同等の性能を有する処理を含 む。）が施されているもの又は認証木材建材（AQマーク表示）として認定された保存処理材を使用するものとする。

下
地
材

造
作
材

ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの発散量が、F☆☆☆☆の床張り用合板等を使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の承諾を得る
ものとする。

施工箇所 品名 厚さ(mm) 等級 単板の樹種名
接着の
程度

板面の品質 保存処理
有効断面
係数比

防虫処理 強度等級

設計者情報：株式会社橘建築事務所 管理建築士 森脇康明 番号 一級建築士登録 第333705号 建特ｰ09 建築工事特記仕様書(9)

工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

⑤ 構造用パネル

４． 諸金物

① 下地材及び造作材の釘は、JIS A 5508の規格品とする。

② 木ねじはJIS B 1112（十字穴付き木ねじ）又はJIS B 1135の規格品とする。

③ かすがい、座金、箱金物、短ざく金物等は図示により、図示のもの以外は標仕によるが、補助として、日本建築学会建築工事標準仕様書を適用する。

５． 接着剤

１３章 屋根及びとい工事

１． 一般事項

① 屋根葺き材、緊結金物については、下地も含め安全性を確認し、監督員の承諾を得ること。

② 標準仕様書以外の工法は、専門業者の仕様による。

③ 建築基準法に基づき定められた区分等

基準風速Vo=（ ）m/s   地表面粗度区分（ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ ）

積雪区分　　建設省告示第1455号 別表（ 35 ）

２． 折板葺

① 折板は、JIS A 6514（金属製折板屋根構成材）による。

② タイトフレームに使用する材料は、JIS G 3302による。

③ 断熱材  （ 厚さ  mm、  種別 、防火性能 時間 ・ ）

④ 標準仕様書以外の工法は、専門業者の仕様による。また、タイトフレ－ム、けらば納めは屋根葺き工法に応じた専門業者の仕様による。

⑤ 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した固定金具の間隔、固定方法等を施工計画書として提出する。

⑥ 耐雪性能に対応した工法の適用（ ・ ）。

３． とい

① 材種（ ）　径（ ）。

材種（ ）　径（ ）。

② とい受金物 材種( ）形状（ ）取付間隔（ ）。

とい受金物 材種( ）形状（ ）取付間隔（ ）。

③ 防露の施工箇所は図示により、図示のもの以外は標仕表13.5.3による。ロックウール又はグラスウール保温筒のホルムアルデヒドの発散量は、F☆☆☆☆とする。

④ 鋼管製といの防露巻きは、図示による。それ以外の場合は、標仕表13.5.4により行う。

⑤ 硬質塩化ビニル雨どいの1本の長さは、10m以内とし、伸縮に対応する工法を選択すること。

⑥ ルーフドレンの種別（ ）

⑦ ルーフドレンの製造所：  評価名簿による。

⑧ ルーフドレン及びといは、取付け完了後、清掃し、通水試験を行う。

⑨ さがり止めは図面により、図示のもの以外は標仕13.5.3（1）（ア）（d）又は13.5.3（2）（イ）による。

１４章 金属工事

１． 一般事項

① 製品の取付に当たっては、受材の有無並びにアンカーの長さ、径及び本数等について、十分耐力のある工法を選択し、監督員の承諾を得ること。

② あと施工アンカーの引抜き耐力の確認試験を（  ・  ）。

確認強度は、品質計画において定めるものとする。

２． 溶接、 ろう付け等

① 溶接及びろう付けによる接合後は、各表面仕上げの種類の皮膜処理を行うこと。ただし、亜鉛めっき面については、標仕14.2.2による。

② 鉄の溶接は、7章「鉄骨工事」に準ずる。

３． 軽量鉄骨天井下地

① 野縁などの種類：屋内19形、屋外25形とし、標仕 表14.4.1による。

② 耐震性を考慮した補強及び屋外の軒天、ピロティー天井等における耐風圧性を考慮した補強は、図示による

③ 建築基準法に基づき定められた区分等

基準風速Vo=（ ）m/s   地表面粗度区分（ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ ）

積雪区分　建設省告示第1455号 別表（ 35 ）

④ 屋外の野縁受け、つりボルト及びインサート、野縁の間隔は図示による。

⑤ ダクト等によって、つりボルトの間隔が900mmを超える場合の、補強方法は図示による。

⑥ 天井のふところが3m以上の箇所の補強方法は図示による。

⑦ 天井下地材における耐震性を考慮した補強方法は図示による。

⑧ 屋外の軒、ピロティ等の天井における耐風圧性を考慮した補強は図示による。

施工箇所 品名 寸法(mm) 等級 備考
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屋根 塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき合板及び鋼帯 0.8 ー ﾊｾﾞ 80 500 ー 有 有

有り なし

有り 無し

ｱﾙﾐ 100角

ｶﾗｰVP 75

ｱﾙﾐ 掴み金物 2000以内

ｽﾃﾝﾚｽ 凹部金物 1100以内

鋳鉄製

行う  行わない 
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ホルムアルデヒド水溶液を用いた建具用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等（ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤）を用いた接着剤のホルムアル
デヒドの発散量は、F☆☆☆☆とする。

ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの発散量が、F☆☆☆☆の接着剤を使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の承諾を得るものとする。

施工箇所 材質
鋼板の厚さ

(mm)
塗装面 形式 山高(mm)

山ﾋﾟｯﾁ
(mm)

耐力
軒先面戸
の適用

裏打ち材
の有無

ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの発散量が、F☆☆☆☆のロックウール又はグラスウール保温筒を使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監
督員の承諾を得るものとする。

設計者情報：株式会社橘建築事務所 管理建築士 森脇康明 番号 一級建築士登録 第333705号 建特ｰ010 建築工事特記仕様書(10)



工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

４． 軽量鉄骨壁下地

① スタッド、ランナ等の種類は、標準仕様書14.5.3（表14.5.1）による。

② 出入口及びこれに準ずる開口部の補強は（  ・  ）による。

③ ダクト類の開口部の補強にあたり、取付け強度を必要とする場合は、監督職員との協議による。

５． 天井点検口

製造所：  評価名簿による。

６． 床点検口

製造所：  評価名簿による。

１５章 左官工事

１． 一般事項

① 下地調整に用いる吸水調整材の使用方法は、製造所の仕様による。

② コンクリ－ト等面の下地及び各塗り層は、清掃のうえ適度の水湿しを行って、次の層の塗り方にかかる。

２． 床コンクリート直均し仕上げ

施工箇所（ 図示 ）

３． セルフレベリング材塗り

① セルフレベリング材の種類（ ・  ）

塗り厚さ（ ）mm

施工箇所は、（ ・  ）。

② シーラーその他の材料は、セルフレベリング材製造所の指定する製品とする。

４． 仕上げ塗材仕上げ

① 仕上塗材は、JIS A 6909（建築用仕上塗材）による。なお、下塗材、増塗材、主材及び上塗材は、同一製造所の製品とする。

②

③ 外壁のコンクリート下地等のひび割れの処理方法は、監督員と協議する。

④ 所要量等の確認は、（標仕 表15.6.4、単位面積当たりの使用量）による。

１６章 建具工事

１． 一般事項

① 外部に面する建具は、建築基準法施行令及び「屋根ふき材、外装材及び屋外に面する帳壁の基準（昭和46年 建設省告示第109号）」に基づき、安全性を確認すること。

② 防火戸の指定は建具表による。

③ 建具見本の製作及び特殊な建具の仮組は、建具表による。

④ 防犯建物部品の適用は、建具表による。

２． アルミニウム製建具

①

② 結露水の処理方法は図示による。

③ 防虫網の材質（ ・  ・ ）

④ 防鳥網の材質は、ステンレス（SUS304）線材、線径1.5㎜、ピッチ15㎜とする。

⑤ 製造所：  評価名簿による。

⑥ 建具には製造業者名を表示すること。

３． 鋼製建具

①

② 防火戸の指定及び鋼板の厚さは、建具表による。

③ 簡易気密型ドアセットの機密性、水密性は建具表による。

④ 鋼板は、JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）による表面処理亜鉛めっき鋼板とし、めっき付着量は（ ）以上とする。

なお、あらかじめりん酸塩処理又はクロメートフリー処理による化成皮膜処理を行ったものを用いる。

⑤ 製造所：  評価名簿による。

⑥ 標準型鋼製建具は、標仕16.4.6により寸法及び金物を標準化したものとする。

４． 鋼製軽量建具

①

標仕14.5.4（5）

材種 寸法 形式 外枠 内枠

ｱﾙﾐ 600×600 一般型 屋内用 ー ー

材種 寸法 形式 外枠 内枠

ｽﾃﾝﾚｽ 600×600 密閉 屋内用 ー ー

せっこう系 セメント系

8

仕上表による 図示による

種類 呼び名 上塗材 仕上げの形状 耐候性 工法 耐火認定 下地仕上 下地調整

JIS A 6909 防水型複層塗材E ー ゆず肌 ー ﾛｰﾗｰ ー ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し C-1

JIS A 6909 外装薄塗材E ー 砂壁状 ー ﾛｰﾗｰ ー ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し C-1

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法 使用箇所 表面処理

A種 S-4 A-3 W-4 70 建具表の通り BB-2

ステンレス製（SUS316） ガラス繊維入り合成樹脂製 合成樹脂製

耐風圧性 気密性 水密性 遮音性 断熱性 面内変形追随性 使用箇所 表面処理

S-4 A-3 W-1 ー ー ー 建具表の通り ー

Z12

気密性 遮音性 断熱性 面内変形追随性 使用箇所 備考

A-3 ー ー ー 建具表の通り

建物内部に使用するユリア樹脂等（ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又 はホルムアルデヒド系防腐剤）を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量は、（ F☆☆☆☆ 
・ F☆☆☆ ）とする。

設計者情報：株式会社橘建築事務所 管理建築士 森脇康明 番号 一級建築士登録 第333705号 建特ｰ011 建築工事特記仕様書(11)

工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

② 簡易気密型ドアセットの気密性、水密性は建具表による。

③ 製造所：  評価名簿による。

④ 標準型鋼製軽量建具は、標仕16.5.6により寸法及び金物を標準化したものとする。

５． ステンレス製建具

①

鋼板等： くつずり： ・

② 製造所：  評価名簿による。

③ 簡易気密型ドアセットの気密性、水密性は建具表による。

６． 建具用金物

① 金物の種類及び見え掛り部の材質は、標仕 表16.8.1による。

② 金属製建具に使用する丁番は標仕表16.8.2による。

③ 既製又はこれに準ずる建具の建具金物は、建具製造所の仕様による。

④ 樹脂製建具に使用する丁番は標仕表16.8.3による。

⑤ 握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセント等の取付け位置は図示による。

⑥ 木製建具に使用する丁番は標仕表16.8.4による。

⑦ 木製建具に使用する戸車及びレールは標仕16.8.5による。

⑧ マスターキーは、製作する。その他の鍵の製作本数は協議による。

７． 自閉式上吊り引戸装置

①

② 製造所：  評価名簿による。

８． オーバーヘッドドア

① 耐風圧性能は、JIS A 4715により、その区分は（ ）とする。

②

〇 ・

・

〇 バランス式 ・ チェーン式 ・ 電動式

〇 ・

・ ・

・ 〇

製造所：  評価名簿による。

９． ガラス

① 板ガラス

② 外部の網入り硝子等の下辺小口及び縦小口下端の防錆処理を行うこと。

③ ガラス留め材の種類

④ 防火設備のガラスとめ材は、防火設備認定品とする。

表面の仕上げ 曲げ加工の方法

HL 鏡面 普通曲げ 角出し曲げ

設置場所 図示

適用戸の総質量 標仕表16.10.1による

手動開き力（Ｎ） 標仕表16.10.1による

手動閉じ力（Ｎ） 標仕表16.10.1による

閉じ速度の調整 ストッパー若しくは一時停止装置又は自動閉鎖時間の調整機能をもつこと。

制動区間 閉り際で明らかに減速すること。

耐衝撃性 1回の衝撃で有害な変形がなく、開閉に支障がないこと。
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使用箇所 車庫・倉庫棟

スチールタイプ アルミニウムタイプ

ファイバーグラスタイプ

開閉機能

スタンダード形 ローヘッド形

ハイリフト形 バーチカル形

ガイドレールの材質・厚さ 溶融亜鉛めっき鋼板 ステンレス鋼板

安全装置 急降下防止装置

種類 品種 厚さ

複層ガラス ー 日射取得型Low-Et=5.0+空気層t=12+透明強化t=4.0

複層ガラス ー 日射取得型Low-Et=5.0+空気層t=12+型板強化t=4.0

複層ガラス ー 日射取得型Low-Et=4.0+空気層t=12+透明強化t=4.0

型板強化ガラス ー 4.0mm

透明強化ガラス ー 4.0mm

複層ガラス ー 日射取得型Low-Et=5.0+空気層t=12+透明強化t=5.0

網入り型板ガラス ー 6.8mm

建具の種類 材種 ガラス溝の大きさ

鋼製 SR-1 建具製作所の仕様による。

アルミニウム製 SR-1

ステンレス製 SR-1

木製

樹脂製

開閉繰り返し
20万回の耐久試験で、上吊り機構、振れ止め機構、自閉装置及び制御装置に異常がないこと。
なお、自閉装置及び制御装置は、10万回を超えた後、1会の調整を行うことができるものとする。

セクション材料

収納形式による種類

設計者情報：株式会社橘建築事務所 管理建築士 森脇康明 番号 一級建築士登録 第333705号 建特ｰ012 建築工事特記仕様書(12)



工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

１７章 塗装工事

１． 一般事項

① 防火材料又は建築基準法に基づく指定又は認定を受けたものとする。

② 塗料はホルマリン不検出のもの及び有機溶剤の含有量が少ないものとする。

③ ユリア樹脂等（ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤）を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量は、F☆☆☆☆とする。

２． 合成樹脂調合ペイント塗り（ＳΟＰ）

３． 耐候性塗料（ＤＰ）

４． つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）

５． ウレタン樹脂ワニス塗り（UＣ）

１８章 内装工事

１． ビニル床シート張、 ビニル床タイル張及びゴム床タイル張

①

④ ビニル幅木：材質（ 軟質  ・ 硬質 ）、高さ（ 60 ・ 70 ・ 100 ）、厚さ（ ）

２． 合成樹脂塗床

①

②

③ 以下の物質を含有しない材料を選定し、監督員の承諾を得ること。

・ 室内空気中化学物質の室内濃度指針値について（H31.1.17薬生発0117第1号）における13物質

・ 学校環境衛生基準（平成21年文部科学省告示第60号）第1の1の（8）ア～カの6物質

３． せっこうボードその他ボード及び合板張り

①

②

③

種別 さび止め塗料

屋外 屋内 屋外 屋内

鉄鋼面 B種 C種 A種 A種 車庫・倉庫棟

鉄鋼面 ー B種 C種　D種 2級

コンクリート面 B種 A種 ー 2級

ﾎﾞｰﾄﾞ面 B種 B種 ー

区分 種別 素地ごしらえ 備考

木部 B種 B種

幅木

材質 厚さ 高さ

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ FS ﾌﾟﾚｰﾝ 2.0 ー ー ー JIS A 5536 図示

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ KT ﾌﾟﾚｰﾝ 2.0 ー ー ー JIS A 5536 図示

1.5mm

材質 仕上げの種類 備考

ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床材 防滑仕上げ

壁 下地張り 12.5 不燃 小ねじ LGS

壁 下地張り 12.5 不燃 GL工法 RC

壁 継目処理 12.5 不燃 接着 ﾎﾞｰﾄﾞ

天井 突付け 9.5 不燃 小ねじ LGS

天井 突付け 9 不燃 小ねじ ﾎﾞｰﾄﾞ ﾌﾗｯﾄ

天井 突付け 15 不燃 小ねじ ﾎﾞｰﾄﾞ ｽﾄﾗｲﾌﾟ・ﾌﾗｯﾄ

壁 下地張り 6 不燃 小ねじ ﾎﾞｰﾄﾞ

壁 目透し 6 不燃 接着 ﾎﾞｰﾄﾞ

壁 下地張り 8 不燃 小ねじ LGS

天井 突付け 6 不燃 小ねじ LGS

ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの発散量が、F☆☆☆☆の塗料を使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の承諾を得るものとする。

区分 素地ごしらえ
さび止め

工程の種別
備考

区分 種別 素地ごしらえ
錆止め塗料塗り

の種別
上塗りの

等級
備考

区分 工程種別 素地ごしらえ
錆止め塗料塗り

の種別
備考

材質 種類の記号 色柄 厚さ 接着剤 施工箇所 備考

ユリア樹脂等（ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤）を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量は、F☆☆☆☆とする。ただし、正当な理
由により確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの放散量が、F☆☆☆☆の塗料を使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の承諾を得るものとする。

材種・規格品 施工箇所 工法
厚さ
(mm)

不燃材等
の区分

小ねじ・釘
・接着剤の種類

下地の種類 備考

せっこうボード
JIS A 6901の規格品

化粧せっこうボードトラバーチン模様
JIS A 6901の規格品

天井 突付け 9.5 不燃 小ねじ LGS

シージングせっこうボード 壁 下地張り 12.5 不燃 小ねじ LGS

パーティクルボード及びMDFのホルムアルデヒド放散量は、F☆☆☆☆とする。
ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの放散量が、F☆☆☆☆のパーティクルボード及びMDFを使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の
承諾を得るものとする。

材種・規格品 施工箇所 工法
厚さ
(mm)

不燃材等
の区分

小ねじ・釘
・接着剤の種類

下地の種類 備考

ロックウール化粧吸音板
JIS A 6301の規格品

けい酸カルシウム板 
JIS A 5430の規格品

化粧けい酸カルシウム板 壁 目透し 6 不燃 接着 ﾎﾞｰﾄﾞ

合板、パーティクルボード及びMDFのホルムアルデヒド放散量は、F☆☆☆☆とする。
ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの放散量が、F☆☆☆☆の合板、パーティクルボード及びMDFを使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監
督員の承諾を得るものとする。

設計者情報：株式会社橘建築事務所 管理建築士 森脇康明 番号 一級建築士登録 第333705号 建特ｰ013 建築工事特記仕様書(13)

工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

４． 壁紙張り

①

②

５． 断熱・防露

①

②

③ 断熱材現場発泡工法

④ 製造所：  評価名簿による。

６． 接着剤

ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの放散量が、F☆☆☆☆の接着剤を使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の承諾を得るものとする。

７． 外装材

①

② ホルムアルデヒドの放散量はF☆☆☆☆とする。

③ 下地材はひび割れ追従性があるものとする。

④ 施工手順はﾒｰｶｰ仕様とする。

１９章 ﾕﾆｯﾄ及びその他工事

１． フリーアクセスフロア

①

② 製造所：  評価名簿による。

④ 施工にあたっては、施工前にフリーアクセスパネル及びタイルカーペットの割付施工図を提出し、承認後に製作施工を行うこと。

２． トイレブース

①

② 製造所：  評価名簿による。

③ 非常時外開機能付きとする。

④

３． 手すり及びタラップ

①

② 手すりの支柱は、コンクリートあるいはモルタルの中に入る部分であっても錆止め処置を行うこと。

４． 階段滑り止め

① 材種（  ）、 形状（ ）、 幅（ ）

材種（  ）、 形状（ ）、 幅（ ）

② 取付け方法は（  ・  ）とする。

５． 黒板及びホワイトボード

① 種別（  ）、枠の材質は（ ）とする。

② 色彩は（ 緑 ・ 黒 ・ 白 ）とする。

６． 表示

① 案内用図記号はJIS Z 8210による。

② 詳細はサイン配置・詳細図による。

施工箇所 種類 防火性能の種類 素地ごしらえ 不燃材料等の区分 備考

壁 JIS A 6921 ー B種 不燃

腰壁 天然木極薄ﾂｷ板連続ｼｰﾄ ー B種 不燃 県産材

材種 種類 厚さ 工法 補修材 種類 備考

断熱 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 100 敷き込み ー JIS 6301 32kg/㎡ 庁舎棟2階天井

断熱 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 50 はめ込み ー JIS 6301 32kg/㎡ 庁舎棟ﾄｲﾚ壁

断熱 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 50 敷き込み ー JIS 6301 32kg/㎡ 庁舎棟検査室(冷蔵室)壁・天井

種類 厚さ 施工箇所 備考

A種1H 30 外壁面 庁舎棟

種類 施工箇所 厚み 主材 備考

超低汚染型天然石調ｼｰﾄ建材 外壁（ｺﾝｸﾘｰﾄ面） 3mm程度 ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂 庁舎棟

施工箇所 工法 寸法 高さ 耐震性能 所定荷重 表面仕上げ材 備考

床 ﾊﾟﾈﾙ 500×500 100 ー 3000N ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ 庁舎棟

脚部 ドアエッジ

形状 形状 材質

高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 幅木 ｱｰﾙ ｱﾙﾐ押出形材

材種 表面の処理 直径 取付箇所 備考

ﾀﾓ集成材 UC塗 34φ 屋内階段

ステンレス製 ﾐｶﾞｷ 42.7φ 屋外階段

ステンレス製 ﾐｶﾞｷ 38φ スロープ

ステンレス製 ー 22φ ピット内 タラップ

ｽﾃﾝﾚｽ L字 35

ｱﾙﾐ（ｺﾞﾑﾀｲﾔ） L字 35

埋込み工法 接着工法

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ ｱﾙﾐ

督員の承諾を得るものとする。

ホルムアルデヒドの放散量は、F☆☆☆☆とする。

ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの放散量が、F☆☆☆☆の壁紙を使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の承諾を得るものとする。

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱材のホルムアルデヒドの放散量は、F☆☆☆☆とする。

ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの放散量が、F☆☆☆☆の断熱材を使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の承諾を得るものとす

る。

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等（ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノー  ル樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量は、F☆☆
☆☆とする。

表面材の処理

トイレブースのパネルの材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。
ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの放散量がＦ☆☆☆☆のトイレブースのパネルを使用できない場合は、監督員と協議するものとし、監督員の承諾を得る
ものとする。

設計者情報：株式会社橘建築事務所 管理建築士 森脇康明 番号 一級建築士登録 第333705号 建特ｰ014 建築工事特記仕様書(14)



工事名：Ｒ７営繕 西部家畜保健衛生所 東・中庄 改築工事建築（担い手確保型）

７． ブラインドボックス及びカーテンボックス

① 溝幅×深さ （㎜）（ ・  ・   ・  ・ ）

② 材質 ・ アルミニウム製 表面処理（ ・ （ ・ ・ ・ ）

皮膜等の処理　　※標準仕様書14.2.1による

８． フェンス

① フェンスの種類（ ・ ・ ・ ）

② 高さ（ ・ ）

③ 詳細は共通詳細図による。

９． 洗面カウンター

① 材種  （ ・ ）

② 奥行き（ ・ ）

③ 詳細は共通詳細図による。

１０． 既製家具

１１． その他

① ﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰ：TOTO株式会社　JSV0812UL　同等品程度

② 洗面化粧台：TOTO株式会社　LDSAS060BAGKG1A　同等品程度

③ ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ門扉：四国化成建材株式会社　ALXF12R　同等品程度

④ 両開き門扉：四国化成建材株式会社　ALM1-S（I・O）　同等品程度

⑤ ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ：四国化成建材株式会社　プロﾒｯｼｭ1型　同等品程度

２０章 排水工事

１． 側塊、 排水桝等

① 側塊の形状： 図示

② 排水マスの種類： 図示

③ グレーチング

製造所：  評価名簿による。

２． 街きょ、 縁石、 側溝

① 砂利地業の厚さは、（  ）mmとする。

② ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度（  ）N/mm2  、スランプ（  ）cm

③ 街きょ、縁石及び側溝

２１章 舗装工事

１． 路床

① 盛土材料（ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ ）種

⑤ 六価クロム溶出試験を（  ・  ）。

行った場合、土壌環境基準以下であることを確認すると共に、試験結果（計量証明書）を監督員に提出するものとする。

⑥ 路床土の支持力比（CBR）試験は（ 〔 ・ 〕・  ）。

⑦ 路床締固め度試験は（  ・  ）。

⑧ 砂の粒度試験は（  ・  ）。

⑨ 現場ＣＢＲ試験を（  ・  ）。

２． 路盤

① 路盤材料（ ）、車道部の厚さ（ ）mm

② 締固め試験は（  ・  ）。

③ 路盤の厚さは、設計厚さを下回らないこととする。

３． 砂利敷き

砂利敷きの種別は（ A ・ Ｂ ）種とする。

４． 排水の処理

舗装版切断に伴い発生する排水は汚泥に該当するため、関係法令等に基づき適正に処理すること。

 90×150  120×80 120×150  150×80 図示

BC-1 BC-2 アンバー ブロンズ ブラック系 ステンカラー

ビニル被覆エキスパンドフェンス 樹脂塗装メッシュフェンス 鋼管フェンス アルミフェンス

図示 1100

メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材） 人工大理石

約450 約600

材質 用途 適用荷重 ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ 亜鉛めっき付着量 上面形状 備考

ｽﾁｰﾙ 雨水排水 T-14 15mm程度 製造所の仕様による ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

100

18 15

名称 形状 寸法 備考

側溝 U型 W200、W300,W400

行う  行わない 

行う 乱した土 乱さない土  行わない 

行う  行わない 

行う  行わない 

行う  行わない 

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 150

行う  行わない 

合板、MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量は、F☆☆☆☆とする。

ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ホルムアルデヒドの放散量が、F☆☆☆☆の合板、 MDF及びパーティクルボードを使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の

承諾を得るものとする。

六価クロム溶出試験は、「セメント及びセメント系固化材の地盤改良への使用及び改良土の再利用に関する当面の措置」（平成12.3.31 建設第258号）の「六価クロム溶出試験実施要領

（案）」により実施する。土質条件、施工条件等により試験方法、検体数に変更が生じた場合、試験の結果、六価クロムの溶出量が土壌環境基準を超えた場合等は、監督員と協議するも

のとする。

設計者情報：株式会社橘建築事務所 管理建築士 森脇康明 番号 一級建築士登録 第333705号 建特ｰ015 建築工事特記仕様書(15)
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徳島県県土整備部営繕課 一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　

TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885
●縮尺●図面名 〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号

橘 建 築 事 務 所株式会社●図面番号●工事名

一級建築士登録　第333705号　森脇康明
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Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-01
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（新築）
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（新築後解体予定）

防油堤
新設

本工事別途工事

　※　　　 内はBM±0からの高さを示す

　　詳細は外構図による
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-0.20

既存建物　既存庁舎

RC構造　地上2階建て

建築面積

床面積

218.26m2

396.49m2

30人槽

（別途工事）



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
1/200R7.7 面積表
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3
3

10

3
4
.
3
3

2.42
5

8

5.25

0
.
0
6

5.32

1 25.51 3.30 84.1830 42.09150

2 19.76 4.71 93.0696 46.53480

3 62.92 21.59 1,358.4428 679.22140

4 14.58 6.39 93.1662 46.58310

5 14.60 0.02 0.2920 0.14600

6 53.04 13.83 733.5432 366.77160

7 53.85 32.16 1,731.8160 865.90800

8 5.32 0.06 0.3192 0.15960

9 34.33 5.25 180.2325 90.11625

10 34.33 2.42 83.0786 41.53930

合        計 2,179.07155

敷  地 面  積 2,179.07 m2

番号 底      辺 高      さ 倍     面      積 面          積

■敷地面積

■庁舎棟

479.0

13.0*12.15+7.0*11.15=236.0 236.0

(m2)

243.020.0*12.15=243.0

計

床面積

2階

1階

(m2)

計

床面積

1階

■車庫・倉庫棟

20.41*8.41=171.6481 171.64

171.64

建築面積 (m2)

274.656620.0*13.15+1.67*6.98=274.6566

建築面積 (m2)

(m2)

計

床面積

1階 9.5*10+8*7=151.00 151.0

151.0

■解剖室棟

(m2)建築面積

9.5*10+8*7=151.00 151.0

計

計

計

20,410 17,5002,115
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Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-02

庇

2
,
0
0
0

20.41*8.41+1.115*2.0=173.8781 173.87

173.87

599.52

（別途工事）

（別途工事）



屋外階段

床：磁器質ﾀｲﾙ貼 150角

一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 ー

部位 部位

　■外部仕上表

仕上 仕上 部位 仕上

ｹｲｶﾙt=6 EP-G塗（LGS下地）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、防水型複層塗材E

超低汚染型ｼｰﾄ貼

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、防水型複層塗材E

階
FL

幅木 CH 廻縁 備考
下地

床

仕上

　■内部仕上表

１

室名
下地 下地

壁

仕上

天井

仕上（1・2FL+）

風除室 磁器質ﾀｲﾙ貼H=100 GB-NCt=9.5 EP-G塗LGS 塩ﾋﾞ製M
GB-Rt=12.5+12.5 EP-G塗

一部：GB-Rt=12.5 EP-G塗

腰壁：天然木極薄ﾂｷ板連続ｼｰﾄ H=1160

一部：GB-Rt=12.5 ｸﾛｽ貼

GB-Rt=12.5+12.5 ｸﾛｽ貼

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0 磁器質ﾀｲﾙ貼H=100

ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100
LGS 塩ﾋﾞ製玄関・ホール

GB-NCt=9.5の上、DRt=9検査室（冷蔵室） ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 LGS 塩ﾋﾞ製ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

前処理殺菌検査室 ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 GB-NCt=9.5の上、DRt=9LGS 塩ﾋﾞ製ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0
ｹｲｶﾙt=8+6の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

洗浄室（帰着室）
ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100

GB-NCt=9.5の上、DRt=9LGS 塩ﾋﾞ製
ｹｲｶﾙt=8+6の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0 磁器質ﾀｲﾙ貼H=100 一部：GB-St=12.5の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

ｼｬﾜｰ室（男性・女性） ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 ｹｲｶﾙt=6 EP-G塗LGS
ｹｲｶﾙt=8+6の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

一部：GB-St=12.5の上、化粧ｹｲｶﾙt=6
塩ﾋﾞ製

洗濯室 ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 ｹｲｶﾙt=6 EP-G塗LGS 塩ﾋﾞ製ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0
ｹｲｶﾙt=8+6の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

一部：GB-St=12.5の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

階段室倉庫 ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 RC 塩ﾋﾞ製ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0
GB-Rt=12.5+12.5 EP-G塗

一部：GB-Rt=12.5 EP-G塗

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ・女性ﾄｲﾚ ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 ｹｲｶﾙt=6 EP-G塗LGSｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0
GB-St=12.5の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

男性ﾄｲﾚ ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 ｹｲｶﾙt=6 EP-G塗LGSｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

塩ﾋﾞ製

塩ﾋﾞ製
GB-St=12.5の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

２

更衣室（男性・女性） ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 GB-NC(T)t=9.5LGS 塩ﾋﾞ製ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0
GB-Rt=12.5+12.5 EP-G塗

一部：GB-Rt=12.5 EP-G塗

ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 GB-NCt=9.5の上、DRt=9LGS 塩ﾋﾞ製ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0
ｹｲｶﾙt=8+6の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

一部：GB-St=12.5 化粧ｹｲｶﾙt=6

GB-Rt=12.5+12.5 ｸﾛｽ貼

腰壁：天然木極薄ﾂｷ板連続ｼｰﾄ H=1160

一部：GB-Rt=12.5 ｸﾛｽ貼講習室 ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0 LGS 塩ﾋﾞ製

書庫 ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 GB-NC(T)t=9.5LGS 塩ﾋﾞ製ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0
GB-Rt=12.5+12.5 EP-G塗

一部：GB-Rt=12.5 EP-G塗

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

断熱材：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=25

一部：ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱt=1.8、ﾍﾞﾆﾔ合板t=5.5(目地張)

　　　構造用合板t=12、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20、樹脂製支柱足＠455

一部：GB-St=12.5の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

一部：GB-St=12.5の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

ｹｲｶﾙt=8+6の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

GB-St=12.5の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

GB-St=12.5の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

事務室 ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 GB-NCt=9.5の上、DRt=9LGS 塩ﾋﾞ製

男性ﾄｲﾚ ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 ｹｲｶﾙt=6 EP-G塗LGS 塩ﾋﾞ製ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

±0

±0

屋根

軒裏

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、撥水剤塗布外幅木

外壁 ﾎﾟｰﾁ・ｽﾛｰﾌﾟ

検査室 ±0 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0 ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 LGS GB-NCt=9.5の上、DRt=9 塩ﾋﾞ製

2,550

2,800

2,700

2,600

2,800

2,550

2,700

2,600

2,800

2,600

2,600

ー

2,600

2,600

2,700

2,700

2,700

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、防水型複層塗材E

ﾄﾞﾚｲﾝ 鋳鉄製横引ﾄﾞﾚｲﾝ

竪樋 ｱﾙﾐ製　角型

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt=150

捨てｺﾝt=50

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押えt=150

床：自閉樹脂塗膜防水材

犬走

ﾊﾞﾙｺﾆｰ
手摺：ｽﾁｰﾙ製 錆止め塗装の上、DP塗

3,050

3,050

GB-Rt=12.5+12.5 EP-G塗

一部：GB-Rt=12.5 EP-G塗

床置きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=5.0

OAﾌﾛｱH=100

ｽﾁｰﾙ製支持脚

【庁舎棟】仕上表1

磁器質150角ﾀｲﾙ貼

磁器質150角ﾀｲﾙ貼

磁器質150角ﾀｲﾙ貼

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-03

遮音ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50(32kg)

遮音ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50(32kg)

遮音ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50(32kg)

遮音ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50(32kg)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、ﾘｼﾝ吹付

手摺：ｽﾁｰﾙ製 錆止め塗装の上、DP塗

　　　ｽﾃﾝﾚｽ製 HL

屋上階段：CPLt=4.5

踏面・蹴込：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え、ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

階段裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、外装薄塗材E

GB-NCt=9.5の上、DRt=15

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

M

診療準備室・防疫準備室

下地調整の上、EP-G塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

GB-NCt=9.5の上、DRt=9

ｱﾙﾐ製見切縁

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水の上、押えｺﾝｸﾘｰﾄt=60（溶接金網6φ 150×150） 金ｺﾞﾃ押え

手摺：ｽﾁｰﾙ製 錆止め塗装の上、DP塗乾式保護材：押出成形ｾﾒﾝﾄ板t=15

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角下足箱

見切：杉25×25 WP塗

ｽﾃﾝﾚｽ製沓摺

床下点検口：ｽﾃﾝﾚｽ製600角

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

下足箱

ｽﾃﾝﾚｽ製沓摺

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

洗面化粧台

ｽﾃﾝﾚｽ製上り框

床下点検口：ｽﾃﾝﾚｽ製600角

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

床下点検口：ｽﾃﾝﾚｽ製600角

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

甲板：人造大理石t=20汚垂石t=6

洗面ｶｳﾝﾀｰ：人造大理石t=20 鏡 350×450

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角 小便器用手摺

壁見切：ｽﾁｰﾙ製 SOP塗

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

床下点検口：ｽﾃﾝﾚｽ製600角

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

電動式ｽｸﾘｰﾝ見切：杉25×25 WP塗

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

ｶｳﾝﾀｰ

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

汚垂石t=6 甲板：人造大理石t=20

洗面ｶｳﾝﾀｰ：人造大理石t=20 鏡 350×450

小便器用手摺天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

RC

RC

RC

RC

RC

RC

LGS

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC
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設計 竣工
R7.7 ー

階
FL

幅木 CH 廻縁 備考
下地

床

仕上

　■内部仕上表

室名
下地 下地

壁

仕上

天井

仕上（1・2FL+）

甲板：人造大理石t=20

女性ﾄｲﾚ ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 ｹｲｶﾙt=6 EP-G塗LGS 塩ﾋﾞ製

試薬調整室 ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 GB-NCt=9.5の上、DRt=9LGS 塩ﾋﾞ製
一部：GB-St=12.5の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

ｹｲｶﾙt=8+6の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

±0

±0

遺伝子検査室 ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 GB-NCt=9.5の上、DRt=9LGS±0 塩ﾋﾞ製

冷凍・冷蔵・洗浄室 ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 GB-NCt=9.5の上、DRt=9LGS±0 塩ﾋﾞ製

共
通

下足箱GB-Rt=12.5+12.5 EP-G塗

休憩室 ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 GB-NCt=9.5の上、DRt=9LGS±0
一部：GB-Rt=12.5 EP-G塗

GB-Rt=12.5+12.5 EP-G塗
塩ﾋﾞ製

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

給湯室 ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 GB-NCt=9.5の上、DRt=9LGS 塩ﾋﾞ製±0
GB-Rt=12.5+12.5 EP-G塗

一部：GB-Rt=12.5 EP-G塗

腰壁：天然木極薄ﾂｷ板連続ｼｰﾄ H=1160

一部：GB-Rt=12.5 ｸﾛｽ貼 見切：杉25×25 WP塗廊下 ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100±0 LGS GB-NCt=9.5の上、DRt=9 塩ﾋﾞ製

階段 ﾋﾞﾆﾙ幅木H=100 GB-NCt=9.5の上、DRt=9LGSGB-Rt=12.5+12.5 EP-G塗ー 塩ﾋﾞ製

PS ｺﾝｸﾘｰﾄ表しーーーｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ ー±0
軽鉄表し

ﾎﾞｰﾄﾞ張

■特記事項

■凡例

仕上略号

GB-R

GB-S

GB-NC

GB-NC(T)

名　　　　　　　称

防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5(不燃)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5(不燃)

不燃石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

不燃石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ)

(NM-8619)

(NM-1864)

(NM-9639)

(NM-0441)

DR

ｹｲｶﾙ

化粧ｹｲｶﾙ

仕上略号

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板

化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板t=9,15

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板t=15 (NM-8599)

(NM-3522)

(NM-3352)

(NM-8599)

仕上略号

EP-G つや有り合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

下地記号

RC

M

LGS

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

ﾓﾙﾀﾙ下地

軽量鉄骨下地

名　　　　　　　称名　　　　　　　称名　　　　　　　称

※断熱材

　2階天井裏：ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=100(32kg)

　外壁に接する内壁：現場発泡ｳﾚﾀﾝt=30吹付

GB-St=12.5の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

ｹｲｶﾙt=8+6の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

2,600

2,700

2,700

2,700

2,600

2,600

2,700

ー

ー

ｱﾙﾐ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

　ﾄｲﾚ壁：ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50(32kg)

　ﾋﾟｯﾄ内：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=30

　検査室(冷蔵室)壁・天井：ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50(32kg)

洗面ｶｳﾝﾀｰ：人造大理石t=20

ｹｲｶﾙt=8+6の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

一部：GB-St=12.5の上、化粧ｹｲｶﾙt=6

鏡 350×450

【庁舎棟】仕上表2

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

天井点検口：ｱﾙﾐ製600角

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-04

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えの上、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

遮音ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50(32kg)

遮音ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50(32kg)

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

※断熱材の吹付厚さは、確認ピンを用いて確認する。

※間仕切り壁下地：1階LGS90、2階LGS65とする。

※外壁に接する内壁及び柱型の仕上げ材は直張り工法とする。

　本数は標準仕様書19.9.4による。
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設計 竣工
R7.7 1/100【庁舎棟】１階平面図
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Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-05
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Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-06
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Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-07
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Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-08
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Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-09
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Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-10
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ｽﾛｰﾌﾟ

玄関

階段室倉庫

男性更衣室 女性更衣室

ｼｬﾜｰ室

ｼｬﾜｰ室

洗濯室

（帰着室）

検査室

細菌検査室

犬走

UP

ﾎﾞﾝﾍﾞ庫

風除室

廊下

犬走

男性ﾄｲﾚ

バルコニー

バルコニー

ﾄｲﾚ
男性

ﾄｲﾚ
女性

遺伝子検査室

廊下

2

SSD

SSD

SSD

LSD

6

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-17

AW

10



AW

600

1

一級建築士登録　第333705号　森脇康明

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 1/100

取付場所 数量

姿図

姿図

建具番号

取付場所

形式

数量

▽FL

1
,
2
0
0

1
,
3
5
0

5
0

C
H
=
2
,
6
0
0

【庁舎棟】建具表1

ｱﾙﾐ製縦滑り出し窓
2

AW

600

1
,
2
0
0

1
,
3
5
0

5
0

C
H
=
2
,
6
0
0

階段室倉庫、階段室 男性更衣室、女性更衣室2 2

ｱﾙﾐ製縦滑り出し窓
AW

F

1
,
2
0
0

1
,
3
5
0

5
0

C
H
=
2
,
6
0
0

600

1
,
3
5
0

4
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ・女性ﾄｲﾚ、男性ﾄｲﾚ

女性ﾄｲﾚ

ｱﾙﾐ製排煙窓付きFIX窓
3

AW

1
,
2
0
0

C
H
=
2
,
7
0
0

4

2,000 70 70 2,0002,000

1診療準備室・防疫準備室

ｱﾙﾐ製3連引き違い窓

2,550 70 1,550

4,170

1
,
2
0
0

1
,
4
5
0

5
0

C
H
=
2
,
7
0
0

ｱﾙﾐ製2連引き違い窓

検査室

AW

5

1

透明強化t=4.0

型板強化t=4.0

1

1
,
3
5
0

1
5
0

5
0

5
5
0

1
0
0

7
0
0

+ 空気層(乾燥空気)t=12 + 透明強化t=4.0 + 空気層(乾燥空気)t=12 + 型板強化t=4.0 + 空気層(乾燥空気)t=12 + 透明強化t=4.0 + 空気層(乾燥空気)t=12 + 透明強化t=4.0

ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ

複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=5.0 複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=5.0 複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=5.0 + 空気層(乾燥空気)t=12 + 透明強化t=4.0 複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=5.0 複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=5.0

複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=5.0 + 空気層(乾燥空気)t=12 + 型板強化t=4.0

70 ー 70 ー 70 ー 70 ー 70 ー

材種

硝子

見込 仕上

備考

建具番号 形式

材種

硝子

見込 仕上

備考

（担い手確保型） A-18

6,140

防火設備 防火設備 防火設備 防火設備

+ 空気層(乾燥空気)t=12 + 透明強化t=4.0 + 空気層(乾燥空気)t=12 + 透明強化t=4.0 + 空気層(乾燥空気)t=12 + 透明強化t=4.0 + 空気層(乾燥空気)t=12 + 透明強化t=4.0 + 空気層(乾燥空気)t=12 + 透明強化t=4.0

ｱﾙﾐ額縁、水切 ｱﾙﾐ額縁、水切 ｱﾙﾐ額縁、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、ﾜﾝﾀｯﾁ開放、水切 ｱﾙﾐ額縁、ｸﾚｾﾝﾄ錠、水切、網戸 ｱﾙﾐ額縁、ｸﾚｾﾝﾄ錠、水切、網戸

ｶﾑﾗｯﾁﾊﾝﾄﾞﾙ、網戸 ｶﾑﾗｯﾁﾊﾝﾄﾞﾙ、網戸

付属金物一式 付属金物一式 付属金物一式 付属金物一式 付属金物一式

6 7 8 9 10
ｱﾙﾐ製引き違い窓 ｱﾙﾐ製縦滑り出し窓,引き違い窓 ｱﾙﾐ製2連引き違い窓 ｱﾙﾐ製引き違い窓

AW AW AW AW AW

前処理細菌検査室 1 講習室 1 書庫、講習室 1 事務室 1 事務室

防火設備 防火設備

▽FL

ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ

複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=4.0 複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=4.0 複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=4.0 複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=4.0 複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=4.0

70 ー 70 ー 70 ー 70 ー 70 ー

ｱﾙﾐ額縁、ｸﾚｾﾝﾄ錠、水切、網戸 ｱﾙﾐ額縁、ｸﾚｾﾝﾄ錠、水切、網戸 ｱﾙﾐ額縁、ｸﾚｾﾝﾄ錠、水切、網戸 ｱﾙﾐ額縁、ｸﾚｾﾝﾄ錠、水切、網戸 ｱﾙﾐ額縁、ｸﾚｾﾝﾄ錠、、水切、網戸

ｶﾑﾗｯﾁﾊﾝﾄﾞﾙ

付属金物一式

付属金物一式 付属金物一式 付属金物一式 付属金物一式

5
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

1
,
4
5
0

1
,
3
0
0

1
,
3
0
0

1
,
3
0
0

1
,
3
0
0

C
H
=
2
,
8
0
0

C
H
=
2
,
8
0
0

2
,
8
0
0

C
H
=
2
,
8
0
0

C
H
=
2
,
7
0
0

2
,
3
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

2
0
0

2,100 70 730 2,550 70 1,550 2,010 70 2,000 70 2,000

2,000 2,900 4,170 2,000 6,150

●工事名 ●図面番号Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築 株式会社 橘 建 築 事 務 所

防火設備

防火設備 防火設備 防火設備

ｱﾙﾐ製3連引き違い窓



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 1/100

取付場所 数量

姿図

姿図

建具番号

取付場所

形式

数量

▽FL

【庁舎棟】建具表2

AW

1
,
2
0
0

1
,
3
5
0

1
5
0

C
H
=
2
,
7
0
0

1,200

11
ｱﾙﾐ製引き違い窓

試薬調整室、遺伝子検査室 2

1,300
1
,
2
0
0

1
,
3
5
0

5
0

C
H
=
2
,
6
0
0

AW

1

ｱﾙﾐ製引き違い窓

休憩室

AW
ｱﾙﾐ製FIX窓

1,300

12

1,300

AW

1
,
3
5
0

1
0
0

1
,
9
0
0

3
5
0

C
H
=
2
,
6
0
0

5
0

2
,
3
5
0

2
0
0

1給湯室

ｱﾙﾐ製排煙窓付き引き違い窓
13 14

AW
ｱﾙﾐ製FIX窓

1,300

1ﾎｰﾙ 1

15

2階廊下

F

1
,
2
2
5

1
0
0

1
,
2
2
5

2
,
5
5
0 F

1
,
3
0
0

1
0
0

1
,
3
0
0

F

2
,
7
0
0

F

+ 空気層(乾燥空気)t=12 + 透明強化t=4.0 + 空気層(乾燥空気)t=12 + 透明強化t=4.0 + 空気層(乾燥空気)t=12 + 透明強化t=4.0 + 空気層(乾燥空気)t=12 + 透明強化t=4.0 + 空気層(乾燥空気)t=12 + 透明強化t=4.0

ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ

複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=5.0 複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=5.0 複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=5.0 複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=5.0 複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=5.0

70 ー 70 ー 70 ー 70 ー 70 ー

ｱﾙﾐ額物、ｸﾚｾﾝﾄ錠、水切、網戸 ｱﾙﾐ額物、ｸﾚｾﾝﾄ錠、水切、網戸 ｱﾙﾐ額物、ｸﾚｾﾝﾄ錠、水切、網戸 ｱﾙﾐ額縁、水切 ｱﾙﾐ額縁、水切

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、ﾜﾝﾀｯﾁ開放

付属金物一式 付属金物一式 付属金物一式 付属金物一式 付属金物一式

材種

硝子

見込 仕上

備考

建具番号 形式

材種

硝子

見込 仕上

備考

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-19

800

ｼｬﾜｰ室 2

2
,
0
0
0

6
0
0

8
0
0

150

LD

1
片開き戸

ｽﾁｰﾙ

型板強化ｶﾞﾗｽt=4

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｻﾑﾀｰﾝ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠（表示錠）

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ｽﾃﾝﾚｽ沓摺

付属金物一式

▽FL

2

2
,
0
0
0

6
0
0

8
0
0

150

書庫

LD

900

2
片開き戸

ｽﾁｰﾙ

透明強化ｶﾞﾗｽt=4

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｻﾑﾀｰﾝ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ｽﾃﾝﾚｽ沓摺

付属金物一式

LD

3
両開き戸

ｽﾁｰﾙ

透明強化ｶﾞﾗｽt=4

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｻﾑﾀｰﾝ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ｽﾃﾝﾚｽ沓摺

付属金物一式

1

ｽﾁｰﾙ

1階:165

2階:130

扉：化粧鋼板

枠：焼付塗装

ｽﾁｰﾙ

扉：化粧鋼板

枠：焼付塗装
165

2

ｽﾁｰﾙ

1階:165

2階:130

扉：化粧鋼板

枠：焼付塗装

6

3
片引きﾊﾝｶﾞｰ戸 片引きﾊﾝｶﾞｰ戸 片引きﾊﾝｶﾞｰ戸

LSD LSD LSD

ｽﾁｰﾙ

扉：化粧鋼板

枠：焼付塗装

片引きﾊﾝｶﾞｰ戸
LSD

4

検査室（冷蔵室）

冷凍冷蔵洗浄室
2

ｽﾁｰﾙ

扉：化粧鋼板

枠：焼付塗装

片引きﾊﾝｶﾞｰ戸
LSD

1

5

検査室（冷蔵室）

2階:194

1階:249
249

透明強化ｶﾞﾗｽt=4

付属金物一式 付属金物一式

型板強化ｶﾞﾗｽt=4 型板強化ｶﾞﾗｽt=4

付属金物一式

男性ﾄｲﾚ、女性ﾄｲﾚ

男性更衣室、女性更衣室、洗濯室

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

900 120

（引き残し）（有効開口）

900 120

（引き残し）（有効開口）

120

（引き残し）（有効開口）

800 900 120

（引き残し）（有効開口）

120

（引き残し）

750

（有効開口）

6
0
0

8
0
0

150

6
0
0

8
0
0

150

透明強化ｶﾞﾗｽt=4 透明強化ｶﾞﾗｽt=4

付属金物一式 付属金物一式

8
0
0

150

8
0
0

150

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

ｽﾃﾝﾚｽ沓摺、ﾄﾞｱﾊﾝﾄﾞﾙ、ｻﾑﾀｰﾝ ｽﾃﾝﾚｽ沓摺、ﾄﾞｱﾊﾝﾄﾞﾙ、ｻﾑﾀｰﾝ ｽﾃﾝﾚｽ沓摺、ﾄﾞｱﾊﾝﾄﾞﾙ、ｻﾑﾀｰﾝ ｽﾃﾝﾚｽ沓摺、ﾄﾞｱﾊﾝﾄﾞﾙ、ｻﾑﾀｰﾝ ｽﾃﾝﾚｽ沓摺、ﾄﾞｱﾊﾝﾄﾞﾙ、ｻﾑﾀｰﾝ

ﾛｯｸ錠、ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ ﾛｯｸ錠（表示錠）、ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ ﾛｯｸ錠、ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ ﾛｯｸ錠、ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ ﾛｯｸ錠、ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ・女性ﾄｲﾚ、洗濯室
診療準備室・防疫準備室、試薬調整室、遺伝子検査室

検査室、前処理殺菌検査室、洗浄室(帰着室)、休憩室
9 2

2
,
0
0
0

ｽﾁｰﾙ

扉：化粧鋼板

枠：焼付塗装

片引きﾊﾝｶﾞｰ戸
LSD

透明強化ｶﾞﾗｽt=4

付属金物一式

ｽﾃﾝﾚｽ沓摺、ﾄﾞｱﾊﾝﾄﾞﾙ、ｻﾑﾀｰﾝ

ﾛｯｸ錠、ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ

階段室倉庫、事務室 3 1

6

講習室

1,200 120

（引き残し）（有効開口）

130

防火設備防火設備防火設備 防火設備

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
0
0

150

800 400

1,200

150

6
0
0

8
0
0

135

135

149
化粧鋼板化粧鋼板

枠：ｱｸﾘﾙ樹脂焼付塗装 枠：ｱｸﾘﾙ樹脂焼付塗装

枠：ｱｸﾘﾙ樹脂焼付塗装

化粧鋼板

防火設備



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 1/100

材種

硝子

見込 仕上

備考

建具番号

取付場所

形式

数量

姿図

材種

硝子

見込 仕上

備考

姿図

建具番号

取付場所

形式

数量

▽FL

▽FL

1

1

TB
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

2
,
0
0
0

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

1階男性ﾄｲﾚ

2
,
0
0
0

6
0

TB

2

1

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ
TB

1

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ
TB

3 4

2階男性ﾄｲﾚ2

100 600 1,173 1,195 600 100

900 1,873 1,895

1,
44
0

340 600 440 600 100

2,080

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

ー

40
高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

（ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=9裏打）

ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ

ｽﾃﾝﾚｽ幅木t=0.8 HL、ｱﾙﾐ製笠木

戸当り防止掛け
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ｽﾃﾝﾚｽ製排煙窓付き両引き分け戸（手動） ｽﾃﾝﾚｽ製両引き分け戸（手動）

ｽﾃﾝﾚｽ製排煙窓付き片引き戸（手動）

複層ｶﾞﾗｽ 日射取得型Low-Et=5.0
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ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、丁番

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ｽﾃﾝﾚｽ製水切
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手摺：ﾀﾓ集成材34φ UC
ｱﾙﾐﾌﾞﾗｹｯﾄ
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GB-St=12.5の上、化粧ｹｲｶﾙt=6
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LGS下地現し
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※　化粧鏡の電源接続が直結配線の場合は、電源ケーブルを壁面より３００mm以上取り出し

※　排水アダプター（φ３２用）は必要に応じ手配のこと (同社製推奨）

※　排水管はＶＵ４０・ＶＵ５０またはＶＰ４０・ＶＰ５０を３０mm立ち上げ

※　給水給湯接続は、Ｒ１／２

　　とすること

※　洗面ボウル周りの壁は、湿気や被水の影響に配慮した壁仕上げ(下地材、表面材) 

　　ＪＡＳ規格品の合板を入れること

※　木ねじ位置に固定用木桟（巾９０×厚み３０）または、全面に厚み１２mm以上の

工事情報    

　　施工に際しては、カタログ等にて確認ください                       

※　化粧台の洗面器とキャビネット本体の間口寸法は、異なります

電源コード長さ１．０ｍ

ＬＥＤランプ ：４．４Ｗ

収納トレイ４個付き・くもり止めコート仕様・バックパネル付き（樹脂製）

化粧鏡 コンセント１個付き（許容電力：合計１２００Ｗまで）

使用水圧：０．０５MPa（流動時）～０．７５MPa

エコシングル水栓              水栓

幅寸法は595±5mm

カラー：ホワイト             

洗面器 陶器製（容量９Ｌ）セフィオンテクト仕様                          

仕様・寸法名称
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A-31
Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

AW周り詳細図（参考図）　　1/10 AW周り詳細図（参考図）　　1/10 SSD周り詳細図（参考図）　　1/5

LSD周り詳細図（参考図）　　1/5 化粧洗面台（参考図）　　1/20

止水栓（壁）      

洗面化粧台     
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一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課
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A-32
Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）
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設計 竣工
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ＣＨ

　ドア納まりについての詳細は必ず矩形図をご確認ください。

※UB設置必要寸法にドア設置必要寸法は含んでいません。
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面
＋
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L 特殊水栓エルボ（鋼管用）

Ｒｃ　１／２

27

32

シャワー用給湯エルボシャワー用給水エルボ

32
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特殊水栓エルボ（鋼管用）
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L

据
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面
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7

Ｗ＝８００（有効開口幅　６７１ｍｍ）

天井パネル

床パネル

ド　ア　枠

ドアパネル

シャワー水栓

シャワーヘッド

シャワーハンガー

照明

ジョイントボックス

換気グリル

給水エルボ

給湯エルボ

排水トラップ

タオル掛け

＊

＊

＊

サーモスタットシャワー金具（短尺スパウト）

石膏ボード２枚貼り）

ホワイト

ＨＱパネル

ＦＲＰ　カラリ床（単色） ホワイト（＃ＮＷ１）

アルミアルマイト処理 アイボリー

面材：半透明

ホース：Ｌ＝１６００ ホース：ホワイトグレー

ＴＨ５５６Ｆ３Ｒ＃ＮＧ２Ｂ

ＶＶＦ１．６φ×２Ｃ　Ｌ＝２．０ｍ付

エコノミージョイント　ＷＪ３１０７相当品

アイルホワイト

シャワー用  青銅鋳物製　接続口　Ｒｃ１／２          

シャワー用  青銅鋳物製　接続口　Ｒｃ１／２          

ＡＢＳ樹脂　封水深５０ｍｍ　接続口　ＶＰ５０受口　  

ヘアーキャッチャー付                                

高圧洗浄対応

ステンレスパイプ　φ１３　Ｌ＝３００ ホワイト（＃ＮＷ１）

仕様・寸法

ネジ取付および付枠別途）

（以降接続別途）

（以降接続別途）

（以降接続別途）

（以降接続別途）

（以降接続別途）

特記事項

ジョイントボックス内の結線別途）

（ジョイントボックスまでの配線及び

備    考色・柄名　　称

＊は，基本仕様からの変更箇所

ＳＳＧＧＳ

ＳＳＧＧＳ

ＳＳＧＧＳ

ヘッド：ホワイトグレー

アイボリー
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（取付穴現場加工）
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防湿型半球形照明（ＬＥＤランプ）

ＡＢＳ樹脂　接続部外径φ１００

商品(図面)は、諸般の事情により、予告なく改良、仕様変更などを行う場合があります。

★マークは、消費生活用製品安全法「長期使用製品安全点検制度」で指定された「特定保守製品」です。

※各器具の穴加工・補強は現場加工となります。

壁パネルがベーシスホワイトの場合、Ｗ１２００パネルになります。

床支持位置図天井伏図

Ａ展開 Ｂ展開
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【庁舎棟】US詳細図（参考図）

A-33
Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

現場の状況（搬入経路など）によって分割セレクトを選択して下さい。
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Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

【庁舎棟】OAﾌﾛｱ詳細図（参考図）

A-34

OAﾌﾛｱ(標準ﾊﾟﾈﾙ)詳細図　S=1/10 OAﾌﾛｱ(設備ﾊﾟﾈﾙ)詳細図　S=1/10

OAﾌﾛｱ詳細図(張り始め)　S=1/5

OAﾌﾛｱ詳細図(張り仕舞い)　S=1/5

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

500 500 500 500 500
設

設

設

設

設

設

設

設

設

設

設設設設設設設設設設

設 設 設 設 設 設 設 設 設 設

設 設 設 設 設 設 設 設 設 設

設 設 設 設 設 設 設

梁

梁

梁梁

総合盤

事務室

ｾﾝﾀｰ支持脚

OAﾌﾛｱﾊﾟﾈﾙ：500×500

ﾎﾞｰﾀﾞｰ支持脚

ﾎﾞｰﾀﾞｰﾊﾟﾈﾙ：ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ=25

Y3

Y2

X3 X4

3755 7245

6
8
7
0

設

標準ﾊﾟﾈﾙ

設備ﾊﾟﾈﾙ

ﾎﾞｰﾀﾞｰﾊﾟﾈﾙ

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼り

梁部分

ＯＡフロア　平面図　S=1/50

仕　上 置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ ｔ=5.0

FL±0　(ｈ=110)

標準ﾊﾟﾈﾙ　29ｔ×500×500　3000N

ｾﾝﾀｰ支持脚：ｽﾁｰﾙ+ｱﾙﾐﾀﾞｲｷｬｽﾄ製

OAﾌﾛｱ　仕様

ﾌﾛｱﾊﾟﾈﾙ

床　高

ｽﾁｰﾙ+軽量ﾓﾙﾀﾙ　ｴﾎﾟｷｼ塗装(粉体塗装)

設備ﾊﾟﾈﾙ　29.1ｔ×500×500　3000N

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=25

支持脚

ﾎﾞｰﾀﾞｰﾊﾟﾈﾙ

ﾎﾞｰﾀﾞｰ支持脚：ｽﾁｰﾙ+ｱﾙﾐﾀﾞｲｷｬｽﾄ製

500

2
9

5
0
0

500

5
0
0

500

2
9

500

1
2
5

9
0

45

配線取出し口

Y2

Y3

OAｸｯｼｮﾝ5×20

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

ﾎﾞｰﾀﾞｰﾊﾟﾈﾙ：ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ=25 OAﾌﾛｱﾊﾟﾈﾙ：500×500

置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙｔ=5.0

ﾎﾞｰﾀﾞｰ支持脚Pﾊﾟｯｷﾝ

ｳﾚﾀﾝ接着剤固定

ﾎﾞｰﾀﾞｰ支持脚

ｳﾚﾀﾝ接着剤固定 ｳﾚﾀﾝ接着剤固定

ｾﾝﾀｰ支持脚

OAﾌﾛｱﾊﾟﾈﾙ：500×500

置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙｔ=5.0

ｾﾝﾀｰ支持脚

ｳﾚﾀﾝ接着剤固定

ﾎﾞｰﾀﾞｰ支持脚

ｳﾚﾀﾝ接着剤固定

隙間

隙間

*** 500 @500

事務室FL

1
1
0

ｽﾗﾌﾞ面

1
0
5

2
9

5

5

1
0
0

8
0

2
5

5

1
1
0

1
0
5

2
9

5

ｽﾗﾌﾞ面

事務室FL

@500 500

5

1
0



236.0*1/30=7.86

有効排煙面積建具記号必要排煙面積有効換気面積建具記号必要換気面積 判定判定判定必要採光面積 建具記号 有効採光面積

一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 ー

階

【庁舎棟】ALVSチェック表

CH室名 床面積〔㎡〕

１

換気(V)〔㎡〕採光(L)〔㎡〕 排煙(S)〔㎡〕

風除室 3.695*2.0=7.392,700

- 16.305*1.79+2.945*0.585=30.908775

7.39

廊下 30.90

16.305*1.775=28.941375

  

     

検査室（冷蔵室） 2,700

前処理殺菌検査室 2,700 4.215*4.2=17.703 17.70

 

17.703*1/10=1.7703

 

(18.7/7.1)*10-1=25.3

2*1.45*3=8.7

1.77 8.70 OK

 

17.703*1/20=0.88515

 

0.88 2*1.45/2=1.45 1.45 OK 17.703*1/50=0.35406 0.35

洗浄室（帰着室）

ｼｬﾜｰ室（男性・女性）

2,700

2,600 2*1.6=3.20

 

3.20

 

(18.7/7.1)*10-1=25.3 OK

  

OK 0.46

洗濯室 2,600 3.19*2.125=6.77875 6.77

階段室倉庫 3,020

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ・女性ﾄｲﾚ 2,600

男性ﾄｲﾚ 2,600

更衣室（男性・女性） 2,600

診察準備室・防疫準備室 2,700 OK

2*0.65/2=0.65 0.65 OK

OK

検査室 2,700 17.83AW-5 (18.7/7.1)*10-1=25.3

(2.55+1.55)*1.45*3=17.835

OK AW-5 (2.55+1.55)*1.45/2=2.9725 2.97 OK 0.65 1.33 OKAW-5 (2.55+1.55)*0.65/2=1.3325

AW-6 AW-6 AW-6

(1.9*2.0+0.915*2*0.55)*3=14.4195

14.41 1.9*2/2+0.915*2*0.55=2.9065 2.90 0.915*2*0.55=1.0065 1.00 OK

AW-4 2*3*1.35/2=4.05 4.05 AW-4 2*3*0.55/2=1.65 1.65

２

PS - 2.595*0.745=1.933275

-

1.93

5.0*6.165+2.405*0.745=32.616725 32.61*1/10=3.261 32.61*1/20=1.6305 1.6332.61 3.61 32.61*1/50=0.6522

4.215*2.71=11.42265 11.42

3.9*5.91=23.049 23.04 23.04*1/10=2.304 23.04*1/20=1.152 23.04*1/50=0.46081.152.30

3.195*3.45=11.02275 11.02

2.305*3.45=7.95225 7.95

2.0*3.45=6.9 6.90

2.0*3.45=6.9 6.90

8.0*3.45=27.6 27.60 27.6*1/10=2.76 2.76 27.6*1/20=1.38 1.38 27.6*1/50=0.552 0.55非常用照明の設置。 OK

廊下 28.94

書庫

講習室

事務室

男性ﾄｲﾚ

女性ﾄｲﾚ

試薬調整室

遺伝子検査室

冷凍・冷蔵・洗浄室

2,800

2,800

2,800

2,600

2,600

2,700

2,700

2,700

3.0*5.965=17.895 17.89

 

 

17.89*1/10=1.789

 

 

 

 

 

AW-7 (18.7/3.015)*10-1=61.02

(18.7/3.015)*10-1=61.02

2.55*1.3*3=9.945

1.78 9.94

OK

 

 

OK

 

OK

 

 

 

 

 

 

17.89*1/20=0.8945

 

0.89

0.43

AW-7

1.55*1.3/2=1.0075

2.55*1.3/2=1.6575 1.65

OK

OK

OK

17.89*1/50=0.3578 0.35

0.17

AW-7

AW-10

休憩室

給湯室

2,600

2,600

 

(0.5/2.99)*10-1=0.6722

1.3*1.35*0.67=1.17585

(0.5/2.99)*10-1=0.6722

1.17 OK

 

OK

1.3*1.35/2=0.8775 0.87 OK

OK

0.5+1.5025=2.0025

(2.01+2.0+2.0)*0.5/2=1.5025

2.0*0.5/2=0.5

2.55*0.5/2=0.6375

1.55*0.5/2=0.3875

1.3*0.55/2=0.3575

0.63

2.00

0.35

OK

OK

OK

OK

OK

AW-11 OK

(0.5/2.99)*10-1=0.6722 OK

1.2*1.35*0.67=1.0854

   

   

AW-11 OK

1.2*1.35/2=0.81 OK0.811.08

AW-11 OK

OK

(0.5/2.99)*10-1=0.6722

1.2*1.35*0.67=1.0854

1.08 1.2*1.35/2=0.81 0.81

AW-11AW-11AW-11

(2.1+0.73)*1.3*3=11.037

11.03 (2.1/2+0.73)*1.3=2.314

AW-8

2.314+1.0075=3.3215

3.32 (2.1/2+0.73)*0.5=0.89

AW-8

0.89+0.3875=1.2775

1.27

AW-8 AW-8 AW-8

AW-9 2*1.3*3=7.8

AW-10 (2.01*2.3)+(2*2*1.3)*3=29.469

7.8+29.469=37.269

37.26 AW-9

AW-10

2*1.3/2=1.3

2.01*2.3/2+2*2*1.3/2=4.9115

1.3+4.9115=6.2115

6.21 AW-9

1.2*0.55/2=0.33 0.33

1.2*0.55/2=0.33 0.33

AW-12 AW-12 AW-12

AW-13

1.3*(1.9+0.35)=2.925

2.92 AW-13 1.3*1.9/2+1.3*0.35=1.69 1.69 AW-13 1.3*0.35=0.455 0.45

PS - 3*0.96=2.88 2.88

6*6.625+2.005*0.3=40.3515 40.35 40.35*1/10=4.035 4.03 40.35*1/20=2.0175 2.01 40.35*1/50=0.807 0.80

11.0*6.925=76.175 76.17 76.17*1/10=7.617 7.61 76.17*1/20=3.8085 3.80 76.17*1/50=1.5234 1.52

2.01*3.45=6.9345 6.93

2.295*3.45=7.91775 7.91

3.0*3.45=10.35 10.35 10.35*1/10=1.035 1.03 10.35*1/20=0.5175 0.51 10.35*1/50=0.207 0.20

2.5*3.45=8.625 8.62 8.62*1/10=0.862 0.86 8.62*1/20=0.431 8.62*1/50=0.1724

2.2*3.45=7.59 7.59

2.0*3.45=6.9 6.90 6.90*1/10=0.69 0.69 6.9*1/20=0.345 0.34 6.9*1/50=0.138 0.13

2.3*3.05=7.015 7.01 7.01*1/10=0.701 0.70 7.01*1/20=0.3505 0.35 7.01*1/50=0.1402 0.14

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-35

床面積　236.0m2

AW-6

AW-5

AW-4 2.0*1.35/2*3=4.05

2.55*1.45/2+1.55*1.45/2=2.9725

2.0*1.45/2=1.45

4.05

2.97

1.45

必要開口面積　7.86m2

開口面積　8.47m2

床面積　243.0m2

必要開口面積　7.86m2

243.0*1/30=8.10

■1階　【有窓階】 ■2階　【有窓階】

開口面積　10.23m2

AW-7

AW-8

AW-9

AW-10

2.1*1.3/2=1.365 1.36

2.55*1.3/2+1.55*1.3/2=2.665 2.66

2.0*1.3/2=1.3 1.3

2.01*2.3/2+2.0*1.3/2*2=4.9115 4.91

SSD-3 SSD-3 SSD-3



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 1/100

X2 X3 X2X3

1/100南　立面図 1/100北　立面図

1/100 1/100西　立面図 東　立面図

【車庫・倉庫棟】平面図・立面図・仕上表

外部　仕上表

巾　木

外　壁

軒樋

庇

犬走り

内部　仕上表

室　　名 床 H 壁 備　　　考天　　　井

屋　根 折板、嵌合ﾀｲﾌﾟ t=0.8 山高80 無機質ｶﾞﾗｽ繊維ｼｰﾄ裏貼り

コンクリート打放し H=300

ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き仕上げ

アルミ製(既製品)　D2000 アルミ製(既製品)　D970

ｶﾗｰ塩ﾋﾞ製折板用軒樋 W200 前高150 ｽﾃﾝﾚｽ製吊ﾎﾞﾙﾄ @500

ｶﾗｰVP75Φ ｽﾃﾝﾚｽ製掴み金物 @1100 程度竪樋

車　庫

備蓄倉庫

巾　木

柱脚・巾木、ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 120～150
押出成形ｾﾒﾝﾄ板素地表し

鉄部見掛り部:SOP塗(但し、外壁材LZ金物等は除く)

折板無機質ｶﾞﾗｽ繊維ｼｰﾄ裏貼表し

鉄部見掛り部:SOP塗

20,410

205 7,500 6,000 6,500 205

車庫（公用車４台） 備蓄倉庫

OVS OVS OVS

犬走り

1/100平面図

8
,
4
10

2
05

8
,
0
00

2
0
5

2
,
00
0

18,250

1
,
0
00

上部ｱﾙﾐ製庇

上部ｱﾙﾐ製庇

建築面積

床 面 積

2,030

20.41×8.41

20.41×8.41+2.0×1.03 173.70

171.64

m2

m2

面　積　表

押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60 縦張

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-101

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地防塵塗装 目地切り、深さ30

ﾌｯ素樹脂塗装（工場塗装品）

X4X1 X3X2

Y2

Y1

Y2Y1

X1X4

Y1Y2

X4X1

耐火認定番号：FP060NE-9037



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7

手動ﾊﾞﾗﾝｽ式 ｽﾃﾝﾚｽｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ

8,410

205 8,000 205

3
0
0

50
0

3
0

1
20

18
0

9
50

1
50

2
5
0

7
0
0

5
0

1
0
0

60

180

折板屋根、嵌合ﾀｲﾌﾟ t=0.8 山高80

無機質ｶﾞﾗｽ繊維ｼｰﾄ裏貼り

ｽﾃﾝﾚｽ製吊ﾎﾞﾙﾄ @500

3
,0
0
0

2
,
70
0

1
,6
0
0

押出成形ｾﾒﾝﾄ板素地表し

60
0

巾木:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
柱脚・巾木、ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

木口、同材包み

見切L-30×30×3 SOP ｱﾝｶｰ付

ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き仕上げ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ t=100

重量鋼製ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ t=0.8

60 50

3,
7
7
0

1
5
0

2
,5
0
0

1
,
1
20

2
0
0

1
0
0

9
0

3
0

30
5
00

62
0

1,000

ｱﾙﾐ製庇 2L-65×65×6 通し

貫通ﾎﾞﾙﾄM10,ﾋﾟｯﾁはﾒｰｶｰ仕様による

ｶﾗｰ塩ﾋﾞ製折板用軒樋 W200 前高150

2052,030

2
00

215

500 500

50
18

ｱﾙﾐ製庇

15030

Y2 Y1 X1

1
65

2
,0
0
0

220

2L-65×65×6 通し

はさみL-50×50×6

ｽﾃﾝﾚｽ下枠

外壁:押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60 縦張

柱型 SOP塗

ｽﾃﾝﾚｽ製掴み金物 @1100 程度

竪樋、ｶﾗｰVP75Φ

重量受L-50×50×6

開口補強 □-100×100×3.2

▽GL ▽GL

15
0
～
1
8
0

開口補強 L-75×75×6

1
50

15
0

重
ね
長

重
ね
長

車庫

車庫

▽壁芯

▽

柱芯 ▽

▽

柱芯 壁芯

▽

▽壁芯 柱芯

▽FL

10
0

1
5
0

60

L-50×50×6,L=120,@600

4
0

60

3030

1
5

5
0

MS-215×10ｼｰﾘﾝｸﾞ
LZ金物

埋込みｱﾝｸﾞﾙ ｱﾝｶｰ付

防水ﾓﾙﾀﾙ充填
MS-215×103

0
0

30

▽GL

押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60

硬質パッキング

透水型バックアップ材

ｽﾃﾝﾚｽ製水切 t=1.0

ｽﾃﾝﾚｽ製水抜きパイプ

10Φ 3000@

通しアングル L-65×65×6

面取20

180

30 150

95 85

220205

145 30 60
10

竪樋、ｶﾗｰVP75Φ

ｶﾗｰ塩ﾋﾞ製折板用軒樋 W200 前高150

ｽﾃﾝﾚｽ製吊ﾎﾞﾙﾄ @500

軒先水切：屋根同材

軒先見切面戸：屋根同材

C-100X50X20X3.2

10
0

L-50×50×6-600@

L-50×50×6-600@

L-65×65×6 通し

LZ金物

自在ドレン

タイトフレーム

L-50×50×6 L=120

C-100×50×2.3

外壁:押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60 縦張

270
水切、ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.6

エプロン：屋根同材

馳面戸

ｼｰﾘﾝｸﾞ

通し L-75×75×6

PL-6 曲加工 L=150 2-M16 @600

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

205

壁芯

壁芯

壁芯柱芯

柱芯

ア 詳細 1/10

詳細 1/10
詳細 1/10

イ
ウ

ア

イ

ウ

1/30

ｱﾙﾐ製ｶﾊﾞｰt=2 加工

笠木:透湿防水ｼｰﾄ下地屋根同材 t=0.6 張

ﾋﾞｽ止め、頭ｼｰﾘﾝｸﾞ

15

50

220

60 50 75
18

L-75×75×6-900@ 

PL-6 HTB-2-M16

ｼｰﾘﾝｸﾞ 15×15 MS-2

4
00

1
5
0

25
0

LZ金物

通し L-65×65×6

L-30×30×3-@450

14
0

透湿防水ｼｰﾄ下地屋根同材 t=0.6 張

耐火野地板 t=18

止面戸：屋根同材

FB-50×3.2 @450

笠木:屋根同材 t=0.6 張

水切り:屋根同材 t=0.6 張

5
0▽

最高の高さ

4
00

4
,1
7
0

1
,1
70

7560

230

5
0

1
,
17
0

笠木:屋根同材 t=0.6 張
透湿防水ｼｰﾄ下地屋根同材 t=0.6 張

耐火野地板 t=18

梁型 SOP塗

折板無機質ｶﾞﾗｽ繊維ｼｰﾄ裏貼表し

ｽﾗｲﾀﾞｰ受梁 H-150×75×5×7

160 3,310

2,000 1,200 110

□-100x100x3.2

※ 室内鉄部見え掛り部はSOP塗とする、但し外壁材支持LZ金物は除く。

3方枠:亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6 DP塗装

10030

□-100×100×3.2

2□-100×100×3.2

外壁:押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60 縦張

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-102
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:ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2

土間筋 D13-200@ ﾀﾃﾖｺ(S)

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地防塵塗装ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地防塵塗装

ﾌｯ素樹脂塗装（工場塗装品）

L-50×50×6（通し）

2PL-4.5,貫通ﾎﾞﾙﾄ 2-M13

【車庫・倉庫棟】矩形図 部分詳細図
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1
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重量鋼製ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ 重量鋼製ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ
両開き鋼製ﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ ｱﾙﾐ製排煙窓

丁番 ﾄﾞｱﾊﾝﾄﾞﾙ ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠 ﾄﾞｱﾁｪｯｸ ﾌﾗﾝｽ落し 順位調整機

下枠ｽﾃﾝﾚｽ製 t=2 

70

ｱﾙﾐ製(ｼﾙﾊﾞｰ)

ﾜﾝﾀｯﾁ開放

建具表 1/100

平面詳細図 1/50

専用錠 急降下防止装置 付属金物一式

ﾊﾟﾈﾙ:塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=0.8ﾊﾟﾈﾙ:塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=0.8 熱硬化性ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂塗装

専用錠 急降下防止装置 付属金物一式

手動ﾊﾞﾗﾝｽ式 (耐風圧1250Pa) 手動ﾊﾞﾗﾝｽ式 (耐風圧1250Pa)

3方枠:亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.0 DP塗装 3方枠:亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.0 DP塗装

:ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2

AW AW

2
,8
6
0

1
,
68
0

3
,
46
0

1,680

120 (40)

目地切り、巾5mm 深さ30

85

100100

10085 85 100

30

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-103

建具表

1

SD

▽
延
焼
の
恐
れ
の
あ
る
部
分

AW

網入り型板ｶﾞﾗｽt=6.8

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地防塵塗装

X1 X4

Y2

Y1

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ 付属金物一式

竪樋、ｶﾗｰVP75Φ
270 竪樋、ｶﾗｰVP75Φ

竪樋、ｶﾗｰVP75Φ

防火設備防火設備

鋼製、ﾄﾞｱ:焼付塗装 t=1.6　枠:SOP塗　

消

消：粉末消火器　A-1以上（備品）
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60

50
20 30

70
7
0

10

45 15

ｻｯｼW

開口補強 L-75×75×6 ｱﾙﾐ製ｶﾊﾞｰt=2 加工

60

2
5

3
5

9
0

二次止水シール

バックアップ材

不燃パッキン

ｻ
ｯ
ｼ
H

70

MS-2

MS-2

MS-2

25×10

MS-2

75

15
1
5

55

70 10
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開口補強 L-75×75×6

LZ金物

ｱﾙﾐ製ｶﾊﾞｰt=2 加工
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3030

一次止水シール

透水バッカー

二次止水シール

押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60

押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60

専用ガスケットMHG10

一次止水シール

透水バッカー

一次止水シール

15×10

二次止水シール

MS-215×10ｼｰﾘﾝｸﾞ

平面

断面

詳細 1/10
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面取

Ｗ

上部ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾀﾞｰ受梁を示す
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AD 1/10
1

OVS OVS

2
詳細図 1/10

【車庫・倉庫棟】 1/10

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型） A-104

建具詳細図
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R7.7

（本工事）

本工事別途工事

（担い手確保型）

-0.23

-0.26-0.26

-0.26

BM-0.26

凡例

BM-0.26にて整地。

+0.14 BMからの高さ(m)を示す

現況　外構配置図　S=1/200

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
A-201

現況外構図
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Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

(-0.26)

-0.03

2-1-a

(-0.46)

(-0.31)

(-0.26)
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-0.03

±0

(-0.20)

(-0.20)

2-2-a

2-2-b

(-0.20)

(-0.26)(-0.29)

(-0.49)

(-0.54)

(-0.34) (-0.23)

(-0.58)

(-0.60)

(-0.38)

2-2-f

2-2-h 2-2-i

本工事別途工事

外構図（本工事）

既存浄化槽

放
流

放
流

既
存
側

溝

-0.26

放
流

放流

+0.28
(基礎天端)

：既存部分を示す。

3-9 ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁

ﾊﾞﾘｶｰ3-8

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ　H=11003-6,7

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁3-3,4,5

3-2 ｱﾙﾐ製両開き門扉

囲障工事3 3-1 ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ門扉

雨水枡 （設備図による）

埋設配管　VP管 （設備図による）

2-2 現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ側溝

現場打ち会所枡　ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ排水工事2 2-1

1-7 既存のままとする

砕石敷き1-6

1-5 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装（車道用）

1-4 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装（歩道用）

車止め1-3

ﾗｲﾝ引き　溶融式　W=1501-2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（車道用）舗装工事1 1-1 勾配：1.5％

符号 名称 小分類凡例

新設外構工事　凡例

(-0.55) 計画側溝・会所枡底レベルを示す

+1.31 計画レベルを示す

+1.36 BM±0からの現況レベルを示す

レベル表示凡例

設計GLはBM±0とする。

-0.14

-0.06

既存桝に接続

仮設排水管
VP200φ

仮設排水管

仮設排水管　VP管 （設備図による）

VP100φ

+0.23
+0.23

2-2-g 2-2-g

2-2-g

合併処理浄化槽新設

+0.20

A-202
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(-0.36)
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(-0.51)
(-0.31)

(-0.20)

+0.12

2-2-m

2-2-n

2-2-o 2-2-p

2-2-z

2-2-y

(-0.24)(-0.22) 2-1-o

既
存

側
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+0.40
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+0.28

(基礎天端)

R7.7
竣工設計

徳島県県土整備部営繕課 一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　

TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885
●縮尺●図面名 〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号

橘 建 築 事 務 所株式会社●図面番号●工事名

一級建築士登録　第333705号　森脇康明1/150

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

外構図（別途工事）

：既存部分を示す。

3-9 ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁

ﾊﾞﾘｶｰ3-8

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ　H=11003-6,7

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁3-3,4,5

3-2 ｱﾙﾐ製両開き門扉

囲障工事3 3-1 ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ門扉

雨水枡 （設備図による）

埋設配管　VP管 （設備図による）

2-2 現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ側溝

現場打ち会所枡　ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ排水工事2 2-1

1-7 既存のままとする

砕石敷き1-6

1-5 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装（車道用）

1-4 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装（歩道用）

車止め1-3

ﾗｲﾝ引き　溶融式　W=1501-2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（車道用）舗装工事1 1-1 勾配：1.5％

符号 名称 小分類凡例

新設外構工事　凡例

(-0.55) 計画側溝・会所枡底レベルを示す

+1.31 計画レベルを示す

+1.36 BM±0からの現況レベルを示す

レベル表示凡例

設計GLはBM±0とする。

3-6

1-6

1-6

1-6

1-5

放
流

放
流

2-1-d

2-1-e

2-1-k

2-1-c

2-2-d

2-2-e

2-2-j

2-2-k

2-2-l

2-1-o

2-1-f

3-3

3-1

3-2

1-5

3-4

-0.03

+0.05

+0.10

-0.03

-0.03

(-0.71)

+0.05

(-0.37)

(-0.57) (-0.38)

(-0.58)

(-0.62)

(-0.46) (-0.42)

(-0.26)

(-0.64)

+0.05

+0.05

(-0.47)

(-0.49)

(-0.22)(-0.22)

(-0.20)

-0.03

(-0.66)

(-0.37)

1-7

仮設排水管
撤去

既存桝 撤去

仮設排水管
撤去

+0.23
+0.23

+0.24
+0.24

2-2-c

(-0.20)

+0.10

廃水処理装置新設

防油堤新設

A-203

仮設排水管　VP管 （設備図による）



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 ー

1-1　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（車道用）　　1/10

【外構】部分詳細図1

5
0

1
5
0

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄt=50

粒度調整再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt=150
ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ(PK-3)

（路盤）

（路床）

1-5　ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装（車道用）　　1/10

1
5
0

1
5
0

（路盤）

（路床）

粒度調整再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RM-40)t=150
ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄPK-3
ｺﾝｸﾘｰﾄt=150（溶接金網　D6 @150 ﾀﾃﾖｺ）

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）
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0

1
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0

1
0
0

H
2

H
1

H
3

5
0

1-D13

捨てｺﾝt=50
再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt=100

▽管底

D10-200@ ﾀﾃﾖｺ

1-D131-D13

D10-200@ ﾀﾃﾖｺ

▽管底

1-D13

捨てｺﾝt=50
再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt=100

▽GL

▽舗装天

120 460 120

2
0
0

5
0

1
5
0

1
5
0

H
1

H
3

H
2

1
0
0

150 600 150

900

5
0▽舗装天

▽GL

▽管底

120 660 120

捨てｺﾝt=50
再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt=100

1-D13

1-D13

D10-200@ ﾀﾃﾖｺ

ﾎﾞﾙﾄ固定式　滑り止め模様付　集水桝用

2
0
0

5
0

1
5
0

1
5
0

H
1

H
3

H
2

1
0
0

150 600 150

900

5
0

▽管底

120 660 120

1-D13

1-D13

D10-200@ ﾀﾃﾖｺ

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt=100
捨てｺﾝt=50

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　桝内径600角用　T-14

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
桝内径400角用　T-14

ﾎﾞﾙﾄ固定式　滑り止め模様
集水桝用

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　桝内径600角用　T-14
ﾎﾞﾙﾄ固定式　滑り止め模様付　集水桝用

符号 H1 H2 H3

0

2-1-a

2-1-b

2-1-c

2-1-d

2-1-e

-30

50

50

-30

460

510

570

580

620

230

310

370

380

390

2-1-g -30 490 260

2-1-h 0 540 340

02-1-i 580 380

2-1-k 10 640 440

2-1-l

2-1-m

70

-30

510

560

310

330

2-1-n -30 610 380

符号 H1 H2 H3

2-1-f 660-30 430

2-1-j 200 600 400

-30 7102-1-o 480

1-4　ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装（歩道用）　　1/10

7
0

1
0
0

（路盤）

（路床）

ｺﾝｸﾘｰﾄt=70
粒度調整再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RM-40)t=100

1-6　砂利敷き　　1/10

1
5
0

粒度調整再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RM-40)t=150

1-2　ﾗｲﾝ引き　溶融式　W=150　　1/10

無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填
M12ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

(ｴﾎﾟｷｼ系)
接着剤

1
2
0

6
0

1
2
0

200600

取付ｱﾝｶｰ

2
0
0

車止めﾌﾞﾛｯｸ(ｺﾝｸﾘｰﾄ製　既製品)

1-3　車止め　　1/10

2,500 2,5001,000 2,500 2,500

700

車止め

4
,
0
0
0

1
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2-1　現場打ち会所枡　ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　　1/30
符号 H1 H2

W400

2-2-c 310～370

2-2-d

2-2-e

50

0～50

370～380

-30 420～460

2-2-j 200～260

2-2-k 50

100

470～490

2-2-l -30 200～220

2-2-o -30

-302-2-p

360～410

410～510

符号 H1 H2

W300

95 510 95

1
5
0

1
5
0 5
0

1
0
0

H
1

H
2

150 400 150

700

（ﾎﾞﾙﾄ固定式、滑り止め模様付き）

1-D13

D10 @200 ﾀﾃﾖｺ

D10 1-D13

捨てｺﾝt=50
再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt=100

T-14

(300)

(600)

(410)

※（　）内は側溝W300の寸法とする。

▽舗装天

▽GL

符号 H1 H2

W200

H
1

▽舗装天

▽GL

（ﾎﾞﾙﾄ固定式、滑り止め模様付き）

1-D1370 300 70

D10 @200 ﾀﾃﾖｺ

D10
1-D13

120 200 120

440

捨てｺﾝt=50
再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt=100

2-2-y

2-2-z

10～-30

10～-30

200～220

200～240

1,000

9
0

5
2
0

9
0

7
0
0

（滑り止め模様付き）

(
4
2
0
)(
6
0
0
)

400用　994×510×50　T-14

994

7
0

3
0
0

7
0

4
4
0

1
5
0 5
0

1
0
0

H
2

1
2
0

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

2-2　現場打ち側溝　ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　　1/30

2-2-b 200～2600

2-2-h

2-2-i

0 340～380

0 200～230

2-2-m

2-2-n

70 200～310

70～-30 310～360

H
1

▽舗装天

▽GL

70

120

捨てｺﾝt=50
再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt=100

1
5
0 5
0

1
0
0

H
2

1
2
0

D10
1-D13

D10 @200 ﾀﾃﾖｺ

70400

120300

540

1-D13

歩道用ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

符号 H1 H2

W300

2-2-a -30 200～260

2-2-f

2-2-g

-30 200～260

-30 200～290

歩道用ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

300用　400×600×60（1種）

2-2　現場打ち側溝　ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋　　1/30

A-204
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一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 ー
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,
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700

5
0

5
0

▽GL

150

D10@200

D13

2-D10

3-5　ｺﾝｸﾘｰﾄ壁（北側進入口）　　1/30

面取り

250

1
,
6
5
0

1
,
1
0
0

3
0
0
2
50

▽GL

6,300

1,500

館銘板

表示文字：SUS　HL　t3

ﾌﾚｰﾑ：SUS　HL
ﾍﾞｰｽ：SUS　梨地黒塗装

ﾈｼﾞ止め

ｱﾝｶｰ金具　ﾅｯﾄ溶接

ｱﾝｶｰ

ﾎﾞﾝﾄﾞ充填接着

2
6
0

20
2
0

3
0
0

30

3
0
0

2
6
0

2
0

2
0

1,460 2020

1,500

表示文字：SUS　HL　t3
※原稿は打ち合わせによるﾍﾞｰｽ：SUS　梨地黒塗装

ﾌﾚｰﾑ：SUS　HL

館銘板（1ヶ所）　　1/10

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ t=100

7
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8
5
0

1
0

φ114.3

φ500

φ200

5
0

20
0

φ400

反射テープ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

埋め戻し土

無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

Φ200

支柱：SUS304　ﾍｱﾗｲﾝ仕上

鎖：無し

埋設管：ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ

化粧ﾌﾟﾚｰﾄ：SUS304　ﾍｱﾗｲﾝ仕上
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3-7　ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ　　1/30

3-6　ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ　　1/10　1/30

1,
2
0
0

1,
2
0
0

1,
2
0
0

1,
2
0
0

1
,
2
0
0

仕
上
高

横線材φ3.6
縦線材φ3.6

埋
込
深

さ

支柱　φ38.1×1.6t

52静電粉体塗装（下地亜鉛ﾒｯｷ）

一般構造用炭素鋼管（STK）

支柱間隔　2,000

敷地内

道路側

姿図

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ　据付図　S=1/10

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

1
50

4
5
0

1
,2
0
0

180

既存基礎

既存基礎

既存基礎
既存基礎

新設独立基礎

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

D10@150

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、
防水型複層塗材E

（参考図）

（参考図）

（参考図）

3-8　ﾊﾞﾘｶｰ（上げ下げ式）　新設　　1/20

既存部分はｺｱ抜き、支柱施工
無収縮ﾓﾙﾀﾙ詰め

A-205

【外構】部分詳細図2



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
1/200

仮囲い　成形鋼板H=2m　L=166m

R7.7

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ　W=5m　H=1.8m

凡例

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

受注者は、工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について工事
(仮囲い等仮設材設置を含む)着手までに調査を行い、「支障物件確認書」を監督員
に提出し、監督員の確認を受けてから工事着手すること。

地下埋設物への影響が予想される場所では、施工に先立ち、原則として試掘を行い
当該埋設物の種類、位置(平面・深さ)、規格、構造物を確認しなければならない。

受注者は、工事個所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し、支障を及ぼ
さないような措置を施さなければならない、万一、損傷を与えた場合は、ただちに
監督員に報告するとともに、施設の運営に支障がないよう受注者の負担でその都度
補修又は補償すること。

特記事項

(手摺先行)枠組本足場　D=610　防災工類ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り

(手摺先行)枠組本足場　D=914　防災工類ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り

仮設計画参考図（本工事）　S=1/200
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線

△
隣

地
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▽
隣

地
境

界
線

1FL＝ BM+0.42

設計GL＝ BM-0.08

5
0
0

工事車両
進入路

一般車両

進入路

道路

川

川

交通誘導員

庁舎棟

車庫・倉庫棟

（本工事）

既存庁舎

既存浄化槽

（別途工事）

1
,
0
0
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1
,
7
0
0

1
,
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0
0

1
,
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0
0

1
,
7
0
0
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,
7
0
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4
9
0

2
0
0

914

▽GL
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,
1
6
0

4
,
0
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0

1
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0
0

9
,
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▽最高の高さ

914

庁舎棟　断面図

X1 X2 X3 X4

245 3,750 8,760 7,000 245

20,000

914 914

Y3 Y2 Y1

1,255 6,870 5,770 1,255

15,150
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一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
1/200R7.7

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ　W=5m　H=1.8m

凡例

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

受注者は、工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について工事
(仮囲い等仮設材設置を含む)着手までに調査を行い、「支障物件確認書」を監督員
に提出し、監督員の確認を受けてから工事着手すること。

地下埋設物への影響が予想される場所では、施工に先立ち、原則として試掘を行い
当該埋設物の種類、位置(平面・深さ)、規格、構造物を確認しなければならない。

受注者は、工事個所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し、支障を及ぼ
さないような措置を施さなければならない、万一、損傷を与えた場合は、ただちに
監督員に報告するとともに、施設の運営に支障がないよう受注者の負担でその都度
補修又は補償すること。

特記事項

(手摺先行)枠組本足場　D=610　防災工類ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り

(手摺先行)枠組本足場　D=914　防災工類ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り

仮設計画参考図（本工事）　S=1/200
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914

庁舎棟　断面図

X1 X2 X3 X4

245 3,750 8,760 7,000 245

20,000

914 914

Y3 Y2 Y1

1,255 6,870 5,770 1,255

15,150

交通誘導員

（本工事）

一般車両

進入路

※北側入口完成後
工事車両進入路

仮囲い　成形鋼板H=2m　L=74m
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仮設計画　参考図（別途工事）



12月目11ヶ月目10ヶ月目9ヶ月目8ヶ月目7ヶ月目6ヶ月目5ヶ月目4ヶ月目3ヶ月目2ヶ月目1ヶ月目 備考

外部足場

内部仕上・ﾕﾆｯﾄ

外部建具

屋根・外壁

鉄骨

一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 ー

準備期間

地盤改良

地盤改良

根切

基礎

埋戻し

根切 埋戻し

基礎 躯体

外部建具

防水

内部建具

外部足場

ﾕﾆｯﾄ・家具

外部仕上

LGS・内部仕上

仮囲い

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

概略工事工程表（参考）

準備期間

地盤改良工事

土工事

躯体工事

防水工事

外部仕上工事

建具工事

内装工事

仮設工事

直接仮設工事

共
通

直接仮設工事

地盤改良工事

土工事

鉄骨工事

建具工事

外部仕上工事

内装工事

建
築
工
事

庁
舎
棟

車
庫
棟

仕上げユニット工事

各検査

準備期間

準備期間

準備期間

配管・スリーブ施工計画

施工計画

施工計画

配管・スリーブ

配管・スリーブ

試運転

試運転

試運転

各検査

各検査

各検査

器具取付・屋外排水

配管・配線・器具取付

ﾀﾞｸﾄ・器具取付

外構工事

検査

別
途
工
事

空調工事

管工事

電気工事

外
構
等

外構

合併処理浄化槽

A-303



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 ー

1F

前処理・細菌検査室 診療準備室・防疫準備室

■庁舎棟

冷凍冷蔵洗浄室

1F

■解剖室棟

2F

7

8

9

 

サイド実験台（木製キャビネット・支柱展開）

サイド実験台（木製キャビネットタイプ）

コーナー実験台

流し台

収納戸棚

安全キャビネット

高圧減菌器（オートクレープ）

電子天秤

薬品保管庫

寸法（W*D*H）

1800*750*2050

1200*750*850

1000*1000*850

900*750*850

1500*450/550*2453

1500*790*2040

410*477*970

200*253*73

900*500*900

7

 

中央実験台（木製キャビネットタイプ）

サイド実験台（木製キャビネットタイプ）

流し台（お湯機能付）

収納戸棚

吊戸棚（開き戸）

保管棚（ソリッド）

カートリッジ式EOG幻菌器

寸法（W*D*H）

3600*1200*850

1200*750*850

1200*750*850

1500*450/550*2453

1200*300*610

911*460*1892

450*778*530

3

4

5

6

7

 

サイド実験台（木製キャビネットタイプ）

流し台（お湯機能付）

全自動製氷機

冷凍冷蔵庫

冷蔵庫

冷蔵庫

低温フリーザー

寸法（W*D*H）

1800*750*850

900*750*850

500*450*800

540*557*1794

800*450*1870

800*450*1870

600*730*865

 寸法（W*D*H）

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

2F

事務室

書庫

講習室

試薬調整室

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

寸法（W*D*H）

900*450*2076

800*450*1038

800*450*2076

1250*450*900

575*575*965

1600*700*700

575*550*900

1200*700*700

400*700*700

①1500*800*740

②750*800*740

③1220*525*460

1010*323*618

書棚（上・下：窓付2枚引戸型）

書棚（窓付2枚引戸型）

書棚（両開き扉型）

雑誌棚

事務室椅子（大）

事務用机（大）

事務室椅子（小）

事務用机（小）

事務用机（脇机）

応接セット

テレビ

1

2

寸法（W*D*H）

940/900*250*1945

940/900*470*1945

本棚（複柱書架、6段、単式）

本棚（複柱書架、6段、単式）

1

2

寸法（W*D*H）

590*400*1044

1800*450*720

講習室演台

講習室机

3

4

5

6

7

8

寸法（W*D*H）

1800*750*850

520*455*484

987*225*157

720*650*880

160*323*183

200*253*73

410*477*970

サイド実験台（木製キャビネットタイプ）

クリーンベンチ

冷却機能装置付き破砕機

超高速遠心機

乾熱滅菌器

ブロックインキュベーター

電子天秤

高圧滅菌器（オートクレープ）

〇

〇：本工事にて設置する備品を示す。

解剖室　家畜

流し台 1800*750*850

無影灯

チェーンブロック

家畜解体用電動鋸

家畜開頭用固定装置

解剖室　野生動物

流し台 900*750*850

無影灯

チェーンブロック

寸法（W*D*H）

-

-

-

-

-

-

〇

〇

〇

〇

〇

〇

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

A-1

A-2

A-3

A-4

A-5

A-6

D-1

D-2

D-3

D-4

D-5

D-6

E-1

E-2

G-1

G-2

H-1

ステンレス作業台 1200*750*850

器械戸棚 1500*450*1700

保管棚（ステンレス）

ケミカルワゴン 750*450*850

H-2

H-3

H-4

H-5

解剖台 1800*750*8506

J-1

器械戸棚 900*360*1700

保管棚（ステンレス） 758*460*1892

J-2

J-3

解剖台 1500*750*8504

1518*613*1892

1600*800*1700

備品リスト（参考）

検査室（冷蔵室） 

検査室

洗浄室（帰着室）

洗濯室

1

2

3

4

5

冷凍庫

冷蔵庫

冷蔵庫

冷蔵庫

冷凍冷蔵庫

寸法（W*D*H）

800*770*1802

800*450*1870

800*450*1870

800*450*1870

540*557*1794

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

中央実験台（オープンタイプ）

サイド実験台（木製キャビネット・支柱展開）

サイド実験台（木製キャビネットタイプ）

コーナー実験台

流し台（片水切り（左）・お湯機能付）

流し台

収納戸棚

吊戸棚（開き戸）

保管棚（ステンレス）

乾式臨床化学分析装置

動物用全自動血球計数器

恒温水槽

恒温プレート

顕微鏡

生物顕微鏡+専用デジタルカメラ

電子天秤

インキュベータ

インキュベータ

薬品保管庫

デシケーターBG型

マイクロプレートリーダー

遠心分離器

ヘマトクリット遠心器

ホットスターラー

寸法（W*D*H）

2400*1500*850

2400*750*2050

1800*750*850

1000*1000*850

1200*750*850

1200*750*850

1200*450/550*2453

1500*750*850

900*300*610

910*460*1892

338*203*167

230*450*428

300*480*450

300*400*100

300*500*500

300*500*500

200*253*73

710*655*1611

700*600*1020

900*500*900

550*520*1030

295*445*265

440*560*310

320*400*270

287*411*102

6

中央実験台（オープンタイプ）

流し台（お湯機能付）

乾熱滅菌器

寸法（W*D*H）

1800*1200*850

1500*750*850

750*680*900

1

2

3

洗濯機（自動式）

乾燥機（棚含む）

衣類棚（3段引出型）

寸法（W*D*H）

600*600*1010

640*680*500

900*500*1038

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

サイド実験台（木製キャビネットタイプ）

B-1

B-2

B-3

B-4

B-5

B-6

B-7

B-8

B-9

B-10

C-1

C-2

高圧減菌器（オートクレープ） 410*477*9705

保管棚（ステンレス）

保管棚（ソリッド）

C-3

C-4

1212*613*1892

911*461*1892

遺伝子検査室

泳動装置

撮影装置（UV）

コーナー実験台

流し台

サイド実験台（木製キャビネットタイプ）

 

187*136*57

210*260*60

1000*1000*850

600*750*850

1200*750*850

寸法（W*D*H）

〇

〇

〇

F-1

F-2

F-3

6

7

サイドラック　ステンレス

吊戸棚（開き戸）

600*600*750

1200*300*610F-4

F-5

遺伝子増幅装置

リアルタイムPCR

330*565*272

547*338*5258

9

A-304

（別途工事）



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 ー

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

階

1

区分

工事

階

1

区分

工事 A-1-1

名室 機器番号

前処理・細菌検査室 サイド用シェルフ　スチールタイプ MSF18MH-SAAAA-A00 

品名 型式

1800 340 1200

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-A-1

名室 機器番号

前処理・細菌検査室 サイド実験台　木製キャビネットタイプ MWM18MM-AAAAA-A0T

品名 型式

1800 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

ガス・電気

階

1

区分

工事

階

1

区分

工事 A-5

名室 機器番号階

前処理・細菌検査室1 収納戸棚 MCM15SM-CFADP-A00

品名 型式

1500 550 2453

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

区分

工事A-4

名室 機器番号

前処理・細菌検査室 流し台　スチールユニットタイプ MNF09MM-SAAAA-A00

品名 型式

900 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

給水・排水A-3

名室 機器番号

前処理・細菌検査室 サイド実験台　木製キャビネットタイプ MWM18MM-AAAAA-A0T

品名 型式

1000 1000 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

耐震対策 - 耐震ラッチ付

配管立上り　S＝1／40

1
80

50 1700 50

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

1φ100Vアース付E：電気

付属品 2 卓上抜け止めコンセント100V15A2口アース付（片面）

9
0

450900

E

1 ガス栓　卓上２方口（LPG）　　　　　　　　　　　　1

20A（LPG）G：ガス

450

G

2 床固定金具

＜A-A'矢視＞

7
50

17
5

17
5

1
75

17
5

12
5

85
0

25

45

68 482 200

10

200

10

A'

450 450900

（引出し有効）
400

290
（棚板有効）

（引出し有効）
400

68 482

45175

A

1800

111

2E2E

60

111

12 -1Ａ-

339

G（2口）

1

床固定金具　2ヶ所

1800

75165075

12
0
0

1
30

33
0

70
0

4
0

3
40

33
0

10
0

3
0

3
37

.5

25

3
37

.5

275

40

本体

塗装 耐薬品性焼付塗装仕上げ

名称 数量備考
-

-

セーフティパイプW 4 ステンレス製　φ9.5
セーフティパイプD 6 ステンレス製　φ9.5

スチール製（色：支柱前・上パネルW9／他N-30）

482

75
0

25
0

10
00

750 250

1000

10

200

45

68

8
50

12
5

7
00

25

482

10

200

45

68

床固定金具　2ヶ所

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

2 床固定金具付属品
75

0

450

1
60

4
75

820

100

780

900

75
450

90
25

10
0

40 40

60 60

8
50

6
25

20
0

2510
0

50

595 1505
20

0

シンクトップ ステンレス SUS-304 t1.0　深さ200mm

排水口　ステンレス製トラップ　40A　目皿付

本体主材 スチール製

塗装 耐薬品性焼付塗装仕上げ

扉 両面化粧パーティクルボード（色：ホワイトDW9）

名称 数量備考

1

-

-

-

付属品 化学水栓（3方口）＜D42C1＞1

（色：ホワイトW9／ダークグレーN-30）

耐震対策 耐震ラッチ付-

配管立上り　S＝1／40

40A

20A

D：排水

W：給水

60
0

100 700 100

15
0

W

D

80
2
00

300 300 300

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

2 床固定金具

1
00

0
8
43

24
53

18

A

A'

68 482

1045

68 482

1045

340
（棚板有効）

＜A-A'矢視＞

6
10

1500

340
（棚板有効）

450

18

100

550

45
0

55
0

（引出し有効）
400

410
（棚板有効）

450600450

1
75

17
5

3
50

1
25

（引出し有効）
400

900 600

床固定金具　2ヶ所

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

耐震対策 - 耐震ラッチ付

両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

（色：ホワイトDW9）

透明ガラス　t5 ステンレスハカマ付

上レール：オレフィン系樹脂成形品

下レール：ステンレス

引手：PP成型品

セーフティパイプ：ステンレス　φ9.56

-

-

-

-

付属品 1 スライドロック

壁固定

2 床固定金具

扉なし

取付穴φ25

床固定金具 2ヶ所

現場に合せて施工の事

壁固定：固定位置・固定数等

現場に合せて施工の事

壁固定：固定位置・固定数等 壁固定

壁固定壁固定

壁固定

備品詳細図1（参考図）

診療準備室・防疫準備室1 サイド実験台　木製キャビネットタイプ MWM12MM-AAAAA-A0T 1200 750 850 電気工事

階区分 名室 機器番号 品名 型式 W D H 台数 給水・給湯・ガス・電気

7
50

1
75

17
5

17
5

1
75

1
25

85
0

2
5

A

A' ＜A-A'矢視＞

45

68 482 200

10

200

10

（引出し有効）
400

290
（棚板有効）

（引出し有効）
400

600600 68 482

45175

2E

1200

60

150

床固定金具　2ヶ所

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

耐震対策 - 耐震ラッチ付

配管立上り　S＝1／40

--：-

1
80

50 1100 50

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

1φ100Vアース付E：電気

付属品 1 卓上抜け止めコンセント100V15A2口アース付（片面）

9
0

300900

E

2 床固定金具

底板取外し式

A-2 1

A-305



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 ー

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

階

1

区分

工事

階

1

区分

工事 B-2

名室 機器番号階

検査室1 サイド実験台　木製キャビネットタイプ MWM24MM-AAAAA-A0T

品名 型式

2400 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

電気

区分

工事B-1

名室 機器番号

検査室 中央実験台　スチールフレームタイプ MGF24MM-AAAAA-A1T

品名 型式

2400 1500 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

電気A-6

名室 機器番号

前処理・細菌検査室 NSE-1500ⅡA2A

品名 型式

1500 790 2040

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

ガス・電気

階

1

区分

工事

階

1

区分

工事 B-4

名室 機器番号階

検査室1 サイド実験台　木製キャビネットタイプ MWM10MM-ALAAA-A0T

品名 型式

1000 1000 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

区分

工事B-3

名室 機器番号

検査室 サイド実験台　木製キャビネットタイプ MWM18MM-AAAAA-A0T

品名 型式

1800 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

ガス・電気B-2-1

名室 機器番号

検査室 サイド用シェルフ　スチールタイプ MSF24MH-SAAAA-A00 

品名 型式

2400 340 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

（770） （455）

（
10

）
1
95

0
～

20
4
0（

搬
入

時
は

19
50

H＋
ス

タ
ッ

ド
ボ

ル
ト

）

6
30

12
5

（
5
45

）
（

74
0）

（
20

0
）

（
25

0）

（790）

（
4
65

）

（730）

600 1101300

1500

1300

100 100

4
60

（庫内寸法） （庫内寸法）

（
中

央
庫

内
寸
法

）
（

6
40

）

（
ｼ
ｬｯ
ﾀ
ｰ
開
口

）

（
ｼ
ｬ
ｯ
ﾀｰ
開

口
）

（
ｼ
ｬ
ｯ
ﾀ
ｰ開

口
MA
X
）

（最小搬入寸法）

1

2

3

6

7

8

9

4

5

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

BIOSAFETY CABINET

0.40 0.55

照明スイッチ

シャッターロック

ファンスイッチ

ブザーOFFスイッチ

殺菌灯スイッチ

状態表示（タッチパネル）

＜操作パネル部詳細図＞

床固定金具　4ヶ所

給気フィルタ－　～　HEPAフィルタ－ （スキャンテスト品）

4）その他警報発生時（内容については取扱説明書をご参照ください。）

2）前面流入風速及び給気風速異常時
1）ファンの異常発生時
下記の場合、ブザー及び表示（表示器）にて異常を警報します。

3）前面シャッター開口の設定（250mm）と、使用開口高さが異なる場合。

0.3μｍ粒子にて　99.99％以上

約1200 lx（最大点灯時）

本体、架台　～　鋼板製焼付塗装
作業室、アームレスト、吹出パンチング板　～　ステンレス製

AC 100V，　1φ，50／60Hz

排気
室内排気の場合

集塵効率

集塵要素

処理風量

前面吸込風速

構造

電源
消費電力

重量
平均照度

警報

最小搬入寸法

17.1m ／min　（前面開口寸法250mm）（循環気率  約62％）

前面開口寸法250mm時： 0.40m／sec±0.025m／sec（作業台上385mmにて）

前面開口寸法250mm時： 0.55m／sec±0.025m／sec

約400W（約550VA）送風機＋照明運転時、コンセント容量は含まず
約330kg

1500W×730D×1970H（正面化粧カバー､アームレスト取外し時）

装置仕様表

3

バキュームコック 1

1

ファンメンテナンスフタ

ガス継手

ドレインコック

ノーヒューズブレーカー

3／8'

コンセント用5A　カバー内

漏電ブレーカー

1

3

制御盤

11W　5段階調光式

排気口 1

最大出力750W送風機

強化ガラス5t前面シャッター

取外し可

主回路10A　カバー内

防滴コンセント

排気風量調整板 1

1

取手

1

1

2

端子台

備考名称 数量

3
2

1

番号

11

10

4
5
6

7

8
9

12

13

18
17

15
14

16

19

1

1

1

1

LED照明灯

殺菌灯

給気フィルター

1

1

1

吹出パンチング板

アームレスト

SUS304　取外し可

1

4

作業台

脚乗せ台 1

2 15W　インバータ式

電源コード 1

排気フィルター 1

1

21

20

22

23

28
27

25
24

26

29
キャスター

4 L=200

30

アジャスター

吸込パンチング板

1
1

取外し可

取外し可

2PEプラグ付　機外3m
CD3148479
CD3130965

SUS304 取外し可

操作パネル

排気フィルタ－　～　HEPAフィルタ－ （スキャンテスト品）

脚乗せ台　　～　　アルミフレーム

室外排気（開放接続）の場合 16.1m ／min　（前面開口寸法250mm）3

庫内　背面

コンセント 1 架台　側面

前後位置可変可能

31

1PAO一次側測定コック

ガス供給コック 1

φ101バキューム継手

上記寸法＋20mm程度の余裕を取ってください。

10.7m ／min　（前面開口寸法250mm）3

給気

作業室内風速

85
0

6
95

13
0

25

40 2320 40

1
50

0

2400

5 595 300 5595

（引出し有効）
400

7
50

7
50

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E

150 72 72 150

床固定金具 4ヶ所

天板

フレーム スチール製（色：W9／N-30）

塗装 耐薬品性焼付塗装仕上げ

幕板

名称 数量備考

2

-

-

8

天板下引出し 8

（色：ホワイトW9／ダークグレーN-30）

VOC低減化粧板（色：ダークグレー）

MDF前板（色：ダークグレー）

内部パーチクルボード　耐震ラッチ付

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

付属品 4 卓上抜け止めコンセント100V15A2口アース付（両面）
4 床固定金具

50 2300 50

配管立上り　S＝1／40

--：-

25
0

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

75
0

1200 1200

7
50

1φ100Vアース付E：電気

E

＜A-A'矢視＞

75
0

2400

17
5

17
5

1
75

17
5

12
5

85
0

25

45

68 482 200

10

200

10

A

A'

600 6001200

（引出し有効）
400

290
（棚板有効）

（引出し有効）
400

68 482

45175

111

2E2E

60

111

11 -1Ａ-

床固定金具　2ヶ所

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

耐震対策 - 耐震ラッチ付

配管立上り　S＝1／40

--：-

1
80

50 2300 50

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

1φ100Vアース付E：電気

付属品 2 卓上抜け止めコンセント100V15A2口アース付（片面）

9
0

12001200

E

2 床固定金具

2400

75225075

1
20

0

13
0

33
0

7
00

40
34

0

33
0

1
00

30

33
7.

5

25

33
7.

5

275

4
0

本体
塗装 耐薬品性焼付塗装仕上げ

名称 数量 備考
-

-

セーフティパイプW 4 ステンレス製　φ9.5
セーフティパイプD 6 ステンレス製　φ9.5

スチール製（色：支柱前・上パネルW9／他N-30） 天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

耐震対策 - 耐震ラッチ付

配管立上り　S＝1／40

1
80

50 1700 50

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

9
0

600900

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

1φ100Vアース付E：電気

付属品 2 卓上抜け止めコンセント100V15A2口アース付（片面）

E

1 ガス栓　卓上２方口（LPG）　　　　　　　　　　　　

300

G

20A（LPG）G：ガス

1

2 床固定金具

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材

（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

配管立上り　S＝1／40

--：-

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

950 50

50
9
50

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

1φ100Vアース付E：電気

付属品 1 卓上抜け止めコンセント100V15A2口アース付（片面）

9
0

500

E

2 床固定金具

＜A-A'矢視＞

7
50

150

1
75

17
5

17
5

1
75

1
25

85
0

2
5

45

68 482 200

10

200

10

A

A'

450 450900

（引出し有効）
400

290
（棚板有効）

（引出し有効）
400

68 482

45175

2E 2E

1800

60

150150

G（2口）

1

床固定金具　2ヶ所
482

75
0

2
50

1
00

0

750 250

1000

10

200

45

68

85
0

1
25

70
0

2
5

482

10

200

45

68

2E

150

60

扉なし

床固定金具　2ヶ所

バイオハザード対策用クラスⅡキャビネット

備品詳細図2（参考図）

A-306



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 ー

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

備品詳細図3（参考図）

階

1

区分

工事

階

1

区分

工事 B-7

名室 機器番号階

検査室1 収納戸棚 MCM12SM-CFADP-A00

品名 型式

1200 550 2453

W D H

2

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

区分

工事B-6

名室 機器番号

検査室 流し台　スチールユニットタイプ MNF12MM-SAAAA-A00

品名 型式

1200 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

給水・排水B-5

名室 機器番号

検査室 流し台　スチールユニットタイプ MNF12MM-SDAAA-A0T

品名 型式

1200 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

給水・排水

階

1

区分

工事

階

1

区分

工事 B-10

名室 機器番号階

検査室1 ステンレスエレクターシェルフ SMS910／P1900型

品名 型式

910 460 1892

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

給水

区分

工事B-9

名室 機器番号

検査室 吊戸棚 MCM09FX-DEXXX-A00

品名 型式

900 300 610

W D H

3

台数 給水・給湯・ガス・電気

-B-8

名室 機器番号

検査室 サイド実験台　木製キャビネットタイプ MWM15MM-AAAAA-A0T

品名 型式

1500 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

ガス・電気

595 1505

20
0

75
0

620

1
60

4
75

1120

100

780

1200

75

320

90
25

40 40

10
0

60360

85
0

6
25

20
0

2510
0

50

260

シンクトップ ステンレス SUS-304 t1.0　深さ200mm

排水口　ステンレス製トラップ　40A　目皿付

本体主材 スチール製

塗装 耐薬品性焼付塗装仕上げ

扉 両面化粧パーティクルボード（色：ホワイトDW9）

名称 数量 備考

1

-

-

-

付属品 化学水栓（3方口）＜D42C1＞1

（色：ホワイトW9／ダークグレーN-30）

耐震対策 耐震ラッチ付-

配管立上り　S＝1／40

40A

20A

D：排水

W：給水

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

60
0

100 1000 100

15
0

W

D

80
2
00

300 300 300

1

20AHW：給湯

HW

300

シングルレバー混合栓＜D61A1＞
2 床固定金具

595 1505

20
0

75
0

600

1
60

4
75

1120

100

1080

1200

75

600

90
25

10
0

40 40

60 60

85
0

6
25

20
0

2510
0

50

シンクトップ ステンレス SUS-304 t1.0　深さ200mm

排水口　ステンレス製トラップ　40A　目皿付

本体主材 スチール製

塗装 耐薬品性焼付塗装仕上げ

扉 両面化粧パーティクルボード（色：ホワイトDW9）

名称 数量備考

1

-

-

-

付属品 化学水栓（3方口）＜D42C1＞1

（色：ホワイトW9／ダークグレーN-30）

耐震対策 耐震ラッチ付-

配管立上り　S＝1／40

40A

20A

D：排水

W：給水

60
0

100 1000 100

15
0

W

D

80
2
00

450 450 300

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

2 床固定金具

10
00

84
3

2
45

3

18

68 482

1045

68 482

1045

340
（棚板有効）

A

A'
＜A-A'矢視＞

61
0

1200

340
（棚板有効）

450

18

100

550

45
0

5
50

（引出し有効）
400

410
（棚板有効）

600 600

17
5

17
5

35
0

12
5

（引出し有効）
400

底板取外し式

床固定金具 2ヶ所

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

耐震対策 - 耐震ラッチ付

両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

（色：ホワイトDW9）

透明ガラス　t5 ステンレスハカマ付

上レール：オレフィン系樹脂成形品

下レール：ステンレス

引手：PP成型品

セーフティパイプ：ステンレス　φ9.56

-

-

-

-

付属品 1 スライドロック

壁固定

2 床固定金具

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

耐震対策 - 耐震ラッチ付

配管立上り　S＝1／40

1
80

50 1400 50

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

1φ100Vアース付E：電気

付属品 2 卓上抜け止めコンセント100V15A2口アース付（片面）

9
0

450750

E

1 ガス栓　卓上２方口（LPG）　　　　　　　　　　　　1

20A（LPG）G：ガス

300

G

2 床固定金具

30
0

61
0

900

30018 423 18 423 18

18
1
8

18
2
78

27
8

取
付

位
置

要
打

合
せ

壁固定

壁固定

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

名称 数量 備考

-

補助材 - VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

2 セーフティパイプ：ステンレス　φ9.5

46
0（

最
大

外
寸

）

910（最大外寸）

1
89

2

アジャスター：ＳＵＳ３０４ステンレス製

棚板高さ調整 ２５．４ｍｍピッチ

ポール：ＳＵＳ３０４ステンレス製

固定方式：テーパー固定方式

棚板：ＳＵＳ３０４ステンレス製ワイヤー

7
50

1
75

17
5

17
5

1
75

1
25

85
0

2
5

A

A' ＜A-A'矢視＞

45

68 482 200

10

200

10

（引出し有効）
400

290
（棚板有効）

（引出し有効）
400

450 450600 68 482

45175

150

2E 2E

1500

60

150150

G（2口）

1

床固定金具　2ヶ所

コンパネ9～12t（別途建築工事）
壁固定用下地材

壁固定

取付穴φ25

取付穴φ38

床固定金具 2ヶ所

取付穴φ25

床固定金具 2ヶ所

現場に合せて施工の事

壁固定：固定位置・固定数等

現場に合せて施工の事

壁固定：固定位置・固定数等 壁固定

壁固定 壁固定

壁固定

A-307



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 ー

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

備品詳細図4（参考図）

階

1

区分

工事

階

1

区分

工事 C-3

名室 機器番号階

洗浄室（帰着室）1 ステンレスエレクターシェルフ SLS1220／PS1900型

品名 型式

1212 613 1892

W D H

2

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

区分

工事C-2

名室 機器番号

洗浄室（帰着室） 流し台　スチールユニットタイプ MNF15MM-SAAAA-A0T

品名 型式

1500 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

給水・給湯・排水C-1

名室 機器番号

洗浄室（帰着室） 中央実験台　スチールフレームタイプ MGF18SM-AAAAA-A1T

品名 型式

1800 1200 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

電気

階

1

区分

工事

階

1

区分

工事 D-1

名室 機器番号

診療準備室・防疫準備室 中央実験台　木製キャビネットタイプ MGM36SM-AAAAA-A0T

品名 型式

3600 1200 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

電気C-4

名室 機器番号

洗浄室（帰着室） 430ソリッドエレクターシェルフ MSS910／P1900型

品名 型式

911 461 1892

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

85
0

6
95

13
0

25

40 1720 40

12
0
0

1800

5 545 5545

（引出し有効）
350

100

（引出し有効）
350

2E

2E

15060
0

60
0

天板

フレーム スチール製（色：W9／N-30）

塗装 耐薬品性焼付塗装仕上げ

幕板

名称 数量 備考

1

-

-

6

天板下引出し 6

（色：ホワイトW9／ダークグレーN-30）

VOC低減化粧板（色：ダークグレー）

MDF前板（色：ダークグレー）

内部パーチクルボード　耐震ラッチ付

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

付属品 1 卓上抜け止めコンセント100V15A2口アース付（両面）
4 床固定金具

50 1700 50

配管立上り　S＝1／40

--：-

8
0

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

1φ100Vアース付E：電気

E

900

60
0

900

6
00

595 1505

20
0

75
0

1
60

4
75

1420

10
0

100

1380

1500

75

90
25

40 40

60 60

85
0

6
25

20
0

2510
0

50

520 520460

取付穴φ25

シンクトップ ステンレス SUS-304 t1.0　深さ200mm

排水口　ステンレス製トラップ　40A　目皿付

本体主材 スチール製

塗装 耐薬品性焼付塗装仕上げ

扉 両面化粧パーティクルボード（色：ホワイトDW9）

名称 数量備考

1

-

-

-

付属品 化学水栓（3方口）＜D42C1＞1

（色：ホワイトW9／ダークグレーN-30）

配管立上り　S＝1／40

40A

20A

D：排水

W：給水

60
0

100 1300 100

15
0

HW

D

80
2
00

600 600 300

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

W

1 シングルレバー混合栓＜D61A1＞

20AHW：給湯

2 床固定金具

6
13

（
最

大
外

寸
）

1212（最大外寸）

18
92

アジャスター：ＳＵＳ３０４ステンレス製

棚板高さ調整 ２５．４ｍｍピッチ

ポール：ＳＵＳ３０４ステンレス製

固定方式：テーパー固定方式

棚板：ＳＵＳ３０４ステンレス製ワイヤー

911（最大外寸）

4
61

（
最

大
外

寸
）

1
89

2

棚板高さ調整 ２５．４ｍｍピッチ

ポール：ＳＵＳ３０４ステンレス製

固定方式：テーパー固定方式

棚板：ＳＵＳ４３０ステンレス製１．２ｍｍ厚平板

アジャスター：スチール製ユニクロメッキ

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

2

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

耐震対策 - 耐震ラッチ付

配管立上り　S＝1／40

--：-

50
350 50

5
0

100 800 100 350

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

60
0

1650
150

60
0

E

1φ100Vアース付E：電気

付属品 2 卓上抜け止めコンセント100V15A2口アース付（両面）

50 350
50

100 800 100 350

150
1650

E

4 床固定金具

1800

12
00

2E

2E

15060
0

60
0

1800

2E

2E

150

3600

1
75

17
5

17
5

1
75

1
25

85
0

2
5

450 450900

A

A'

450 450900
床固定金具　4ヶ所

45

68 482 100

45

68482

（引出し有効）
400

＜A-A'矢視＞

290
（棚板有効）

（引出し有効）
400

10068 482

45175

68482

45 175

取付穴φ38

床固定金具 2ヶ所床固定金具 4ヶ所

A-308



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 ー

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

備品詳細図5（参考図）

D-2診療準備室・防疫準備室1 サイド実験台　木製キャビネットタイプ MWM12MM-AAAAA-A0T 1200 750 850 2 電気工事

階区分 階

1

区分

備品 D-4

名室 機器番号階

診療準備室・防疫準備室1 収納戸棚 MCM15SM-CFADP-A00

品名 型式

1500 550 2453

W D H

2

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

区分

備品D-3

名室 機器番号

診療準備室・防疫準備室 流し台　スチールユニットタイプ MNF12MM-SAAAA-A0T

品名 型式

1200 750 850

W D H

2

台数 給水・給湯・ガス・電気

給水・給湯・排水

名室 機器番号 品名 型式 W D H 台数 給水・給湯・ガス・電気

階

1

区分

備品

階

1

区分

備品 E-1

名室 機器番号階

試薬調整室2 サイド実験台　木製キャビネットタイプ MWM18MM-AAAAA-A0T

品名 型式

1800 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

区分

備品D-6

名室 機器番号

診療準備室・防疫準備室 430ソリッドエレクターシェルフ MSS910／P1900型

品名 型式

911 461 1892

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-D-5

名室 機器番号

診療準備室・防疫準備室 吊戸棚 MCM12FX-DEXXX-A00

品名 型式

1200 300 610

W D H

2

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

595 1505

20
0

75
0

1
60

4
75

1120

100

1080

1200

75

90
25

40 40

60 60

85
0

6
25

20
0

2510
0

50

10
0

420 420360

シンクトップ ステンレス SUS-304 t1.0　深さ200mm

排水口　ステンレス製トラップ　40A　目皿付

本体主材 スチール製

塗装 耐薬品性焼付塗装仕上げ

扉 両面化粧パーティクルボード（色：ホワイトDW9）

名称 数量備考

1

-

-

-

付属品 化学水栓（3方口）＜D42C1＞1

（色：ホワイトW9／ダークグレーN-30）

耐震対策 耐震ラッチ付-

配管立上り　S＝1／40

40A

20A

D：排水

W：給水

60
0

100 1000 100

15
0

HW

D

80
2
00

450 450 300

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

W

1 シングルレバー混合栓＜D61A1＞

20AHW：給湯

2 床固定金具

1
00

0
8
43

24
53

18

A

A'

68 482

1045

68 482

1045

340
（棚板有効）

＜A-A'矢視＞

6
10

1500

340
（棚板有効）

450

18

100

550

45
0

55
0

（引出し有効）
400

410
（棚板有効）

450600450

1
75

17
5

3
50

1
25

（引出し有効）
400

900 600

床固定金具　2ヶ所

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

耐震対策 - 耐震ラッチ付

両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

（色：ホワイトDW9）

透明ガラス　t5 ステンレスハカマ付

上レール：オレフィン系樹脂成形品

下レール：ステンレス

引手：PP成型品

セーフティパイプ：ステンレス　φ9.56

-

-

-

-

付属品 1 スライドロック

壁固定

2 床固定金具

3
00

61
0

1200

18 573 18 573 18

18
1
8

18
2
78

27
8

取
付

位
置

要
打

合
せ

壁固定

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

名称 数量 備考

-

補助材 - VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

4 セーフティパイプ：ステンレス　φ9.5

911（最大外寸）

4
61

（
最

大
外

寸
）

1
89

2

棚板高さ調整 ２５．４ｍｍピッチ

ポール：ＳＵＳ３０４ステンレス製

固定方式：テーパー固定方式

棚板：ＳＵＳ４３０ステンレス製１．２ｍｍ厚平板

アジャスター：スチール製ユニクロメッキ

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

耐震対策 - 耐震ラッチ付

配管立上り　S＝1／40

1
80

50 1700 50

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

9
0

600900

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

1φ100Vアース付E：電気

付属品 2 卓上抜け止めコンセント100V15A2口アース付（片面）

E

1 ガス栓　卓上２方口（LPG）　　　　　　　　　　　　1

20A（LPG）G：ガス

300

G

2 床固定金具

7
50

1
75

17
5

17
5

1
75

1
25

85
0

2
5

A

A' ＜A-A'矢視＞

45

68 482 200

10

200

10

（引出し有効）
400

290
（棚板有効）

（引出し有効）
400

600600 68 482

45175

2E

1200

60

150

床固定金具　2ヶ所

＜A-A'矢視＞

7
50

150

1
75

17
5

17
5

1
75

1
25

85
0

2
5

45

68 482 200

10

200

10

A

A'

450 450900

（引出し有効）
400

290
（棚板有効）

（引出し有効）
400

68 482

45175

2E 2E

1800

60

150150

G（2口）

1

床固定金具　2ヶ所

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

耐震対策 - 耐震ラッチ付

配管立上り　S＝1／40

--：-

1
80

50 1100 50

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

1φ100Vアース付E：電気

付属品 1 卓上抜け止めコンセント100V15A2口アース付（片面）

9
0

300900

E

2 床固定金具

底板取外し式

300

壁固定

壁固定

コンパネ9～12t（別途建築工事）
壁固定用下地材

現場に合せて施工の事
壁固定：固定位置・固定数等

現場に合せて施工の事

壁固定：固定位置・固定数等 壁固定

壁固定壁固定

壁固定

取付穴φ25

取付穴φ38

床固定金具 2ヶ所

A-309



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 ー

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

備品詳細図6（参考図）

階区分 階

2

区分

備品 F-2

名室 機器番号階

遺伝子検査室2 流し台　スチールユニットタイプ MNF06MM-SAAAA-A00

品名 型式

600 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

給水・排水

区分

備品F-1

名室 機器番号

遺伝子検査室 サイド実験台　木製キャビネットタイプ MWM12MM-AAAAA-A0T

品名 型式

1200 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

電気

名室 機器番号 品名 型式 W D H 台数 給水・給湯・ガス・電気

階

2

区分

備品

階

2

区分

備品 F-5

名室 機器番号階

遺伝子検査室2 ステンレス・サイド・ラック SR-600

品名 型式

600 600 750

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

区分

備品F-4

名室 機器番号

遺伝子検査室 吊戸棚 MCM12FX-DEXXX-A00

品名 型式

1200 300 610

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-F-3

名室 機器番号

遺伝子検査室 サイド実験台　木製キャビネットタイプ MWM10MM-ALAAA-A0T

品名 型式

1000 1000 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

E-2試薬調整室1 クリーンベンチ SC-16FAG02 1600 800 1700 1 -備品

7
50

72
0

23
0

17
00

2

6

（
20

3
0）

100 1400 100

1600

10

12

13

14
7

9

11

1600

80
0

8

CLEAN BENCH

FAN

LIGHT

操作パネル部詳細

1
（

5
50

）
（

シ
ャ

ッ
タ

ー
開

口
M
AX

）

17 18 19 20

22

21

23

25

15

16

85 615 90

800

24

3

4

5

キャスター

殺菌灯 2

1

取手

作業台

アジャスター

ファンメンテナンス蓋

ダブルコンセント 2PE付 MAX 5A

シャッターカバー

1メインフィルター

脚乗せ台 1

ガスコック

4

操作パネル

アルミ押出品塗装

サーキットプロテクター

2

風量調整ボリューム

1

4

1

ステンレス製

前面シャッター

備考名称 数量

3

2

1

番号

11

10

4

5

6

7

8

9

12

13

18

17

15

14

16

19

1

1

1

2

電源コード 2PE付、機外3m

横板ガラス 2

1

21

20

22

23

1

2

1

t3.0 強化加工ガラス

照明

t5.0 強化ガラス

36W、ツイン蛍光灯、インバーター方式

CD3103681 吹出面ラス網付

プレフィルター押え 1

1フィルターメンテナンス蓋

風速センサー 1

15W インバーター方式

送風機 1 DCブラシレスモーター
1プレフィルター

ガスバーナー 1

フットスイッチ 1

24

25

メインフィルタ－ ～ 超薄型HEPAフィルタ－

プレフィルタ－ 　～ 不織布フィルタ－

ISO-5（クラス100）（0.3μm粒子にて）

本　体　　　　　 ～ 鋼板製焼付塗装

作業台　　　　　 ～ ステンレス製ヘアライン仕上

AC 100 V，1φ，50／60Hz

庫内清浄度

処理風量

吹出風速

構造

電源

消費電力

重量

約 17.3m ／min（調整可能）

（吹出面積：0.43x1.48＝0.64m にて計算）

平均 0.45m／sec（調整可能）

約  280 W（約 460 VA）（ファン定格風量・照明点灯時）

約  230 ｋｇ

装置仕様表

3

2

集塵要素

0.3μm以上粒子（大気塵）にて99.99％以上集塵効率

シャッターカバー ～ アルミ押出焼付塗装
ダークホワイト、半艶（N9.0相当）塗色

その他 DCブラシレスモーター採用（風量コントロール可能）

アクリルカバー付

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

耐震対策 - 耐震ラッチ付

配管立上り　S＝1／40

--：-

1
80

50 1100 50

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

1φ100Vアース付E：電気

付属品 1 卓上抜け止めコンセント100V15A2口アース付（片面）

9
0

600600

E

2 床固定金具

300

520

1
00

100

480

600

300

75
0

16
0

47
5

7
5

9
0

2
5

595 150540 40

60 60

85
0

62
5

2
00

2
5

10
0

50

2
00

シンクトップ ステンレス SUS-304 t1.0　深さ200mm

排水口　ステンレス製トラップ　40A　目皿付

本体主材 スチール製

塗装 耐薬品性焼付塗装仕上げ

扉 両面化粧パーティクルボード（色：ホワイトDW9）

名称 数量 備考

1

-

-

-

付属品 化学水栓（3方口）＜D42C1＞1

（色：ホワイトW9／ダークグレーN-30）

耐震対策 耐震ラッチ付-

配管立上り　S＝1／40

40A

20A

D：排水

W：給水

60
0

100 400 100

15
0

W

D

80
2
00

200
100

300

2 床固定金具

482

75
0

2
50

1
00

0

750 250

1000

10

200

45

68

85
0

1
25

70
0

2
5

482

10

200

45

68

床固定金具　2ヶ所

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

2 床固定金具付属品

30
0

61
0

1200

30018 573 18 573 18

18
1
8

18
2
78

27
8

壁固定

壁固定

取
付

位
置

要
打

合
せ

壁固定

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

名称 数量 備考

-

補助材 - VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

4 セーフティパイプ：ステンレス　φ9.5

B部詳細図　S=1／2

脚　SUS430　φ38　ｔ1.2

スノコ受ケ　SUS430　φ25

スノコ　SUS430　φ13

コロビ止メ　SUS430　φ13

アミ枠　SUS304　φ6丸棒

アミ　SUS304　φ1.5丸棒

脚　SUS430　φ38　ｔ1.2

スノコ　SUS430　φ13

スノコ受ケ　SUS430　φ25

アミ枠　SUS304　φ6丸棒

アミ　SUS304　φ1.5丸棒

コロビ止メ　SUS430　φ13

パイプキャップ

A部詳細図　S=1／2

12

2
9

29

23

505031

29
2
9

29

50
27

5
2
75

15
0

7
50

B

アジャスト脚

パイプキャップA

5
62

6
00

562

600

258 258

516

53
8

アミ枠　SUS　φ6丸棒

補強　SUS304　φ6丸棒

アミ　SUS304　φ1.5丸棒

スノコ受ケ　SUS430　φ25

脚　SUS430　φ38　t1.2

コロビ止メ（四方）　SUS430　φ13

ステンレス　SUS430　φ38　t1.2

ア　ミ

アミ枠

スノコ

スノコ受ケ

コロビ止メ
　　　脚

ステンレス　SUS430　φ25

ステンレス　SUS430　φ13

ステンレス　SUS304　φ6 丸棒

ステンレス　SUS304　φ1.5丸棒

ステンレス　SUS430　φ13

7
50

1
75

17
5

17
5

1
75

1
25

85
0

2
5

A

A' ＜A-A'矢視＞

200

10

290
（棚板有効）

（引出し有効）
400

600 600 68 482

45175

2E

1200

60

150

45

68 482 200

10

（引出し有効）
400

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

床固定金具　4ヶ所

風速モニター

ファンスイッチ

照明／殺菌灯切換スイッチ

床固定金具 2ヶ所

底板取外し式

床固定金具 2ヶ所

取付穴φ25

扉なし

コンパネ9～12t（別途建築工事）
壁固定用下地材

A-310



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 ー

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

備品詳細図7（参考図）

階区分 階

2

区分

備品 H-1

名室 機器番号階

解剖室棟（解剖室 家畜）* ステンレス流し台 MNS18MM-SBABA-A0T

品名 型式

1800 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

給水・給湯・排水

区分

備品G-2

名室 機器番号

冷凍冷蔵洗浄室 流し台　スチールユニットタイプ MNF09MM-SAAAA-A0T

品名 型式

900 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

給水・給湯・排水

名室 機器番号 品名 型式 W D H 台数 給水・給湯・ガス・電気

階

2

区分

備品

階

*

区分

備品 H-4

名室 機器番号階

解剖室棟（解剖室　家畜）* ステンレスエレクターシェルフ SLS1520／PS1900型

品名 型式

1518 613 1892

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

区分

備品H-3

名室 機器番号

解剖室棟（解剖室　家畜） 機械戸棚 MT412-1500型

品名 型式

1500 450 1700

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-H-2

名室 機器番号

解剖室棟（解剖室 家畜） ステンレス作業台 MUS12MM-SBBAA-A0T

品名 型式

1200 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

G-1冷凍冷蔵洗浄室2 サイド実験台　木製キャビネットタイプ MWM18MM-AAAAA-A0T 1800 750 850 1 電気備品

天板

本体主材 両面化粧パーチクルボードt18

木口：オレフィン系樹脂シート貼り

台輪 オレフィン系樹脂シート貼り積層合板

名称 数量 備考

1

-

-

補助材
（色：黒）

- VOC低減・消臭化粧板（色：DW9）

（色：ホワイトDW9）

耐震対策 - 耐震ラッチ付

配管立上り　S＝1／40

--：-

1
80

50 1700 50

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

9
0

900900

ラグスG天板 t25仕上げ　（色：黒）
PPエッジ付（色：黒）

1φ100Vアース付E：電気

付属品 2 卓上抜け止めコンセント100V15A2口アース付（片面）

E

2 床固定金具

75
0

16
0

47
5

820

100

780

900

7
5

9
0

2
5

1
00

40 40

60 60

85
0

62
5

2
00

2
5

10
0

50

595 1505

2
00

450 150300

取付穴φ25

シンクトップ ステンレス SUS-304 t1.0　深さ200mm

排水口　ステンレス製トラップ　40A　目皿付

本体主材 スチール製

塗装 耐薬品性焼付塗装仕上げ

扉 両面化粧パーティクルボード（色：ホワイトDW9）

名称 数量備考

1

-

-

-

付属品 化学水栓（3方口）＜D42C1＞1

（色：ホワイトW9／ダークグレーN-30）

耐震対策 耐震ラッチ付-

配管立上り　S＝1／40

40A

20A

D：排水

W：給水

60
0

100 700 100

15
0

HW

D

80
2
00

300 300 300

※配管・配線は斜線内に立上げ　　　　　

W

1 シングルレバー混合栓＜D61A1＞

20AHW：給湯

2 床固定金具

75
0

1200

25
40

620
40

2510
40

1100
40

10

450
（引出し有効）

6
65

2
0

4
5

85
0

15
5
4
0

25
95

750

45
0

1
50

0
2
00

17
00

750

1500

棚　　　　　板

側　　　　　面
本　　　　　体

透明ガラス　ｔ６．０　上下自在式

透明ガラス　ｔ３．０
ステンレス　ＳＵＳ３０４　ｔ１．０　ヘアライン仕上げ

61
3（

最
大

外
寸

）

1518（最大外寸）

1
89

2

アジャスター：ＳＵＳ３０４ステンレス製

棚板高さ調整 ２５．４ｍｍピッチ

ポール：ＳＵＳ３０４ステンレス製

固定方式：テーパー固定方式

棚板：ＳＵＳ３０４ステンレス製ワイヤー

＜A-A'矢視＞

7
50

150

1
75

17
5

17
5

1
75

1
25

85
0

2
5

45

68 482 200

10

200

10

A

A'

450 450900

（引出し有効）
400

290
（棚板有効）

（引出し有効）
400

68 482

45175

2E 2E

1800

60

150

床固定金具　2ヶ所

シンクトップ

本体主材

名称 数量 備考

1

-

排水口　ステンレス製トラップ　40A　共栓付

ステンレス SUS-304 t1.0　深さ250mm

附属品 1 化学水栓（3方口）＜D42C1＞

ステンレス SUS-304　L×40×40×t3.0

ステンレス SUS-304　t0.8貼り

オーバーフロー付

化学水栓（2方口）＜D42B1＞1

1 シングルレバー混合栓＜D61A1＞
4 床固定金具1

W

D

（配管立上げ位置）
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※指定寸法以外は、斜線内に立上げ　　　　　

配管立上り　S＝1／40

　40A　　　　　　　　　

　20A　　　　　　　　　

D：排水　　　　　　　

W：給水　　　　　

　20A　　　　　　　　　HW：給湯　　　　

650

D

150

150

15
0

5
90

2
15

4
5

85
0

10
0

1800 25 715 10

75
0

75
49

0
16

0
25

460 320

100

4545

1800

75

25
0

1
00

100

832.5
45

832.5

740

鎖共栓 鎖共栓

280

スノコ　SUS-304
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天板

本体主材

名称 数量 備考
1

-

ステンレス SUS-304 t1.2　t45仕上

ステンレス角パイプ SUS-304　□40×t1.2

ステンレス角パイプ SUS-304　65×18×t1.2

キャスター 4 φ75（ストッパー付　2個）

取付穴φ38

床固定金具 2ヶ所

取付穴φ25 取付穴φ38 取付穴φ25

床固定金具 4ヶ所

A-311



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 ー

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

備品詳細図8（参考図）

階区分 階

*

区分

備品 J-2

名室 機器番号階

解剖室棟（解剖室　野生動物）* 機械戸棚 MT411-0900型

品名 型式

900 360 1700

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

区分

備品J-1

名室 機器番号

解剖室棟（解剖室　野生動物） ステンレス流し台 MNS09MM-SAABA-A0T

品名 型式

900 750 850

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

給水・排水

名室 機器番号 品名 型式 W D H 台数 給水・給湯・ガス・電気

階

*

区分

備品

階区分 名室 機器番号階 品名 型式 W D H 台数 給水・給湯・ガス・電気区分名室 機器番号 品名 型式 W D H 台数 給水・給湯・ガス・電気

J-3

名室 機器番号

解剖室棟（解剖室 野生動物） ステンレスエレクターシェルフ SLS760／PS1900型

品名 型式

758 613 1892

W D H

1

台数 給水・給湯・ガス・電気

-

H-5解剖室棟（解剖室　家畜）* ケミカルワゴン MY311-750H型 750 450 850 1 -備品

750

45
0

5
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0

40
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2
5

4
25

61
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最
大

外
寸

）

758（最大外寸）

1
89

2

アジャスター：ＳＵＳ３０４ステンレス製

棚板高さ調整 ２５．４ｍｍピッチ

ポール：ＳＵＳ３０４ステンレス製

固定方式：テーパー固定方式

棚板：ＳＵＳ３０４ステンレス製ワイヤー

シンクトップ

本体主材

名称 数量備考

1

-
排水口　ステンレス製トラップ　40A　目皿付

ステンレス SUS-304 t1.0　深さ250mm

附属品 1 化学水栓（3方口）＜D42C1＞

ステンレス SUS-304　L×40×40×t3.0

ステンレス SUS-304　t0.8貼り

4 床固定金具
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（配管立上げ位置）
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145305450

※指定寸法以外は、斜線内に立上げ　　　　　

配管立上り　S＝1／40

　40A　　　　　　　　　
　20A　　　　　　　　　

D：排水　　　　　　　

W：給水　　　　　
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引　  違　  戸

棚　　　　　板

側　　　　　面

本　　　　　体

透明ガラス　ｔ６．０　上下自在式

透明ガラス　ｔ３．０

透明ガラス　ｔ３．０

ステンレス　ＳＵＳ３０４　ｔ１．０　ヘアライン仕上げ

900

36
0

1
50

0
2
00

17
00

床固定金具 4ヶ所

取付穴φ25
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●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名 ●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号 株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社 橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所
徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名 ●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺設計設計設計設計設計設計設計 竣工竣工竣工竣工竣工竣工竣工
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7 NONNONNONNONNONNONNON 一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明【庁舎棟】構造特記仕様書【庁舎棟】構造特記仕様書【庁舎棟】構造特記仕様書【庁舎棟】構造特記仕様書【庁舎棟】構造特記仕様書【庁舎棟】構造特記仕様書【庁舎棟】構造特記仕様書

S-01S-01S-01S-01S-01S-01S-01

一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

500500500500500500500

スカラップ形状       スカラップ工法     ノンスカラップ工法スカラップ形状       スカラップ工法     ノンスカラップ工法スカラップ形状       スカラップ工法     ノンスカラップ工法スカラップ形状       スカラップ工法     ノンスカラップ工法スカラップ形状       スカラップ工法     ノンスカラップ工法スカラップ形状       スカラップ工法     ノンスカラップ工法スカラップ形状       スカラップ工法     ノンスカラップ工法

梁貫通位置、径、及び箇所数は(     意匠図     構造図     設備図　)による。梁貫通位置、径、及び箇所数は(     意匠図     構造図     設備図　)による。梁貫通位置、径、及び箇所数は(     意匠図     構造図     設備図　)による。梁貫通位置、径、及び箇所数は(     意匠図     構造図     設備図　)による。梁貫通位置、径、及び箇所数は(     意匠図     構造図     設備図　)による。梁貫通位置、径、及び箇所数は(     意匠図     構造図     設備図　)による。梁貫通位置、径、及び箇所数は(     意匠図     構造図     設備図　)による。

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

＊＊＊＊＊＊＊

§ 6§ 6§ 6§ 6§ 6§ 6§ 6 コ ンク リー ト 工事コ ンク リー ト 工事コ ンク リー ト 工事コ ンク リー ト 工事コ ンク リー ト 工事コ ンク リー ト 工事コ ンク リー ト 工事構 造 特 記 仕 様 書構 造 特 記 仕 様 書構 造 特 記 仕 様 書構 造 特 記 仕 様 書構 造 特 記 仕 様 書構 造 特 記 仕 様 書構 造 特 記 仕 様 書

§ 1§ 1§ 1§ 1§ 1§ 1§ 1 一 般事 項一 般事 項一 般事 項一 般事 項一 般事 項一 般事 項一 般事 項

§ 4§ 4§ 4§ 4§ 4§ 4§ 4 地 業工 事地 業工 事地 業工 事地 業工 事地 業工 事地 業工 事地 業工 事

§ 3§ 3§ 3§ 3§ 3§ 3§ 3 仮 設工 事 ， 土 工事仮 設工 事 ， 土 工事仮 設工 事 ， 土 工事仮 設工 事 ， 土 工事仮 設工 事 ， 土 工事仮 設工 事 ， 土 工事仮 設工 事 ， 土 工事

§ 2§ 2§ 2§ 2§ 2§ 2§ 2 構 造計 算 ル ー ト構 造計 算 ル ー ト構 造計 算 ル ー ト構 造計 算 ル ー ト構 造計 算 ル ー ト構 造計 算 ル ー ト構 造計 算 ル ー ト

§ 5§ 5§ 5§ 5§ 5§ 5§ 5 鉄 筋工 事鉄 筋工 事鉄 筋工 事鉄 筋工 事鉄 筋工 事鉄 筋工 事鉄 筋工 事

§ 7§ 7§ 7§ 7§ 7§ 7§ 7 鉄 骨工 事鉄 骨工 事鉄 骨工 事鉄 骨工 事鉄 骨工 事鉄 骨工 事鉄 骨工 事

§ 8§ 8§ 8§ 8§ 8§ 8§ 8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事

材種材種材種材種材種材種材種

選択項目は     印を適用し、   印が無い場合は    印を適用する。選択項目は     印を適用し、   印が無い場合は    印を適用する。選択項目は     印を適用し、   印が無い場合は    印を適用する。選択項目は     印を適用し、   印が無い場合は    印を適用する。選択項目は     印を適用し、   印が無い場合は    印を適用する。選択項目は     印を適用し、   印が無い場合は    印を適用する。選択項目は     印を適用し、   印が無い場合は    印を適用する。

使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。

設計図書(全て最新版)の優先順位は下記による。設計図書(全て最新版)の優先順位は下記による。設計図書(全て最新版)の優先順位は下記による。設計図書(全て最新版)の優先順位は下記による。設計図書(全て最新版)の優先順位は下記による。設計図書(全て最新版)の優先順位は下記による。設計図書(全て最新版)の優先順位は下記による。 2)2)2)2)2)2)2)

本特記仕様書本特記仕様書本特記仕様書本特記仕様書本特記仕様書本特記仕様書本特記仕様書

設計図設計図設計図設計図設計図設計図設計図 4)4)4)4)4)4)4) 杭の構成は設計図による。杭の構成は設計図による。杭の構成は設計図による。杭の構成は設計図による。杭の構成は設計図による。杭の構成は設計図による。杭の構成は設計図による。 3)3)3)3)3)3)3)

標準図標準図標準図標準図標準図標準図標準図 鉄筋コンクリート構造配筋標準図     鉄骨工作標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図     鉄骨工作標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図     鉄骨工作標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図     鉄骨工作標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図     鉄骨工作標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図     鉄骨工作標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図     鉄骨工作標準図 5)5)5)5)5)5)5) 杭頭補強杭頭補強杭頭補強杭頭補強杭頭補強杭頭補強杭頭補強

鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図     高強度せん断補強筋施工仕様書　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図     高強度せん断補強筋施工仕様書　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図     高強度せん断補強筋施工仕様書　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図     高強度せん断補強筋施工仕様書　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図     高強度せん断補強筋施工仕様書　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図     高強度せん断補強筋施工仕様書　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図     高強度せん断補強筋施工仕様書　

鉄筋コンクリート壁式標準配筋図鉄筋コンクリート壁式標準配筋図鉄筋コンクリート壁式標準配筋図鉄筋コンクリート壁式標準配筋図鉄筋コンクリート壁式標準配筋図鉄筋コンクリート壁式標準配筋図鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

拡底アースドリル工法拡底アースドリル工法拡底アースドリル工法拡底アースドリル工法拡底アースドリル工法拡底アースドリル工法拡底アースドリル工法5)5)5)5)5)5)5) 4)4)4)4)4)4)4)

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。 5)5)5)5)5)5)5)オールケーシング工法(　　ベノト工法　　　　　　　　　　　)オールケーシング工法(　　ベノト工法　　　　　　　　　　　)オールケーシング工法(　　ベノト工法　　　　　　　　　　　)オールケーシング工法(　　ベノト工法　　　　　　　　　　　)オールケーシング工法(　　ベノト工法　　　　　　　　　　　)オールケーシング工法(　　ベノト工法　　　　　　　　　　　)オールケーシング工法(　　ベノト工法　　　　　　　　　　　)

6)6)6)6)6)6)6)

7)7)7)7)7)7)7)

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

試験　(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)試験　(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)試験　(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)試験　(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)試験　(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)試験　(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)試験　(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)

GL-　　　　mGL-　　　　mGL-　　　　mGL-　　　　mGL-　　　　mGL-　　　　mGL-　　　　m3)3)3)3)3)3)3) 杭先端深さ杭先端深さ杭先端深さ杭先端深さ杭先端深さ杭先端深さ杭先端深さ 1)1)1)1)1)1)1)

4)4)4)4)4)4)4) 2)2)2)2)2)2)2)

3)3)3)3)3)3)3)

5)5)5)5)5)5)5) 使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料 4)4)4)4)4)4)4)

5)5)5)5)5)5)5)

せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)

溶接部の検査(第三者機関による)溶接部の検査(第三者機関による)溶接部の検査(第三者機関による)溶接部の検査(第三者機関による)溶接部の検査(第三者機関による)溶接部の検査(第三者機関による)溶接部の検査(第三者機関による)

抜取り検査抜取り検査抜取り検査抜取り検査抜取り検査抜取り検査抜取り検査 1) 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。1) 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。1) 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。1) 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。1) 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。1) 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。1) 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

引張り試験 (JISZ3120)引張り試験 (JISZ3120)引張り試験 (JISZ3120)引張り試験 (JISZ3120)引張り試験 (JISZ3120)引張り試験 (JISZ3120)引張り試験 (JISZ3120) 2) 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。2) 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。2) 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。2) 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。2) 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。2) 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。2) 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

3) 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して3) 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して3) 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して3) 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して3) 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して3) 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して3) 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して

　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

1検査ロットにつき     30 箇所1検査ロットにつき     30 箇所1検査ロットにつき     30 箇所1検査ロットにつき     30 箇所1検査ロットにつき     30 箇所1検査ロットにつき     30 箇所1検査ロットにつき     30 箇所 4) 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。4) 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。4) 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。4) 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。4) 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。4) 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。4) 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

・不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。・不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。・不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。・不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。・不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。・不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。・不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。 5) 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。5) 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。5) 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。5) 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。5) 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。5) 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。5) 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。

　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内 6) 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。6) 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。6) 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。6) 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。6) 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。6) 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。6) 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強 7) エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。7) エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。7) エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。7) エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。7) エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。7) エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。7) エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。 8) 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。8) 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。8) 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。8) 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。8) 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。8) 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。8) 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

その他その他その他その他その他その他その他

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。    を原則とする。   を原則とする。   を原則とする。   を原則とする。   を原則とする。   を原則とする。   を原則とする。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

鋼管(リブ付)鋼管(リブ付)鋼管(リブ付)鋼管(リブ付)鋼管(リブ付)鋼管(リブ付)鋼管(リブ付)

孔壁測定  ( 2 方向)孔壁測定  ( 2 方向)孔壁測定  ( 2 方向)孔壁測定  ( 2 方向)孔壁測定  ( 2 方向)孔壁測定  ( 2 方向)孔壁測定  ( 2 方向)

     LFc18    LFc21    LFc24    LFc27    LFc30    LFc     LFc18    LFc21    LFc24    LFc27    LFc30    LFc     LFc18    LFc21    LFc24    LFc27    LFc30    LFc     LFc18    LFc21    LFc24    LFc27    LFc30    LFc     LFc18    LFc21    LFc24    LFc27    LFc30    LFc     LFc18    LFc21    LFc24    LFc27    LFc30    LFc     LFc18    LFc21    LFc24    LFc27    LFc30    LFc

捨てコンクリート     Fc捨てコンクリート     Fc捨てコンクリート     Fc捨てコンクリート     Fc捨てコンクリート     Fc捨てコンクリート     Fc捨てコンクリート     Fc

1検査ロットにつき     3本1検査ロットにつき     3本1検査ロットにつき     3本1検査ロットにつき     3本1検査ロットにつき     3本1検査ロットにつき     3本1検査ロットにつき     3本

場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭

1)1)1)1)1)1)1) 工法工法工法工法工法工法工法

アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法

リバース工法リバース工法リバース工法リバース工法リバース工法リバース工法リバース工法

BH工法BH工法BH工法BH工法BH工法BH工法BH工法

かご筋     スタッド溶接     杭外周溶接かご筋     スタッド溶接     杭外周溶接かご筋     スタッド溶接     杭外周溶接かご筋     スタッド溶接     杭外周溶接かご筋     スタッド溶接     杭外周溶接かご筋     スタッド溶接     杭外周溶接かご筋     スタッド溶接     杭外周溶接

鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋 SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SKK400SKK400SKK400SKK400SKK400SKK400SKK400 SKK490SKK490SKK490SKK490SKK490SKK490SKK490

防水押さえコンクリート     Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )防水押さえコンクリート     Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )防水押さえコンクリート     Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )防水押さえコンクリート     Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )防水押さえコンクリート     Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )防水押さえコンクリート     Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )防水押さえコンクリート     Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )

かさ上げコンクリート       Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )かさ上げコンクリート       Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )かさ上げコンクリート       Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )かさ上げコンクリート       Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )かさ上げコンクリート       Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )かさ上げコンクリート       Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )かさ上げコンクリート       Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )

1)1)1)1)1)1)1) セメント     普通ポルトランドセメントJISR5210     高炉セメントB種セメント     普通ポルトランドセメントJISR5210     高炉セメントB種セメント     普通ポルトランドセメントJISR5210     高炉セメントB種セメント     普通ポルトランドセメントJISR5210     高炉セメントB種セメント     普通ポルトランドセメントJISR5210     高炉セメントB種セメント     普通ポルトランドセメントJISR5210     高炉セメントB種セメント     普通ポルトランドセメントJISR5210     高炉セメントB種

             低熱ポルトランドセメントJISR5210             低熱ポルトランドセメントJISR5210             低熱ポルトランドセメントJISR5210             低熱ポルトランドセメントJISR5210             低熱ポルトランドセメントJISR5210             低熱ポルトランドセメントJISR5210             低熱ポルトランドセメントJISR5210

粗骨材       砂利     砕石     高炉スラグ骨材     人工軽量骨材     再生骨材粗骨材       砂利     砕石     高炉スラグ骨材     人工軽量骨材     再生骨材粗骨材       砂利     砕石     高炉スラグ骨材     人工軽量骨材     再生骨材粗骨材       砂利     砕石     高炉スラグ骨材     人工軽量骨材     再生骨材粗骨材       砂利     砕石     高炉スラグ骨材     人工軽量骨材     再生骨材粗骨材       砂利     砕石     高炉スラグ骨材     人工軽量骨材     再生骨材粗骨材       砂利     砕石     高炉スラグ骨材     人工軽量骨材     再生骨材

最大径(mm)   20       25       40最大径(mm)   20       25       40最大径(mm)   20       25       40最大径(mm)   20       25       40最大径(mm)   20       25       40最大径(mm)   20       25       40最大径(mm)   20       25       40

躯体      (使用区分は設計図の軸組図に示す)躯体      (使用区分は設計図の軸組図に示す)躯体      (使用区分は設計図の軸組図に示す)躯体      (使用区分は設計図の軸組図に示す)躯体      (使用区分は設計図の軸組図に示す)躯体      (使用区分は設計図の軸組図に示す)躯体      (使用区分は設計図の軸組図に示す)

設計基準強度  (N/mm2)　設計基準強度  (N/mm2)　設計基準強度  (N/mm2)　設計基準強度  (N/mm2)　設計基準強度  (N/mm2)　設計基準強度  (N/mm2)　設計基準強度  (N/mm2)　

     普通コンクリート     普通コンクリート     普通コンクリート     普通コンクリート     普通コンクリート     普通コンクリート     普通コンクリート

混和材       AE減水剤     高性能AE減水剤     躯体防水材     膨張材混和材       AE減水剤     高性能AE減水剤     躯体防水材     膨張材混和材       AE減水剤     高性能AE減水剤     躯体防水材     膨張材混和材       AE減水剤     高性能AE減水剤     躯体防水材     膨張材混和材       AE減水剤     高性能AE減水剤     躯体防水材     膨張材混和材       AE減水剤     高性能AE減水剤     躯体防水材     膨張材混和材       AE減水剤     高性能AE減水剤     躯体防水材     膨張材

骨材   [     塩分含有量　　　アルカリシリカ反応性]骨材   [     塩分含有量　　　アルカリシリカ反応性]骨材   [     塩分含有量　　　アルカリシリカ反応性]骨材   [     塩分含有量　　　アルカリシリカ反応性]骨材   [     塩分含有量　　　アルカリシリカ反応性]骨材   [     塩分含有量　　　アルカリシリカ反応性]骨材   [     塩分含有量　　　アルカリシリカ反応性]

フレッシュコンクリート  [     スランプ     空気量]フレッシュコンクリート  [     スランプ     空気量]フレッシュコンクリート  [     スランプ     空気量]フレッシュコンクリート  [     スランプ     空気量]フレッシュコンクリート  [     スランプ     空気量]フレッシュコンクリート  [     スランプ     空気量]フレッシュコンクリート  [     スランプ     空気量]

躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

コンクリートコア抜き取り圧縮試験コンクリートコア抜き取り圧縮試験コンクリートコア抜き取り圧縮試験コンクリートコア抜き取り圧縮試験コンクリートコア抜き取り圧縮試験コンクリートコア抜き取り圧縮試験コンクリートコア抜き取り圧縮試験

マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)

鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着

構造計算ルート別による主筋等の継手重ね長さと柱に取り付く梁の定着長さ構造計算ルート別による主筋等の継手重ね長さと柱に取り付く梁の定着長さ構造計算ルート別による主筋等の継手重ね長さと柱に取り付く梁の定着長さ構造計算ルート別による主筋等の継手重ね長さと柱に取り付く梁の定着長さ構造計算ルート別による主筋等の継手重ね長さと柱に取り付く梁の定着長さ構造計算ルート別による主筋等の継手重ね長さと柱に取り付く梁の定着長さ構造計算ルート別による主筋等の継手重ね長さと柱に取り付く梁の定着長さ

山留め、根切り山留め、根切り山留め、根切り山留め、根切り山留め、根切り山留め、根切り山留め、根切り

埋戻し土、盛土、残土処分埋戻し土、盛土、残土処分埋戻し土、盛土、残土処分埋戻し土、盛土、残土処分埋戻し土、盛土、残土処分埋戻し土、盛土、残土処分埋戻し土、盛土、残土処分

埋戻し土埋戻し土埋戻し土埋戻し土埋戻し土埋戻し土埋戻し土

盛土盛土盛土盛土盛土盛土盛土

残土処分残土処分残土処分残土処分残土処分残土処分残土処分

     建築基準法施行令第73条(政令第73条)による仕様規定     建築基準法施行令第73条(政令第73条)による仕様規定     建築基準法施行令第73条(政令第73条)による仕様規定     建築基準法施行令第73条(政令第73条)による仕様規定     建築基準法施行令第73条(政令第73条)による仕様規定     建築基準法施行令第73条(政令第73条)による仕様規定     建築基準法施行令第73条(政令第73条)による仕様規定

根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土

根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土

場内地均し場内地均し場内地均し場内地均し場内地均し場内地均し場内地均し

搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土

搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土

場外搬出処分(     自由     指定場所)場外搬出処分(     自由     指定場所)場外搬出処分(     自由     指定場所)場外搬出処分(     自由     指定場所)場外搬出処分(     自由     指定場所)場外搬出処分(     自由     指定場所)場外搬出処分(     自由     指定場所)

地耐力載荷試験地耐力載荷試験地耐力載荷試験地耐力載荷試験地耐力載荷試験地耐力載荷試験地耐力載荷試験

地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良

既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭

1)1)1)1)1)1)1) 杭種杭種杭種杭種杭種杭種杭種

2)2)2)2)2)2)2) 工法工法工法工法工法工法工法

設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力

行う行う行う行う行う行う行う

aaaaaaa

注(1) アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。注(1) アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。注(1) アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。注(1) アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。注(1) アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。注(1) アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。注(1) アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

  (2) 端部aは100以上とする。  (2) 端部aは100以上とする。  (2) 端部aは100以上とする。  (2) 端部aは100以上とする。  (2) 端部aは100以上とする。  (2) 端部aは100以上とする。  (2) 端部aは100以上とする。

仕様書 (     公共建築協会     日本建築家協会 )仕様書 (     公共建築協会     日本建築家協会 )仕様書 (     公共建築協会     日本建築家協会 )仕様書 (     公共建築協会     日本建築家協会 )仕様書 (     公共建築協会     日本建築家協会 )仕様書 (     公共建築協会     日本建築家協会 )仕様書 (     公共建築協会     日本建築家協会 )

圧密排水工法圧密排水工法圧密排水工法圧密排水工法圧密排水工法圧密排水工法圧密排水工法

締固め工法締固め工法締固め工法締固め工法締固め工法締固め工法締固め工法無筋コンクリート地業無筋コンクリート地業無筋コンクリート地業無筋コンクリート地業無筋コンクリート地業無筋コンクリート地業無筋コンクリート地業

セメント系固化材撹袢セメント系固化材撹袢セメント系固化材撹袢セメント系固化材撹袢セメント系固化材撹袢セメント系固化材撹袢セメント系固化材撹袢

[    載荷試験     一軸圧縮試験][    載荷試験     一軸圧縮試験][    載荷試験     一軸圧縮試験][    載荷試験     一軸圧縮試験][    載荷試験     一軸圧縮試験][    載荷試験     一軸圧縮試験][    載荷試験     一軸圧縮試験]

[    六価クロム溶出試験     ][    六価クロム溶出試験     ][    六価クロム溶出試験     ][    六価クロム溶出試験     ][    六価クロム溶出試験     ][    六価クロム溶出試験     ][    六価クロム溶出試験     ]

ソイルセメント杭ソイルセメント杭ソイルセメント杭ソイルセメント杭ソイルセメント杭ソイルセメント杭ソイルセメント杭

砕石パイル工法砕石パイル工法砕石パイル工法砕石パイル工法砕石パイル工法砕石パイル工法砕石パイル工法

行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない

行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない

PRC 杭PRC 杭PRC 杭PRC 杭PRC 杭PRC 杭PRC 杭

節杭節杭節杭節杭節杭節杭節杭

打撃工法打撃工法打撃工法打撃工法打撃工法打撃工法打撃工法

埋込み工法埋込み工法埋込み工法埋込み工法埋込み工法埋込み工法埋込み工法

油圧ハンマー油圧ハンマー油圧ハンマー油圧ハンマー油圧ハンマー油圧ハンマー油圧ハンマー

プレボーリングセメントミルク注入工法プレボーリングセメントミルク注入工法プレボーリングセメントミルク注入工法プレボーリングセメントミルク注入工法プレボーリングセメントミルク注入工法プレボーリングセメントミルク注入工法プレボーリングセメントミルク注入工法

B種B種B種B種B種B種B種

B種B種B種B種B種B種B種

Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種

B種B種B種B種B種B種B種

C種C種C種C種C種C種C種

C種C種C種C種C種C種C種

Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種 Ⅳ種Ⅳ種Ⅳ種Ⅳ種Ⅳ種Ⅳ種Ⅳ種

中掘拡大根固め工法(認定工法)中掘拡大根固め工法(認定工法)中掘拡大根固め工法(認定工法)中掘拡大根固め工法(認定工法)中掘拡大根固め工法(認定工法)中掘拡大根固め工法(認定工法)中掘拡大根固め工法(認定工法)

回転埋設根固め工法(認定工法)回転埋設根固め工法(認定工法)回転埋設根固め工法(認定工法)回転埋設根固め工法(認定工法)回転埋設根固め工法(認定工法)回転埋設根固め工法(認定工法)回転埋設根固め工法(認定工法)

なしなしなしなしなしなしなし

ディーゼルハンマーディーゼルハンマーディーゼルハンマーディーゼルハンマーディーゼルハンマーディーゼルハンマーディーゼルハンマー

溶接継手     ガス圧接     突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)溶接継手     ガス圧接     突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)溶接継手     ガス圧接     突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)溶接継手     ガス圧接     突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)溶接継手     ガス圧接     突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)溶接継手     ガス圧接     突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)溶接継手     ガス圧接     突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)

超高音波探傷試験 (JISZ3062)      熱間押抜き試験超高音波探傷試験 (JISZ3062)      熱間押抜き試験超高音波探傷試験 (JISZ3062)      熱間押抜き試験超高音波探傷試験 (JISZ3062)      熱間押抜き試験超高音波探傷試験 (JISZ3062)      熱間押抜き試験超高音波探傷試験 (JISZ3062)      熱間押抜き試験超高音波探傷試験 (JISZ3062)      熱間押抜き試験

  あり  あり  あり  あり  あり  あり  あり杭周固定液杭周固定液杭周固定液杭周固定液杭周固定液杭周固定液杭周固定液

3)3)3)3)3)3)3) 杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表

基礎及びスラブ下地業    (単位 mm)基礎及びスラブ下地業    (単位 mm)基礎及びスラブ下地業    (単位 mm)基礎及びスラブ下地業    (単位 mm)基礎及びスラブ下地業    (単位 mm)基礎及びスラブ下地業    (単位 mm)基礎及びスラブ下地業    (単位 mm)

鋼管杭，その他特殊杭鋼管杭，その他特殊杭鋼管杭，その他特殊杭鋼管杭，その他特殊杭鋼管杭，その他特殊杭鋼管杭，その他特殊杭鋼管杭，その他特殊杭

1)1)1)1)1)1)1) 杭種杭種杭種杭種杭種杭種杭種

材種材種材種材種材種材種材種

2)2)2)2)2)2)2) 工法工法工法工法工法工法工法

3)3)3)3)3)3)3) 杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表

杭打地業共通事項杭打地業共通事項杭打地業共通事項杭打地業共通事項杭打地業共通事項杭打地業共通事項杭打地業共通事項

1)1)1)1)1)1)1)

2)2)2)2)2)2)2)

3)3)3)3)3)3)3)

打撃工法 (     油圧ハンマー     ディーゼルハンマー)      回転貫入工法打撃工法 (     油圧ハンマー     ディーゼルハンマー)      回転貫入工法打撃工法 (     油圧ハンマー     ディーゼルハンマー)      回転貫入工法打撃工法 (     油圧ハンマー     ディーゼルハンマー)      回転貫入工法打撃工法 (     油圧ハンマー     ディーゼルハンマー)      回転貫入工法打撃工法 (     油圧ハンマー     ディーゼルハンマー)      回転貫入工法打撃工法 (     油圧ハンマー     ディーゼルハンマー)      回転貫入工法

SL塗布       行う       行わないSL塗布       行う       行わないSL塗布       行う       行わないSL塗布       行う       行わないSL塗布       行う       行わないSL塗布       行う       行わないSL塗布       行う       行わない

載荷試験     行う　(　　箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)      行わない載荷試験     行う　(　　箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)      行わない載荷試験     行う　(　　箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)      行わない載荷試験     行う　(　　箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)      行わない載荷試験     行う　(　　箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)      行わない載荷試験     行う　(　　箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)      行わない載荷試験     行う　(　　箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)      行わない

[     杭長決定用先行杭     試験堀]     行う (    本)      行わない[     杭長決定用先行杭     試験堀]     行う (    本)      行わない[     杭長決定用先行杭     試験堀]     行う (    本)      行わない[     杭長決定用先行杭     試験堀]     行う (    本)      行わない[     杭長決定用先行杭     試験堀]     行う (    本)      行わない[     杭長決定用先行杭     試験堀]     行う (    本)      行わない[     杭長決定用先行杭     試験堀]     行う (    本)      行わない

2)2)2)2)2)2)2) 杭径，設計耐力，本数表(拡底部は施工径を示す)杭径，設計耐力，本数表(拡底部は施工径を示す)杭径，設計耐力，本数表(拡底部は施工径を示す)杭径，設計耐力，本数表(拡底部は施工径を示す)杭径，設計耐力，本数表(拡底部は施工径を示す)杭径，設計耐力，本数表(拡底部は施工径を示す)杭径，設計耐力，本数表(拡底部は施工径を示す)

行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない

行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない

行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない

行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない

行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない

高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。

継手継手継手継手継手継手継手

2)2)2)2)2)2)2) ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

1)1)1)1)1)1)1)

溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料

材種及び使用箇所材種及び使用箇所材種及び使用箇所材種及び使用箇所材種及び使用箇所材種及び使用箇所材種及び使用箇所

A種A種A種A種A種A種A種

A種A種A種A種A種A種A種

PHC 杭PHC 杭PHC 杭PHC 杭PHC 杭PHC 杭PHC 杭

C種C種C種C種C種C種C種

Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種

A種A種A種A種A種A種A種

コンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロック

1)1)1)1)1)1)1) 種類種類種類種類種類種類種類 A 種A 種A 種A 種A 種A 種A 種 B 種B 種B 種B 種B 種B 種B 種 C 種C 種C 種C 種C 種C 種C 種

2)2)2)2)2)2)2)2)  厚さ mm2)  厚さ mm2)  厚さ mm2)  厚さ mm2)  厚さ mm2)  厚さ mm2)  厚さ mm 100100100100100100100 120120120120120120120 150150150150150150150 190190190190190190190

押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板

1)1)1)1)1)1)1) 使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所 床床床床床床床 屋根屋根屋根屋根屋根屋根屋根 外壁外壁外壁外壁外壁外壁外壁 内壁内壁内壁内壁内壁内壁内壁

2)2)2)2)2)2)2) 厚さ mm厚さ mm厚さ mm厚さ mm厚さ mm厚さ mm厚さ mm 60606060606060 100100100100100100100 120120120120120120120 150150150150150150150 175175175175175175175

3)3)3)3)3)3)3) 外壁取り付け構法外壁取り付け構法外壁取り付け構法外壁取り付け構法外壁取り付け構法外壁取り付け構法外壁取り付け構法

鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場

9) 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上9) 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上9) 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上9) 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上9) 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上9) 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上9) 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上

10)給湯設備の転倒防止対策は,平成12年建設省告示第1388号に準じること。検査時に検討書類を提出のこと。10)給湯設備の転倒防止対策は,平成12年建設省告示第1388号に準じること。検査時に検討書類を提出のこと。10)給湯設備の転倒防止対策は,平成12年建設省告示第1388号に準じること。検査時に検討書類を提出のこと。10)給湯設備の転倒防止対策は,平成12年建設省告示第1388号に準じること。検査時に検討書類を提出のこと。10)給湯設備の転倒防止対策は,平成12年建設省告示第1388号に準じること。検査時に検討書類を提出のこと。10)給湯設備の転倒防止対策は,平成12年建設省告示第1388号に準じること。検査時に検討書類を提出のこと。10)給湯設備の転倒防止対策は,平成12年建設省告示第1388号に準じること。検査時に検討書類を提出のこと。

11)天井・外壁・間仕切壁等非構造部材は建物の変形に追従し,地震等の外力によって脱落しない仕様とすること。11)天井・外壁・間仕切壁等非構造部材は建物の変形に追従し,地震等の外力によって脱落しない仕様とすること。11)天井・外壁・間仕切壁等非構造部材は建物の変形に追従し,地震等の外力によって脱落しない仕様とすること。11)天井・外壁・間仕切壁等非構造部材は建物の変形に追従し,地震等の外力によって脱落しない仕様とすること。11)天井・外壁・間仕切壁等非構造部材は建物の変形に追従し,地震等の外力によって脱落しない仕様とすること。11)天井・外壁・間仕切壁等非構造部材は建物の変形に追従し,地震等の外力によって脱落しない仕様とすること。11)天井・外壁・間仕切壁等非構造部材は建物の変形に追従し,地震等の外力によって脱落しない仕様とすること。

調合強度は下記の両式を満足するものとする。(補正値は工事費に含む) ΔF=3N    行う    行わない調合強度は下記の両式を満足するものとする。(補正値は工事費に含む) ΔF=3N    行う    行わない調合強度は下記の両式を満足するものとする。(補正値は工事費に含む) ΔF=3N    行う    行わない調合強度は下記の両式を満足するものとする。(補正値は工事費に含む) ΔF=3N    行う    行わない調合強度は下記の両式を満足するものとする。(補正値は工事費に含む) ΔF=3N    行う    行わない調合強度は下記の両式を満足するものとする。(補正値は工事費に含む) ΔF=3N    行う    行わない調合強度は下記の両式を満足するものとする。(補正値は工事費に含む) ΔF=3N    行う    行わない

アーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件にアーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件にアーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件にアーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件にアーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件にアーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件にアーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件に

相応したものを選定する。相応したものを選定する。相応したものを選定する。相応したものを選定する。相応したものを選定する。相応したものを選定する。相応したものを選定する。

5-15-15-15-15-15-15-1

6-16-16-16-16-16-16-1

1-11-11-11-11-11-11-1

1-21-21-21-21-21-21-2

4-54-54-54-54-54-54-5

1-31-31-31-31-31-31-3

1-41-41-41-41-41-41-4

1-51-51-51-51-51-51-5 6-26-26-26-26-26-26-2

1-61-61-61-61-61-61-6 6-36-36-36-36-36-36-3

1-71-71-71-71-71-71-7

6-46-46-46-46-46-46-4

6-56-56-56-56-56-56-5

6-66-66-66-66-66-66-6

5-25-25-25-25-25-25-2

5-35-35-35-35-35-35-3

5-45-45-45-45-45-45-4

2-22-22-22-22-22-22-2

3-13-13-13-13-13-13-1

3-23-23-23-23-23-23-2

2-12-12-12-12-12-12-1

4-24-24-24-24-24-24-2

4-34-34-34-34-34-34-3

4-44-44-44-44-44-44-4

4-14-14-14-14-14-14-1

4-64-64-64-64-64-64-6

4-74-74-74-74-74-74-7

6-76-76-76-76-76-76-7

7-57-57-57-57-57-57-5

7-17-17-17-17-17-17-1

8-18-18-18-18-18-18-1

8-28-28-28-28-28-28-2

7-67-67-67-67-67-67-6

7-77-77-77-77-77-77-7

その他その他その他その他その他その他その他

第三者機関による検査・試験費用は工事費に(    含む    含まない)第三者機関による検査・試験費用は工事費に(    含む    含まない)第三者機関による検査・試験費用は工事費に(    含む    含まない)第三者機関による検査・試験費用は工事費に(    含む    含まない)第三者機関による検査・試験費用は工事費に(    含む    含まない)第三者機関による検査・試験費用は工事費に(    含む    含まない)第三者機関による検査・試験費用は工事費に(    含む    含まない)

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

1)1)1)1)1)1)1)

2)2)2)2)2)2)2)

3)3)3)3)3)3)3)

4)4)4)4)4)4)4)

7-127-127-127-127-127-127-12

  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 径径径径径径径

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SD490SD490SD490SD490SD490SD490SD490

溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手 スパイラルスパイラルスパイラルスパイラルスパイラルスパイラルスパイラル

機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)

機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手

スパイラルスパイラルスパイラルスパイラルスパイラルスパイラルスパイラル 工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接

機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)

工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接高強度せん断高強度せん断高強度せん断高強度せん断高強度せん断高強度せん断高強度せん断

継　手継　手継　手継　手継　手継　手継　手

  D     以下  D     以下  D     以下  D     以下  D     以下  D     以下  D     以下

  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上

  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上

備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考本数本数本数本数本数本数本数終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN管厚 mm管厚 mm管厚 mm管厚 mm管厚 mm管厚 mm管厚 mm

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm

XXXXXXX

YYYYYYY

方　向方　向方　向方　向方　向方　向方　向 構 造 計 算 ル ー ト構 造 計 算 ル ー ト構 造 計 算 ル ー ト構 造 計 算 ル ー ト構 造 計 算 ル ー ト構 造 計 算 ル ー ト構 造 計 算 ル ー ト

50505050505050 150150150150150150150

50505050505050 150150150150150150150

50505050505050 150150150150150150150

50505050505050 150150150150150150150

50505050505050 150150150150150150150

50505050505050 150150150150150150150

地　中　梁地　中　梁地　中　梁地　中　梁地　中　梁地　中　梁地　中　梁

構造スラブ構造スラブ構造スラブ構造スラブ構造スラブ構造スラブ構造スラブ

ベ タベ タベ タベ タベ タベ タベ タ
基 礎基 礎基 礎基 礎基 礎基 礎基 礎

捨てコンクリート厚さ捨てコンクリート厚さ捨てコンクリート厚さ捨てコンクリート厚さ捨てコンクリート厚さ捨てコンクリート厚さ捨てコンクリート厚さ
A : 砕　石A : 砕　石A : 砕　石A : 砕　石A : 砕　石A : 砕　石A : 砕　石

B : 割栗石B : 割栗石B : 割栗石B : 割栗石B : 割栗石B : 割栗石B : 割栗石
場　所場　所場　所場　所場　所場　所場　所 厚  さ厚  さ厚  さ厚  さ厚  さ厚  さ厚  さ

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

屋 内屋 内屋 内屋 内屋 内屋 内屋 内

屋 外屋 外屋 外屋 外屋 外屋 外屋 外

※(1)※(1)※(1)※(1)※(1)※(1)※(1)

ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1

ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1

ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2

ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2

ルート2ルート2ルート2ルート2ルート2ルート2ルート2

ルート2ルート2ルート2ルート2ルート2ルート2ルート2

ルート3ルート3ルート3ルート3ルート3ルート3ルート3

ルート3ルート3ルート3ルート3ルート3ルート3ルート3

AAAAAAA

AAAAAAA

AAAAAAA

AAAAAAA

AAAAAAA

AAAAAAA

BBBBBBB

BBBBBBB

BBBBBBB

BBBBBBB

BBBBBBB

BBBBBBB

独立，布独立，布独立，布独立，布独立，布独立，布独立，布

土間スラブ土間スラブ土間スラブ土間スラブ土間スラブ土間スラブ土間スラブ

50505050505050

50505050505050

50505050505050

50505050505050

50505050505050

50505050505050

60606060606060

60606060606060

60606060606060

60606060606060

60606060606060

60606060606060

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN 短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN 終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN 本数本数本数本数本数本数本数 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm 鋼管 mm鋼管 mm鋼管 mm鋼管 mm鋼管 mm鋼管 mm鋼管 mm 長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN 短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN 終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN 本数本数本数本数本数本数本数 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

柱柱柱柱柱柱柱規　格　名　称規　格　名　称規　格　名　称規　格　名　称規　格　名　称規　格　名　称規　格　名　称 鋼　材　名鋼　材　名鋼　材　名鋼　材　名鋼　材　名鋼　材　名鋼　材　名 大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁内ダイア内ダイア内ダイア内ダイア内ダイア内ダイア内ダイア ブレースブレースブレースブレースブレースブレースブレース 小梁,他小梁,他小梁,他小梁,他小梁,他小梁,他小梁,他

SS400SS400SS400SS400SS400SS400SS400一般構造用圧延鋼材一般構造用圧延鋼材一般構造用圧延鋼材一般構造用圧延鋼材一般構造用圧延鋼材一般構造用圧延鋼材一般構造用圧延鋼材

SM400ASM400ASM400ASM400ASM400ASM400ASM400A SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A溶接構造用圧延鋼材溶接構造用圧延鋼材溶接構造用圧延鋼材溶接構造用圧延鋼材溶接構造用圧延鋼材溶接構造用圧延鋼材溶接構造用圧延鋼材

SN400ASN400ASN400ASN400ASN400ASN400ASN400A

SN400BSN400BSN400BSN400BSN400BSN400BSN400B SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B建築構造用圧延鋼材建築構造用圧延鋼材建築構造用圧延鋼材建築構造用圧延鋼材建築構造用圧延鋼材建築構造用圧延鋼材建築構造用圧延鋼材

SN400CSN400CSN400CSN400CSN400CSN400CSN400C SN490CSN490CSN490CSN490CSN490CSN490CSN490C

STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400 STKR490STKR490STKR490STKR490STKR490STKR490STKR490一般構造用角形鋼管一般構造用角形鋼管一般構造用角形鋼管一般構造用角形鋼管一般構造用角形鋼管一般構造用角形鋼管一般構造用角形鋼管

BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295

BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235 BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325
冷間成形角形鋼管冷間成形角形鋼管冷間成形角形鋼管冷間成形角形鋼管冷間成形角形鋼管冷間成形角形鋼管冷間成形角形鋼管

SHC400BSHC400BSHC400BSHC400BSHC400BSHC400BSHC400B SHC400CSHC400CSHC400CSHC400CSHC400CSHC400CSHC400C
熱間成形角形鋼管熱間成形角形鋼管熱間成形角形鋼管熱間成形角形鋼管熱間成形角形鋼管熱間成形角形鋼管熱間成形角形鋼管

SHC490BSHC490BSHC490BSHC490BSHC490BSHC490BSHC490B SHC490CSHC490CSHC490CSHC490CSHC490CSHC490CSHC490C

STK400STK400STK400STK400STK400STK400STK400 STK490STK490STK490STK490STK490STK490STK490一般構造用炭素鋼管一般構造用炭素鋼管一般構造用炭素鋼管一般構造用炭素鋼管一般構造用炭素鋼管一般構造用炭素鋼管一般構造用炭素鋼管

SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400一般構造用軽量形鋼一般構造用軽量形鋼一般構造用軽量形鋼一般構造用軽量形鋼一般構造用軽量形鋼一般構造用軽量形鋼一般構造用軽量形鋼

柱柱柱柱柱柱柱 梁梁梁梁梁梁梁

高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルトフランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ 現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接 現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト

高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルトウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ 現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接 現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト

通　し通　し通　し通　し通　し通　し通　し
ダイアダイアダイアダイアダイアダイアダイア

備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考一　般一　般一　般一　般一　般一　般一　般

18181818181818

 60以下 60以下 60以下 60以下 60以下 60以下 60以下

185以下185以下185以下185以下185以下185以下185以下

270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上

185以下185以下185以下185以下185以下185以下185以下

 60以下 60以下 60以下 60以下 60以下 60以下 60以下

15151515151515

基礎,地中梁基礎,地中梁基礎,地中梁基礎,地中梁基礎,地中梁基礎,地中梁基礎,地中梁

基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁

3日3日3日3日3日3日3日

5日5日5日5日5日5日5日

8日8日8日8日8日8日8日

5N/mm25N/mm25N/mm25N/mm25N/mm25N/mm25N/mm2
28日28日28日28日28日28日28日

25日25日25日25日25日25日25日

17日17日17日17日17日17日17日

スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下

の材齢によるの材齢によるの材齢によるの材齢によるの材齢によるの材齢によるの材齢による
場 合場 合場 合場 合場 合場 合場 合

圧縮試験による場合圧縮試験による場合圧縮試験による場合圧縮試験による場合圧縮試験による場合圧縮試験による場合圧縮試験による場合

15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上

 5℃以上 5℃以上 5℃以上 5℃以上 5℃以上 5℃以上 5℃以上

 0℃以上 0℃以上 0℃以上 0℃以上 0℃以上 0℃以上 0℃以上

0.85Fcまたは12N/mm20.85Fcまたは12N/mm20.85Fcまたは12N/mm20.85Fcまたは12N/mm20.85Fcまたは12N/mm20.85Fcまたは12N/mm20.85Fcまたは12N/mm2 設計強度設計強度設計強度設計強度設計強度設計強度設計強度

28日28日28日28日28日28日28日

梁　下梁　下梁　下梁　下梁　下梁　下梁　下

縦縦縦縦縦縦縦

横横横横横横横

使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所方　向方　向方　向方　向方　向方　向方　向 構　法構　法構　法構　法構　法構　法構　法 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

スライド構法スライド構法スライド構法スライド構法スライド構法スライド構法スライド構法

ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法

カバープレート構法カバープレート構法カバープレート構法カバープレート構法カバープレート構法カバープレート構法カバープレート構法

ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法

SSSSSSS HHHHHHH JJJJJJJRRRRRRRMMMMMMM

国土交通省大臣認定(グレード)国土交通省大臣認定(グレード)国土交通省大臣認定(グレード)国土交通省大臣認定(グレード)国土交通省大臣認定(グレード)国土交通省大臣認定(グレード)国土交通省大臣認定(グレード)

箇　所箇　所箇　所箇　所箇　所箇　所箇　所

単位水量       kg/m3単位水量       kg/m3単位水量       kg/m3単位水量       kg/m3単位水量       kg/m3単位水量       kg/m3単位水量       kg/m3

単位セメント量 kg/m3単位セメント量 kg/m3単位セメント量 kg/m3単位セメント量 kg/m3単位セメント量 kg/m3単位セメント量 kg/m3単位セメント量 kg/m3

水セメント比   %水セメント比   %水セメント比   %水セメント比   %水セメント比   %水セメント比   %水セメント比   %

スランプ       cmスランプ       cmスランプ       cmスランプ       cmスランプ       cmスランプ       cmスランプ       cm

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

*******

*******

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

*******

*******

*******

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

*******

*******

*******

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

長期      kN/m2  短期      kN/m2  終局      kN/m2長期      kN/m2  短期      kN/m2  終局      kN/m2長期      kN/m2  短期      kN/m2  終局      kN/m2長期      kN/m2  短期      kN/m2  終局      kN/m2長期      kN/m2  短期      kN/m2  終局      kN/m2長期      kN/m2  短期      kN/m2  終局      kN/m2長期      kN/m2  短期      kN/m2  終局      kN/m2

行う (     箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)       行わない行う (     箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)       行わない行う (     箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)       行わない行う (     箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)       行わない行う (     箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)       行わない行う (     箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)       行わない行う (     箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)       行わない

行う (     箇所)行う (     箇所)行う (     箇所)行う (     箇所)行う (     箇所)行う (     箇所)行う (     箇所)

＊＊＊＊＊＊＊     行う (     全数          % )     行わない     行う (     全数          % )     行わない     行う (     全数          % )     行わない     行う (     全数          % )     行わない     行う (     全数          % )     行わない     行う (     全数          % )     行わない     行う (     全数          % )     行わない

コンクリート       Fc     (     普通ポルトランドセメント     高炉セメント B種)コンクリート       Fc     (     普通ポルトランドセメント     高炉セメント B種)コンクリート       Fc     (     普通ポルトランドセメント     高炉セメント B種)コンクリート       Fc     (     普通ポルトランドセメント     高炉セメント B種)コンクリート       Fc     (     普通ポルトランドセメント     高炉セメント B種)コンクリート       Fc     (     普通ポルトランドセメント     高炉セメント B種)コンクリート       Fc     (     普通ポルトランドセメント     高炉セメント B種)

D     以下D     以下D     以下D     以下D     以下D     以下D     以下

D     以上D     以上D     以上D     以上D     以上D     以上D     以上

D     以上D     以上D     以上D     以上D     以上D     以上D     以上 SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

     Fc18     Fc21     Fc24     Fc27     Fc30     Fc        Fc     Fc18     Fc21     Fc24     Fc27     Fc30     Fc        Fc     Fc18     Fc21     Fc24     Fc27     Fc30     Fc        Fc     Fc18     Fc21     Fc24     Fc27     Fc30     Fc        Fc     Fc18     Fc21     Fc24     Fc27     Fc30     Fc        Fc     Fc18     Fc21     Fc24     Fc27     Fc30     Fc        Fc     Fc18     Fc21     Fc24     Fc27     Fc30     Fc        Fc

     軽量コンクリート (     1種     2種     気乾単位容積質量     18.5          )     軽量コンクリート (     1種     2種     気乾単位容積質量     18.5          )     軽量コンクリート (     1種     2種     気乾単位容積質量     18.5          )     軽量コンクリート (     1種     2種     気乾単位容積質量     18.5          )     軽量コンクリート (     1種     2種     気乾単位容積質量     18.5          )     軽量コンクリート (     1種     2種     気乾単位容積質量     18.5          )     軽量コンクリート (     1種     2種     気乾単位容積質量     18.5          )

土間コンクリート     Fc     (ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)土間コンクリート     Fc     (ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)土間コンクリート     Fc     (ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)土間コンクリート     Fc     (ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)土間コンクリート     Fc     (ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)土間コンクリート     Fc     (ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)土間コンクリート     Fc     (ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)

     日本建築学会　JASS5，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説     日本建築学会　JASS5，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説     日本建築学会　JASS5，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説     日本建築学会　JASS5，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説     日本建築学会　JASS5，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説     日本建築学会　JASS5，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説     日本建築学会　JASS5，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

     日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説     日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説     日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説     日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説     日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説     日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説     日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5，鉄筋コンXY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5，鉄筋コンXY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5，鉄筋コンXY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5，鉄筋コンXY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5，鉄筋コンXY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5，鉄筋コンXY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5，鉄筋コン

クリート造配筋指針・同解説及び鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説とすることができる。クリート造配筋指針・同解説及び鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説とすることができる。クリート造配筋指針・同解説及び鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説とすることができる。クリート造配筋指針・同解説及び鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説とすることができる。クリート造配筋指針・同解説及び鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説とすることができる。クリート造配筋指針・同解説及び鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説とすることができる。クリート造配筋指針・同解説及び鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説とすることができる。

ST  杭ST  杭ST  杭ST  杭ST  杭ST  杭ST  杭

SC  杭SC  杭SC  杭SC  杭SC  杭SC  杭SC  杭

§ 9§ 9§ 9§ 9§ 9§ 9§ 9 設 備・ 非 構 造 部材設 備・ 非 構 造 部材設 備・ 非 構 造 部材設 備・ 非 構 造 部材設 備・ 非 構 造 部材設 備・ 非 構 造 部材設 備・ 非 構 造 部材

*******

1275級1275級1275級1275級1275級1275級1275級

 785級 785級 785級 785級 785級 785級 785級

 685級 685級 685級 685級 685級 685級 685級

    印が複数有る場合は、共に適用する。    印が複数有る場合は、共に適用する。    印が複数有る場合は、共に適用する。    印が複数有る場合は、共に適用する。    印が複数有る場合は、共に適用する。    印が複数有る場合は、共に適用する。    印が複数有る場合は、共に適用する。

日本建築学会標準仕様書 ,  JASS5 ,  JASS6日本建築学会標準仕様書 ,  JASS5 ,  JASS6日本建築学会標準仕様書 ,  JASS5 ,  JASS6日本建築学会標準仕様書 ,  JASS5 ,  JASS6日本建築学会標準仕様書 ,  JASS5 ,  JASS6日本建築学会標準仕様書 ,  JASS5 ,  JASS6日本建築学会標準仕様書 ,  JASS5 ,  JASS6

高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト7-27-27-27-27-27-27-2

使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所

トルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルト 全般全般全般全般全般全般全般

JIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルト トルシア形が使用できない部分トルシア形が使用できない部分トルシア形が使用できない部分トルシア形が使用できない部分トルシア形が使用できない部分トルシア形が使用できない部分トルシア形が使用できない部分

溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト 母材が亜鉛メッキされている部分母材が亜鉛メッキされている部分母材が亜鉛メッキされている部分母材が亜鉛メッキされている部分母材が亜鉛メッキされている部分母材が亜鉛メッキされている部分母材が亜鉛メッキされている部分

S10TS10TS10TS10TS10TS10TS10T

F10TF10TF10TF10TF10TF10TF10T

F8T F8T F8T F8T F8T F8T F8T 

＊＊＊＊＊＊＊

高　力　ボ　ル　ト　の　種　類高　力　ボ　ル　ト　の　種　類高　力　ボ　ル　ト　の　種　類高　力　ボ　ル　ト　の　種　類高　力　ボ　ル　ト　の　種　類高　力　ボ　ル　ト　の　種　類高　力　ボ　ル　ト　の　種　類

材質     SS400     SS490 ( M    以上)     SNR400     SNR490 ( M    以上)材質     SS400     SS490 ( M    以上)     SNR400     SNR490 ( M    以上)材質     SS400     SS490 ( M    以上)     SNR400     SNR490 ( M    以上)材質     SS400     SS490 ( M    以上)     SNR400     SNR490 ( M    以上)材質     SS400     SS490 ( M    以上)     SNR400     SNR490 ( M    以上)材質     SS400     SS490 ( M    以上)     SNR400     SNR490 ( M    以上)材質     SS400     SS490 ( M    以上)     SNR400     SNR490 ( M    以上)

普通ボルト，アンカーボルト普通ボルト，アンカーボルト普通ボルト，アンカーボルト普通ボルト，アンカーボルト普通ボルト，アンカーボルト普通ボルト，アンカーボルト普通ボルト，アンカーボルト

1)1)1)1)1)1)1)

2)2)2)2)2)2)2) 大臣認定柱脚(メーカー仕様による)     使用する     使用しない大臣認定柱脚(メーカー仕様による)     使用する     使用しない大臣認定柱脚(メーカー仕様による)     使用する     使用しない大臣認定柱脚(メーカー仕様による)     使用する     使用しない大臣認定柱脚(メーカー仕様による)     使用する     使用しない大臣認定柱脚(メーカー仕様による)     使用する     使用しない大臣認定柱脚(メーカー仕様による)     使用する     使用しない

7-37-37-37-37-37-37-3

頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド7-47-47-47-47-47-47-4

径径径径径径径 使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所

13φ13φ13φ13φ13φ13φ13φ  80 80 80 80 80 80 80

16φ16φ16φ16φ16φ16φ16φ  80 80 80 80 80 80 80

19φ19φ19φ19φ19φ19φ19φ 100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

120120120120120120120

長　さ (mm)長　さ (mm)長　さ (mm)長　さ (mm)長　さ (mm)長　さ (mm)長　さ (mm)

120120120120120120120

120120120120120120120

150150150150150150150

150150150150150150150

150150150150150150150

デッキプレート (単位 mm)デッキプレート (単位 mm)デッキプレート (単位 mm)デッキプレート (単位 mm)デッキプレート (単位 mm)デッキプレート (単位 mm)デッキプレート (単位 mm)

溶接手法及び管理溶接手法及び管理溶接手法及び管理溶接手法及び管理溶接手法及び管理溶接手法及び管理溶接手法及び管理

使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、

専任の管理技術者により管理を行うこと。専任の管理技術者により管理を行うこと。専任の管理技術者により管理を行うこと。専任の管理技術者により管理を行うこと。専任の管理技術者により管理を行うこと。専任の管理技術者により管理を行うこと。専任の管理技術者により管理を行うこと。

3)3)3)3)3)3)3) 型枠用型枠用型枠用型枠用型枠用型枠用型枠用 タイプタイプタイプタイプタイプタイプタイプ

4)4)4)4)4)4)4) 防錆処理防錆処理防錆処理防錆処理防錆処理防錆処理防錆処理 亜鉛メッキ亜鉛メッキ亜鉛メッキ亜鉛メッキ亜鉛メッキ亜鉛メッキ亜鉛メッキ Z27Z27Z27Z27Z27Z27Z27

1)1)1)1)1)1)1) 素地こしらえ素地こしらえ素地こしらえ素地こしらえ素地こしらえ素地こしらえ素地こしらえ

2)2)2)2)2)2)2) 錆止め塗料錆止め塗料錆止め塗料錆止め塗料錆止め塗料錆止め塗料錆止め塗料

3)3)3)3)3)3)3) 溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない行う行う行う行う行う行う行う

プライマープライマープライマープライマープライマープライマープライマー

形版形版形版形版形版形版形版

Z12Z12Z12Z12Z12Z12Z12

ブラストブラストブラストブラストブラストブラストブラストケレンケレンケレンケレンケレンケレンケレン

1)1)1)1)1)1)1) 床用床用床用床用床用床用床用

2)2)2)2)2)2)2) 合成スラブ用合成スラブ用合成スラブ用合成スラブ用合成スラブ用合成スラブ用合成スラブ用

7-87-87-87-87-87-87-8

7-97-97-97-97-97-97-9

7-107-107-107-107-107-107-10

塗      料塗      料塗      料塗      料塗      料塗      料塗      料
適 用適 用適 用適 用適 用適 用適 用

室外室外室外室外室外室外室外 室内室内室内室内室内室内室内
種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

鉛、クロムフリ-錆び止め鉛、クロムフリ-錆び止め鉛、クロムフリ-錆び止め鉛、クロムフリ-錆び止め鉛、クロムフリ-錆び止め鉛、クロムフリ-錆び止め鉛、クロムフリ-錆び止め JISK5674JISK5674JISK5674JISK5674JISK5674JISK5674JISK5674

＊＊＊＊＊＊＊

高さ高さ高さ高さ高さ高さ高さ

高さ高さ高さ高さ高さ高さ高さ

高さ高さ高さ高さ高さ高さ高さ 板厚板厚板厚板厚板厚板厚板厚

板厚板厚板厚板厚板厚板厚板厚

板厚板厚板厚板厚板厚板厚板厚

標準膜厚標準膜厚標準膜厚標準膜厚標準膜厚標準膜厚標準膜厚

＊＊＊＊＊＊＊

溶接部の検査(受入検査)溶接部の検査(受入検査)溶接部の検査(受入検査)溶接部の検査(受入検査)溶接部の検査(受入検査)溶接部の検査(受入検査)溶接部の検査(受入検査) 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない行う行う行う行う行う行う行う7-117-117-117-117-117-117-11 ＊＊＊＊＊＊＊

1)1)1)1)1)1)1)

2)2)2)2)2)2)2) 第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の

認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

3)3)3)3)3)3)3) 受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。

4)4)4)4)4)4)4) 外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会

「JASS6　6付則」鉄骨精度基準による。「JASS6　6付則」鉄骨精度基準による。「JASS6　6付則」鉄骨精度基準による。「JASS6　6付則」鉄骨精度基準による。「JASS6　6付則」鉄骨精度基準による。「JASS6　6付則」鉄骨精度基準による。「JASS6　6付則」鉄骨精度基準による。

5)5)5)5)5)5)5) 超音波探傷検査は母材厚6mm以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造建築超音波探傷検査は母材厚6mm以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造建築超音波探傷検査は母材厚6mm以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造建築超音波探傷検査は母材厚6mm以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造建築超音波探傷検査は母材厚6mm以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造建築超音波探傷検査は母材厚6mm以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造建築超音波探傷検査は母材厚6mm以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造建築

溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。

工事溶接に対し第三者検査機関による検査箇所数は下表による。工事溶接に対し第三者検査機関による検査箇所数は下表による。工事溶接に対し第三者検査機関による検査箇所数は下表による。工事溶接に対し第三者検査機関による検査箇所数は下表による。工事溶接に対し第三者検査機関による検査箇所数は下表による。工事溶接に対し第三者検査機関による検査箇所数は下表による。工事溶接に対し第三者検査機関による検査箇所数は下表による。6)6)6)6)6)6)6)

スタ-トスタ-トスタ-トスタ-トスタ-トスタ-トスタ-ト

第 3 節第 3 節第 3 節第 3 節第 3 節第 3 節第 3 節

検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階 1111111 2222222 3333333

100 %100 %100 %100 %100 %100 %100 %60 % 以上60 % 以上60 % 以上60 % 以上60 % 以上60 % 以上60 % 以上30 % 以上30 % 以上30 % 以上30 % 以上30 % 以上30 % 以上30 % 以上検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数

第 1 節第 1 節第 1 節第 1 節第 1 節第 1 節第 1 節

第 2 節第 2 節第 2 節第 2 節第 2 節第 2 節第 2 節

以下，上記の方法を繰り返す。以下，上記の方法を繰り返す。以下，上記の方法を繰り返す。以下，上記の方法を繰り返す。以下，上記の方法を繰り返す。以下，上記の方法を繰り返す。以下，上記の方法を繰り返す。

不合格率  5 % 未満の場合不合格率  5 % 未満の場合不合格率  5 % 未満の場合不合格率  5 % 未満の場合不合格率  5 % 未満の場合不合格率  5 % 未満の場合不合格率  5 % 未満の場合

   〃     5 % 以上の場合   〃     5 % 以上の場合   〃     5 % 以上の場合   〃     5 % 以上の場合   〃     5 % 以上の場合   〃     5 % 以上の場合   〃     5 % 以上の場合

受入検査を行う第三者検査機関は,建築主,設計者,工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。受入検査を行う第三者検査機関は,建築主,設計者,工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。受入検査を行う第三者検査機関は,建築主,設計者,工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。受入検査を行う第三者検査機関は,建築主,設計者,工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。受入検査を行う第三者検査機関は,建築主,設計者,工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。受入検査を行う第三者検査機関は,建築主,設計者,工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。受入検査を行う第三者検査機関は,建築主,設計者,工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。

現場溶接の場合は第三者機関による検査を100%　行う。現場溶接の場合は第三者機関による検査を100%　行う。現場溶接の場合は第三者機関による検査を100%　行う。現場溶接の場合は第三者機関による検査を100%　行う。現場溶接の場合は第三者機関による検査を100%　行う。現場溶接の場合は第三者機関による検査を100%　行う。現場溶接の場合は第三者機関による検査を100%　行う。7)7)7)7)7)7)7)

8)8)8)8)8)8)8) 不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

9)9)9)9)9)9)9) ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口の

ずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。ずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。ずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。ずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。ずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。ずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。ずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。

30μm30μm30μm30μm30μm30μm30μm

＊＊＊＊＊＊＊ 1種1種1種1種1種1種1種

錆止め塗装(工場塗2回を原則とする)錆止め塗装(工場塗2回を原則とする)錆止め塗装(工場塗2回を原則とする)錆止め塗装(工場塗2回を原則とする)錆止め塗装(工場塗2回を原則とする)錆止め塗装(工場塗2回を原則とする)錆止め塗装(工場塗2回を原則とする)

F28≧Fc＋S＋ΔF　　S(構造体強度補正値)：公共建築工事標準仕様書　令和4年版　表6.3.2参照)F28≧Fc＋S＋ΔF　　S(構造体強度補正値)：公共建築工事標準仕様書　令和4年版　表6.3.2参照)F28≧Fc＋S＋ΔF　　S(構造体強度補正値)：公共建築工事標準仕様書　令和4年版　表6.3.2参照)F28≧Fc＋S＋ΔF　　S(構造体強度補正値)：公共建築工事標準仕様書　令和4年版　表6.3.2参照)F28≧Fc＋S＋ΔF　　S(構造体強度補正値)：公共建築工事標準仕様書　令和4年版　表6.3.2参照)F28≧Fc＋S＋ΔF　　S(構造体強度補正値)：公共建築工事標準仕様書　令和4年版　表6.3.2参照)F28≧Fc＋S＋ΔF　　S(構造体強度補正値)：公共建築工事標準仕様書　令和4年版　表6.3.2参照)

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

16161616161616

19191919191919

18181818181818

18181818181818

250250250250250250250 750750750750750750750

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）



●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名 ●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号 株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社 橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所
徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名 ●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺設計設計設計設計設計設計設計 竣工竣工竣工竣工竣工竣工竣工
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7 NONNONNONNONNONNONNON 一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明【庁舎棟】構造特記仕様書【庁舎棟】構造特記仕様書【庁舎棟】構造特記仕様書【庁舎棟】構造特記仕様書【庁舎棟】構造特記仕様書【庁舎棟】構造特記仕様書【庁舎棟】構造特記仕様書

S-02S-02S-02S-02S-02S-02S-02

（５）材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。（５）材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。（５）材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。（５）材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。（５）材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。（５）材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。（５）材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。

　・使用予定硬化材料　：　　　　セメント系固化材　・使用予定硬化材料　：　　　　セメント系固化材　・使用予定硬化材料　：　　　　セメント系固化材　・使用予定硬化材料　：　　　　セメント系固化材　・使用予定硬化材料　：　　　　セメント系固化材　・使用予定硬化材料　：　　　　セメント系固化材　・使用予定硬化材料　：　　　　セメント系固化材

固化材液を攪拌混合する。固化材液を攪拌混合する。固化材液を攪拌混合する。固化材液を攪拌混合する。固化材液を攪拌混合する。固化材液を攪拌混合する。固化材液を攪拌混合する。

③改良体全体の攪拌混合③改良体全体の攪拌混合③改良体全体の攪拌混合③改良体全体の攪拌混合③改良体全体の攪拌混合③改良体全体の攪拌混合③改良体全体の攪拌混合

②2次攪拌混合・・・仮置き土を所定量入れ戻しながら②2次攪拌混合・・・仮置き土を所定量入れ戻しながら②2次攪拌混合・・・仮置き土を所定量入れ戻しながら②2次攪拌混合・・・仮置き土を所定量入れ戻しながら②2次攪拌混合・・・仮置き土を所定量入れ戻しながら②2次攪拌混合・・・仮置き土を所定量入れ戻しながら②2次攪拌混合・・・仮置き土を所定量入れ戻しながら

現位置土と固化材液を攪拌混合する。現位置土と固化材液を攪拌混合する。現位置土と固化材液を攪拌混合する。現位置土と固化材液を攪拌混合する。現位置土と固化材液を攪拌混合する。現位置土と固化材液を攪拌混合する。現位置土と固化材液を攪拌混合する。

→（６）へ→（６）へ→（６）へ→（６）へ→（６）へ→（６）へ→（６）へ

全体が均質であることをモニターで確認する。全体が均質であることをモニターで確認する。全体が均質であることをモニターで確認する。全体が均質であることをモニターで確認する。全体が均質であることをモニターで確認する。全体が均質であることをモニターで確認する。全体が均質であることをモニターで確認する。

・・・改良体全体を上下前後に攪拌混合し、・・・改良体全体を上下前後に攪拌混合し、・・・改良体全体を上下前後に攪拌混合し、・・・改良体全体を上下前後に攪拌混合し、・・・改良体全体を上下前後に攪拌混合し、・・・改良体全体を上下前後に攪拌混合し、・・・改良体全体を上下前後に攪拌混合し、

（２）より→（２）より→（２）より→（２）より→（２）より→（２）より→（２）より→

付けながら、所定量の排土を行う。付けながら、所定量の排土を行う。付けながら、所定量の排土を行う。付けながら、所定量の排土を行う。付けながら、所定量の排土を行う。付けながら、所定量の排土を行う。付けながら、所定量の排土を行う。

掘削完了後に所定の固化材液を投入する。掘削完了後に所定の固化材液を投入する。掘削完了後に所定の固化材液を投入する。掘削完了後に所定の固化材液を投入する。掘削完了後に所定の固化材液を投入する。掘削完了後に所定の固化材液を投入する。掘削完了後に所定の固化材液を投入する。

支持層支持層支持層支持層支持層支持層支持層

現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤
改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端

（３）-２（３）-２（３）-２（３）-２（３）-２（３）-２（３）-２
（５）-２流動化処理工程（造成）（５）-２流動化処理工程（造成）（５）-２流動化処理工程（造成）（５）-２流動化処理工程（造成）（５）-２流動化処理工程（造成）（５）-２流動化処理工程（造成）（５）-２流動化処理工程（造成）

掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機モニターモニターモニターモニターモニターモニターモニター

土の投入土の投入土の投入土の投入土の投入土の投入土の投入

固化材液固化材液固化材液固化材液固化材液固化材液固化材液 改良機改良機改良機改良機改良機改良機改良機

（４）-２流動化処理工程（計測初期値セット）（４）-２流動化処理工程（計測初期値セット）（４）-２流動化処理工程（計測初期値セット）（４）-２流動化処理工程（計測初期値セット）（４）-２流動化処理工程（計測初期値セット）（４）-２流動化処理工程（計測初期値セット）（４）-２流動化処理工程（計測初期値セット）

掘削面が崩壊する為、改良範囲内をのり面を掘削面が崩壊する為、改良範囲内をのり面を掘削面が崩壊する為、改良範囲内をのり面を掘削面が崩壊する為、改良範囲内をのり面を掘削面が崩壊する為、改良範囲内をのり面を掘削面が崩壊する為、改良範囲内をのり面を掘削面が崩壊する為、改良範囲内をのり面を

改良機改良機改良機改良機改良機改良機改良機

基準線基準線基準線基準線基準線基準線基準線

現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤

モニターモニターモニターモニターモニターモニターモニター

バケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線に

合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。

　　崩壊する場合には(3)-②～(5)-②　　崩壊する場合には(3)-②～(5)-②　　崩壊する場合には(3)-②～(5)-②　　崩壊する場合には(3)-②～(5)-②　　崩壊する場合には(3)-②～(5)-②　　崩壊する場合には(3)-②～(5)-②　　崩壊する場合には(3)-②～(5)-②

※地下水位があり法面が※地下水位があり法面が※地下水位があり法面が※地下水位があり法面が※地下水位があり法面が※地下水位があり法面が※地下水位があり法面が

3333333

2222222

2222222

（７）試料採取（品質管理）（７）試料採取（品質管理）（７）試料採取（品質管理）（７）試料採取（品質管理）（７）試料採取（品質管理）（７）試料採取（品質管理）（７）試料採取（品質管理）

現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤

流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し

混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ

電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。

仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水）を仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水）を仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水）を仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水）を仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水）を仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水）を仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水）を

投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。

　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m　に達しているか確認する。　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m　に達しているか確認する。　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m　に達しているか確認する。　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m　に達しているか確認する。　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m　に達しているか確認する。　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m　に達しているか確認する。　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m　に達しているか確認する。

ローター式バケットミキサー　もしくはローター式バケットミキサー　もしくはローター式バケットミキサー　もしくはローター式バケットミキサー　もしくはローター式バケットミキサー　もしくはローター式バケットミキサー　もしくはローター式バケットミキサー　もしくは

(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット

（１）頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。（１）頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。（１）頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。（１）頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。（１）頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。（１）頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。（１）頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。

攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録

支持層を目視にて確認支持層を目視にて確認支持層を目視にて確認支持層を目視にて確認支持層を目視にて確認支持層を目視にて確認支持層を目視にて確認

改良体の出来形・電気比抵抗値改良体の出来形・電気比抵抗値改良体の出来形・電気比抵抗値改良体の出来形・電気比抵抗値改良体の出来形・電気比抵抗値改良体の出来形・電気比抵抗値改良体の出来形・電気比抵抗値

建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工

未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア

工程工程工程工程工程工程工程

使用機械使用機械使用機械使用機械使用機械使用機械使用機械

使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料

組織編成表組織編成表組織編成表組織編成表組織編成表組織編成表組織編成表

③③③③③③③

(2)室内配合試験(2)室内配合試験(2)室内配合試験(2)室内配合試験(2)室内配合試験(2)室内配合試験(2)室内配合試験

　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度

　　　at：変動係数・採取ヶ所数による割増係数　　　at：変動係数・採取ヶ所数による割増係数　　　at：変動係数・採取ヶ所数による割増係数　　　at：変動係数・採取ヶ所数による割増係数　　　at：変動係数・採取ヶ所数による割増係数　　　at：変動係数・採取ヶ所数による割増係数　　　at：変動係数・採取ヶ所数による割増係数

　　　Xf：配合強度　　　Xf：配合強度　　　Xf：配合強度　　　Xf：配合強度　　　Xf：配合強度　　　Xf：配合強度　　　Xf：配合強度

　　　Xf=at×Fc　　　Xf=at×Fc　　　Xf=at×Fc　　　Xf=at×Fc　　　Xf=at×Fc　　　Xf=at×Fc　　　Xf=at×Fc

　　　次式を用いて求める。　　　次式を用いて求める。　　　次式を用いて求める。　　　次式を用いて求める。　　　次式を用いて求める。　　　次式を用いて求める。　　　次式を用いて求める。

(1)配合強度(1)配合強度(1)配合強度(1)配合強度(1)配合強度(1)配合強度(1)配合強度

５．配合計画５．配合計画５．配合計画５．配合計画５．配合計画５．配合計画５．配合計画

③③③③③③③

②②②②②②②

工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。

　・造成工事業者　　　：　・造成工事業者　　　：　・造成工事業者　　　：　・造成工事業者　　　：　・造成工事業者　　　：　・造成工事業者　　　：　・造成工事業者　　　：

　・供試体の採取方法　：　・供試体の採取方法　：　・供試体の採取方法　：　・供試体の採取方法　：　・供試体の採取方法　：　・供試体の採取方法　：　・供試体の採取方法　：

４．施工計画４．施工計画４．施工計画４．施工計画４．施工計画４．施工計画４．施工計画

①①①①①①① 工事概要工事概要工事概要工事概要工事概要工事概要工事概要

計画・設計の条件計画・設計の条件計画・設計の条件計画・設計の条件計画・設計の条件計画・設計の条件計画・設計の条件

施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）

　・攪拌混合装置　　　：　・攪拌混合装置　　　：　・攪拌混合装置　　　：　・攪拌混合装置　　　：　・攪拌混合装置　　　：　・攪拌混合装置　　　：　・攪拌混合装置　　　：

（５）（５）（５）（５）（５）（５）（５） 改良天端レベルの確認改良天端レベルの確認改良天端レベルの確認改良天端レベルの確認改良天端レベルの確認改良天端レベルの確認改良天端レベルの確認

（１）本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。（１）本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。（１）本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。（１）本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。（１）本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。（１）本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。（１）本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。

（３）材齢28日で一軸圧縮試験を行う。（３）材齢28日で一軸圧縮試験を行う。（３）材齢28日で一軸圧縮試験を行う。（３）材齢28日で一軸圧縮試験を行う。（３）材齢28日で一軸圧縮試験を行う。（３）材齢28日で一軸圧縮試験を行う。（３）材齢28日で一軸圧縮試験を行う。

（６）合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ（６）合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ（６）合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ（６）合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ（６）合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ（６）合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ（６）合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ

　　　適切な処置を施す。　　　適切な処置を施す。　　　適切な処置を施す。　　　適切な処置を施す。　　　適切な処置を施す。　　　適切な処置を施す。　　　適切な処置を施す。

（２）一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と（２）一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と（２）一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と（２）一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と（２）一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と（２）一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と（２）一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と

水量を算出する。水量を算出する。水量を算出する。水量を算出する。水量を算出する。水量を算出する。水量を算出する。

（４）検査手法Aによる品質検査とする。（４）検査手法Aによる品質検査とする。（４）検査手法Aによる品質検査とする。（４）検査手法Aによる品質検査とする。（４）検査手法Aによる品質検査とする。（４）検査手法Aによる品質検査とする。（４）検査手法Aによる品質検査とする。

（２）供試体の作成は原則として検査対象150m　に1ヵ所または一日1回（２）供試体の作成は原則として検査対象150m　に1ヵ所または一日1回（２）供試体の作成は原則として検査対象150m　に1ヵ所または一日1回（２）供試体の作成は原則として検査対象150m　に1ヵ所または一日1回（２）供試体の作成は原則として検査対象150m　に1ヵ所または一日1回（２）供試体の作成は原則として検査対象150m　に1ヵ所または一日1回（２）供試体の作成は原則として検査対象150m　に1ヵ所または一日1回

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。

一軸圧縮試験結果一軸圧縮試験結果一軸圧縮試験結果一軸圧縮試験結果一軸圧縮試験結果一軸圧縮試験結果一軸圧縮試験結果

工事写真 工事写真 工事写真 工事写真 工事写真 工事写真 工事写真 

施工順序の記録 施工順序の記録 施工順序の記録 施工順序の記録 施工順序の記録 施工順序の記録 施工順序の記録 

工事日報工事日報工事日報工事日報工事日報工事日報工事日報

　　　Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}　　　Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}　　　Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}　　　Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}　　　Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}　　　Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}　　　Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}

　　　ka：合格判定係数　　　ka：合格判定係数　　　ka：合格判定係数　　　ka：合格判定係数　　　ka：合格判定係数　　　ka：合格判定係数　　　ka：合格判定係数

　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度

　　　XL：合格判定値　　　XL：合格判定値　　　XL：合格判定値　　　XL：合格判定値　　　XL：合格判定値　　　XL：合格判定値　　　XL：合格判定値

　　　Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値　　　Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値　　　Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値　　　Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値　　　Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値　　　Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値　　　Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値

　　　とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。　　　とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。　　　とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。　　　とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。　　　とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。　　　とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。　　　とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。

８．配合管理８．配合管理８．配合管理８．配合管理８．配合管理８．配合管理８．配合管理

９．品質管理９．品質管理９．品質管理９．品質管理９．品質管理９．品質管理９．品質管理

１０．報告書等１０．報告書等１０．報告書等１０．報告書等１０．報告書等１０．報告書等１０．報告書等

標準施工手順標準施工手順標準施工手順標準施工手順標準施工手順標準施工手順標準施工手順

（８）造成完了（８）造成完了（８）造成完了（８）造成完了（８）造成完了（８）造成完了（８）造成完了

（６）流動化処理工程（品質管理）（６）流動化処理工程（品質管理）（６）流動化処理工程（品質管理）（６）流動化処理工程（品質管理）（６）流動化処理工程（品質管理）（６）流動化処理工程（品質管理）（６）流動化処理工程（品質管理）

（５）流動化処理工程（造成）（５）流動化処理工程（造成）（５）流動化処理工程（造成）（５）流動化処理工程（造成）（５）流動化処理工程（造成）（５）流動化処理工程（造成）（５）流動化処理工程（造成）

（４）流動化処理工程（計測初期値セット）（４）流動化処理工程（計測初期値セット）（４）流動化処理工程（計測初期値セット）（４）流動化処理工程（計測初期値セット）（４）流動化処理工程（計測初期値セット）（４）流動化処理工程（計測初期値セット）（４）流動化処理工程（計測初期値セット）

　・推定配合量　　　　：　　・推定配合量　　　　：　　・推定配合量　　　　：　　・推定配合量　　　　：　　・推定配合量　　　　：　　・推定配合量　　　　：　　・推定配合量　　　　：　

　・長期設計地耐力　　：　　LFe=　・長期設計地耐力　　：　　LFe=　・長期設計地耐力　　：　　LFe=　・長期設計地耐力　　：　　LFe=　・長期設計地耐力　　：　　LFe=　・長期設計地耐力　　：　　LFe=　・長期設計地耐力　　：　　LFe= kN/mkN/mkN/mkN/mkN/mkN/mkN/m

kg/mkg/mkg/mkg/mkg/mkg/mkg/m

本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。

N/mmN/mmN/mmN/mmN/mmN/mmN/mm

ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。

本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、

本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。

変更することができる。変更することができる。変更することができる。変更することができる。変更することができる。変更することができる。変更することができる。

より設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けてより設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けてより設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けてより設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けてより設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けてより設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けてより設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けて

改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に

）））））））

３．特記事項３．特記事項３．特記事項３．特記事項３．特記事項３．特記事項３．特記事項

２．一般事項２．一般事項２．一般事項２．一般事項２．一般事項２．一般事項２．一般事項

１．工法概要１．工法概要１．工法概要１．工法概要１．工法概要１．工法概要１．工法概要

混合状態及び出来形を管理装置にて確認混合状態及び出来形を管理装置にて確認混合状態及び出来形を管理装置にて確認混合状態及び出来形を管理装置にて確認混合状態及び出来形を管理装置にて確認混合状態及び出来形を管理装置にて確認混合状態及び出来形を管理装置にて確認

支持層支持層支持層支持層支持層支持層支持層

改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端
現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤

現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤

改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端

支持層支持層支持層支持層支持層支持層支持層

改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端

支持層支持層支持層支持層支持層支持層支持層

改良機改良機改良機改良機改良機改良機改良機

基準線基準線基準線基準線基準線基準線基準線

現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤

掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機

モニターモニターモニターモニターモニターモニターモニター

機械移動機械移動機械移動機械移動機械移動機械移動機械移動

モニターモニターモニターモニターモニターモニターモニター

センサーセンサーセンサーセンサーセンサーセンサーセンサー
モニターモニターモニターモニターモニターモニターモニター

　電気比抵抗値の測定　電気比抵抗値の測定　電気比抵抗値の測定　電気比抵抗値の測定　電気比抵抗値の測定　電気比抵抗値の測定　電気比抵抗値の測定

土の投入土の投入土の投入土の投入土の投入土の投入土の投入

固化材液固化材液固化材液固化材液固化材液固化材液固化材液 改良機改良機改良機改良機改良機改良機改良機

掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機

改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端
現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤

（基礎平面形状）（基礎平面形状）（基礎平面形状）（基礎平面形状）（基礎平面形状）（基礎平面形状）（基礎平面形状）

改良体の天端を確認する。改良体の天端を確認する。改良体の天端を確認する。改良体の天端を確認する。改良体の天端を確認する。改良体の天端を確認する。改良体の天端を確認する。

一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。

１１１１１１１

２２２２２２２

モニタリングする。モニタリングする。モニタリングする。モニタリングする。モニタリングする。モニタリングする。モニタリングする。

バケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度をバケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度をバケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度をバケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度をバケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度をバケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度をバケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度を

バケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線に

合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。

支持層支持層支持層支持層支持層支持層支持層

Be×LeBe×LeBe×LeBe×LeBe×LeBe×LeBe×Le

hh hh hh h

決定する。決定する。決定する。決定する。決定する。決定する。決定する。

算出体積より固化材液量を算出体積より固化材液量を算出体積より固化材液量を算出体積より固化材液量を算出体積より固化材液量を算出体積より固化材液量を算出体積より固化材液量を

形状寸法を測定する。形状寸法を測定する。形状寸法を測定する。形状寸法を測定する。形状寸法を測定する。形状寸法を測定する。形状寸法を測定する。

支持地盤を確認し、空所の支持地盤を確認し、空所の支持地盤を確認し、空所の支持地盤を確認し、空所の支持地盤を確認し、空所の支持地盤を確認し、空所の支持地盤を確認し、空所の

（３）掘削完了・計測（３）掘削完了・計測（３）掘削完了・計測（３）掘削完了・計測（３）掘削完了・計測（３）掘削完了・計測（３）掘削完了・計測

（２）掘削工程（２）掘削工程（２）掘削工程（２）掘削工程（２）掘削工程（２）掘削工程（２）掘削工程

仮置きする。仮置きする。仮置きする。仮置きする。仮置きする。仮置きする。仮置きする。

支持地盤まで掘削・排土支持地盤まで掘削・排土支持地盤まで掘削・排土支持地盤まで掘削・排土支持地盤まで掘削・排土支持地盤まで掘削・排土支持地盤まで掘削・排土

掘削機で改良範囲の土を、掘削機で改良範囲の土を、掘削機で改良範囲の土を、掘削機で改良範囲の土を、掘削機で改良範囲の土を、掘削機で改良範囲の土を、掘削機で改良範囲の土を、

・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３） 固化材及び添加水の計量固化材及び添加水の計量固化材及び添加水の計量固化材及び添加水の計量固化材及び添加水の計量固化材及び添加水の計量固化材及び添加水の計量

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２） 改良寸法の計測改良寸法の計測改良寸法の計測改良寸法の計測改良寸法の計測改良寸法の計測改良寸法の計測

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。

基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は

７．施工管理７．施工管理７．施工管理７．施工管理７．施工管理７．施工管理７．施工管理

施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と

協議しその指示を受ける。協議しその指示を受ける。協議しその指示を受ける。協議しその指示を受ける。協議しその指示を受ける。協議しその指示を受ける。協議しその指示を受ける。

造成完了造成完了造成完了造成完了造成完了造成完了造成完了

未固化試料採取未固化試料採取未固化試料採取未固化試料採取未固化試料採取未固化試料採取未固化試料採取

流動化処理工程（品質管理）流動化処理工程（品質管理）流動化処理工程（品質管理）流動化処理工程（品質管理）流動化処理工程（品質管理）流動化処理工程（品質管理）流動化処理工程（品質管理）

流動化処理工程（造成）流動化処理工程（造成）流動化処理工程（造成）流動化処理工程（造成）流動化処理工程（造成）流動化処理工程（造成）流動化処理工程（造成）

流動化処理工程（計測初期値セット）流動化処理工程（計測初期値セット）流動化処理工程（計測初期値セット）流動化処理工程（計測初期値セット）流動化処理工程（計測初期値セット）流動化処理工程（計測初期値セット）流動化処理工程（計測初期値セット）

掘削完了・計測掘削完了・計測掘削完了・計測掘削完了・計測掘削完了・計測掘削完了・計測掘削完了・計測

掘削掘削掘削掘削掘削掘削掘削

⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

④④④④④④④
施工範囲施工範囲施工範囲施工範囲施工範囲施工範囲施工範囲

フーチングフーチングフーチングフーチングフーチングフーチングフーチング

（１）施工位置の確認（１）施工位置の確認（１）施工位置の確認（１）施工位置の確認（１）施工位置の確認（１）施工位置の確認（１）施工位置の確認

③③③③③③③

②②②②②②②

①①①①①①① 施工位置を確認する。施工位置を確認する。施工位置を確認する。施工位置を確認する。施工位置を確認する。施工位置を確認する。施工位置を確認する。

別途検討する。別途検討する。別途検討する。別途検討する。別途検討する。別途検討する。別途検討する。

６．施工要領６．施工要領６．施工要領６．施工要領６．施工要領６．施工要領６．施工要領

Ｆｃ　＝　（Ｆｃ　＝　（Ｆｃ　＝　（Ｆｃ　＝　（Ｆｃ　＝　（Ｆｃ　＝　（Ｆｃ　＝　（

　・施工管理装置　　　：　　・施工管理装置　　　：　　・施工管理装置　　　：　　・施工管理装置　　　：　　・施工管理装置　　　：　　・施工管理装置　　　：　　・施工管理装置　　　：　

　・改良長(1回につき)  ：　　　　0.6～6.0ｍ　・改良長(1回につき)  ：　　　　0.6～6.0ｍ　・改良長(1回につき)  ：　　　　0.6～6.0ｍ　・改良長(1回につき)  ：　　　　0.6～6.0ｍ　・改良長(1回につき)  ：　　　　0.6～6.0ｍ　・改良長(1回につき)  ：　　　　0.6～6.0ｍ　・改良長(1回につき)  ：　　　　0.6～6.0ｍ

割増係数(at) 合格率80%割増係数(at) 合格率80%割増係数(at) 合格率80%割増係数(at) 合格率80%割増係数(at) 合格率80%割増係数(at) 合格率80%割増係数(at) 合格率80%

・攪拌時間が1m　当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー・攪拌時間が1m　当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー・攪拌時間が1m　当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー・攪拌時間が1m　当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー・攪拌時間が1m　当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー・攪拌時間が1m　当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー・攪拌時間が1m　当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー3333333

3333333

3333333

崩壊の危険性が高い場合の施工手順崩壊の危険性が高い場合の施工手順崩壊の危険性が高い場合の施工手順崩壊の危険性が高い場合の施工手順崩壊の危険性が高い場合の施工手順崩壊の危険性が高い場合の施工手順崩壊の危険性が高い場合の施工手順

▽崩壊地盤▽崩壊地盤▽崩壊地盤▽崩壊地盤▽崩壊地盤▽崩壊地盤▽崩壊地盤

①1次攪拌混合・・・所定の改良範囲まで崩壊地盤以下の①1次攪拌混合・・・所定の改良範囲まで崩壊地盤以下の①1次攪拌混合・・・所定の改良範囲まで崩壊地盤以下の①1次攪拌混合・・・所定の改良範囲まで崩壊地盤以下の①1次攪拌混合・・・所定の改良範囲まで崩壊地盤以下の①1次攪拌混合・・・所定の改良範囲まで崩壊地盤以下の①1次攪拌混合・・・所定の改良範囲まで崩壊地盤以下の

　　　・材令3日・材令7日の一軸圧縮試験　　　・材令3日・材令7日の一軸圧縮試験　　　・材令3日・材令7日の一軸圧縮試験　　　・材令3日・材令7日の一軸圧縮試験　　　・材令3日・材令7日の一軸圧縮試験　　　・材令3日・材令7日の一軸圧縮試験　　　・材令3日・材令7日の一軸圧縮試験

　　　・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。　　　・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。　　　・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。　　　・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。　　　・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。　　　・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。　　　・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。

　　　　ロ.　所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。　　　　ロ.　所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。　　　　ロ.　所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。　　　　ロ.　所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。　　　　ロ.　所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。　　　　ロ.　所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。　　　　ロ.　所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。

　　　　イ.　推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。　　　　イ.　推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。　　　　イ.　推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。　　　　イ.　推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。　　　　イ.　推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。　　　　イ.　推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。　　　　イ.　推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。

　　　試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。　　　試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。　　　試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。　　　試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。　　　試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。　　　試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。　　　試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。

　　　室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、　　　室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、　　　室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、　　　室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、　　　室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、　　　室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、　　　室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、

室内配合試験用サンプル採取　1箇所室内配合試験用サンプル採取　1箇所室内配合試験用サンプル採取　1箇所室内配合試験用サンプル採取　1箇所室内配合試験用サンプル採取　1箇所室内配合試験用サンプル採取　1箇所室内配合試験用サンプル採取　1箇所

｢2018年版　建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣｢2018年版　建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣｢2018年版　建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣｢2018年版　建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣｢2018年版　建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣｢2018年版　建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣｢2018年版　建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣

　（財）日本建築センター・ベターリビング　（財）日本建築センター・ベターリビング　（財）日本建築センター・ベターリビング　（財）日本建築センター・ベターリビング　（財）日本建築センター・ベターリビング　（財）日本建築センター・ベターリビング　（財）日本建築センター・ベターリビング

施工手順施工手順施工手順施工手順施工手順施工手順施工手順

作業手順作業手順作業手順作業手順作業手順作業手順作業手順

④④④④④④④

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

施工管理計画施工管理計画施工管理計画施工管理計画施工管理計画施工管理計画施工管理計画

品質管理計画品質管理計画品質管理計画品質管理計画品質管理計画品質管理計画品質管理計画

安全管理計画安全管理計画安全管理計画安全管理計画安全管理計画安全管理計画安全管理計画

技術資料技術資料技術資料技術資料技術資料技術資料技術資料

その他その他その他その他その他その他その他

　　　②試験練　　（JGS0821による供試体の製作）　　　②試験練　　（JGS0821による供試体の製作）　　　②試験練　　（JGS0821による供試体の製作）　　　②試験練　　（JGS0821による供試体の製作）　　　②試験練　　（JGS0821による供試体の製作）　　　②試験練　　（JGS0821による供試体の製作）　　　②試験練　　（JGS0821による供試体の製作）

　　　　　　一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。　　　　　　一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。　　　　　　一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。　　　　　　一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。　　　　　　一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。　　　　　　一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。　　　　　　一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。

σd：標準偏差σd：標準偏差σd：標準偏差σd：標準偏差σd：標準偏差σd：標準偏差σd：標準偏差

余巾２００余巾２００余巾２００余巾２００余巾２００余巾２００余巾２００

　　　①単位体積重量・含水比・粒度組成　　　①単位体積重量・含水比・粒度組成　　　①単位体積重量・含水比・粒度組成　　　①単位体積重量・含水比・粒度組成　　　①単位体積重量・含水比・粒度組成　　　①単位体積重量・含水比・粒度組成　　　①単位体積重量・含水比・粒度組成

エルマッドS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書エルマッドS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書エルマッドS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書エルマッドS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書エルマッドS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書エルマッドS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書エルマッドS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書

―　スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法　――　スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法　――　スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法　――　スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法　――　スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法　――　スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法　――　スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法　―

　　　Vd：変動係数  (25%)　　　Vd：変動係数  (25%)　　　Vd：変動係数  (25%)　　　Vd：変動係数  (25%)　　　Vd：変動係数  (25%)　　　Vd：変動係数  (25%)　　　Vd：変動係数  (25%)

0.750.750.750.750.750.750.75

250250250250250250250

220220220220220220220

9～9～9～9～9～9～9～7～87～87～87～87～87～87～84～64～64～64～64～64～64～6333333322222221111111採取ヶ所数　N採取ヶ所数　N採取ヶ所数　N採取ヶ所数　N採取ヶ所数　N採取ヶ所数　N採取ヶ所数　N
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S,TS,TS,TS,TS,TS,TS,T

下筋下筋下筋下筋下筋下筋下筋

腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋

上筋上筋上筋上筋上筋上筋上筋

部分部分部分部分部分部分部分

断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図

5-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22

5-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200

FG1FG1FG1FG1FG1FG1FG1

全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

450×1000450×1000450×1000450×1000450×1000450×1000450×1000

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

5-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22

5-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200

450×1000450×1000450×1000450×1000450×1000450×1000450×1000

両端両端両端両端両端両端両端 中央中央中央中央中央中央中央

5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22

5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22

FG2FG2FG2FG2FG2FG2FG2

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

450×1000450×1000450×1000450×1000450×1000450×1000450×1000

6-D136-D136-D136-D136-D136-D136-D13

FG3FG3FG3FG3FG3FG3FG3

全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22

5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22

3-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@200

6-D136-D136-D136-D136-D136-D136-D13 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

幅止筋幅止筋幅止筋幅止筋幅止筋幅止筋幅止筋

S,TS,TS,TS,TS,TS,TS,T

下筋下筋下筋下筋下筋下筋下筋

腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋

上筋上筋上筋上筋上筋上筋上筋

部分部分部分部分部分部分部分

b×Db×Db×Db×Db×Db×Db×D

符号符号符号符号符号符号符号

断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図

2G12G12G12G12G12G12G1

全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

bbbbbbb

5-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22

5-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22

9
5
0

450×950450×950450×950450×950450×950450×950450×950

DDDDDDD

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

幅止筋幅止筋幅止筋幅止筋幅止筋幅止筋幅止筋

S,TS,TS,TS,TS,TS,TS,T

下筋下筋下筋下筋下筋下筋下筋

腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋

上筋上筋上筋上筋上筋上筋上筋

部分部分部分部分部分部分部分

b×Db×Db×Db×Db×Db×Db×D

符号符号符号符号符号符号符号

断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図

幅止筋幅止筋幅止筋幅止筋幅止筋幅止筋幅止筋

S,TS,TS,TS,TS,TS,TS,T

下筋下筋下筋下筋下筋下筋下筋

腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋

上筋上筋上筋上筋上筋上筋上筋

部分部分部分部分部分部分部分

b×Db×Db×Db×Db×Db×Db×D

符号符号符号符号符号符号符号

断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200

RG1RG1RG1RG1RG1RG1RG1 RG2RG2RG2RG2RG2RG2RG2

5-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22

全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

5-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22

全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

8
0
0

bbbbbbb bbbbbbb

500×800500×800500×800500×800500×800500×800500×800 500×800500×800500×800500×800500×800500×800500×800

8
0
0

DDDDDDD

D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

DDDDDDD

6-D136-D136-D136-D136-D136-D136-D13

6/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D22

6/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D22

2G22G22G22G22G22G22G2

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

2G32G32G32G32G32G32G3

bbbbbbb

両端両端両端両端両端両端両端 中央中央中央中央中央中央中央

5/4-D225/4-D225/4-D225/4-D225/4-D225/4-D225/4-D22

5/4-D225/4-D225/4-D225/4-D225/4-D225/4-D225/4-D22

500×950500×950500×950500×950500×950500×950500×950

bbbbbbb

5-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22

5-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22

3-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@200

DDDDDDD DDDDDDD

6-D136-D136-D136-D136-D136-D136-D13 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

3-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@200

500×950500×950500×950500×950500×950500×950500×950

bbbbbbb

DDDDDDD

5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22

5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22

6-D136-D136-D136-D136-D136-D136-D13

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

5/2-D225/2-D225/2-D225/2-D225/2-D225/2-D225/2-D22

5/2-D225/2-D225/2-D225/2-D225/2-D225/2-D225/2-D22

全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

bbbbbbb

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

bbbbbbb

両端両端両端両端両端両端両端 中央中央中央中央中央中央中央

500×950500×950500×950500×950500×950500×950500×950

bbbbbbb

5-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22

5-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22

3-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@2003-D13@200

DDDDDDD DDDDDDD

6-D136-D136-D136-D136-D136-D136-D13 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2G42G42G42G42G42G42G4 2G52G52G52G52G52G52G5

5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22

5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22

全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

bbbbbbb

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200

2G1B2G1B2G1B2G1B2G1B2G1B2G1B

500×950500×950500×950500×950500×950500×950500×950

DDDDDDD

350×650350×650350×650350×650350×650350×650350×650 350×650350×650350×650350×650350×650350×650350×650

D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

左端左端左端左端左端左端左端 中央中央中央中央中央中央中央 右端右端右端右端右端右端右端

2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22 2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22 3/2-D223/2-D223/2-D223/2-D223/2-D223/2-D223/2-D22

2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22 3-D223-D223-D223-D223-D223-D223-D22 2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22

bbbbbbb

DDDDDDD

bbbbbbb

DDDDDDD

bbbbbbb

DDDDDDD

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10 2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10 2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

左端左端左端左端左端左端左端 中央中央中央中央中央中央中央 右端右端右端右端右端右端右端

2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22

2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22 3-D223-D223-D223-D223-D223-D223-D22 2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10 2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10 2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

4/2-D224/2-D224/2-D224/2-D224/2-D224/2-D224/2-D22 2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22

6
5
0

bbbbbbb

DDDDDDD

bbbbbbb

DDDDDDD

bbbbbbb

DDDDDDD

1B1・2B11B1・2B11B1・2B11B1・2B11B1・2B11B1・2B11B1・2B1 1B2・2B21B2・2B21B2・2B21B2・2B21B2・2B21B2・2B21B2・2B2

350×650350×650350×650350×650350×650350×650350×650

D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

左端左端左端左端左端左端左端 中央中央中央中央中央中央中央 右端右端右端右端右端右端右端

2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22 2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22

2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22 2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22

bbbbbbb

DDDDDDD

bbbbbbb

DDDDDDD

bbbbbbb

DDDDDDD

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10 2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10 2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

6
5
0

1B31B31B31B31B31B31B3

3/2-D223/2-D223/2-D223/2-D223/2-D223/2-D223/2-D22

2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22

RB1RB1RB1RB1RB1RB1RB1 RB2RB2RB2RB2RB2RB2RB2

350×700350×700350×700350×700350×700350×700350×700 350×700350×700350×700350×700350×700350×700350×700

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200

7
0
0

bbbbbbb

DDDDDDD

左端左端左端左端左端左端左端 中央中央中央中央中央中央中央 右端右端右端右端右端右端右端

2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22

2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22 3-D223-D223-D223-D223-D223-D223-D22 2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10 2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10 2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22 3/2-D223/2-D223/2-D223/2-D223/2-D223/2-D223/2-D22

bbbbbbb

DDDDDDD

bbbbbbb

DDDDDDD

左端左端左端左端左端左端左端 中央中央中央中央中央中央中央 右端右端右端右端右端右端右端

2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22

2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22 3-D223-D223-D223-D223-D223-D223-D22 2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10 2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10 2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

4/2-D224/2-D224/2-D224/2-D224/2-D224/2-D224/2-D22 2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22

bbbbbbb

DDDDDDD

bbbbbbb

DDDDDDD

bbbbbbb

DDDDDDD

350×650350×650350×650350×650350×650350×650350×650

D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200

D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000D10@1000

中央中央中央中央中央中央中央

2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22

bbbbbbb

DDDDDDD

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

1B41B41B41B41B41B41B4

2-D222-D222-D222-D222-D222-D222-D22

D19～=SD345D19～=SD345D19～=SD345D19～=SD345D19～=SD345D19～=SD345D19～=SD345

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：Fc=24N/mm2ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：Fc=24N/mm2ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：Fc=24N/mm2ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：Fc=24N/mm2ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：Fc=24N/mm2ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：Fc=24N/mm2ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：Fc=24N/mm2

鉄筋：D10～D16=SD295鉄筋：D10～D16=SD295鉄筋：D10～D16=SD295鉄筋：D10～D16=SD295鉄筋：D10～D16=SD295鉄筋：D10～D16=SD295鉄筋：D10～D16=SD295

一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名 ●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号 株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社 橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名 ●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課

設計設計設計設計設計設計設計 竣工竣工竣工竣工竣工竣工竣工
R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7 【庁舎棟】部材リスト(1)【庁舎棟】部材リスト(1)【庁舎棟】部材リスト(1)【庁舎棟】部材リスト(1)【庁舎棟】部材リスト(1)【庁舎棟】部材リスト(1)【庁舎棟】部材リスト(1) 1/501/501/501/501/501/501/50

▽2SL▽2SL▽2SL▽2SL▽2SL▽2SL▽2SL

5/2-D225/2-D225/2-D225/2-D225/2-D225/2-D225/2-D22
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一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）
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一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名 ●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号 株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社 橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名 ●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課

設計設計設計設計設計設計設計 竣工竣工竣工竣工竣工竣工竣工
R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7 【庁舎棟】架構配筋図【庁舎棟】架構配筋図【庁舎棟】架構配筋図【庁舎棟】架構配筋図【庁舎棟】架構配筋図【庁舎棟】架構配筋図【庁舎棟】架構配筋図 1/501/501/501/501/501/501/50

1
,
1
4
0

1
,
1
4
0

1
,
1
4
0

1
,
4
7
0

1
,
4
7
0

1
,
4
7
0

1
,
7
8
0

1
,
4
7
0

6
0
0

6
0
0

2,355 680 720 2,365 1,320 880 2,910 1,420 475 1,420

2,355 910 720 1,280 720 1,280 720

1
,
7
8
0

6
0
0

1
,
4
7
0

1,280 480720

1
,
7
8
0

6
0
0

1
,
4
7
0

6
0
0

W16W16W16W16W16W16W16

5-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22 ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200 ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200 6/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D22 6/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D22 6/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D22

ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@2005/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22

2G42G42G42G42G42G42G4

ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200

2G1B2G1B2G1B2G1B2G1B2G1B2G1B

5-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22

5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22 ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@200ST:3-D13@200 5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22
450x1,000450x1,000450x1,000450x1,000450x1,000450x1,000450x1,000

FG3FG3FG3FG3FG3FG3FG3
F2F2F2F2F2F2F2F5F5F5F5F5F5F5 F1F1F1F1F1F1F1

5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200

FG2FG2FG2FG2FG2FG2FG2 FG2FG2FG2FG2FG2FG2FG2

5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22
F4F4F4F4F4F4F4

6/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D225-D22

5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22 5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22 5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22

5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22

500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950500x950

500x800500x800500x800500x800500x800500x800500x800 500x800500x800500x800500x800500x800500x800500x800 500x800500x800500x800500x800500x800500x800500x800

（Y1ﾌﾚｰﾑ）（Y1ﾌﾚｰﾑ）（Y1ﾌﾚｰﾑ）（Y1ﾌﾚｰﾑ）（Y1ﾌﾚｰﾑ）（Y1ﾌﾚｰﾑ）（Y1ﾌﾚｰﾑ）

架構配筋図　S=1/50架構配筋図　S=1/50架構配筋図　S=1/50架構配筋図　S=1/50架構配筋図　S=1/50架構配筋図　S=1/50架構配筋図　S=1/50

X3X3X3X3X3X3X3X2X2X2X2X2X2X2X1X1X1X1X1X1X1

主筋：20-D22主筋：20-D22主筋：20-D22主筋：20-D22主筋：20-D22主筋：20-D22主筋：20-D22

主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22

主筋：24-D22主筋：24-D22主筋：24-D22主筋：24-D22主筋：24-D22主筋：24-D22主筋：24-D22主筋：24-D22主筋：24-D22主筋：24-D22主筋：24-D22主筋：24-D22主筋：24-D22主筋：24-D22

主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22

主筋：20-D22主筋：20-D22主筋：20-D22主筋：20-D22主筋：20-D22主筋：20-D22主筋：20-D22
650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650

650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650

650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650

650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650

650x650650x650650x650650x650650x650650x650650x650
2C22C22C22C22C22C22C22C12C12C12C12C12C12C1

1C21C21C21C21C21C21C2 1C21C21C21C21C21C21C2

2C22C22C22C22C22C22C2 2C12C12C12C12C12C12C1

HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100

HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100

Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2

3
5
d

3
5
d

3
5
d

3
5
d

3
5
d

3
5
d

3
5
d

245

2
0
0

245

▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL

△基礎天端△基礎天端△基礎天端△基礎天端△基礎天端△基礎天端△基礎天端

▽RSL▽RSL▽RSL▽RSL▽RSL▽RSL▽RSL

▽2SL▽2SL▽2SL▽2SL▽2SL▽2SL▽2SL

LoLoLoLoLoLoLo LoLoLoLoLoLoLo

15d15d15d15d15d15d15dLo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4 15d15d15d15d15d15d15d Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/415d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15dLo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4

125

6/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D22

X4X4X4X4X4X4X4

1C21C21C21C21C21C21C2

主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22

5/2-D225/2-D225/2-D225/2-D225/2-D225/2-D225/2-D22

6
0
0

6
0
0 ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200ST:D13@200

HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100HOOP:D13@100

開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13

5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22 5/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D225/3-D22

6/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D226/3-D22

定着長=L2定着長=L2定着長=L2定着長=L2定着長=L2定着長=L2定着長=L2

耐震ｽﾘｯﾄ W=40mmを示す。耐震ｽﾘｯﾄ W=40mmを示す。耐震ｽﾘｯﾄ W=40mmを示す。耐震ｽﾘｯﾄ W=40mmを示す。耐震ｽﾘｯﾄ W=40mmを示す。耐震ｽﾘｯﾄ W=40mmを示す。耐震ｽﾘｯﾄ W=40mmを示す。

壁筋の定着長=L2（ｽﾘｯﾄ部を除く）壁筋の定着長=L2（ｽﾘｯﾄ部を除く）壁筋の定着長=L2（ｽﾘｯﾄ部を除く）壁筋の定着長=L2（ｽﾘｯﾄ部を除く）壁筋の定着長=L2（ｽﾘｯﾄ部を除く）壁筋の定着長=L2（ｽﾘｯﾄ部を除く）壁筋の定着長=L2（ｽﾘｯﾄ部を除く）

1C21C21C21C21C21C21C2

主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22主筋：28-D22

2
,
6
1
0

1,390755745

745 6,350

S-11S-11S-11S-11S-11S-11S-11

一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号
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（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）



一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名 ●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号 株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社 橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所
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TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885
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振止筋は防錆処理をすること。振止筋は防錆処理をすること。振止筋は防錆処理をすること。振止筋は防錆処理をすること。振止筋は防錆処理をすること。振止筋は防錆処理をすること。振止筋は防錆処理をすること。
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耐震ｽﾘｯﾄ詳細図　S=1/30耐震ｽﾘｯﾄ詳細図　S=1/30耐震ｽﾘｯﾄ詳細図　S=1/30耐震ｽﾘｯﾄ詳細図　S=1/30耐震ｽﾘｯﾄ詳細図　S=1/30耐震ｽﾘｯﾄ詳細図　S=1/30耐震ｽﾘｯﾄ詳細図　S=1/30
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柱増打配筋詳細図　S=1/30柱増打配筋詳細図　S=1/30柱増打配筋詳細図　S=1/30柱増打配筋詳細図　S=1/30柱増打配筋詳細図　S=1/30柱増打配筋詳細図　S=1/30柱増打配筋詳細図　S=1/30
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一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7

S-標1

NON【庁舎棟】RC構造標準図(1)

一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

        コンクリートの場合は、特記による。

２．鉄筋の表示 ４．鉄筋の末端部

３．鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔

１．鉄筋の材料

５．設備関係

３．地盤

２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表

Ⅱ．配筋基準図

 規 格 番 号

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験堀 (支持層の確定)

資料有り調査計画 資料有り調査計画 資料有り調査計画

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

種　 類 径 使用箇所 継手工法

異形鉄筋

( JIS G 3112 )

高強度せん断補強筋

丸　　鋼 (JIS G 3112)

溶接金網 (JIS G 3551)

□

□ 材種

□ 大臣認定番号 MSRB-

□ SR235

□

□ 重ね継手

□ ガス圧接継手

□ 溶接継手

□ 機械式継手

適 用 箇 所

■普通

■普通

■普通捨てコンクリート

土間コンクリート

基礎・基礎梁

種　 類
品質基準強度 スランプ

種　 類
Fc=N/mm2 Fq=N/mm2 cm

柱・梁・床・壁 □普通 □軽量

□普通 □軽量

□普通 □軽量

杭径(mm) 設計支持力(kN) 杭の先端の深さ(m) 本　数 特 記 事 項

杭　　種 材　　料 施　工　法 備　　考

□RC □PRC

□PHC

□鋼管

□SC杭

□H鋼

□摩擦杭

□

□場所打ち

　コンクリート杭

PRC(□Ⅰ種 □Ⅱ種 □Ⅲ種)

鋼材　□SS400 □SKK400

　　　□JIS

□埋込み(セメントミルク工法)

□打ち込み

□オールケーシング　□拡底杭

□リバースサーキュレーション

□アースドリル　□ミニアース

□ＢＨ □深礎 □手掴

□機械堀

□

□

評定第 号

年　　　月　　　日

評定

年　　　月　　　日

第　　　　　　　号

N/mm2

N/mm2

kg/m3

kg/m3

cm以下スランプ

セメント量

単位水量

鉄　筋　主筋　　SD

　　　　HOOP　　SD

コンクリートFc

　　　　　　Fq

PHC(□ A種 □ B種 □ C種)

表１　鉄　筋

鉄筋径 異形鉄筋 D16 D19 D22 D25 D29 D32D10

表 示 記 号

表示方法 備　　考 例

n-Dd 3-D16n=本数 D=異形鉄筋 d=公称直径

Dd-L@ D=異形鉄筋 d=公称直径 L=距離 @=間隔 D10-200@

異
 形

規　格　名　称 種　類　の　記　号

鉄筋コンクリート用棒鋼
SR295SR235

　□　法第20条第二号 (□　RC造高さ20m超　□　S造4階建以上　□　木造高さ13m超

　　XY両方向共ルート　3　及び限界耐力計算の場合は、政令73条の仕様規定によ

　　建築基準法施行令36条及び73条による仕様規定に準ずる事。

(8) 鉄筋の継手及び定義

(7) 構造計算ルート　　　X方向ルート　　－（　）　Y方向ルート　　－（　）

(6) 増築計画　　　　□有（　　　　　　　　）□無

(5) 主要用途

　　　　地下　　　　階　　　　地上　　　　階　　　　塔屋　　　　階

(4) 階数

　　　参照して確認すること。

　注(3)構造設計一級建築士の関与が義務付けられる建築物については解説書等を

　　　　　　　　　　  □　その他)

　□　法第20条第一号 (高さ60m超)

(3) 構造設計一級建築士の関与　　□必要　　　□必要としない

　□有　　（　□敷地内　　□近隣　）　　　□無　　（　調査計画　□有　　□無　）

(2) 鉄筋

　□単位水量は185kg/m3以下、単位セメント量は270kg/m3以上とする。

(1) コンクリート（ ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ  JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIA A 5308 ）

(1) 建築場所

(2) 工事種別　　　　□新築　　　□増築　　　□増改築　　　□改築

　管径の3倍以上かつ5cm以上を原則とする。

・床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1/3 以下とし管の間隔を

・特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

・エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

　であること。

・設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全

　適切に支持されていること。

・設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して

　造とすること。

・煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート

　風圧・地震力等に対して構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

・建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、

　講ずること。

・建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を

杭仕様　　□施工計画書承認　　□杭施工結果報告書

(3) 杭基礎　　支持層-

　　　　を参考とする。

　注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針；日本建築センター2002」

　深さ　GL-　　m、長期許容支持力度　 　kN/m2

(2) 地盤改良　　□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法布基礎

　深さ　GL-　　m、支持層-　 　、長期許容支持力度　 　kN/m2

試験杭　（ □有　□無 ）　　（ □打ち込み　□載荷　□孔壁測定 ）　　　　　本

載荷試験　□有　□無　

載荷試験　□有　□無　

試験堀　□有　□無　

　　(4) 杭基礎のベース筋。

　　(5) 帯筋、あばら筋及び幅止め筋。

　　鉄骨とのあきは (d) による。

鉄筋の末端部には、次の場合にフックをつける。

　　(1) 柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合

　　    (図４．１の●印で示す鉄筋)

　　    の●印で示す鉄筋)。ただし、基礎梁を除く。

　　(2) 梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合(図４．１(b)

鉄線の径は特記による。

溶接記号は JIS G3551（溶接金網及び鉄筋格子）により、網目の形状、寸法及び

図４．１

表４　鉄筋の折曲げ

Ａ．特記の表示記号

Ｂ．鉄筋の表示方法

Ⅰ．構造設計概要

１．建築物の構造内容

４．地業工事

規 格 番 号

鉄筋は表１ により、種類の記号は特記による。

JIS G3112

D13

(1) 地盤調査資料と調査計画

梁

(a)

柱

(b)

帯筋

柱

かぶり厚さ

あばら筋
梁

かぶり厚さ

基礎

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

捨コンクリート

Dあき

間隔

D

Dは、鉄筋の最大外径

        ものとし、仕上塗材、吹付け又は塗装等の鉄筋の耐久上

        有効でない仕上げのものを除く。

     3. スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分の

        かぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

     4. 杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

     5. 塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

(b) 柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶりの厚さは、最小かぶり厚さに

    10mmを加えた数値を標準とする。

(c) 鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

     2. 「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのある

(注) 1. 片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを

        用いる場合には、余長は4d以上とする。

     2. 90°未満の折曲げの内法直径は特記による。

　　ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、特記による。

　　(1) 粗骨材の最大寸法の1.25倍

　　(2) 25mm

　　(3) 隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍

(e) 鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する

(f) 貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c) による。

(1) 直接基礎　　□ベタ基礎　　　□布基礎　　　□独立基礎

　注）上記表中の資料が有るものに○を記入する。

　　(3) 煙突の鉄筋(壁の一部となる場合を含む)。

(d) 鉄筋相互のあきは、下記のうち最大のもの以上とする。

・建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

設計基準強度

3d以上 4d以上 5d以上

　180°

　135°

　90°

D16以下 D19～D38 D19～D38
角度

折曲げ

及び

　90°

　135°

SD390

折曲げ内法直径(D)

折　曲　げ　図　

D
d

4d以上

D
d

6d
以
上

d
D

8
d以

上
4d
以
上DdD

d

4d
以

上

屋　内

屋　外

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

梁

柱

耐力壁

煙突等高熱を受ける部分

基礎, 擁壁, 耐圧スラブ

柱, 梁, スラブ, 壁

擁壁, 耐圧スラブ

土に接す

る部分

土に接し

ない部分

仕上げあり

仕上げなし

スラブ, 耐力

壁以外の壁

構 造 部 分 の 種 別

30

30

30

30

40

40

40

60*

60

20

*

最小かぶり厚さ(mm)

表３  かぶり厚さ

(幅止め筋)

(注) 1. ＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量

６．その他

・本構造配筋基準図は、設計者の責任において使用すること。

・必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

・各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

・諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

・給湯設備は、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

(a) 鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは特記による。特記がなければ、表3による。

　　ただし、柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを

　　径の1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

　鉄筋コンクリート構造配筋標準図　６－１

　　らずJASS、鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準とすることができる。

□ SD295

□ SD345

□ SD390

□

SD295 SD390SD345

SD295, SD345

一般社団法人2021.4.1 訂 徳島県建築士事務所協会

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）
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柱

梁

1
00

10
0

D

W
W/D/≦1/6の場合

梁 D

L2

L1

柱
W

150

W/D/＞1/6かつW≦150の場合

L2h

* (a), (b) の長さを全長で確保するフックなし

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

L1 又は L2

*

L

L

（ロ）折り曲げ定着

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

▽ 定着起点
余
長

余
長

La（ただし、柱せいの

3/4倍以上）

5
00
以

上
か

つ
1
,5
0
0以

下

≦
3
/4
h
0

≦
3
/4
h
0

上階の鉄筋
が多い場合

が多い場合
下階の鉄筋

150 150以上

h 0
/2
+
15
d

L
2

15
d

15
d

L
2

h 0
/2
+
15

d

h 0
h
0

h 0

かぶり厚さ

フックあり

▽ 定着起点

L1h、L2h 又は L3h

（イ）直線定着

L1h

5
00
以

上
か
つ

1
,5
0
0以

下

柱の主筋

L
2

L 2

Lb

L1、L2 又は L3

８．帯筋

７．柱

５．鉄筋の継手

６．鉄筋の定着

 　  の確認を行うものとする。

(c) 鉄筋の重ね継手は、次による。

(b) 鉄筋の継手位置は、特記による。

　　(2) (1)以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表５．１による。

　　(1) 主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ、

　　　　大きい値とする。

　　　　40d（軽量コンクリートの場合は50d）と表５．１の重ね継手長さのうち

　　　　なお、先組工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、

　　　　特記による。

　　(3) 隣り合う継手の位置は、表５．２による。ただし、壁の場合及びスラブ筋

　　　　でD16以下の場合は除く。

(b) (a) 以外の鉄筋の定着の長さは、表６．１による。

　　の定着長さのうち大きい値とする。

　　特記がなければ、40d（軽量コンクリートの場合は50d）表６．１

 　  重ね継手長さは、L1とし、定着及び余長は、図７．１による。

 (2) ただし、柱頭定着長さL2が確保できない場合は、構造計算等により必要長さ

 (3) 柱頭柱主筋について、梁上端主筋との取合いを考慮し、適切なかぶり厚さを

Ｂ.　中間階の配筋（上、下階で柱幅が異なる場合）

(a) 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着の長さは、特記による。

図７．１
図６．１　定着の方法

表５．２　隣合う継手の位置

図５．１　フックありの場合の重ね継手の長さ

表６．２　投影定着長さ

表５．１　鉄筋の重ね継手の長さ

定着

　　 帯筋組立ての形は、下図とし、適用は特記による。ただし、特記がなければ

　　 下記による。

 (2) フック及び継手の位置は、交互とする。

 (3) 溶接する場合の溶接長さLは両面フレア溶接の場合は5d以上、片面フレア溶接

　　 の場合は10d以上とする。

 (4) SP形において、柱頭及び柱筋の端部は、1.5巻以上の添巻きを行う。

②　W-I形

③　SP形（スパイラル筋）

④　丸形

⑤　認定溶接形

 (1) H形を標準とする。

①　H形

　　フックあり定着の長さを確保できない場合は、全長を表６．１に示す直線

　　定着の長さとし、かつ、余長を 8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着

　　長さを表６．２に示す長さ（かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則と

　　して、柱せいの 3/4 倍以上）をのみ込ませる。

(a) 鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手とし、適用は特記による。

(c) 定着の方法は、図６．１による。

 (5) H形の135°曲げのフックが困難な場合は、W-I形とする。

21

24, 27

30, 33, 36

18

21

24, 27

30, 33, 36

21

24, 27

30, 33, 36

SD390

SD345

18 45d

40d

35d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d

(Fc)

(N/mm2)

鉄筋の

種類
L1（フックなし）

コンクリートの

設計基準強度 L1h（フックあり）

18 15d

21 15d 15d

15d 15d

30, 33, 36 15d 15d

18 20d 20d

21 20d 20d

24, 27 20d 15d

30, 33, 36 15d 15d

21 20d 20d

24, 27 20d 20d

30, 33, 36 20d 15d

SD345

SD390

コンクリートの

(Fc) (N/mm2)

鉄筋の

種類
設計基準強度 La Lb

24, 27

20d

a

a

a

a

b

a ≧ 400mm

a は、400mm以上、かつ、( b+40 )mm以上

圧接継手

カップラー

L1

L1

a ＝ 0.5 L1

L1h

L1h

a ＝ 0.5 L1h
L1h

a ≧ 0.5 L1h

L1

a ≧ 0.5 L1

a

a

L1h

L1

フックありの場合

フックなしの場合

圧接継手の場合

機械式継手の場合

重
　
ね
　
継
　
手

 (1) 継手及び圧接中心位置は、梁上端から500mm以上1,500mm以下かつ3/4h0(h0は

 　  柱の内法高さ)以下とする。

 　  確保する。

　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

　　なお、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さ L が、表６．１の

継手

Ａ.  継手及び定着

Ａ.  形状

         2. L2、L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着長さ及びフック

                     あり定着の長さ

         4. L3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

         5. フックあり定着の場合は、図６．１に示すようにフック部分　を含まない。

            また中間部での折り曲げは行わない。

         6. 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

(イ) (ロ)

d

≧6d

(ロ) (ハ)

≧8d

(ニ)

(イ)

L

(ロ)

L

(ハ)

L

(イ)

L

(ロ)

(ロ)

(イ)

(イ)

≧6d

≧
6d

≧6d

d

≧40d

図８．１

図７．２

    (注) 1. La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

                （基礎梁、片持ち梁及びスラブを含む。）

    　　 2. Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

                （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

    　　 3. 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

    (注) 1. 柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合

    　　　　には、フックを付ける。

    　　 2. 隣り合う継手の位置は、表５．２による。

    　　 3. 継手、定着は、すべての階に適用できる。

        　　　 (注) 溶接は、鉄筋の組立て前に行う

    (注) 1. L1、L1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

    　　 2. フックありの場合のL1hは、図５．１に示すようにフック部分　を含まない。

    　　 3. 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

表６．１　鉄筋の定着の長さ
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24, 27

30, 33, 36
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24, 27

30, 33, 36

21

24, 27

30, 33, 36

SD390

SD345

設計基準強度

(Fc)

(N/mm2)

鉄筋の

種類

18

フックなし フックあり

小梁 小梁スラブ スラブ

20d 10d -

10d

かつ

150mm

以上

L1 L2
L3

45d

35d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d

40d

35d

30d

30d

40d

35d

35d

30d

40d

40d

35d

30d

25d

20d

20d

30d

25d

25d

20d

30d

30d

25d

コンクリートの

40d

L1h L2h
L3h

    (注) 1. L1、L1h：(b) 以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

         3. L3 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。ただし、基礎耐圧スラブ

                 及びこれを受ける小梁は除く。

　鉄筋コンクリート構造配筋標準図　６－２
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【庁舎棟】RC構造標準図(3)

一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

１０．小梁及び片持梁

１１．あばら筋

９．大梁

d d d

末端部
（柱頭又は柱脚部）

中間部
（重ね継手）

スパイラル筋の継手及び定着

d

1.5巻
以上の
添巻き

≧6d

≧6d

50d

≧6d

50
d

≧6d

吊上げ筋は、一般のあばら筋より
1サイズ太い鉄筋又は同径のものを

柱

梁 梁 2本重ねたものとする。

D≦100

段違い梁

L

15d 2　/3

L3h＊2

L2

先端小梁

（頭つなぎ梁）

片持ち梁

片持ち梁

小梁外端部

L2

片持ち梁筋
折下げ

片持ち梁筋
折下げ

先端小梁

L2

≦P@

≒30≒30

D

D

P@
≦P@

P@ P@
≦P@ ≦P@

余長

15d 2　/3

L

＊1

L2

La

L3h＊2

小梁連続端部

 (1) 梁主筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ

　　 ない場合は、(2)により柱内に定着することができる。ただし、やむを得ず

　　 梁内に定着する場合は、図９．１による。

(注) 1. 図示のない事項については、

　　 2. 柱に取り付く梁に段差がある

　　　　場合、帯筋の間隔を1.5P1@

　　　　又は1.5P2@とする範囲は、

　　　　その柱に取り付くすべての梁

　　　　を考慮して適用する。

　　　　なお、P1@、P2@は特記された

　　　　帯筋の間隔を示す。

　　 3. 柱・梁接合部の帯筋は、1.5

　　 　 P1@以下かつ0.2%以上とする。

 (2) 梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。

　　 なお、定着の方法は、６．(c)による。

　　 上端筋：曲げ降ろす。

　　 下端筋：曲げ上げる。

 (3) 段違い梁は、図９．２による。

　　 2. 図中の P@ は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

(注) 1. あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　 2. 図中の P@ は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

(注) 1. あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

 (2) 間隔が一様で、ハンチのある場合

 (3) 梁の端部で間隔の異なる場合

　　 2. 図中の P@、P'@ は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

　　　　一般の場合に同じ。

 (1) 連続小梁

 (2) 単独小梁

 (1) 先端に小梁のない場合

 (2) 先端に小梁がある場合

 (1) 間隔が一様で、ハンチのない場合

(注) 1. あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

図８．２

D

P@

　0

P'@P'@ ≦P'@
　0/4　0/4

P@

L2

L2

余長

余長
L2

L2 L2

二段筋

L2

余長

L2

15d(余長)
L2

15d(余長)

余長

L2

D
余長余長

余長

継手長さ

継手長さ

15d(余長)

 0/4 0/2 0/4

D 0/4

 0

20d(余長)

L2

L2

L2

余長

余長L2

L2

二段筋
L2

L1 L1

L1 L1

余長

L1 L1

L1 L1

L2

余長

L2

 0/4 0/2 0/4

 0

15d(余長)15d(余長)

図９．４

図１０．１

外端
連続端

連続端
余長

　0

余長

L2
Lb

0/2 0/4 0/4 0/2 0/4

20d(余長) 20d(余長)

0/6 7　0/12 0/4 0/4 0/2 0/4

0

L3h *

L2(定着)

0/4

15d(余長)15d(余長)

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長)

端部 端部余長 余長

0/4 0/2 0/4L2

Lb

L2

Lb

L3hL3h *
0/6 0/62　0/3

　0

15d(余長)

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長)

図１０．３

図１０．４

図１１．１

最上階

一般階

上端筋

下端筋

一般階

最上階

垂直断面水平断面

一般階

La*

La*

La*

La* La*

La*

La*

La

La

La

La

最上階

15d(余長)

15d(余長)

図９．３

Ｂ.  割付け（帯筋の最大間隔は特記による。）

Ａ.  大梁主筋の継手及び定着の一般事項

Ｂ.  ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長

Ｃ.  ハンチのある場合の定着及び余長

Ａ.  小梁主筋の継手及び定着

Ｂ.  片持梁主筋の定着

Ａ.  あばら筋の割り付け

    (注) 1. 　　　　　　印は、余長位置を示す。

    (注) 1. ４．(2)で定めた鉄筋には、フックを付ける。

    　　 2. 　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

         3. 梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　　のように

            引き通すことができる。

         4. 破線は、柱内定着の場合を示す。

            ※Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

    (注) 1. 継手中心位置は次による。

              上端筋：中央 　0/2以内

              下端筋：柱面より梁せい(D)以上離し、　0/4を加えた範囲以内

         2. ４．(2)で定めた鉄筋には、フックを付ける。

         3. 　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

         4. 破線は、柱内定着の場合を示す。

            ※Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

図９．１

図９．２

1.5P1@

P1@

P2@

1.5P1@

1.5P2@

帯筋

梁面より割り付ける。

上下の柱断面寸法が異なる場合、帯筋は、一般の帯筋より

1サイズ太い鉄筋又は同径のものを2本重ねたものとする。

図８．３

梁 梁

柱

L2

    　　 2. 図示のない事項は、９．及び１２．による。

    　　 3. 梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

    　　 4. Laを確保できない場合は、標示６．(c)によることができる。

図１０．２

    (注) 1. 図示のない事項は、(1) による。

    　　 2. 先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

    　　 3. 先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し梁としてよい。

    (注) 1. 図示のない事項は９．による。

    　　 2. 　　　　　　印は、余長位置を示す。

    　　 3. 先端の折り曲げ長さLは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

    　　  ※1． Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

    　　  ※2． L3hを確保できない場合は、標示６．(c)によることができる。

　鉄筋コンクリート構造配筋標準図　６－３
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一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

L2h＊

１４．スラブ

１２．基礎梁

１３．基礎

 (4) あばら筋組立ての形及びフックの位置

   (1) 形は図１１．２（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）

       又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、（ロ）～（ニ）とすることができる。

 (2) 幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000@ 程度とする。

 (3) 腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。

 (5) 腹筋及び幅止め筋

 (1) 梁筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことが

     できない場合は、柱内に定着する。ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、

     図１２．１による。

 (2) 梁筋を柱内に定着する場合は、９．Ａ.(2)による。

（ロ） （ハ） （ニ）

≧6d

d

≧8d

≧6d

≧8d ≧8d

幅止め筋

腹筋

600≦D＜900

2-D10
D

900≦D＜1,200

2-D10

2-D10

1,200≦D≦1,500

2-D10

2-D10

2-D10

柱

梁梁
L2

図１２．２

図１２．３

継手長さ

余長

余長

継手長さ

余長

余長

L0

15d(余長)

≧100

L2 L0/4 L0/2 L0/4 L2

L2 L2

継手長さ15d(余長) 15d(余長)

20d(余長)

20d(余長)

余長

余長

L2 L0/4 L0/2 L0/4 L2

L0

余長
余長

継手長さ
L2L2

20d(余長)

15d(余長)

余長

L0/4 L0/4L0/2 L2

L0

余長

余長

L2

L2

継手長さ

     特記による。特記がなければＢ形とする。

     なお、中詰めコンクリートは、基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリートを　

     使用する。

     既製コンクリート杭以外の場合は、特記による。

図１３．２

図１３．３

継手長さ

L2

　

〈Ｂ形〉

L2

はかま筋

中詰めコンクリート

基礎筋

底盤補強筋

杭径

はかま筋

基礎筋

基礎筋 はかま筋

はかま筋

基礎筋

GL

15d

CL

連続基礎配力筋

連続基礎主筋

基礎梁あばら筋

はかま筋基礎梁主筋
腹筋と兼ねてよい

図１１．２

図１１．３

図１２．１

図１２．４

　　

図１２．５

同径・同間隔

基礎梁あばら筋と

　　　　　　　　

　

L2

0＜D≦200

　

200＜D≦1,000

　鉄筋コンクリート構造配筋基準図　６－４

 (1) あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。      既製コンクリート杭の杭頭補強の方法は、図１３．１のＡ形又はＢ形とし、適用は

     定着長さ及び受け筋は、図１４．１による。ただし、引き通すことができない場合

     は、図１４．２により梁内に定着する。

図１３．１

L2

L2
L2

L2

D

3-D16

梁幅 梁幅

15d
（イ）

D

 (2) 鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。　　　　　　　　　　　　　

１５．壁

 (2) 重ね継手及び定着の長さが取れない場合は、監督職員と協議する。　

 (3) 幅止め筋は、縦横とも D10-1,000@ 程度とする。

 (4) 原則として、柱及び梁内に壁筋の継手を設けてはならない。

W20B

W20A

W18B

W18A

W15B

W15A

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-100@シングル

D10-150@シングル

120

200

180

150

断　面　図 (mm)縦筋及び横筋　

3-D16

 (1) 壁配筋の重ね継手は L1、定着の長さは L2 とする。

 (1) 配筋は、中央から割付け、端部は定められた間隔以下とする。

D10-200@シングルW12

種　別

Ｂ.  あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

Ａ.  一般事項

Ｂ.  独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長

Ｃ.  独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長

Ｄ.  連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長

Ｅ.  基礎接合部の補強

Ａ.  杭基礎の場合

Ｂ.  直接基礎（独立基礎）の場合の配筋は、図１３．２による。

Ｃ.  直接基礎（連続基礎）の場合の配筋は、図１３．３による。

Ａ.  一般事項　　　

Ｂ.  定着長さ及び受け筋

Ａ.  一般事項

Ｂ.  壁の基準配筋は下表により、種別は特記による。

    (注) 1. 図示のない事項は９．による。

         2. 　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

         3. 破線は、柱内定着の場合を示す。

         4. Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

    (注) 1. 図示のない事項は９．による。

         2. 　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

         3. 破線は、柱内定着の場合を示す。

         4. Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

    (注) 1. L2hを確保できない場合は、６.(c)によることができる。

    (注) 1. 図示のない事項は９．による。

         2. 　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

         3. 破線は、柱内定着の場合を示す。

         4. Laの数値は、原則として、柱せいの 3/4 倍以上とする。     (注) 壁筋の配筋順序は、規定しない。

La＊

La*

La*

La*

La* La*

La*La*

La* La*

La*

L2h＊

杭径

図１４．１

受け筋
受け筋

　　　

受け筋

L2

L3

柱 柱

柱 柱

大梁

大
梁

小
梁

短辺方向

長
辺
方
向

(D13)

(D13)

(D13)

L3

L3
L2

(D16)

図１４．２

受け筋

    (注) 1. Lbを確保できない場合は、６.(c)によることができる。

余長
L2

余長

余長

Lb

Lb

L2
Lb

L2

(D13)

L3

L2

余長

Lb

受け筋

　　　　　　　　　　　　　　　（ロ）（イ） （ハ）

　　　　　
一般スラブの場合 耐圧スラブの場合　

     （耐圧スラブが付く場合は　Ｄ．による）

杭径の

　杭径
1.5倍

〈Ａ形〉

基礎筋
100

15d 15d

20d L1

基礎筋

はかま筋

20d

20d

はかま筋

中詰めコンクリート補強筋

基礎筋

(注) 1. 中詰めコンクリート補強筋は、次による。

6-D13・杭径350～400φ

8-D13・杭径450～600φ

・帯筋　　D10-100@

     2. 中詰めコンクリート補強筋は、フックをつけない

・杭径300φ　以下 4-D13
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         2. スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。

１８．雑配筋要領

１６．階段

種　別

KW1

KW2
横筋

縦筋

横筋

縦筋

D10-200@ダブル

D13-150@ダブル

D10-200@ダブル

D13-200@ダブル

縦筋及び横筋 断　面　図 (mm)

200

180

KA4

KA2

KA3

KA1

階段の配筋種別

図１７．１

補強筋

開口

壁配筋

L1

L1

L1

L1

１７．補強

 (1) 壁開口部の補強は、表１７．１のＡ形又は表１７．２のＢ形とし、適用は、

     特記による。特記がなければＢ形とする。ただし、耐震壁の補強筋は特記による。

 (2) 壁開口部補強の定着長さ

壁の種別

W12, W15

W18, W20

補　強　筋

縦・横

1-D13

2-D13

斜　め

1-D13

2-D13

壁の種別

W12, W15

W18, W20

縦・横

2-D13

補　強　筋

斜　め

1-D13

2-D134-D13

表１７．１　Ａ形 表１７．２　Ｂ形

     避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

     スラブの開口部の補強は、特記による。特記がなければ次による。

 (3) 開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を

 (1) スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に

     斜め方向に2-D13（ 　＝2L1）シングルを上下筋の内側に配筋する。

 (2) スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げる

     ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

     屋根スラブの出隅及び入り隅部分には、図１７．３により、補強筋を上端筋の下側

     に配置する。

出
隅
部
分

の
補
強
筋

一般スラブ配力筋　

出隅部分の補強筋

L1

L3

L 3

L 1

 (1) 補強の配筋は、特記による。特記がなければ配筋方法は図１７．４による。

 (2) 出隅受け部は（図１７．４の斜線部分）の配筋は、特記による。

梁梁

2-D13（上下）

図１６．２

余長

余長

L2

150

L2

L3
L0

L0
L2

Lb t

D13
150

L2
L2

L2
L2

L2

L3

t

     配筋種別及びスラブ厚さは、特記による。

図１８．４

D13

D13

D13

D13

主筋
L2 L2

 (2) 先端に壁が付く場合の配筋は、図１８．２による。

L2 L2
2-D13

2-D13

1
0
0
以
下

1
0
0
以
下及び間隔に合わせる

先端壁の縦筋の径

先
端
壁
厚
以
上

L
2

先
端
壁
厚
以
上

1
0
0
以
下

図１８．２

     150mm以下の段差のあるスラブの補強は、図１８．３による。

L2

350mm

図１８．３

L2

D13

H
D13

H

5H

8d以上
先端部補強筋
2-D13

L

配力筋 　　　　D16 (　＞1,000)
受け筋　D13 (　≦1,000)

2-D13 受け筋　D13

主筋

配力筋

L

　≦60010d以上

CS4

CS3

CS1

主　　筋

下

上

下

上

下

上

下

上

CS7

CS6

CS5

下

上

下

上

下

上

配筋種別 主　　筋

D10-200@

D10，13-200@

D10，13-300@

D10，13-150@

D13-300@

D13-150@

D13-200@

D10-200@

D10-400@

D10，13-200@

D10-200@

先端部補強筋

斜補強筋各　2-D13
＝1,100上端筋の下端へ配筋

特記による。特記のない場合は下記による。

D10-200@
D13

D10-300@

D10-200@

L3

D10

D10

D10
t

Lb

余長
t

D10-300@
D10

D10

Lb

L3

 1/2

 
2

 
1
/
2

 1

(注)    1 ≧　2 とする

図１７．４

CS2

Ａ.  片持ちスラブ形

Ｂ.  二辺固定スラブ形　　

Ａ.  壁開口部の補強　　　　　　　　　　　　　　

Ｂ.  スラブの開口部補強

Ｃ.  屋根スラブの補強

Ｄ.  片持スラブの出隅部　　　　　　　　　　　　　　　

Ｅ.  階段踊場補強筋　　　

Ａ.  片持ちスラブ　

Ｂ.  段差のあるスラブの補強

Ｃ.  折れ曲がりスラブ

片持ちスラブの配筋 (CS6 及び CS7)

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

 (a) H ≦ 70 の場合 (b) 70 ＜ H ≦ 150 の場合

出隅部分補強配筋 出隅受け部配筋

片持ちスラブの配筋 (CS1～CS5)

補強筋の定着

Ｃ.  片持ちスラブ形階段を受ける壁の配筋は、下表により、種別は特記による。

Ｄ.  壁の交差部及び端部の配筋は、図１５．１による。

    (注) 1. 先端の折曲げ長さLは、スラブ厚よりかぶり厚を除いた長さとする。

    (注) 1. Lbを確保できない場合は、６.(c)によることができる。

    (注) 縦筋は、横筋の外側に配筋する。

図１６．３

出隅部 柱又は梁にL1定着する

出隅受け部

 1/2

 
2

 
1
/
2

 1

(注) 1. 　1 ≧　2 とする

     2. 出隅受け部配筋は柱又は

        梁にL1定着する

D13-100@

配筋種別

 (1) 片持スラブの基準配筋（CS形基準配筋）は下表及び図１８．１による。

特記による。特記のない場合は下記による。

継手L1

1-D13

L2

1-D13

　　　

L2
L2

2-D13

L2
1-D13

1-D13
L2

図１５．１

2-D13

L2

1-D13

L2

交差部（水平断面）

1-D13 1-D13

L2L2

2-D13 2-D13 4-D131-D13

端部 外壁の端部

（垂直及び水平断面を示す）

図１８．１

　

CL

　

L2

L3

L2

L2

配筋種別

配筋種別

配筋図

配筋図

D13 2-D13

D10-300@

D10-300@

t

t

D10-300@

t

t

D10-300@
t

D10-300@
t

D13 2-D13

D13 D13

D13 D13

D10-300@

KA1 KA2

KA3 KA4

    (注) 1. 壁配筋は１５．Ｃ．による。

            縦に下ろす。

         2. 階段主筋は、壁の中心線を超えてから

            ６．のL3とする。

         3. スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、

図１６．１

（　　　）本

（　　　）本

　　　　　　　　　　

開口

L1

L1

2

2

L

1

L

1

図１７．２

図１７．３

5-D10(　＝1,500)

5-D10(　＝1,500)

n2

n1
n1本

n2本

配筋種別 上端筋、下端筋共（全域）

KB1

KB2

KB3

KB4

KB5

KB6

KB7

D13-200@

D13-150@

D13-100@

D13，D16-150@

D16-150@

D16-125@

D16-100@

　鉄筋コンクリート構造配筋標準図　６－５
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10. 溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。

 9. 溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

     基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。

     （特記がなければ、図１８．５による。）

図１８．５

     土間コンクリートの補強筋は、特記による。

     なお、基礎梁との接合部は、図１８．６による。

 (2) aが300㎜以下の場合に限る。

     基礎へ荷重を伝達するものとする。

     伝達できるものをいい、それ以外は、土間スラブとして、梁及び柱を介して

 (1) 土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ

     梁の打増しは、図１８．６により、打増し幅が70mm以上の場合に適用する。

図１８．６

L3

aD13

L2

L2

L2

　

　
　スラブ筋と同径、

同材質、同間隔

　

L2

a

D13

L2

L2

a

L2

L2

a

L2

土間コンクリート補強筋

D13

補強筋の鉄筋径及

び間隔に合わせる。

土間コンクリ－ト

図１８．９

    なお、リング筋は、溶接金網に4箇所以上溶接する。

 6. 縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

    （ D は梁せい）以上離す。ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。

 7. 補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは図１８．１０による。

 1. 梁貫通孔補強筋の名称などは図１８．９による。

方向 配　　筋 先端補強筋コンクリート厚さ

縦

横 特記による。

特記による。

2-D13

2-D13L2

2-D13

L2

4-D13
先端補強筋

先端補強筋
2-D13

先端補強筋

特記による

斜め筋 あばら筋斜め筋

縦筋

余長

突出し

かぶり

かぶり
梁貫通孔外径

縦筋　

リング筋

溶接金網

突合せ溶接

溶接金網

あばら筋

リング筋

突出し

突出し

余長　

余長

D

D/2
CL

斜め筋

下縦筋

上縦筋

あばら筋

縦筋

横筋横筋

斜め筋

下縦筋

上縦筋

縦筋

あばら筋

11. 溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心

    ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

 2. 孔の径は、梁せいの 1/3 以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

 4. 孔の中心位置の限度は、柱及び直交する梁（小梁）の面から原則として 1.5 D

 5. 孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の3倍以上とする。

 8. 孔の径が梁せいの 1/10 以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げる

Ｄ.  パラペットの配筋は、下表による。

Ｅ.  土間スラブの打継ぎ補強

Ｆ.  土間コンクリートの補強

Ｇ.  梁打増し補強

Ｉ.  梁貫通孔の補強

    とする。

な　し

2-2-D13

2-2-D13 2-6φ-100@

な　し2-2-D13

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D19

MH1

MH2

MH3

MH4

MH5

MH6

MH7

配　筋　図
配筋

斜め筋 縦　　筋 溶接金物
種別

800

D10

コンクリートブロック帳壁

D10-200@

D10
L2

L2 D16D13

ｔ

コンクリートブロック帳壁

D10-200@

コンクリートの厚さ

M4

M3

M2

M1

配筋
種別

上
下 配　筋　図

　

H1

H2

H3

H4

H5

H6

H7 4-2-D22

4-2-D19

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D13

2-2-D13

な し

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D13 2-2-D13

2-2-D13

な し な し

2-2-D13

3-2-D13

縦　筋 横　筋 　縦筋斜め筋配筋
種別

Ｊ.  コンクリートブロック帳壁との取合い

 (b) 帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強

図１８．１１

図１８．１２

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D13

6-2-D13

縦　筋

な　し

2-6φ-100@

溶接金物

な　し

13φ

リング筋 配　　筋　　図

4-2-D13 2-6φ-100@

L1

L1

L

1

図１８．１０

(b) 上端の打増し

端部

貫通孔が円形の場合 貫通孔が四角形の場合

中間部

 3. 孔の上下方向の位置は、梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3D

    の範囲に設けてはならない。

(1) H形配筋

(3) MH形配筋

(2) M形配筋

(a) 下端の打増し

〈H形〉

〈MH形及びM形〉

 (a) 控壁の配筋

    (注) 採用する配筋については、特記による。

         大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件は、すべて認定内容

         による。

図１８．８

打増し部分

L2

a

300以下　　300以下

打増し部分

　　　
L2

300以下

300以下

300以下

300以下 300以下 300以下

L2 a1

a2

帯筋と同径、
同材質、同間隔

(a) 1方向の打増し (b) 2方向の打増し

L2

L2

L2

b

図１８．７

a

 あばら筋と同径、
 同材質、同間隔　

腹筋は、図１１．Ｂ
による

     軸補強筋は、特記による。

a1

a2

Ｈ.  柱打増し補強

(d) 2方向の打増し(c) 側面の打増し

(a) 柱の打増しは、図１８．８より、打増し幅が70mm以上の場合に適用する。

（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

 同材質、同間隔  
 あばら筋と同径、

打増し部分

b

a

L2

b

L2

a

打増し部分

L1

L

1

L1

　鉄筋コンクリート構造配筋標準図　６－６
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一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課

設計設計設計設計設計設計設計 竣工竣工竣工竣工竣工竣工竣工
R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7 NONNONNONNONNONNONNON

S-01S-01S-01S-01S-01S-01S-01

一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

スカラップ形状       スカラップ工法     ノンスカラップ工法スカラップ形状       スカラップ工法     ノンスカラップ工法スカラップ形状       スカラップ工法     ノンスカラップ工法スカラップ形状       スカラップ工法     ノンスカラップ工法スカラップ形状       スカラップ工法     ノンスカラップ工法スカラップ形状       スカラップ工法     ノンスカラップ工法スカラップ形状       スカラップ工法     ノンスカラップ工法

梁貫通位置、径、及び箇所数は(     意匠図     構造図     設備図　)による。梁貫通位置、径、及び箇所数は(     意匠図     構造図     設備図　)による。梁貫通位置、径、及び箇所数は(     意匠図     構造図     設備図　)による。梁貫通位置、径、及び箇所数は(     意匠図     構造図     設備図　)による。梁貫通位置、径、及び箇所数は(     意匠図     構造図     設備図　)による。梁貫通位置、径、及び箇所数は(     意匠図     構造図     設備図　)による。梁貫通位置、径、及び箇所数は(     意匠図     構造図     設備図　)による。

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

＊＊＊＊＊＊＊

§ 6§ 6§ 6§ 6§ 6§ 6§ 6 コ ンク リー ト 工事コ ンク リー ト 工事コ ンク リー ト 工事コ ンク リー ト 工事コ ンク リー ト 工事コ ンク リー ト 工事コ ンク リー ト 工事構 造 特 記 仕 様 書構 造 特 記 仕 様 書構 造 特 記 仕 様 書構 造 特 記 仕 様 書構 造 特 記 仕 様 書構 造 特 記 仕 様 書構 造 特 記 仕 様 書

§ 1§ 1§ 1§ 1§ 1§ 1§ 1 一 般事 項一 般事 項一 般事 項一 般事 項一 般事 項一 般事 項一 般事 項

§ 4§ 4§ 4§ 4§ 4§ 4§ 4 地 業工 事地 業工 事地 業工 事地 業工 事地 業工 事地 業工 事地 業工 事

§ 3§ 3§ 3§ 3§ 3§ 3§ 3 仮 設工 事 ， 土 工事仮 設工 事 ， 土 工事仮 設工 事 ， 土 工事仮 設工 事 ， 土 工事仮 設工 事 ， 土 工事仮 設工 事 ， 土 工事仮 設工 事 ， 土 工事

§ 2§ 2§ 2§ 2§ 2§ 2§ 2 構 造計 算 ル ー ト構 造計 算 ル ー ト構 造計 算 ル ー ト構 造計 算 ル ー ト構 造計 算 ル ー ト構 造計 算 ル ー ト構 造計 算 ル ー ト

§ 5§ 5§ 5§ 5§ 5§ 5§ 5 鉄 筋工 事鉄 筋工 事鉄 筋工 事鉄 筋工 事鉄 筋工 事鉄 筋工 事鉄 筋工 事

§ 7§ 7§ 7§ 7§ 7§ 7§ 7 鉄 骨工 事鉄 骨工 事鉄 骨工 事鉄 骨工 事鉄 骨工 事鉄 骨工 事鉄 骨工 事

§ 8§ 8§ 8§ 8§ 8§ 8§ 8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事

材種材種材種材種材種材種材種

選択項目は     印を適用し、   印が無い場合は    印を適用する。選択項目は     印を適用し、   印が無い場合は    印を適用する。選択項目は     印を適用し、   印が無い場合は    印を適用する。選択項目は     印を適用し、   印が無い場合は    印を適用する。選択項目は     印を適用し、   印が無い場合は    印を適用する。選択項目は     印を適用し、   印が無い場合は    印を適用する。選択項目は     印を適用し、   印が無い場合は    印を適用する。

使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。

設計図書(全て最新版)の優先順位は下記による。設計図書(全て最新版)の優先順位は下記による。設計図書(全て最新版)の優先順位は下記による。設計図書(全て最新版)の優先順位は下記による。設計図書(全て最新版)の優先順位は下記による。設計図書(全て最新版)の優先順位は下記による。設計図書(全て最新版)の優先順位は下記による。 2)2)2)2)2)2)2)

本特記仕様書本特記仕様書本特記仕様書本特記仕様書本特記仕様書本特記仕様書本特記仕様書

設計図設計図設計図設計図設計図設計図設計図 4)4)4)4)4)4)4) 杭の構成は設計図による。杭の構成は設計図による。杭の構成は設計図による。杭の構成は設計図による。杭の構成は設計図による。杭の構成は設計図による。杭の構成は設計図による。 3)3)3)3)3)3)3)

標準図標準図標準図標準図標準図標準図標準図 鉄筋コンクリート構造配筋標準図     鉄骨工作標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図     鉄骨工作標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図     鉄骨工作標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図     鉄骨工作標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図     鉄骨工作標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図     鉄骨工作標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図     鉄骨工作標準図 5)5)5)5)5)5)5) 杭頭補強杭頭補強杭頭補強杭頭補強杭頭補強杭頭補強杭頭補強

鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図     高強度せん断補強筋施工仕様書　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図     高強度せん断補強筋施工仕様書　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図     高強度せん断補強筋施工仕様書　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図     高強度せん断補強筋施工仕様書　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図     高強度せん断補強筋施工仕様書　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図     高強度せん断補強筋施工仕様書　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図     高強度せん断補強筋施工仕様書　

鉄筋コンクリート壁式標準配筋図鉄筋コンクリート壁式標準配筋図鉄筋コンクリート壁式標準配筋図鉄筋コンクリート壁式標準配筋図鉄筋コンクリート壁式標準配筋図鉄筋コンクリート壁式標準配筋図鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

拡底アースドリル工法拡底アースドリル工法拡底アースドリル工法拡底アースドリル工法拡底アースドリル工法拡底アースドリル工法拡底アースドリル工法5)5)5)5)5)5)5) 4)4)4)4)4)4)4)

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。 5)5)5)5)5)5)5)オールケーシング工法(　　ベノト工法　　　　　　　　　　　)オールケーシング工法(　　ベノト工法　　　　　　　　　　　)オールケーシング工法(　　ベノト工法　　　　　　　　　　　)オールケーシング工法(　　ベノト工法　　　　　　　　　　　)オールケーシング工法(　　ベノト工法　　　　　　　　　　　)オールケーシング工法(　　ベノト工法　　　　　　　　　　　)オールケーシング工法(　　ベノト工法　　　　　　　　　　　)

6)6)6)6)6)6)6)

7)7)7)7)7)7)7)

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

試験　(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)試験　(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)試験　(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)試験　(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)試験　(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)試験　(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)試験　(躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)

GL-　　　　mGL-　　　　mGL-　　　　mGL-　　　　mGL-　　　　mGL-　　　　mGL-　　　　m3)3)3)3)3)3)3) 杭先端深さ杭先端深さ杭先端深さ杭先端深さ杭先端深さ杭先端深さ杭先端深さ 1)1)1)1)1)1)1)

4)4)4)4)4)4)4) 2)2)2)2)2)2)2)

3)3)3)3)3)3)3)

5)5)5)5)5)5)5) 使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料 4)4)4)4)4)4)4)

5)5)5)5)5)5)5)

せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)

溶接部の検査(第三者機関による)溶接部の検査(第三者機関による)溶接部の検査(第三者機関による)溶接部の検査(第三者機関による)溶接部の検査(第三者機関による)溶接部の検査(第三者機関による)溶接部の検査(第三者機関による)

抜取り検査抜取り検査抜取り検査抜取り検査抜取り検査抜取り検査抜取り検査 1) 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。1) 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。1) 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。1) 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。1) 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。1) 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。1) 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

引張り試験 (JISZ3120)引張り試験 (JISZ3120)引張り試験 (JISZ3120)引張り試験 (JISZ3120)引張り試験 (JISZ3120)引張り試験 (JISZ3120)引張り試験 (JISZ3120) 2) 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。2) 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。2) 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。2) 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。2) 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。2) 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。2) 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

3) 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して3) 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して3) 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して3) 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して3) 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して3) 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して3) 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して

　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

1検査ロットにつき     30 箇所1検査ロットにつき     30 箇所1検査ロットにつき     30 箇所1検査ロットにつき     30 箇所1検査ロットにつき     30 箇所1検査ロットにつき     30 箇所1検査ロットにつき     30 箇所 4) 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。4) 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。4) 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。4) 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。4) 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。4) 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。4) 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

・不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。・不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。・不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。・不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。・不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。・不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。・不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。 5) 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。5) 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。5) 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。5) 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。5) 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。5) 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。5) 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。

　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内　1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内 6) 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。6) 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。6) 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。6) 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。6) 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。6) 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。6) 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強 7) エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。7) エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。7) エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。7) エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。7) エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。7) エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。7) エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。 8) 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。8) 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。8) 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。8) 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。8) 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。8) 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。8) 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

その他その他その他その他その他その他その他

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。    を原則とする。   を原則とする。   を原則とする。   を原則とする。   を原則とする。   を原則とする。   を原則とする。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

鋼管(リブ付)鋼管(リブ付)鋼管(リブ付)鋼管(リブ付)鋼管(リブ付)鋼管(リブ付)鋼管(リブ付)

孔壁測定  ( 2 方向)孔壁測定  ( 2 方向)孔壁測定  ( 2 方向)孔壁測定  ( 2 方向)孔壁測定  ( 2 方向)孔壁測定  ( 2 方向)孔壁測定  ( 2 方向)

     LFc18    LFc21    LFc24    LFc27    LFc30    LFc     LFc18    LFc21    LFc24    LFc27    LFc30    LFc     LFc18    LFc21    LFc24    LFc27    LFc30    LFc     LFc18    LFc21    LFc24    LFc27    LFc30    LFc     LFc18    LFc21    LFc24    LFc27    LFc30    LFc     LFc18    LFc21    LFc24    LFc27    LFc30    LFc     LFc18    LFc21    LFc24    LFc27    LFc30    LFc

捨てコンクリート     Fc捨てコンクリート     Fc捨てコンクリート     Fc捨てコンクリート     Fc捨てコンクリート     Fc捨てコンクリート     Fc捨てコンクリート     Fc

1検査ロットにつき     3本1検査ロットにつき     3本1検査ロットにつき     3本1検査ロットにつき     3本1検査ロットにつき     3本1検査ロットにつき     3本1検査ロットにつき     3本

場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭

1)1)1)1)1)1)1) 工法工法工法工法工法工法工法

アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法

リバース工法リバース工法リバース工法リバース工法リバース工法リバース工法リバース工法

BH工法BH工法BH工法BH工法BH工法BH工法BH工法

かご筋     スタッド溶接     杭外周溶接かご筋     スタッド溶接     杭外周溶接かご筋     スタッド溶接     杭外周溶接かご筋     スタッド溶接     杭外周溶接かご筋     スタッド溶接     杭外周溶接かご筋     スタッド溶接     杭外周溶接かご筋     スタッド溶接     杭外周溶接

鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋 SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SKK400SKK400SKK400SKK400SKK400SKK400SKK400 SKK490SKK490SKK490SKK490SKK490SKK490SKK490

防水押さえコンクリート     Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )防水押さえコンクリート     Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )防水押さえコンクリート     Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )防水押さえコンクリート     Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )防水押さえコンクリート     Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )防水押さえコンクリート     Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )防水押さえコンクリート     Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )

かさ上げコンクリート       Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )かさ上げコンクリート       Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )かさ上げコンクリート       Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )かさ上げコンクリート       Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )かさ上げコンクリート       Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )かさ上げコンクリート       Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )かさ上げコンクリート       Fc         LFc    (気乾単位容積質量     18.5          )

1)1)1)1)1)1)1) セメント     普通ポルトランドセメントJISR5210     高炉セメントB種セメント     普通ポルトランドセメントJISR5210     高炉セメントB種セメント     普通ポルトランドセメントJISR5210     高炉セメントB種セメント     普通ポルトランドセメントJISR5210     高炉セメントB種セメント     普通ポルトランドセメントJISR5210     高炉セメントB種セメント     普通ポルトランドセメントJISR5210     高炉セメントB種セメント     普通ポルトランドセメントJISR5210     高炉セメントB種

             低熱ポルトランドセメントJISR5210             低熱ポルトランドセメントJISR5210             低熱ポルトランドセメントJISR5210             低熱ポルトランドセメントJISR5210             低熱ポルトランドセメントJISR5210             低熱ポルトランドセメントJISR5210             低熱ポルトランドセメントJISR5210

粗骨材       砂利     砕石     高炉スラグ骨材     人工軽量骨材     再生骨材粗骨材       砂利     砕石     高炉スラグ骨材     人工軽量骨材     再生骨材粗骨材       砂利     砕石     高炉スラグ骨材     人工軽量骨材     再生骨材粗骨材       砂利     砕石     高炉スラグ骨材     人工軽量骨材     再生骨材粗骨材       砂利     砕石     高炉スラグ骨材     人工軽量骨材     再生骨材粗骨材       砂利     砕石     高炉スラグ骨材     人工軽量骨材     再生骨材粗骨材       砂利     砕石     高炉スラグ骨材     人工軽量骨材     再生骨材

最大径(mm)   20       25       40最大径(mm)   20       25       40最大径(mm)   20       25       40最大径(mm)   20       25       40最大径(mm)   20       25       40最大径(mm)   20       25       40最大径(mm)   20       25       40

躯体      (使用区分は設計図の軸組図に示す)躯体      (使用区分は設計図の軸組図に示す)躯体      (使用区分は設計図の軸組図に示す)躯体      (使用区分は設計図の軸組図に示す)躯体      (使用区分は設計図の軸組図に示す)躯体      (使用区分は設計図の軸組図に示す)躯体      (使用区分は設計図の軸組図に示す)

設計基準強度  (N/mm2)　設計基準強度  (N/mm2)　設計基準強度  (N/mm2)　設計基準強度  (N/mm2)　設計基準強度  (N/mm2)　設計基準強度  (N/mm2)　設計基準強度  (N/mm2)　

     普通コンクリート     普通コンクリート     普通コンクリート     普通コンクリート     普通コンクリート     普通コンクリート     普通コンクリート

混和材       AE減水剤     高性能AE減水剤     躯体防水材     膨張材混和材       AE減水剤     高性能AE減水剤     躯体防水材     膨張材混和材       AE減水剤     高性能AE減水剤     躯体防水材     膨張材混和材       AE減水剤     高性能AE減水剤     躯体防水材     膨張材混和材       AE減水剤     高性能AE減水剤     躯体防水材     膨張材混和材       AE減水剤     高性能AE減水剤     躯体防水材     膨張材混和材       AE減水剤     高性能AE減水剤     躯体防水材     膨張材

骨材   [     塩分含有量　　　アルカリシリカ反応性]骨材   [     塩分含有量　　　アルカリシリカ反応性]骨材   [     塩分含有量　　　アルカリシリカ反応性]骨材   [     塩分含有量　　　アルカリシリカ反応性]骨材   [     塩分含有量　　　アルカリシリカ反応性]骨材   [     塩分含有量　　　アルカリシリカ反応性]骨材   [     塩分含有量　　　アルカリシリカ反応性]

フレッシュコンクリート  [     スランプ     空気量]フレッシュコンクリート  [     スランプ     空気量]フレッシュコンクリート  [     スランプ     空気量]フレッシュコンクリート  [     スランプ     空気量]フレッシュコンクリート  [     スランプ     空気量]フレッシュコンクリート  [     スランプ     空気量]フレッシュコンクリート  [     スランプ     空気量]

躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

コンクリートコア抜き取り圧縮試験コンクリートコア抜き取り圧縮試験コンクリートコア抜き取り圧縮試験コンクリートコア抜き取り圧縮試験コンクリートコア抜き取り圧縮試験コンクリートコア抜き取り圧縮試験コンクリートコア抜き取り圧縮試験

マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)

鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着

構造計算ルート別による主筋等の継手重ね長さと柱に取り付く梁の定着長さ構造計算ルート別による主筋等の継手重ね長さと柱に取り付く梁の定着長さ構造計算ルート別による主筋等の継手重ね長さと柱に取り付く梁の定着長さ構造計算ルート別による主筋等の継手重ね長さと柱に取り付く梁の定着長さ構造計算ルート別による主筋等の継手重ね長さと柱に取り付く梁の定着長さ構造計算ルート別による主筋等の継手重ね長さと柱に取り付く梁の定着長さ構造計算ルート別による主筋等の継手重ね長さと柱に取り付く梁の定着長さ

山留め、根切り山留め、根切り山留め、根切り山留め、根切り山留め、根切り山留め、根切り山留め、根切り

埋戻し土、盛土、残土処分埋戻し土、盛土、残土処分埋戻し土、盛土、残土処分埋戻し土、盛土、残土処分埋戻し土、盛土、残土処分埋戻し土、盛土、残土処分埋戻し土、盛土、残土処分

埋戻し土埋戻し土埋戻し土埋戻し土埋戻し土埋戻し土埋戻し土

盛土盛土盛土盛土盛土盛土盛土

残土処分残土処分残土処分残土処分残土処分残土処分残土処分

     建築基準法施行令第73条(政令第73条)による仕様規定     建築基準法施行令第73条(政令第73条)による仕様規定     建築基準法施行令第73条(政令第73条)による仕様規定     建築基準法施行令第73条(政令第73条)による仕様規定     建築基準法施行令第73条(政令第73条)による仕様規定     建築基準法施行令第73条(政令第73条)による仕様規定     建築基準法施行令第73条(政令第73条)による仕様規定

根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土

根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土根切り土の中の良土

場内地均し場内地均し場内地均し場内地均し場内地均し場内地均し場内地均し

搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土

搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土搬入良土

場外搬出処分(     自由     指定場所)場外搬出処分(     自由     指定場所)場外搬出処分(     自由     指定場所)場外搬出処分(     自由     指定場所)場外搬出処分(     自由     指定場所)場外搬出処分(     自由     指定場所)場外搬出処分(     自由     指定場所)

地耐力載荷試験地耐力載荷試験地耐力載荷試験地耐力載荷試験地耐力載荷試験地耐力載荷試験地耐力載荷試験

地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良

既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭

1)1)1)1)1)1)1) 杭種杭種杭種杭種杭種杭種杭種

2)2)2)2)2)2)2) 工法工法工法工法工法工法工法

設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力

行う行う行う行う行う行う行う

aaaaaaa

注(1) アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。注(1) アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。注(1) アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。注(1) アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。注(1) アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。注(1) アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。注(1) アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

  (2) 端部aは100以上とする。  (2) 端部aは100以上とする。  (2) 端部aは100以上とする。  (2) 端部aは100以上とする。  (2) 端部aは100以上とする。  (2) 端部aは100以上とする。  (2) 端部aは100以上とする。

仕様書 (     公共建築協会     日本建築家協会 )仕様書 (     公共建築協会     日本建築家協会 )仕様書 (     公共建築協会     日本建築家協会 )仕様書 (     公共建築協会     日本建築家協会 )仕様書 (     公共建築協会     日本建築家協会 )仕様書 (     公共建築協会     日本建築家協会 )仕様書 (     公共建築協会     日本建築家協会 )

圧密排水工法圧密排水工法圧密排水工法圧密排水工法圧密排水工法圧密排水工法圧密排水工法

締固め工法締固め工法締固め工法締固め工法締固め工法締固め工法締固め工法無筋コンクリート地業無筋コンクリート地業無筋コンクリート地業無筋コンクリート地業無筋コンクリート地業無筋コンクリート地業無筋コンクリート地業

セメント系固化材撹袢セメント系固化材撹袢セメント系固化材撹袢セメント系固化材撹袢セメント系固化材撹袢セメント系固化材撹袢セメント系固化材撹袢

[    載荷試験     一軸圧縮試験][    載荷試験     一軸圧縮試験][    載荷試験     一軸圧縮試験][    載荷試験     一軸圧縮試験][    載荷試験     一軸圧縮試験][    載荷試験     一軸圧縮試験][    載荷試験     一軸圧縮試験]

[    六価クロム溶出試験     ][    六価クロム溶出試験     ][    六価クロム溶出試験     ][    六価クロム溶出試験     ][    六価クロム溶出試験     ][    六価クロム溶出試験     ][    六価クロム溶出試験     ]

ソイルセメント杭ソイルセメント杭ソイルセメント杭ソイルセメント杭ソイルセメント杭ソイルセメント杭ソイルセメント杭

砕石パイル工法砕石パイル工法砕石パイル工法砕石パイル工法砕石パイル工法砕石パイル工法砕石パイル工法

行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない

行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない

PRC 杭PRC 杭PRC 杭PRC 杭PRC 杭PRC 杭PRC 杭

節杭節杭節杭節杭節杭節杭節杭

打撃工法打撃工法打撃工法打撃工法打撃工法打撃工法打撃工法

埋込み工法埋込み工法埋込み工法埋込み工法埋込み工法埋込み工法埋込み工法

油圧ハンマー油圧ハンマー油圧ハンマー油圧ハンマー油圧ハンマー油圧ハンマー油圧ハンマー

プレボーリングセメントミルク注入工法プレボーリングセメントミルク注入工法プレボーリングセメントミルク注入工法プレボーリングセメントミルク注入工法プレボーリングセメントミルク注入工法プレボーリングセメントミルク注入工法プレボーリングセメントミルク注入工法

B種B種B種B種B種B種B種

B種B種B種B種B種B種B種

Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種

B種B種B種B種B種B種B種

C種C種C種C種C種C種C種

C種C種C種C種C種C種C種

Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種 Ⅳ種Ⅳ種Ⅳ種Ⅳ種Ⅳ種Ⅳ種Ⅳ種

中掘拡大根固め工法(認定工法)中掘拡大根固め工法(認定工法)中掘拡大根固め工法(認定工法)中掘拡大根固め工法(認定工法)中掘拡大根固め工法(認定工法)中掘拡大根固め工法(認定工法)中掘拡大根固め工法(認定工法)

回転埋設根固め工法(認定工法)回転埋設根固め工法(認定工法)回転埋設根固め工法(認定工法)回転埋設根固め工法(認定工法)回転埋設根固め工法(認定工法)回転埋設根固め工法(認定工法)回転埋設根固め工法(認定工法)

なしなしなしなしなしなしなし

ディーゼルハンマーディーゼルハンマーディーゼルハンマーディーゼルハンマーディーゼルハンマーディーゼルハンマーディーゼルハンマー

溶接継手     ガス圧接     突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)溶接継手     ガス圧接     突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)溶接継手     ガス圧接     突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)溶接継手     ガス圧接     突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)溶接継手     ガス圧接     突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)溶接継手     ガス圧接     突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)溶接継手     ガス圧接     突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)

超高音波探傷試験 (JISZ3062)      熱間押抜き試験超高音波探傷試験 (JISZ3062)      熱間押抜き試験超高音波探傷試験 (JISZ3062)      熱間押抜き試験超高音波探傷試験 (JISZ3062)      熱間押抜き試験超高音波探傷試験 (JISZ3062)      熱間押抜き試験超高音波探傷試験 (JISZ3062)      熱間押抜き試験超高音波探傷試験 (JISZ3062)      熱間押抜き試験

  あり  あり  あり  あり  あり  あり  あり杭周固定液杭周固定液杭周固定液杭周固定液杭周固定液杭周固定液杭周固定液

3)3)3)3)3)3)3) 杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表

基礎及びスラブ下地業    (単位 mm)基礎及びスラブ下地業    (単位 mm)基礎及びスラブ下地業    (単位 mm)基礎及びスラブ下地業    (単位 mm)基礎及びスラブ下地業    (単位 mm)基礎及びスラブ下地業    (単位 mm)基礎及びスラブ下地業    (単位 mm)

鋼管杭，その他特殊杭鋼管杭，その他特殊杭鋼管杭，その他特殊杭鋼管杭，その他特殊杭鋼管杭，その他特殊杭鋼管杭，その他特殊杭鋼管杭，その他特殊杭

1)1)1)1)1)1)1) 杭種杭種杭種杭種杭種杭種杭種

材種材種材種材種材種材種材種

2)2)2)2)2)2)2) 工法工法工法工法工法工法工法

3)3)3)3)3)3)3) 杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表杭径，設計耐力，本数表

杭打地業共通事項杭打地業共通事項杭打地業共通事項杭打地業共通事項杭打地業共通事項杭打地業共通事項杭打地業共通事項

1)1)1)1)1)1)1)

2)2)2)2)2)2)2)

3)3)3)3)3)3)3)

打撃工法 (     油圧ハンマー     ディーゼルハンマー)      回転貫入工法打撃工法 (     油圧ハンマー     ディーゼルハンマー)      回転貫入工法打撃工法 (     油圧ハンマー     ディーゼルハンマー)      回転貫入工法打撃工法 (     油圧ハンマー     ディーゼルハンマー)      回転貫入工法打撃工法 (     油圧ハンマー     ディーゼルハンマー)      回転貫入工法打撃工法 (     油圧ハンマー     ディーゼルハンマー)      回転貫入工法打撃工法 (     油圧ハンマー     ディーゼルハンマー)      回転貫入工法

SL塗布       行う       行わないSL塗布       行う       行わないSL塗布       行う       行わないSL塗布       行う       行わないSL塗布       行う       行わないSL塗布       行う       行わないSL塗布       行う       行わない

載荷試験     行う　(　　箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)      行わない載荷試験     行う　(　　箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)      行わない載荷試験     行う　(　　箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)      行わない載荷試験     行う　(　　箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)      行わない載荷試験     行う　(　　箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)      行わない載荷試験     行う　(　　箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)      行わない載荷試験     行う　(　　箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)      行わない

[     杭長決定用先行杭     試験堀]     行う (    本)      行わない[     杭長決定用先行杭     試験堀]     行う (    本)      行わない[     杭長決定用先行杭     試験堀]     行う (    本)      行わない[     杭長決定用先行杭     試験堀]     行う (    本)      行わない[     杭長決定用先行杭     試験堀]     行う (    本)      行わない[     杭長決定用先行杭     試験堀]     行う (    本)      行わない[     杭長決定用先行杭     試験堀]     行う (    本)      行わない

2)2)2)2)2)2)2) 杭径，設計耐力，本数表(拡底部は施工径を示す)杭径，設計耐力，本数表(拡底部は施工径を示す)杭径，設計耐力，本数表(拡底部は施工径を示す)杭径，設計耐力，本数表(拡底部は施工径を示す)杭径，設計耐力，本数表(拡底部は施工径を示す)杭径，設計耐力，本数表(拡底部は施工径を示す)杭径，設計耐力，本数表(拡底部は施工径を示す)

行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない

行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない

行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない

行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない

行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない行う     行わない

高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。

継手継手継手継手継手継手継手

2)2)2)2)2)2)2) ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

1)1)1)1)1)1)1)

溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料

材種及び使用箇所材種及び使用箇所材種及び使用箇所材種及び使用箇所材種及び使用箇所材種及び使用箇所材種及び使用箇所

A種A種A種A種A種A種A種

A種A種A種A種A種A種A種

PHC 杭PHC 杭PHC 杭PHC 杭PHC 杭PHC 杭PHC 杭

C種C種C種C種C種C種C種

Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種

A種A種A種A種A種A種A種

コンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロック

1)1)1)1)1)1)1) 種類種類種類種類種類種類種類 A 種A 種A 種A 種A 種A 種A 種 B 種B 種B 種B 種B 種B 種B 種 C 種C 種C 種C 種C 種C 種C 種

2)2)2)2)2)2)2)2)  厚さ mm2)  厚さ mm2)  厚さ mm2)  厚さ mm2)  厚さ mm2)  厚さ mm2)  厚さ mm 100100100100100100100 120120120120120120120 150150150150150150150 190190190190190190190

押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板

1)1)1)1)1)1)1) 使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所 床床床床床床床 屋根屋根屋根屋根屋根屋根屋根 外壁外壁外壁外壁外壁外壁外壁 内壁内壁内壁内壁内壁内壁内壁

2)2)2)2)2)2)2) 厚さ mm厚さ mm厚さ mm厚さ mm厚さ mm厚さ mm厚さ mm 60606060606060 100100100100100100100 120120120120120120120 150150150150150150150 175175175175175175175

3)3)3)3)3)3)3) 外壁取り付け構法外壁取り付け構法外壁取り付け構法外壁取り付け構法外壁取り付け構法外壁取り付け構法外壁取り付け構法

鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場

9) 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上9) 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上9) 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上9) 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上9) 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上9) 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上9) 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上

10)給湯設備の転倒防止対策は,平成12年建設省告示第1388号に準じること。検査時に検討書類を提出のこと。10)給湯設備の転倒防止対策は,平成12年建設省告示第1388号に準じること。検査時に検討書類を提出のこと。10)給湯設備の転倒防止対策は,平成12年建設省告示第1388号に準じること。検査時に検討書類を提出のこと。10)給湯設備の転倒防止対策は,平成12年建設省告示第1388号に準じること。検査時に検討書類を提出のこと。10)給湯設備の転倒防止対策は,平成12年建設省告示第1388号に準じること。検査時に検討書類を提出のこと。10)給湯設備の転倒防止対策は,平成12年建設省告示第1388号に準じること。検査時に検討書類を提出のこと。10)給湯設備の転倒防止対策は,平成12年建設省告示第1388号に準じること。検査時に検討書類を提出のこと。

11)天井・外壁・間仕切壁等非構造部材は建物の変形に追従し,地震等の外力によって脱落しない仕様とすること。11)天井・外壁・間仕切壁等非構造部材は建物の変形に追従し,地震等の外力によって脱落しない仕様とすること。11)天井・外壁・間仕切壁等非構造部材は建物の変形に追従し,地震等の外力によって脱落しない仕様とすること。11)天井・外壁・間仕切壁等非構造部材は建物の変形に追従し,地震等の外力によって脱落しない仕様とすること。11)天井・外壁・間仕切壁等非構造部材は建物の変形に追従し,地震等の外力によって脱落しない仕様とすること。11)天井・外壁・間仕切壁等非構造部材は建物の変形に追従し,地震等の外力によって脱落しない仕様とすること。11)天井・外壁・間仕切壁等非構造部材は建物の変形に追従し,地震等の外力によって脱落しない仕様とすること。

調合強度は下記の両式を満足するものとする。(補正値は工事費に含む) ΔF=3N    行う    行わない調合強度は下記の両式を満足するものとする。(補正値は工事費に含む) ΔF=3N    行う    行わない調合強度は下記の両式を満足するものとする。(補正値は工事費に含む) ΔF=3N    行う    行わない調合強度は下記の両式を満足するものとする。(補正値は工事費に含む) ΔF=3N    行う    行わない調合強度は下記の両式を満足するものとする。(補正値は工事費に含む) ΔF=3N    行う    行わない調合強度は下記の両式を満足するものとする。(補正値は工事費に含む) ΔF=3N    行う    行わない調合強度は下記の両式を満足するものとする。(補正値は工事費に含む) ΔF=3N    行う    行わない

アーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件にアーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件にアーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件にアーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件にアーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件にアーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件にアーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件に

相応したものを選定する。相応したものを選定する。相応したものを選定する。相応したものを選定する。相応したものを選定する。相応したものを選定する。相応したものを選定する。

5-15-15-15-15-15-15-1

6-16-16-16-16-16-16-1

1-11-11-11-11-11-11-1

1-21-21-21-21-21-21-2

4-54-54-54-54-54-54-5

1-31-31-31-31-31-31-3

1-41-41-41-41-41-41-4

1-51-51-51-51-51-51-5 6-26-26-26-26-26-26-2

1-61-61-61-61-61-61-6 6-36-36-36-36-36-36-3

1-71-71-71-71-71-71-7

6-46-46-46-46-46-46-4

6-56-56-56-56-56-56-5

6-66-66-66-66-66-66-6

5-25-25-25-25-25-25-2

5-35-35-35-35-35-35-3

5-45-45-45-45-45-45-4

2-22-22-22-22-22-22-2

3-13-13-13-13-13-13-1

3-23-23-23-23-23-23-2

2-12-12-12-12-12-12-1

4-24-24-24-24-24-24-2

4-34-34-34-34-34-34-3

4-44-44-44-44-44-44-4

4-14-14-14-14-14-14-1

4-64-64-64-64-64-64-6

4-74-74-74-74-74-74-7

6-76-76-76-76-76-76-7

7-57-57-57-57-57-57-5

7-17-17-17-17-17-17-1

8-18-18-18-18-18-18-1

8-28-28-28-28-28-28-2

7-67-67-67-67-67-67-6

7-77-77-77-77-77-77-7

その他その他その他その他その他その他その他

第三者機関による検査・試験費用は工事費に(    含む    含まない)第三者機関による検査・試験費用は工事費に(    含む    含まない)第三者機関による検査・試験費用は工事費に(    含む    含まない)第三者機関による検査・試験費用は工事費に(    含む    含まない)第三者機関による検査・試験費用は工事費に(    含む    含まない)第三者機関による検査・試験費用は工事費に(    含む    含まない)第三者機関による検査・試験費用は工事費に(    含む    含まない)

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

1)1)1)1)1)1)1)

2)2)2)2)2)2)2)

3)3)3)3)3)3)3)

4)4)4)4)4)4)4)

7-127-127-127-127-127-127-12

  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 径径径径径径径

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SD490SD490SD490SD490SD490SD490SD490

溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手 スパイラルスパイラルスパイラルスパイラルスパイラルスパイラルスパイラル

機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)

機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手

スパイラルスパイラルスパイラルスパイラルスパイラルスパイラルスパイラル 工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接

機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)機械継手(    級)

工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接高強度せん断高強度せん断高強度せん断高強度せん断高強度せん断高強度せん断高強度せん断

継　手継　手継　手継　手継　手継　手継　手

  D     以下  D     以下  D     以下  D     以下  D     以下  D     以下  D     以下

  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上

  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上  D     以上

備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考本数本数本数本数本数本数本数終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN管厚 mm管厚 mm管厚 mm管厚 mm管厚 mm管厚 mm管厚 mm

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm

XXXXXXX

YYYYYYY

方　向方　向方　向方　向方　向方　向方　向 構 造 計 算 ル ー ト構 造 計 算 ル ー ト構 造 計 算 ル ー ト構 造 計 算 ル ー ト構 造 計 算 ル ー ト構 造 計 算 ル ー ト構 造 計 算 ル ー ト

50505050505050 150150150150150150150

50505050505050 150150150150150150150

50505050505050 150150150150150150150

50505050505050 150150150150150150150

50505050505050 150150150150150150150

50505050505050 150150150150150150150

地　中　梁地　中　梁地　中　梁地　中　梁地　中　梁地　中　梁地　中　梁

構造スラブ構造スラブ構造スラブ構造スラブ構造スラブ構造スラブ構造スラブ

ベ タベ タベ タベ タベ タベ タベ タ
基 礎基 礎基 礎基 礎基 礎基 礎基 礎

捨てコンクリート厚さ捨てコンクリート厚さ捨てコンクリート厚さ捨てコンクリート厚さ捨てコンクリート厚さ捨てコンクリート厚さ捨てコンクリート厚さ
A : 砕　石A : 砕　石A : 砕　石A : 砕　石A : 砕　石A : 砕　石A : 砕　石

B : 割栗石B : 割栗石B : 割栗石B : 割栗石B : 割栗石B : 割栗石B : 割栗石
場　所場　所場　所場　所場　所場　所場　所 厚  さ厚  さ厚  さ厚  さ厚  さ厚  さ厚  さ

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

屋 内屋 内屋 内屋 内屋 内屋 内屋 内

屋 外屋 外屋 外屋 外屋 外屋 外屋 外

※(1)※(1)※(1)※(1)※(1)※(1)※(1)

ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1

ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1ルート1-1

ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2

ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2ルート1-2

ルート2ルート2ルート2ルート2ルート2ルート2ルート2

ルート2ルート2ルート2ルート2ルート2ルート2ルート2

ルート3ルート3ルート3ルート3ルート3ルート3ルート3

ルート3ルート3ルート3ルート3ルート3ルート3ルート3

AAAAAAA

AAAAAAA

AAAAAAA

AAAAAAA

AAAAAAA

AAAAAAA

BBBBBBB

BBBBBBB

BBBBBBB

BBBBBBB

BBBBBBB

BBBBBBB

独立，布独立，布独立，布独立，布独立，布独立，布独立，布

土間スラブ土間スラブ土間スラブ土間スラブ土間スラブ土間スラブ土間スラブ

50505050505050

50505050505050

50505050505050

50505050505050

50505050505050

50505050505050

60606060606060

60606060606060

60606060606060

60606060606060

60606060606060

60606060606060

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN 短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN 終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN 本数本数本数本数本数本数本数 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm杭　径 (拡底部) mm 鋼管 mm鋼管 mm鋼管 mm鋼管 mm鋼管 mm鋼管 mm鋼管 mm 長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN長期 kN 短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN短期 kN 終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN終局 kN 本数本数本数本数本数本数本数 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　)

柱柱柱柱柱柱柱規　格　名　称規　格　名　称規　格　名　称規　格　名　称規　格　名　称規　格　名　称規　格　名　称 鋼　材　名鋼　材　名鋼　材　名鋼　材　名鋼　材　名鋼　材　名鋼　材　名 大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁内ダイア内ダイア内ダイア内ダイア内ダイア内ダイア内ダイア ブレースブレースブレースブレースブレースブレースブレース 小梁,他小梁,他小梁,他小梁,他小梁,他小梁,他小梁,他

SS400SS400SS400SS400SS400SS400SS400一般構造用圧延鋼材一般構造用圧延鋼材一般構造用圧延鋼材一般構造用圧延鋼材一般構造用圧延鋼材一般構造用圧延鋼材一般構造用圧延鋼材

SM400ASM400ASM400ASM400ASM400ASM400ASM400A SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A溶接構造用圧延鋼材溶接構造用圧延鋼材溶接構造用圧延鋼材溶接構造用圧延鋼材溶接構造用圧延鋼材溶接構造用圧延鋼材溶接構造用圧延鋼材

SN400ASN400ASN400ASN400ASN400ASN400ASN400A

SN400BSN400BSN400BSN400BSN400BSN400BSN400B SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B建築構造用圧延鋼材建築構造用圧延鋼材建築構造用圧延鋼材建築構造用圧延鋼材建築構造用圧延鋼材建築構造用圧延鋼材建築構造用圧延鋼材

SN400CSN400CSN400CSN400CSN400CSN400CSN400C SN490CSN490CSN490CSN490CSN490CSN490CSN490C

STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400 STKR490STKR490STKR490STKR490STKR490STKR490STKR490一般構造用角形鋼管一般構造用角形鋼管一般構造用角形鋼管一般構造用角形鋼管一般構造用角形鋼管一般構造用角形鋼管一般構造用角形鋼管

BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295

BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235 BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325
冷間成形角形鋼管冷間成形角形鋼管冷間成形角形鋼管冷間成形角形鋼管冷間成形角形鋼管冷間成形角形鋼管冷間成形角形鋼管

SHC400BSHC400BSHC400BSHC400BSHC400BSHC400BSHC400B SHC400CSHC400CSHC400CSHC400CSHC400CSHC400CSHC400C
熱間成形角形鋼管熱間成形角形鋼管熱間成形角形鋼管熱間成形角形鋼管熱間成形角形鋼管熱間成形角形鋼管熱間成形角形鋼管

SHC490BSHC490BSHC490BSHC490BSHC490BSHC490BSHC490B SHC490CSHC490CSHC490CSHC490CSHC490CSHC490CSHC490C

STK400STK400STK400STK400STK400STK400STK400 STK490STK490STK490STK490STK490STK490STK490一般構造用炭素鋼管一般構造用炭素鋼管一般構造用炭素鋼管一般構造用炭素鋼管一般構造用炭素鋼管一般構造用炭素鋼管一般構造用炭素鋼管

SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400一般構造用軽量形鋼一般構造用軽量形鋼一般構造用軽量形鋼一般構造用軽量形鋼一般構造用軽量形鋼一般構造用軽量形鋼一般構造用軽量形鋼

柱柱柱柱柱柱柱 梁梁梁梁梁梁梁

高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルトフランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ 現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接 現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト

高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルトウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ 現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接 現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト

通　し通　し通　し通　し通　し通　し通　し
ダイアダイアダイアダイアダイアダイアダイア

備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考一　般一　般一　般一　般一　般一　般一　般

18181818181818

 60以下 60以下 60以下 60以下 60以下 60以下 60以下

185以下185以下185以下185以下185以下185以下185以下

270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上270以上

185以下185以下185以下185以下185以下185以下185以下

 60以下 60以下 60以下 60以下 60以下 60以下 60以下

15151515151515

基礎,地中梁基礎,地中梁基礎,地中梁基礎,地中梁基礎,地中梁基礎,地中梁基礎,地中梁

基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁

3日3日3日3日3日3日3日

5日5日5日5日5日5日5日

8日8日8日8日8日8日8日

5N/mm25N/mm25N/mm25N/mm25N/mm25N/mm25N/mm2
28日28日28日28日28日28日28日

25日25日25日25日25日25日25日

17日17日17日17日17日17日17日

スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下

の材齢によるの材齢によるの材齢によるの材齢によるの材齢によるの材齢によるの材齢による
場 合場 合場 合場 合場 合場 合場 合

圧縮試験による場合圧縮試験による場合圧縮試験による場合圧縮試験による場合圧縮試験による場合圧縮試験による場合圧縮試験による場合

15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上

 5℃以上 5℃以上 5℃以上 5℃以上 5℃以上 5℃以上 5℃以上

 0℃以上 0℃以上 0℃以上 0℃以上 0℃以上 0℃以上 0℃以上

0.85Fcまたは12N/mm20.85Fcまたは12N/mm20.85Fcまたは12N/mm20.85Fcまたは12N/mm20.85Fcまたは12N/mm20.85Fcまたは12N/mm20.85Fcまたは12N/mm2 設計強度設計強度設計強度設計強度設計強度設計強度設計強度

28日28日28日28日28日28日28日

梁　下梁　下梁　下梁　下梁　下梁　下梁　下

縦縦縦縦縦縦縦

横横横横横横横

使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所方　向方　向方　向方　向方　向方　向方　向 構　法構　法構　法構　法構　法構　法構　法 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

スライド構法スライド構法スライド構法スライド構法スライド構法スライド構法スライド構法

ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法

カバープレート構法カバープレート構法カバープレート構法カバープレート構法カバープレート構法カバープレート構法カバープレート構法

ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法

SSSSSSS HHHHHHH JJJJJJJRRRRRRRMMMMMMM

国土交通省大臣認定(グレード)国土交通省大臣認定(グレード)国土交通省大臣認定(グレード)国土交通省大臣認定(グレード)国土交通省大臣認定(グレード)国土交通省大臣認定(グレード)国土交通省大臣認定(グレード)

箇　所箇　所箇　所箇　所箇　所箇　所箇　所

単位水量       kg/m3単位水量       kg/m3単位水量       kg/m3単位水量       kg/m3単位水量       kg/m3単位水量       kg/m3単位水量       kg/m3

単位セメント量 kg/m3単位セメント量 kg/m3単位セメント量 kg/m3単位セメント量 kg/m3単位セメント量 kg/m3単位セメント量 kg/m3単位セメント量 kg/m3

水セメント比   %水セメント比   %水セメント比   %水セメント比   %水セメント比   %水セメント比   %水セメント比   %

スランプ       cmスランプ       cmスランプ       cmスランプ       cmスランプ       cmスランプ       cmスランプ       cm

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

*******

*******

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

*******

*******

*******

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

*******

*******

*******

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

長期      kN/m2  短期      kN/m2  終局      kN/m2長期      kN/m2  短期      kN/m2  終局      kN/m2長期      kN/m2  短期      kN/m2  終局      kN/m2長期      kN/m2  短期      kN/m2  終局      kN/m2長期      kN/m2  短期      kN/m2  終局      kN/m2長期      kN/m2  短期      kN/m2  終局      kN/m2長期      kN/m2  短期      kN/m2  終局      kN/m2

行う (     箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)       行わない行う (     箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)       行わない行う (     箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)       行わない行う (     箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)       行わない行う (     箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)       行わない行う (     箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)       行わない行う (     箇所，長期設計耐力の3倍を確認する)       行わない

行う (     箇所)行う (     箇所)行う (     箇所)行う (     箇所)行う (     箇所)行う (     箇所)行う (     箇所)

＊＊＊＊＊＊＊     行う (     全数          % )     行わない     行う (     全数          % )     行わない     行う (     全数          % )     行わない     行う (     全数          % )     行わない     行う (     全数          % )     行わない     行う (     全数          % )     行わない     行う (     全数          % )     行わない

コンクリート       Fc     (     普通ポルトランドセメント     高炉セメント B種)コンクリート       Fc     (     普通ポルトランドセメント     高炉セメント B種)コンクリート       Fc     (     普通ポルトランドセメント     高炉セメント B種)コンクリート       Fc     (     普通ポルトランドセメント     高炉セメント B種)コンクリート       Fc     (     普通ポルトランドセメント     高炉セメント B種)コンクリート       Fc     (     普通ポルトランドセメント     高炉セメント B種)コンクリート       Fc     (     普通ポルトランドセメント     高炉セメント B種)

D     以下D     以下D     以下D     以下D     以下D     以下D     以下

D     以上D     以上D     以上D     以上D     以上D     以上D     以上

D     以上D     以上D     以上D     以上D     以上D     以上D     以上 SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

     Fc18     Fc21     Fc24     Fc27     Fc30     Fc        Fc     Fc18     Fc21     Fc24     Fc27     Fc30     Fc        Fc     Fc18     Fc21     Fc24     Fc27     Fc30     Fc        Fc     Fc18     Fc21     Fc24     Fc27     Fc30     Fc        Fc     Fc18     Fc21     Fc24     Fc27     Fc30     Fc        Fc     Fc18     Fc21     Fc24     Fc27     Fc30     Fc        Fc     Fc18     Fc21     Fc24     Fc27     Fc30     Fc        Fc

     軽量コンクリート (     1種     2種     気乾単位容積質量     18.5          )     軽量コンクリート (     1種     2種     気乾単位容積質量     18.5          )     軽量コンクリート (     1種     2種     気乾単位容積質量     18.5          )     軽量コンクリート (     1種     2種     気乾単位容積質量     18.5          )     軽量コンクリート (     1種     2種     気乾単位容積質量     18.5          )     軽量コンクリート (     1種     2種     気乾単位容積質量     18.5          )     軽量コンクリート (     1種     2種     気乾単位容積質量     18.5          )

土間コンクリート     Fc     (ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)土間コンクリート     Fc     (ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)土間コンクリート     Fc     (ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)土間コンクリート     Fc     (ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)土間コンクリート     Fc     (ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)土間コンクリート     Fc     (ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)土間コンクリート     Fc     (ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)

     日本建築学会　JASS5，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説     日本建築学会　JASS5，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説     日本建築学会　JASS5，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説     日本建築学会　JASS5，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説     日本建築学会　JASS5，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説     日本建築学会　JASS5，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説     日本建築学会　JASS5，鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

     日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説     日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説     日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説     日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説     日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説     日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説     日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5，鉄筋コンXY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5，鉄筋コンXY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5，鉄筋コンXY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5，鉄筋コンXY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5，鉄筋コンXY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5，鉄筋コンXY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5，鉄筋コン

クリート造配筋指針・同解説及び鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説とすることができる。クリート造配筋指針・同解説及び鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説とすることができる。クリート造配筋指針・同解説及び鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説とすることができる。クリート造配筋指針・同解説及び鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説とすることができる。クリート造配筋指針・同解説及び鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説とすることができる。クリート造配筋指針・同解説及び鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説とすることができる。クリート造配筋指針・同解説及び鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説とすることができる。

ST  杭ST  杭ST  杭ST  杭ST  杭ST  杭ST  杭

SC  杭SC  杭SC  杭SC  杭SC  杭SC  杭SC  杭

§ 9§ 9§ 9§ 9§ 9§ 9§ 9 設 備・ 非 構 造 部材設 備・ 非 構 造 部材設 備・ 非 構 造 部材設 備・ 非 構 造 部材設 備・ 非 構 造 部材設 備・ 非 構 造 部材設 備・ 非 構 造 部材

*******

1275級1275級1275級1275級1275級1275級1275級

 785級 785級 785級 785級 785級 785級 785級

 685級 685級 685級 685級 685級 685級 685級

    印が複数有る場合は、共に適用する。    印が複数有る場合は、共に適用する。    印が複数有る場合は、共に適用する。    印が複数有る場合は、共に適用する。    印が複数有る場合は、共に適用する。    印が複数有る場合は、共に適用する。    印が複数有る場合は、共に適用する。

日本建築学会標準仕様書 ,  JASS5 ,  JASS6日本建築学会標準仕様書 ,  JASS5 ,  JASS6日本建築学会標準仕様書 ,  JASS5 ,  JASS6日本建築学会標準仕様書 ,  JASS5 ,  JASS6日本建築学会標準仕様書 ,  JASS5 ,  JASS6日本建築学会標準仕様書 ,  JASS5 ,  JASS6日本建築学会標準仕様書 ,  JASS5 ,  JASS6

高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト7-27-27-27-27-27-27-2

使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所

トルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルト 全般全般全般全般全般全般全般

JIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルト トルシア形が使用できない部分トルシア形が使用できない部分トルシア形が使用できない部分トルシア形が使用できない部分トルシア形が使用できない部分トルシア形が使用できない部分トルシア形が使用できない部分

溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト 母材が亜鉛メッキされている部分母材が亜鉛メッキされている部分母材が亜鉛メッキされている部分母材が亜鉛メッキされている部分母材が亜鉛メッキされている部分母材が亜鉛メッキされている部分母材が亜鉛メッキされている部分

S10TS10TS10TS10TS10TS10TS10T

F10TF10TF10TF10TF10TF10TF10T

F8T F8T F8T F8T F8T F8T F8T 

＊＊＊＊＊＊＊

高　力　ボ　ル　ト　の　種　類高　力　ボ　ル　ト　の　種　類高　力　ボ　ル　ト　の　種　類高　力　ボ　ル　ト　の　種　類高　力　ボ　ル　ト　の　種　類高　力　ボ　ル　ト　の　種　類高　力　ボ　ル　ト　の　種　類

材質     SS400     SS490 ( M    以上)     SNR400     SNR490 ( M    以上)材質     SS400     SS490 ( M    以上)     SNR400     SNR490 ( M    以上)材質     SS400     SS490 ( M    以上)     SNR400     SNR490 ( M    以上)材質     SS400     SS490 ( M    以上)     SNR400     SNR490 ( M    以上)材質     SS400     SS490 ( M    以上)     SNR400     SNR490 ( M    以上)材質     SS400     SS490 ( M    以上)     SNR400     SNR490 ( M    以上)材質     SS400     SS490 ( M    以上)     SNR400     SNR490 ( M    以上)

普通ボルト，アンカーボルト普通ボルト，アンカーボルト普通ボルト，アンカーボルト普通ボルト，アンカーボルト普通ボルト，アンカーボルト普通ボルト，アンカーボルト普通ボルト，アンカーボルト

1)1)1)1)1)1)1)

2)2)2)2)2)2)2) 大臣認定柱脚(メーカー仕様による)     使用する     使用しない大臣認定柱脚(メーカー仕様による)     使用する     使用しない大臣認定柱脚(メーカー仕様による)     使用する     使用しない大臣認定柱脚(メーカー仕様による)     使用する     使用しない大臣認定柱脚(メーカー仕様による)     使用する     使用しない大臣認定柱脚(メーカー仕様による)     使用する     使用しない大臣認定柱脚(メーカー仕様による)     使用する     使用しない

7-37-37-37-37-37-37-3

頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド7-47-47-47-47-47-47-4

径径径径径径径 使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所

13φ13φ13φ13φ13φ13φ13φ  80 80 80 80 80 80 80

16φ16φ16φ16φ16φ16φ16φ  80 80 80 80 80 80 80

19φ19φ19φ19φ19φ19φ19φ 100100100100100100100

100100100100100100100

100100100100100100100

120120120120120120120

長　さ (mm)長　さ (mm)長　さ (mm)長　さ (mm)長　さ (mm)長　さ (mm)長　さ (mm)

120120120120120120120

120120120120120120120

150150150150150150150

150150150150150150150

150150150150150150150

デッキプレート (単位 mm)デッキプレート (単位 mm)デッキプレート (単位 mm)デッキプレート (単位 mm)デッキプレート (単位 mm)デッキプレート (単位 mm)デッキプレート (単位 mm)

溶接手法及び管理溶接手法及び管理溶接手法及び管理溶接手法及び管理溶接手法及び管理溶接手法及び管理溶接手法及び管理

使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、

専任の管理技術者により管理を行うこと。専任の管理技術者により管理を行うこと。専任の管理技術者により管理を行うこと。専任の管理技術者により管理を行うこと。専任の管理技術者により管理を行うこと。専任の管理技術者により管理を行うこと。専任の管理技術者により管理を行うこと。

3)3)3)3)3)3)3) 型枠用型枠用型枠用型枠用型枠用型枠用型枠用 タイプタイプタイプタイプタイプタイプタイプ

4)4)4)4)4)4)4) 防錆処理防錆処理防錆処理防錆処理防錆処理防錆処理防錆処理 亜鉛メッキ亜鉛メッキ亜鉛メッキ亜鉛メッキ亜鉛メッキ亜鉛メッキ亜鉛メッキ Z27Z27Z27Z27Z27Z27Z27

1)1)1)1)1)1)1) 素地こしらえ素地こしらえ素地こしらえ素地こしらえ素地こしらえ素地こしらえ素地こしらえ

2)2)2)2)2)2)2) 錆止め塗料錆止め塗料錆止め塗料錆止め塗料錆止め塗料錆止め塗料錆止め塗料

3)3)3)3)3)3)3) 溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない行う行う行う行う行う行う行う

プライマープライマープライマープライマープライマープライマープライマー

形版形版形版形版形版形版形版

Z12Z12Z12Z12Z12Z12Z12

ブラストブラストブラストブラストブラストブラストブラストケレンケレンケレンケレンケレンケレンケレン

1)1)1)1)1)1)1) 床用床用床用床用床用床用床用

2)2)2)2)2)2)2) 合成スラブ用合成スラブ用合成スラブ用合成スラブ用合成スラブ用合成スラブ用合成スラブ用

7-87-87-87-87-87-87-8

7-97-97-97-97-97-97-9

7-107-107-107-107-107-107-10

塗      料塗      料塗      料塗      料塗      料塗      料塗      料
適 用適 用適 用適 用適 用適 用適 用

室外室外室外室外室外室外室外 室内室内室内室内室内室内室内
種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

鉛、クロムフリ-錆び止め鉛、クロムフリ-錆び止め鉛、クロムフリ-錆び止め鉛、クロムフリ-錆び止め鉛、クロムフリ-錆び止め鉛、クロムフリ-錆び止め鉛、クロムフリ-錆び止め JISK5674JISK5674JISK5674JISK5674JISK5674JISK5674JISK5674

＊＊＊＊＊＊＊

高さ高さ高さ高さ高さ高さ高さ

高さ高さ高さ高さ高さ高さ高さ

高さ高さ高さ高さ高さ高さ高さ 板厚板厚板厚板厚板厚板厚板厚

板厚板厚板厚板厚板厚板厚板厚

板厚板厚板厚板厚板厚板厚板厚

標準膜厚標準膜厚標準膜厚標準膜厚標準膜厚標準膜厚標準膜厚

＊＊＊＊＊＊＊

溶接部の検査(受入検査)溶接部の検査(受入検査)溶接部の検査(受入検査)溶接部の検査(受入検査)溶接部の検査(受入検査)溶接部の検査(受入検査)溶接部の検査(受入検査) 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない行う行う行う行う行う行う行う7-117-117-117-117-117-117-11 ＊＊＊＊＊＊＊

1)1)1)1)1)1)1)

2)2)2)2)2)2)2) 第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の

認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

3)3)3)3)3)3)3) 受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。

4)4)4)4)4)4)4) 外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会

「JASS6　6付則」鉄骨精度基準による。「JASS6　6付則」鉄骨精度基準による。「JASS6　6付則」鉄骨精度基準による。「JASS6　6付則」鉄骨精度基準による。「JASS6　6付則」鉄骨精度基準による。「JASS6　6付則」鉄骨精度基準による。「JASS6　6付則」鉄骨精度基準による。

5)5)5)5)5)5)5) 超音波探傷検査は母材厚6mm以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造建築超音波探傷検査は母材厚6mm以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造建築超音波探傷検査は母材厚6mm以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造建築超音波探傷検査は母材厚6mm以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造建築超音波探傷検査は母材厚6mm以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造建築超音波探傷検査は母材厚6mm以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造建築超音波探傷検査は母材厚6mm以上の突合せ継手を対象とし、合否判定は日本建築学会「鋼構造建築

溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。

工事溶接に対し第三者検査機関による検査箇所数は下表による。工事溶接に対し第三者検査機関による検査箇所数は下表による。工事溶接に対し第三者検査機関による検査箇所数は下表による。工事溶接に対し第三者検査機関による検査箇所数は下表による。工事溶接に対し第三者検査機関による検査箇所数は下表による。工事溶接に対し第三者検査機関による検査箇所数は下表による。工事溶接に対し第三者検査機関による検査箇所数は下表による。6)6)6)6)6)6)6)

スタ-トスタ-トスタ-トスタ-トスタ-トスタ-トスタ-ト

第 3 節第 3 節第 3 節第 3 節第 3 節第 3 節第 3 節

検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階 1111111 2222222 3333333

100 %100 %100 %100 %100 %100 %100 %60 % 以上60 % 以上60 % 以上60 % 以上60 % 以上60 % 以上60 % 以上30 % 以上30 % 以上30 % 以上30 % 以上30 % 以上30 % 以上30 % 以上検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数

第 1 節第 1 節第 1 節第 1 節第 1 節第 1 節第 1 節

第 2 節第 2 節第 2 節第 2 節第 2 節第 2 節第 2 節

以下，上記の方法を繰り返す。以下，上記の方法を繰り返す。以下，上記の方法を繰り返す。以下，上記の方法を繰り返す。以下，上記の方法を繰り返す。以下，上記の方法を繰り返す。以下，上記の方法を繰り返す。

不合格率  5 % 未満の場合不合格率  5 % 未満の場合不合格率  5 % 未満の場合不合格率  5 % 未満の場合不合格率  5 % 未満の場合不合格率  5 % 未満の場合不合格率  5 % 未満の場合

   〃     5 % 以上の場合   〃     5 % 以上の場合   〃     5 % 以上の場合   〃     5 % 以上の場合   〃     5 % 以上の場合   〃     5 % 以上の場合   〃     5 % 以上の場合

受入検査を行う第三者検査機関は,建築主,設計者,工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。受入検査を行う第三者検査機関は,建築主,設計者,工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。受入検査を行う第三者検査機関は,建築主,設計者,工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。受入検査を行う第三者検査機関は,建築主,設計者,工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。受入検査を行う第三者検査機関は,建築主,設計者,工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。受入検査を行う第三者検査機関は,建築主,設計者,工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。受入検査を行う第三者検査機関は,建築主,設計者,工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。

現場溶接の場合は第三者機関による検査を100%　行う。現場溶接の場合は第三者機関による検査を100%　行う。現場溶接の場合は第三者機関による検査を100%　行う。現場溶接の場合は第三者機関による検査を100%　行う。現場溶接の場合は第三者機関による検査を100%　行う。現場溶接の場合は第三者機関による検査を100%　行う。現場溶接の場合は第三者機関による検査を100%　行う。7)7)7)7)7)7)7)

8)8)8)8)8)8)8) 不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

9)9)9)9)9)9)9) ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口の

ずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。ずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。ずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。ずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。ずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。ずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。ずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。

30μm30μm30μm30μm30μm30μm30μm

＊＊＊＊＊＊＊ 1種1種1種1種1種1種1種

錆止め塗装(工場塗2回を原則とする)錆止め塗装(工場塗2回を原則とする)錆止め塗装(工場塗2回を原則とする)錆止め塗装(工場塗2回を原則とする)錆止め塗装(工場塗2回を原則とする)錆止め塗装(工場塗2回を原則とする)錆止め塗装(工場塗2回を原則とする)

F28≧Fc＋S＋ΔF　　S(構造体強度補正値)：公共建築工事標準仕様書　令和4年版　表6.3.2参照)F28≧Fc＋S＋ΔF　　S(構造体強度補正値)：公共建築工事標準仕様書　令和4年版　表6.3.2参照)F28≧Fc＋S＋ΔF　　S(構造体強度補正値)：公共建築工事標準仕様書　令和4年版　表6.3.2参照)F28≧Fc＋S＋ΔF　　S(構造体強度補正値)：公共建築工事標準仕様書　令和4年版　表6.3.2参照)F28≧Fc＋S＋ΔF　　S(構造体強度補正値)：公共建築工事標準仕様書　令和4年版　表6.3.2参照)F28≧Fc＋S＋ΔF　　S(構造体強度補正値)：公共建築工事標準仕様書　令和4年版　表6.3.2参照)F28≧Fc＋S＋ΔF　　S(構造体強度補正値)：公共建築工事標準仕様書　令和4年版　表6.3.2参照)

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

16161616161616

19191919191919

18181818181818

18181818181818

200200200200200200200 400400400400400400400 600600600600600600600

150150150150150150150 300300300300300300300 450450450450450450450 （←倉庫・駐車場棟）（←倉庫・駐車場棟）（←倉庫・駐車場棟）（←倉庫・駐車場棟）（←倉庫・駐車場棟）（←倉庫・駐車場棟）（←倉庫・駐車場棟）

（←解剖室棟）（←解剖室棟）（←解剖室棟）（←解剖室棟）（←解剖室棟）（←解剖室棟）（←解剖室棟）

（ISﾍﾞｰｽ）（ISﾍﾞｰｽ）（ISﾍﾞｰｽ）（ISﾍﾞｰｽ）（ISﾍﾞｰｽ）（ISﾍﾞｰｽ）（ISﾍﾞｰｽ）

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）

【車庫・倉庫棟】構造特記仕様書【車庫・倉庫棟】構造特記仕様書【車庫・倉庫棟】構造特記仕様書【車庫・倉庫棟】構造特記仕様書【車庫・倉庫棟】構造特記仕様書【車庫・倉庫棟】構造特記仕様書【車庫・倉庫棟】構造特記仕様書



一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名 ●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号 株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社 橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名 ●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課

設計設計設計設計設計設計設計 竣工竣工竣工竣工竣工竣工竣工
R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7 NONNONNONNONNONNONNON

（５）材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。（５）材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。（５）材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。（５）材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。（５）材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。（５）材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。（５）材令28日強度は合格判定値を上回る事を確認する。

　・使用予定硬化材料　：　　　　セメント系固化材　・使用予定硬化材料　：　　　　セメント系固化材　・使用予定硬化材料　：　　　　セメント系固化材　・使用予定硬化材料　：　　　　セメント系固化材　・使用予定硬化材料　：　　　　セメント系固化材　・使用予定硬化材料　：　　　　セメント系固化材　・使用予定硬化材料　：　　　　セメント系固化材

固化材液を攪拌混合する。固化材液を攪拌混合する。固化材液を攪拌混合する。固化材液を攪拌混合する。固化材液を攪拌混合する。固化材液を攪拌混合する。固化材液を攪拌混合する。

③改良体全体の攪拌混合③改良体全体の攪拌混合③改良体全体の攪拌混合③改良体全体の攪拌混合③改良体全体の攪拌混合③改良体全体の攪拌混合③改良体全体の攪拌混合

②2次攪拌混合・・・仮置き土を所定量入れ戻しながら②2次攪拌混合・・・仮置き土を所定量入れ戻しながら②2次攪拌混合・・・仮置き土を所定量入れ戻しながら②2次攪拌混合・・・仮置き土を所定量入れ戻しながら②2次攪拌混合・・・仮置き土を所定量入れ戻しながら②2次攪拌混合・・・仮置き土を所定量入れ戻しながら②2次攪拌混合・・・仮置き土を所定量入れ戻しながら

現位置土と固化材液を攪拌混合する。現位置土と固化材液を攪拌混合する。現位置土と固化材液を攪拌混合する。現位置土と固化材液を攪拌混合する。現位置土と固化材液を攪拌混合する。現位置土と固化材液を攪拌混合する。現位置土と固化材液を攪拌混合する。

→（６）へ→（６）へ→（６）へ→（６）へ→（６）へ→（６）へ→（６）へ

全体が均質であることをモニターで確認する。全体が均質であることをモニターで確認する。全体が均質であることをモニターで確認する。全体が均質であることをモニターで確認する。全体が均質であることをモニターで確認する。全体が均質であることをモニターで確認する。全体が均質であることをモニターで確認する。

・・・改良体全体を上下前後に攪拌混合し、・・・改良体全体を上下前後に攪拌混合し、・・・改良体全体を上下前後に攪拌混合し、・・・改良体全体を上下前後に攪拌混合し、・・・改良体全体を上下前後に攪拌混合し、・・・改良体全体を上下前後に攪拌混合し、・・・改良体全体を上下前後に攪拌混合し、

（２）より→（２）より→（２）より→（２）より→（２）より→（２）より→（２）より→

付けながら、所定量の排土を行う。付けながら、所定量の排土を行う。付けながら、所定量の排土を行う。付けながら、所定量の排土を行う。付けながら、所定量の排土を行う。付けながら、所定量の排土を行う。付けながら、所定量の排土を行う。

掘削完了後に所定の固化材液を投入する。掘削完了後に所定の固化材液を投入する。掘削完了後に所定の固化材液を投入する。掘削完了後に所定の固化材液を投入する。掘削完了後に所定の固化材液を投入する。掘削完了後に所定の固化材液を投入する。掘削完了後に所定の固化材液を投入する。

支持層支持層支持層支持層支持層支持層支持層

現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤
改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端

（３）-２（３）-２（３）-２（３）-２（３）-２（３）-２（３）-２
（５）-２流動化処理工程（造成）（５）-２流動化処理工程（造成）（５）-２流動化処理工程（造成）（５）-２流動化処理工程（造成）（５）-２流動化処理工程（造成）（５）-２流動化処理工程（造成）（５）-２流動化処理工程（造成）

掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機モニターモニターモニターモニターモニターモニターモニター

土の投入土の投入土の投入土の投入土の投入土の投入土の投入

固化材液固化材液固化材液固化材液固化材液固化材液固化材液 改良機改良機改良機改良機改良機改良機改良機

（４）-２流動化処理工程（計測初期値セット）（４）-２流動化処理工程（計測初期値セット）（４）-２流動化処理工程（計測初期値セット）（４）-２流動化処理工程（計測初期値セット）（４）-２流動化処理工程（計測初期値セット）（４）-２流動化処理工程（計測初期値セット）（４）-２流動化処理工程（計測初期値セット）

掘削面が崩壊する為、改良範囲内をのり面を掘削面が崩壊する為、改良範囲内をのり面を掘削面が崩壊する為、改良範囲内をのり面を掘削面が崩壊する為、改良範囲内をのり面を掘削面が崩壊する為、改良範囲内をのり面を掘削面が崩壊する為、改良範囲内をのり面を掘削面が崩壊する為、改良範囲内をのり面を

改良機改良機改良機改良機改良機改良機改良機

基準線基準線基準線基準線基準線基準線基準線

現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤

モニターモニターモニターモニターモニターモニターモニター

バケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線に

合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。

　　崩壊する場合には(3)-②～(5)-②　　崩壊する場合には(3)-②～(5)-②　　崩壊する場合には(3)-②～(5)-②　　崩壊する場合には(3)-②～(5)-②　　崩壊する場合には(3)-②～(5)-②　　崩壊する場合には(3)-②～(5)-②　　崩壊する場合には(3)-②～(5)-②

※地下水位があり法面が※地下水位があり法面が※地下水位があり法面が※地下水位があり法面が※地下水位があり法面が※地下水位があり法面が※地下水位があり法面が

3333333

2222222

2222222

（７）試料採取（品質管理）（７）試料採取（品質管理）（７）試料採取（品質管理）（７）試料採取（品質管理）（７）試料採取（品質管理）（７）試料採取（品質管理）（７）試料採取（品質管理）

現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤

流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し流動化処理工程完了後、頭部もしくは深部サンプラーを挿入し

混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ混合ローターが所定の時間もしくは羽根切回数を満たし、かつ

電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。電気比抵抗値分布が横方向に均一になるまで、混合攪拌する。

仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水）を仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水）を仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水）を仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水）を仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水）を仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水）を仮置き土を入れ戻しつつ、固化材液(もしくは固化材と水）を

投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。投入し、改良機のバケットミキサーで土と混合攪拌する。

　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m　に達しているか確認する。　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m　に達しているか確認する。　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m　に達しているか確認する。　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m　に達しているか確認する。　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m　に達しているか確認する。　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m　に達しているか確認する。　を使用時は回転計にて羽根切り回数が1000回/m　に達しているか確認する。

ローター式バケットミキサー　もしくはローター式バケットミキサー　もしくはローター式バケットミキサー　もしくはローター式バケットミキサー　もしくはローター式バケットミキサー　もしくはローター式バケットミキサー　もしくはローター式バケットミキサー　もしくは

(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット(砂質土)ミキシングバケット・スケルトンバケット

（１）頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。（１）頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。（１）頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。（１）頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。（１）頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。（１）頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。（１）頭部もしくは深部サンプラーの圧縮試験用の供試体は50φ×100Hとする。

攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録攪拌時間もしくは羽根切り回数を記録

支持層を目視にて確認支持層を目視にて確認支持層を目視にて確認支持層を目視にて確認支持層を目視にて確認支持層を目視にて確認支持層を目視にて確認

改良体の出来形・電気比抵抗値改良体の出来形・電気比抵抗値改良体の出来形・電気比抵抗値改良体の出来形・電気比抵抗値改良体の出来形・電気比抵抗値改良体の出来形・電気比抵抗値改良体の出来形・電気比抵抗値

建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工建築技術審査証明書を取得した専門業者の責任施工

未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア未固化試料採取　または、頭部コア・全長コア

工程工程工程工程工程工程工程

使用機械使用機械使用機械使用機械使用機械使用機械使用機械

使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料

組織編成表組織編成表組織編成表組織編成表組織編成表組織編成表組織編成表

③③③③③③③

(2)室内配合試験(2)室内配合試験(2)室内配合試験(2)室内配合試験(2)室内配合試験(2)室内配合試験(2)室内配合試験

　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度

　　　at：変動係数・採取ヶ所数による割増係数　　　at：変動係数・採取ヶ所数による割増係数　　　at：変動係数・採取ヶ所数による割増係数　　　at：変動係数・採取ヶ所数による割増係数　　　at：変動係数・採取ヶ所数による割増係数　　　at：変動係数・採取ヶ所数による割増係数　　　at：変動係数・採取ヶ所数による割増係数

　　　Xf：配合強度　　　Xf：配合強度　　　Xf：配合強度　　　Xf：配合強度　　　Xf：配合強度　　　Xf：配合強度　　　Xf：配合強度

　　　Xf=at×Fc　　　Xf=at×Fc　　　Xf=at×Fc　　　Xf=at×Fc　　　Xf=at×Fc　　　Xf=at×Fc　　　Xf=at×Fc

　　　次式を用いて求める。　　　次式を用いて求める。　　　次式を用いて求める。　　　次式を用いて求める。　　　次式を用いて求める。　　　次式を用いて求める。　　　次式を用いて求める。

(1)配合強度(1)配合強度(1)配合強度(1)配合強度(1)配合強度(1)配合強度(1)配合強度

５．配合計画５．配合計画５．配合計画５．配合計画５．配合計画５．配合計画５．配合計画

③③③③③③③

②②②②②②②

工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。工事に先だち下記事項を記載した施工計画書を監督員に提出し承諾を受ける。

　・造成工事業者　　　：　・造成工事業者　　　：　・造成工事業者　　　：　・造成工事業者　　　：　・造成工事業者　　　：　・造成工事業者　　　：　・造成工事業者　　　：

　・供試体の採取方法　：　・供試体の採取方法　：　・供試体の採取方法　：　・供試体の採取方法　：　・供試体の採取方法　：　・供試体の採取方法　：　・供試体の採取方法　：

４．施工計画４．施工計画４．施工計画４．施工計画４．施工計画４．施工計画４．施工計画

①①①①①①① 工事概要工事概要工事概要工事概要工事概要工事概要工事概要

計画・設計の条件計画・設計の条件計画・設計の条件計画・設計の条件計画・設計の条件計画・設計の条件計画・設計の条件

施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）

　・攪拌混合装置　　　：　・攪拌混合装置　　　：　・攪拌混合装置　　　：　・攪拌混合装置　　　：　・攪拌混合装置　　　：　・攪拌混合装置　　　：　・攪拌混合装置　　　：

（５）（５）（５）（５）（５）（５）（５） 改良天端レベルの確認改良天端レベルの確認改良天端レベルの確認改良天端レベルの確認改良天端レベルの確認改良天端レベルの確認改良天端レベルの確認

（１）本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。（１）本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。（１）本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。（１）本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。（１）本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。（１）本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。（１）本工法に用いる固化材は、セメントおよびセメント系固化材とする。

（３）材齢28日で一軸圧縮試験を行う。（３）材齢28日で一軸圧縮試験を行う。（３）材齢28日で一軸圧縮試験を行う。（３）材齢28日で一軸圧縮試験を行う。（３）材齢28日で一軸圧縮試験を行う。（３）材齢28日で一軸圧縮試験を行う。（３）材齢28日で一軸圧縮試験を行う。

（６）合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ（６）合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ（６）合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ（６）合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ（６）合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ（６）合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ（６）合格判定値を下回る場合は、その原因を調査し、監督員と協議のうえ

　　　適切な処置を施す。　　　適切な処置を施す。　　　適切な処置を施す。　　　適切な処置を施す。　　　適切な処置を施す。　　　適切な処置を施す。　　　適切な処置を施す。

（２）一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と（２）一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と（２）一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と（２）一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と（２）一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と（２）一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と（２）一回に施工する改良体積（Ｂ×Ｌ×Ｈ）を計測し、必要な固化材量と

水量を算出する。水量を算出する。水量を算出する。水量を算出する。水量を算出する。水量を算出する。水量を算出する。

（４）検査手法Aによる品質検査とする。（４）検査手法Aによる品質検査とする。（４）検査手法Aによる品質検査とする。（４）検査手法Aによる品質検査とする。（４）検査手法Aによる品質検査とする。（４）検査手法Aによる品質検査とする。（４）検査手法Aによる品質検査とする。

（２）供試体の作成は原則として検査対象150m　に1ヵ所または一日1回（２）供試体の作成は原則として検査対象150m　に1ヵ所または一日1回（２）供試体の作成は原則として検査対象150m　に1ヵ所または一日1回（２）供試体の作成は原則として検査対象150m　に1ヵ所または一日1回（２）供試体の作成は原則として検査対象150m　に1ヵ所または一日1回（２）供試体の作成は原則として検査対象150m　に1ヵ所または一日1回（２）供試体の作成は原則として検査対象150m　に1ヵ所または一日1回

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。

一軸圧縮試験結果一軸圧縮試験結果一軸圧縮試験結果一軸圧縮試験結果一軸圧縮試験結果一軸圧縮試験結果一軸圧縮試験結果

工事写真 工事写真 工事写真 工事写真 工事写真 工事写真 工事写真 

施工順序の記録 施工順序の記録 施工順序の記録 施工順序の記録 施工順序の記録 施工順序の記録 施工順序の記録 

工事日報工事日報工事日報工事日報工事日報工事日報工事日報

　　　Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}　　　Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}　　　Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}　　　Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}　　　Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}　　　Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}　　　Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc×Vd/(1-1.3Vd)}

　　　ka：合格判定係数　　　ka：合格判定係数　　　ka：合格判定係数　　　ka：合格判定係数　　　ka：合格判定係数　　　ka：合格判定係数　　　ka：合格判定係数

　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度　　　Fc：設計基準強度

　　　XL：合格判定値　　　XL：合格判定値　　　XL：合格判定値　　　XL：合格判定値　　　XL：合格判定値　　　XL：合格判定値　　　XL：合格判定値

　　　Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値　　　Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値　　　Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値　　　Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値　　　Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値　　　Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値　　　Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値

　　　とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。　　　とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。　　　とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。　　　とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。　　　とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。　　　とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。　　　とするが、監督員と協議の上決定する場合がある。

８．配合管理８．配合管理８．配合管理８．配合管理８．配合管理８．配合管理８．配合管理

９．品質管理９．品質管理９．品質管理９．品質管理９．品質管理９．品質管理９．品質管理

１０．報告書等１０．報告書等１０．報告書等１０．報告書等１０．報告書等１０．報告書等１０．報告書等

標準施工手順標準施工手順標準施工手順標準施工手順標準施工手順標準施工手順標準施工手順

（８）造成完了（８）造成完了（８）造成完了（８）造成完了（８）造成完了（８）造成完了（８）造成完了

（６）流動化処理工程（品質管理）（６）流動化処理工程（品質管理）（６）流動化処理工程（品質管理）（６）流動化処理工程（品質管理）（６）流動化処理工程（品質管理）（６）流動化処理工程（品質管理）（６）流動化処理工程（品質管理）

（５）流動化処理工程（造成）（５）流動化処理工程（造成）（５）流動化処理工程（造成）（５）流動化処理工程（造成）（５）流動化処理工程（造成）（５）流動化処理工程（造成）（５）流動化処理工程（造成）

（４）流動化処理工程（計測初期値セット）（４）流動化処理工程（計測初期値セット）（４）流動化処理工程（計測初期値セット）（４）流動化処理工程（計測初期値セット）（４）流動化処理工程（計測初期値セット）（４）流動化処理工程（計測初期値セット）（４）流動化処理工程（計測初期値セット）

　・推定配合量　　　　：　　・推定配合量　　　　：　　・推定配合量　　　　：　　・推定配合量　　　　：　　・推定配合量　　　　：　　・推定配合量　　　　：　　・推定配合量　　　　：　

　・長期設計地耐力　　：　　LFe=　・長期設計地耐力　　：　　LFe=　・長期設計地耐力　　：　　LFe=　・長期設計地耐力　　：　　LFe=　・長期設計地耐力　　：　　LFe=　・長期設計地耐力　　：　　LFe=　・長期設計地耐力　　：　　LFe= kN/mkN/mkN/mkN/mkN/mkN/mkN/m

kg/mkg/mkg/mkg/mkg/mkg/mkg/m

本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。本工事における改良体の設計基準強度（σ28）は下記の通りとする。

N/mmN/mmN/mmN/mmN/mmN/mmN/mm

ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。ブロック状の均質な地盤改良体を築造する工法である。

本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、

本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。本工法は、本特記仕様書によるほか下記の参考資料による。

変更することができる。変更することができる。変更することができる。変更することができる。変更することができる。変更することができる。変更することができる。

より設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けてより設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けてより設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けてより設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けてより設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けてより設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けてより設計仕様を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けて

改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況に

）））））））

３．特記事項３．特記事項３．特記事項３．特記事項３．特記事項３．特記事項３．特記事項

２．一般事項２．一般事項２．一般事項２．一般事項２．一般事項２．一般事項２．一般事項

１．工法概要１．工法概要１．工法概要１．工法概要１．工法概要１．工法概要１．工法概要

混合状態及び出来形を管理装置にて確認混合状態及び出来形を管理装置にて確認混合状態及び出来形を管理装置にて確認混合状態及び出来形を管理装置にて確認混合状態及び出来形を管理装置にて確認混合状態及び出来形を管理装置にて確認混合状態及び出来形を管理装置にて確認

支持層支持層支持層支持層支持層支持層支持層

改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端
現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤

現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤

改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端

支持層支持層支持層支持層支持層支持層支持層

改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端

支持層支持層支持層支持層支持層支持層支持層

改良機改良機改良機改良機改良機改良機改良機

基準線基準線基準線基準線基準線基準線基準線

現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤

掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機

モニターモニターモニターモニターモニターモニターモニター

機械移動機械移動機械移動機械移動機械移動機械移動機械移動

モニターモニターモニターモニターモニターモニターモニター

センサーセンサーセンサーセンサーセンサーセンサーセンサー
モニターモニターモニターモニターモニターモニターモニター

　電気比抵抗値の測定　電気比抵抗値の測定　電気比抵抗値の測定　電気比抵抗値の測定　電気比抵抗値の測定　電気比抵抗値の測定　電気比抵抗値の測定

土の投入土の投入土の投入土の投入土の投入土の投入土の投入

固化材液固化材液固化材液固化材液固化材液固化材液固化材液 改良機改良機改良機改良機改良機改良機改良機

掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機掘削機

改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端改良天端

現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤現状地盤

（基礎平面形状）（基礎平面形状）（基礎平面形状）（基礎平面形状）（基礎平面形状）（基礎平面形状）（基礎平面形状）

改良体の天端を確認する。改良体の天端を確認する。改良体の天端を確認する。改良体の天端を確認する。改良体の天端を確認する。改良体の天端を確認する。改良体の天端を確認する。

一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。一軸圧縮強度試験用の供試体を採取する。

１１１１１１１

２２２２２２２

モニタリングする。モニタリングする。モニタリングする。モニタリングする。モニタリングする。モニタリングする。モニタリングする。

バケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度をバケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度をバケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度をバケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度をバケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度をバケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度をバケット部のセンサーにより、改良体全体の混合度を

バケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線にバケットの先端を基準線に

合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。合わせ計測器をセットする。

支持層支持層支持層支持層支持層支持層支持層

Be×LeBe×LeBe×LeBe×LeBe×LeBe×LeBe×Le

hh hh hh h

決定する。決定する。決定する。決定する。決定する。決定する。決定する。

算出体積より固化材液量を算出体積より固化材液量を算出体積より固化材液量を算出体積より固化材液量を算出体積より固化材液量を算出体積より固化材液量を算出体積より固化材液量を

形状寸法を測定する。形状寸法を測定する。形状寸法を測定する。形状寸法を測定する。形状寸法を測定する。形状寸法を測定する。形状寸法を測定する。

支持地盤を確認し、空所の支持地盤を確認し、空所の支持地盤を確認し、空所の支持地盤を確認し、空所の支持地盤を確認し、空所の支持地盤を確認し、空所の支持地盤を確認し、空所の

（３）掘削完了・計測（３）掘削完了・計測（３）掘削完了・計測（３）掘削完了・計測（３）掘削完了・計測（３）掘削完了・計測（３）掘削完了・計測

（２）掘削工程（２）掘削工程（２）掘削工程（２）掘削工程（２）掘削工程（２）掘削工程（２）掘削工程

仮置きする。仮置きする。仮置きする。仮置きする。仮置きする。仮置きする。仮置きする。

支持地盤まで掘削・排土支持地盤まで掘削・排土支持地盤まで掘削・排土支持地盤まで掘削・排土支持地盤まで掘削・排土支持地盤まで掘削・排土支持地盤まで掘削・排土

掘削機で改良範囲の土を、掘削機で改良範囲の土を、掘削機で改良範囲の土を、掘削機で改良範囲の土を、掘削機で改良範囲の土を、掘削機で改良範囲の土を、掘削機で改良範囲の土を、

・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。・電気比抵抗値測定センサーにて比抵抗が20Ω以内であること。

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３） 固化材及び添加水の計量固化材及び添加水の計量固化材及び添加水の計量固化材及び添加水の計量固化材及び添加水の計量固化材及び添加水の計量固化材及び添加水の計量

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２） 改良寸法の計測改良寸法の計測改良寸法の計測改良寸法の計測改良寸法の計測改良寸法の計測改良寸法の計測

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。施工管理には、改良寸法と混合状態がリアルタイムに表示される管理装置を用いる。

基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は

７．施工管理７．施工管理７．施工管理７．施工管理７．施工管理７．施工管理７．施工管理

施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と施工に対して質疑が生じた場合は、ただちに監督員と

協議しその指示を受ける。協議しその指示を受ける。協議しその指示を受ける。協議しその指示を受ける。協議しその指示を受ける。協議しその指示を受ける。協議しその指示を受ける。

造成完了造成完了造成完了造成完了造成完了造成完了造成完了

未固化試料採取未固化試料採取未固化試料採取未固化試料採取未固化試料採取未固化試料採取未固化試料採取

流動化処理工程（品質管理）流動化処理工程（品質管理）流動化処理工程（品質管理）流動化処理工程（品質管理）流動化処理工程（品質管理）流動化処理工程（品質管理）流動化処理工程（品質管理）

流動化処理工程（造成）流動化処理工程（造成）流動化処理工程（造成）流動化処理工程（造成）流動化処理工程（造成）流動化処理工程（造成）流動化処理工程（造成）

流動化処理工程（計測初期値セット）流動化処理工程（計測初期値セット）流動化処理工程（計測初期値セット）流動化処理工程（計測初期値セット）流動化処理工程（計測初期値セット）流動化処理工程（計測初期値セット）流動化処理工程（計測初期値セット）

掘削完了・計測掘削完了・計測掘削完了・計測掘削完了・計測掘削完了・計測掘削完了・計測掘削完了・計測

掘削掘削掘削掘削掘削掘削掘削

⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

④④④④④④④
施工範囲施工範囲施工範囲施工範囲施工範囲施工範囲施工範囲

フーチングフーチングフーチングフーチングフーチングフーチングフーチング

（１）施工位置の確認（１）施工位置の確認（１）施工位置の確認（１）施工位置の確認（１）施工位置の確認（１）施工位置の確認（１）施工位置の確認

③③③③③③③

②②②②②②②

①①①①①①① 施工位置を確認する。施工位置を確認する。施工位置を確認する。施工位置を確認する。施工位置を確認する。施工位置を確認する。施工位置を確認する。

別途検討する。別途検討する。別途検討する。別途検討する。別途検討する。別途検討する。別途検討する。

６．施工要領６．施工要領６．施工要領６．施工要領６．施工要領６．施工要領６．施工要領

Ｆｃ　＝　（Ｆｃ　＝　（Ｆｃ　＝　（Ｆｃ　＝　（Ｆｃ　＝　（Ｆｃ　＝　（Ｆｃ　＝　（

　・施工管理装置　　　：　　・施工管理装置　　　：　　・施工管理装置　　　：　　・施工管理装置　　　：　　・施工管理装置　　　：　　・施工管理装置　　　：　　・施工管理装置　　　：　

　・改良長(1回につき)  ：　　　　0.6～6.0ｍ　・改良長(1回につき)  ：　　　　0.6～6.0ｍ　・改良長(1回につき)  ：　　　　0.6～6.0ｍ　・改良長(1回につき)  ：　　　　0.6～6.0ｍ　・改良長(1回につき)  ：　　　　0.6～6.0ｍ　・改良長(1回につき)  ：　　　　0.6～6.0ｍ　・改良長(1回につき)  ：　　　　0.6～6.0ｍ

割増係数(at) 合格率80%割増係数(at) 合格率80%割増係数(at) 合格率80%割増係数(at) 合格率80%割増係数(at) 合格率80%割増係数(at) 合格率80%割増係数(at) 合格率80%

・攪拌時間が1m　当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー・攪拌時間が1m　当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー・攪拌時間が1m　当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー・攪拌時間が1m　当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー・攪拌時間が1m　当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー・攪拌時間が1m　当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー・攪拌時間が1m　当り1.5分以上であること。もしくは、バケットミキサー3333333

3333333

3333333

崩壊の危険性が高い場合の施工手順崩壊の危険性が高い場合の施工手順崩壊の危険性が高い場合の施工手順崩壊の危険性が高い場合の施工手順崩壊の危険性が高い場合の施工手順崩壊の危険性が高い場合の施工手順崩壊の危険性が高い場合の施工手順

▽崩壊地盤▽崩壊地盤▽崩壊地盤▽崩壊地盤▽崩壊地盤▽崩壊地盤▽崩壊地盤

①1次攪拌混合・・・所定の改良範囲まで崩壊地盤以下の①1次攪拌混合・・・所定の改良範囲まで崩壊地盤以下の①1次攪拌混合・・・所定の改良範囲まで崩壊地盤以下の①1次攪拌混合・・・所定の改良範囲まで崩壊地盤以下の①1次攪拌混合・・・所定の改良範囲まで崩壊地盤以下の①1次攪拌混合・・・所定の改良範囲まで崩壊地盤以下の①1次攪拌混合・・・所定の改良範囲まで崩壊地盤以下の

　　　・材令3日・材令7日の一軸圧縮試験　　　・材令3日・材令7日の一軸圧縮試験　　　・材令3日・材令7日の一軸圧縮試験　　　・材令3日・材令7日の一軸圧縮試験　　　・材令3日・材令7日の一軸圧縮試験　　　・材令3日・材令7日の一軸圧縮試験　　　・材令3日・材令7日の一軸圧縮試験

　　　・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。　　　・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。　　　・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。　　　・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。　　　・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。　　　・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。　　　・六価クロム溶出試験を行い。基準値以内であることを確認する。

　　　　ロ.　所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。　　　　ロ.　所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。　　　　ロ.　所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。　　　　ロ.　所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。　　　　ロ.　所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。　　　　ロ.　所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。　　　　ロ.　所定量の土・固化材・水を添加し、ソイルミキサーにて混合する。

　　　　イ.　推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。　　　　イ.　推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。　　　　イ.　推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。　　　　イ.　推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。　　　　イ.　推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。　　　　イ.　推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。　　　　イ.　推定算定式を用い、必要固化材量・水量を求める。

　　　試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。　　　試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。　　　試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。　　　試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。　　　試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。　　　試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。　　　試験結果と配合強度を基に添加量を決定する。

　　　室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、　　　室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、　　　室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、　　　室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、　　　室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、　　　室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、　　　室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い、

室内配合試験用サンプル採取　1箇所室内配合試験用サンプル採取　1箇所室内配合試験用サンプル採取　1箇所室内配合試験用サンプル採取　1箇所室内配合試験用サンプル採取　1箇所室内配合試験用サンプル採取　1箇所室内配合試験用サンプル採取　1箇所

｢2018年版　建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣｢2018年版　建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣｢2018年版　建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣｢2018年版　建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣｢2018年版　建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣｢2018年版　建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣｢2018年版　建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針｣

　（財）日本建築センター・ベターリビング　（財）日本建築センター・ベターリビング　（財）日本建築センター・ベターリビング　（財）日本建築センター・ベターリビング　（財）日本建築センター・ベターリビング　（財）日本建築センター・ベターリビング　（財）日本建築センター・ベターリビング

施工手順施工手順施工手順施工手順施工手順施工手順施工手順

作業手順作業手順作業手順作業手順作業手順作業手順作業手順

④④④④④④④

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

施工管理計画施工管理計画施工管理計画施工管理計画施工管理計画施工管理計画施工管理計画

品質管理計画品質管理計画品質管理計画品質管理計画品質管理計画品質管理計画品質管理計画

安全管理計画安全管理計画安全管理計画安全管理計画安全管理計画安全管理計画安全管理計画

技術資料技術資料技術資料技術資料技術資料技術資料技術資料

その他その他その他その他その他その他その他

　　　②試験練　　（JGS0821による供試体の製作）　　　②試験練　　（JGS0821による供試体の製作）　　　②試験練　　（JGS0821による供試体の製作）　　　②試験練　　（JGS0821による供試体の製作）　　　②試験練　　（JGS0821による供試体の製作）　　　②試験練　　（JGS0821による供試体の製作）　　　②試験練　　（JGS0821による供試体の製作）

　　　　　　一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。　　　　　　一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。　　　　　　一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。　　　　　　一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。　　　　　　一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。　　　　　　一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。　　　　　　一軸圧縮試験は、JIS　A　1108による。

σd：標準偏差σd：標準偏差σd：標準偏差σd：標準偏差σd：標準偏差σd：標準偏差σd：標準偏差

余巾２００余巾２００余巾２００余巾２００余巾２００余巾２００余巾２００

　　　①単位体積重量・含水比・粒度組成　　　①単位体積重量・含水比・粒度組成　　　①単位体積重量・含水比・粒度組成　　　①単位体積重量・含水比・粒度組成　　　①単位体積重量・含水比・粒度組成　　　①単位体積重量・含水比・粒度組成　　　①単位体積重量・含水比・粒度組成

エルマッドS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書エルマッドS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書エルマッドS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書エルマッドS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書エルマッドS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書エルマッドS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書エルマッドS工法(GBRC性能証明第11-14号 改3(更1))　特記仕様書

―　スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法　――　スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法　――　スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法　――　スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法　――　スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法　――　スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法　――　スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法　―

　　　Vd：変動係数  (25%)　　　Vd：変動係数  (25%)　　　Vd：変動係数  (25%)　　　Vd：変動係数  (25%)　　　Vd：変動係数  (25%)　　　Vd：変動係数  (25%)　　　Vd：変動係数  (25%)

0.450.450.450.450.450.450.45

150150150150150150150
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変
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採取ヶ所数　N採取ヶ所数　N採取ヶ所数　N採取ヶ所数　N採取ヶ所数　N採取ヶ所数　N採取ヶ所数　N

0.250.250.250.250.250.250.25

0.300.300.300.300.300.300.30

0.350.350.350.350.350.350.35

1111111

2.1632.1632.1632.1632.1632.1632.163

2.2872.2872.2872.2872.2872.2872.287

2.4252.4252.4252.4252.4252.4252.425 2.0642.0642.0642.0642.0642.0642.064

1.9881.9881.9881.9881.9881.9881.988

1.9181.9181.9181.9181.9181.9181.918

2222222 3333333

1.8151.8151.8151.8151.8151.8151.815

1.8681.8681.8681.8681.8681.8681.868

1.9231.9231.9231.9231.9231.9231.923

1.7191.7191.7191.7191.7191.7191.719

1.7561.7561.7561.7561.7561.7561.756

1.7941.7941.7941.7941.7941.7941.794

4～64～64～64～64～64～64～6 7～87～87～87～87～87～87～8

1.6511.6511.6511.6511.6511.6511.651

1.6801.6801.6801.6801.6801.6801.680

1.7111.7111.7111.7111.7111.7111.711 1.6451.6451.6451.6451.6451.6451.645

1.6191.6191.6191.6191.6191.6191.619

1.5941.5941.5941.5941.5941.5941.594

9～9～9～9～9～9～9～

抜取箇所数　N抜取箇所数　N抜取箇所数　N抜取箇所数　N抜取箇所数　N抜取箇所数　N抜取箇所数　N

合格判定係数　ka合格判定係数　ka合格判定係数　ka合格判定係数　ka合格判定係数　ka合格判定係数　ka合格判定係数　ka

1111111 2222222 3333333 4～64～64～64～64～64～64～6 7～87～87～87～87～87～87～8 9～9～9～9～9～9～9～

1.31.31.31.31.31.31.31.41.41.41.41.41.41.41.51.51.51.51.51.51.51.61.61.61.61.61.61.61.71.71.71.71.71.71.71.91.91.91.91.91.91.9

一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）

（※参考）（※参考）（※参考）（※参考）（※参考）（※参考）（※参考）

S-02S-02S-02S-02S-02S-02S-02

【車庫・倉庫棟】地盤改良特記仕様書【車庫・倉庫棟】地盤改良特記仕様書【車庫・倉庫棟】地盤改良特記仕様書【車庫・倉庫棟】地盤改良特記仕様書【車庫・倉庫棟】地盤改良特記仕様書【車庫・倉庫棟】地盤改良特記仕様書【車庫・倉庫棟】地盤改良特記仕様書
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一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名 ●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号 株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社 橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名 ●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885
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柱状図(1)　S=1/150柱状図(1)　S=1/150柱状図(1)　S=1/150柱状図(1)　S=1/150柱状図(1)　S=1/150柱状図(1)　S=1/150柱状図(1)　S=1/150 柱状図(2)　S=1/150柱状図(2)　S=1/150柱状図(2)　S=1/150柱状図(2)　S=1/150柱状図(2)　S=1/150柱状図(2)　S=1/150柱状図(2)　S=1/150
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一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）

柱状図柱状図柱状図柱状図柱状図柱状図柱状図

（車庫倉庫棟）（車庫倉庫棟）（車庫倉庫棟）（車庫倉庫棟）（車庫倉庫棟）（車庫倉庫棟）（車庫倉庫棟）
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長期設計地耐力=150kN/m2長期設計地耐力=150kN/m2長期設計地耐力=150kN/m2長期設計地耐力=150kN/m2長期設計地耐力=150kN/m2長期設計地耐力=150kN/m2長期設計地耐力=150kN/m2

地盤改良設計基準強度=450kN/m2地盤改良設計基準強度=450kN/m2地盤改良設計基準強度=450kN/m2地盤改良設計基準強度=450kN/m2地盤改良設計基準強度=450kN/m2地盤改良設計基準強度=450kN/m2地盤改良設計基準強度=450kN/m2

ｾﾒﾝﾄ推定添加量=170g/m3（室内配合試験結果による。）ｾﾒﾝﾄ推定添加量=170g/m3（室内配合試験結果による。）ｾﾒﾝﾄ推定添加量=170g/m3（室内配合試験結果による。）ｾﾒﾝﾄ推定添加量=170g/m3（室内配合試験結果による。）ｾﾒﾝﾄ推定添加量=170g/m3（室内配合試験結果による。）ｾﾒﾝﾄ推定添加量=170g/m3（室内配合試験結果による。）ｾﾒﾝﾄ推定添加量=170g/m3（室内配合試験結果による。）

土間ｺﾝｸﾘｰﾄは意匠図による。土間ｺﾝｸﾘｰﾄは意匠図による。土間ｺﾝｸﾘｰﾄは意匠図による。土間ｺﾝｸﾘｰﾄは意匠図による。土間ｺﾝｸﾘｰﾄは意匠図による。土間ｺﾝｸﾘｰﾄは意匠図による。土間ｺﾝｸﾘｰﾄは意匠図による。
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基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100改良体配置図　S=1/100改良体配置図　S=1/100改良体配置図　S=1/100改良体配置図　S=1/100改良体配置図　S=1/100改良体配置図　S=1/100改良体配置図　S=1/100

R階伏図　S=1/100R階伏図　S=1/100R階伏図　S=1/100R階伏図　S=1/100R階伏図　S=1/100R階伏図　S=1/100R階伏図　S=1/100
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一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名 ●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号 株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社 橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名 ●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課

設計設計設計設計設計設計設計 竣工竣工竣工竣工竣工竣工竣工
R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7 1/1001/1001/1001/1001/1001/1001/100【車庫・倉庫棟】伏図【車庫・倉庫棟】伏図【車庫・倉庫棟】伏図【車庫・倉庫棟】伏図【車庫・倉庫棟】伏図【車庫・倉庫棟】伏図【車庫・倉庫棟】伏図
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断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図

 梁断面リスト 梁断面リスト 梁断面リスト 梁断面リスト 梁断面リスト 梁断面リスト 梁断面リスト
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断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図
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断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図
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ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：Fc=21N/mm2ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：Fc=21N/mm2ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：Fc=21N/mm2ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：Fc=21N/mm2ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：Fc=21N/mm2ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：Fc=21N/mm2ｺﾝｸﾘｰﾄ強度：Fc=21N/mm2

鉄筋：D10～D16=SD295,D19～=SD345鉄筋：D10～D16=SD295,D19～=SD345鉄筋：D10～D16=SD295,D19～=SD345鉄筋：D10～D16=SD295,D19～=SD345鉄筋：D10～D16=SD295,D19～=SD345鉄筋：D10～D16=SD295,D19～=SD345鉄筋：D10～D16=SD295,D19～=SD345

ｽﾃｺﾝｸﾘｰﾄ:t=50mmｽﾃｺﾝｸﾘｰﾄ:t=50mmｽﾃｺﾝｸﾘｰﾄ:t=50mmｽﾃｺﾝｸﾘｰﾄ:t=50mmｽﾃｺﾝｸﾘｰﾄ:t=50mmｽﾃｺﾝｸﾘｰﾄ:t=50mmｽﾃｺﾝｸﾘｰﾄ:t=50mm
敷砂利　:t=100mm敷砂利　:t=100mm敷砂利　:t=100mm敷砂利　:t=100mm敷砂利　:t=100mm敷砂利　:t=100mm敷砂利　:t=100mm

一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型）（担い手確保型） S-06S-06S-06S-06S-06S-06S-06



一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名 ●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号 株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社 橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名 ●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課

設計設計設計設計設計設計設計 竣工竣工竣工竣工竣工竣工竣工
R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7R7.7

鉄骨架構図　S=1/30鉄骨架構図　S=1/30鉄骨架構図　S=1/30鉄骨架構図　S=1/30鉄骨架構図　S=1/30鉄骨架構図　S=1/30鉄骨架構図　S=1/30
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ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ:t=19mm(SN490C)ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ:t=19mm(SN490C)ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ:t=19mm(SN490C)ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ:t=19mm(SN490C)ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ:t=19mm(SN490C)ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ:t=19mm(SN490C)ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ:t=19mm(SN490C)
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一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7

S-標1

NON

種　 類 径 使用箇所 継手工法

異形鉄筋

( JIS G 3112 )

高強度せん断補強筋

丸　　鋼 (JIS G 3112)

溶接金網 (JIS G 3551)

Ⅰ．構造設計概要

１．建築物の構造内容

２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表

３．地盤

４．地業工事

５．設備関係

６．その他

 規 格 番 号

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験堀 (支持層の確定)

資料有り調査計画 資料有り調査計画 資料有り調査計画

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

杭　　種 材　　料 施　工　法 備　　考

□RC □PRC

□PHC

□鋼管

□SC杭

□H鋼

□摩擦杭

□

□場所打ち

　コンクリート杭

PRC(□Ⅰ種 □Ⅱ種 □Ⅲ種)

PHC(□A種 □B種 □C種)

　　　□JIS

□埋込み(セメントミルク工法)

□打ち込み

□オールケーシング　□拡底杭

□リバースサーキュレーション

□アースドリル　□ミニアース

□ＢＨ □深礎 □手掴

□機械堀

□

□

評定第 号

年　　　月　　　日

評定

年　　　月　　　日

第　　　　　　　号

N/mm2

N/mm2

kg/m3

kg/m3

cm以下スランプ

杭径(mm) 設計支持力(kN) 杭の先端の深さ(m) 本　数 特 記 事 項

セメント量

単位水量

鉄　筋　主筋　　SD

　　　　HOOP　　SD

コンクリートFc

　　　　　　Fq

□

□ 材種

□ SR235

□

□ 重ね継手

□ ガス圧接継手

□ 溶接継手

□ 機械式継手

種　 類 使 用 箇 所 現 場 溶 接 備　考

□ SS400

□ STKR400

□ BCR295

□ SM490A

□ SSC400

□

□

□ SN490C

□ SN400A,B,C

□

□ SM400

□ STKR490

□ BCP235

□ SM490B

大梁, 小梁, 間柱, BPL

柱

柱

ダイヤフラム

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

JIS G3101

JIS G3136

JIS G3350

規 格 番 号 規　格　名　称 種　類　の　記　号

JIS G3112 鉄筋コンクリート用棒鋼

(幅止め筋)

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

最小かぶり厚さ(mm)

煙突等高熱を受ける部分

屋　内

屋　外

基礎, 擁壁, 耐圧スラブ

柱, 梁, スラブ, 壁

擁壁, 耐圧スラブ

る部分
土に接す

土に接し
ない部分

仕上げあり

仕上げなし
スラブ, 耐力
壁以外の壁

仕上げあり

・建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

・煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート

　造とすること。

・設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して

　管径の3倍以上かつ5cm以上を原則とする。

・床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1/3 以下とし管の間隔を

・特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

・エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

　であること。

・設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全

　適切に支持されていること。

・諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

・各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

・必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

・建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を

　講ずること。

・建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、

ボルト

□　高力ボルト

□　普通：F10T　　□　特殊：S10T　認定品（ □M12 □M16　□M20　□M22　□M24）

□　溶融亜鉛メッキ高力ボルトF8T

□　中ボルト

M　　　M

□　SS400 M

□　アンカーボルト

〇使用箇所の詳細については別添図示とする。

　□　法第20条第二号 (□　RC造高さ20m超　□　S造4階建以上　□　木造高さ13m超

　□　法第20条第一号 (高さ60m超)

(1) 建築場所

(3) 構造設計一級建築士の関与　　□必要　　　□必要としない

　　　　　　　　　　  □　その他)

　　　参照して確認すること。

(4) 階数

　　　　地下　　　　階　　　　地上　　　　階　　　　塔屋　　　　階

(5) 主要用途

(6) 増築計画　　　　□有（　　　　　　　　）□無

(7) 構造計算ルート　　　X方向ルート　　－（　）　Y方向ルート　　－（　）

(8) 鉄筋の継手及び定義

　　建築基準法施行令36条及び73条による仕様規定に準ずる事。

　　XY両方向共ルート　3　及び限界耐力計算の場合は、政令73条の仕様規定によ

　　とができる。

　注(3)構造設計一級建築士の関与が義務付けられる建築物については解説書等を

　□単位水量は185kg/m3以下、単位セメント量は270kg/m3以上とする。

(3) 鉄骨

(2) 鉄筋

　深さ　GL-　　m、支持層-　 　、長期許容支持力度　 　kN/m2

　注）上記表中の資料が有るものに○を記入する。

(1) 直接基礎　　□ベタ基礎　　　□布基礎　　　□独立基礎

(1) 地盤調査資料と調査計画

　□有　　（　□敷地内　　□近隣　）　　　□無　　（　調査計画　□有　　□無　）

試験堀　□有　□無　

載荷試験　□有　□無　

載荷試験　□有　□無　　深さ　GL-　　m、長期許容支持力度　 　kN/m2

　　　　を参考とする。

(3) 杭基礎　　支持層-

杭仕様　　□施工計画書承認　　□杭施工結果報告書

(2) 地盤改良　　□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法布基礎

試験杭　（ □有　□無 ）　　（ □打ち込み　□載荷　□孔壁測定 ）　　　　　本

鉄線の径は特記による。

(a) 鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは下表による。ただし、柱及び梁の主筋にD29以上

(c) 鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

1. ＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量

2.

コンクリートの場合は、特記による。

3.

4.

(注)

5.

スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分の

杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

　　(2) 25mm

　　(3) 隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍

(e) 鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する

(f) 貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c) による。

　　鉄骨とのあきは (d) による。

(d) 鉄筋相互のあきは、下記のうち最大のもの以上とする。

　　ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、特記による。

　　(1) 粗骨材の最大寸法の1.25倍

　　を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

鉄筋の末端部には、次の場合にフックをつける。

　　(1) 根巻き柱脚の主筋で末端部が頂部にあるもの。

　　(2) 杭基礎のベース筋。

　　(3) 帯筋、あばら筋及び幅止め筋。

　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

(c) 鉄筋の重ね継手は、次による。

(b) 鉄筋の継手位置は、特記による。

(a) 鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手とし、適用は特記による。

角度

及び

　90°

折曲げ

　90°

　135°

　180°

　135°

D

D

D

D

折　曲　げ　図　

柱
梁

耐力壁

１．鉄筋の材料

３．鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔

４．鉄筋の末端部

５．鉄筋の継手

帯筋

柱

かぶり厚さ

あばら筋

梁

かぶり厚さ

基礎

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

Dあき

間隔

　風圧・地震力等に対して構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

表１　鉄　筋

表３  かぶり厚さ

表４　鉄筋の折曲げ

鉄筋は表１ により、種類の記号は特記による。

(b) 柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶりの厚さは、最小かぶり厚さに

　　10mmを加えた数値を標準とする。

有効でない仕上げのものを除く。

ものとし、仕上塗材、吹付け又は塗装等の鉄筋の耐久上

「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのある

表２  鉄　筋　記　号

鉄筋径 異形鉄筋

表 示 記 号

D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32

２．鉄筋の表示記号

20

30

30

30

30

40

40

40

60

60

*

*

D10

SR295SR235

a

a

フックありの場合

フックなしの場合

圧接継手の場合

機械式継手の場合

重
　
ね
　
継
　
手

a

a

b

a ≧ 400mm

a は、400mm以上、かつ、( b+40 )mm以上

圧接継手

カップラー

3.

2.

1.(注)

軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

L1

L1

a ＝ 0.5 L1

図５．１　フックありの場合の重ね継手の長さ

　　(2) (1)以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表５．１による。

　　(1) 主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ、

　　　　大きい値とする。

　　　　40d（軽量コンクリートの場合は50d）と表５．１の重ね継手長さのうち

　　　　なお、先組工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、

　　　　特記による。

　　(3) 隣り合う継手の位置は、表５．２による。ただし、壁の場合及びスラブ筋

　　　　でD16以下の場合は除く。

表５．１　鉄筋の重ね継手の長さ

表５．２　隣合う継手の位置

構 造 部 分 の 種 別

21

24, 27

30, 33, 36

18

21

24, 27

30, 33, 36

21

24, 27

30, 33, 36

SD390

SD345

18 45d

40d

35d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d

(Fc)
(N/mm2)

鉄筋の

種類
L1（フックなし）

コンクリートの

設計基準強度

SD345

D16以下

3d以上

3d以上

3d以上

D

Dは、鉄筋の最大外径

3d以上

L1h（フックあり）

L1、L1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

フックありの場合のL1hは、図５．１に示すようにフック部分　を含まない。

L1h

L1h

L1h

a ＝ 0.5 L1h
L1h

a ≧ 0.5 L1h

捨コンクリート

かぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

D
d

4d以上

D
d

6d
以
上

d

D

8
d
以

上
4d
以
上DdD

d

4
d
以

上

L1

a ≧ 0.5 L1

a

a

L1h

L1

鉄骨構造標準図 ７－１ (基礎配筋標準図) Ⅱ．配筋標準図

・本構造配筋標準図は、設計者の責任において使用すること。

■普通

■普通

■普通

設計基準強度 品質基準強度 スランプ

cmFq=N/mm2Fc=N/mm2
種　 類種　 類適 用 箇 所

□ SD295

□ SD345

□ SD390

□

基礎・基礎梁

捨て・土間ｺﾝｸﾘｰﾄ用

デッキ上ｺﾝｸﾘｰﾄ用

□　ABR400 M

□　ABR490 M

□　ABM400 M

□　ABM490 M

□　大臣認定柱脚（メーカー仕様による）

Φ＝　　　L＝　　　mm　　使用箇所（　□　柱　□　大梁　□小梁　）

Φ＝　　　L＝　　　mm　　使用箇所（　□　柱　□　大梁　□小梁　）

□　頭付きスタッドボルト

SD295 SD345 SD390

SD390

D19～D38

5d以上

5d以上

5d以上

5d以上

SD295

(2) 工事種別　　　　□新築　　　□増築　　　□増改築　　　□改築

SD295

(1) コンクリート（ ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ  JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308 ）

溶接金網は JIS G3551（溶接金網及び鉄筋格子）により、網目の形状、寸法及び

□ 大臣認定番号 

　注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針；日本建築センター2018」

鋼材　□SS400 □STK400

　　らずJASS(2018)、鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC基準2018とするこ

ｽｸﾘｭｰｳｴｲﾄ試験

一般社団法人2022.4.1 訂 徳島県建築士事務所協会

一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

【車庫・倉庫棟】鉄骨構造標準図(1)



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 NON

S-標2

　　　大臣認定による既製品を使用する場合は、すべて認定内容による。

フープ筋2-D13 主筋は柱頭フック付き

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

1/3 d の範囲に設けてはならない。

孔の中心位置の限度は、柱及び直交する梁（小梁）の面から原則として 1.5 D

（ D は梁せい）以上離す。ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。

孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の3倍以上とする。

縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは図１１．２による。

9.

10.

溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13Φのリング筋を取り付ける。

孔の上下方向の位置は、梁せい中心付近とし、梁中央部下端は、梁下端より

孔の径が梁せいの 1/10 以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げる

ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

孔の径は、梁せいの 1/3 以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

なお、リング筋は、溶接金網に4箇所以上溶接する。

８．基礎梁

６．鉄筋の定着

3.

4.

5.

6.

フックあり定着の場合は、図６．１に示すようにフック部分　を含まない。

また中間部での折り曲げは行わない。

軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

(c) 定着の方法は、図６．１による。

　　なお、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さ L が、表６．１の

　　フックあり定着の長さを確保できない場合は、全長を表６．１に示す直線

　　長さを表６．２に示す長さ（かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則と

(注)1.

3.

2.

La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

　　　（基礎梁、片持ち梁及びスラブを含む。）

　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

Ａ.　杭基礎の場合

　　 特記による。特記がなければＢ形とする。

　　 なお、中詰めコンクリートは、基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリートを

　　 使用する。

　　 下図以外の場合は、特記による。

(a) 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着の長さは、特記による。

　　特記がなければ、40d（軽量コンクリートの場合は50d）表６．１

　　の定着長さのうち大きい値とする。

(b) (a) 以外の鉄筋の定着の長さは、表６．１による。

(注)1.

2.

表６．１　鉄筋の定着の長さ

　　　　 あり定着の長さ

　　及びこれを受ける小梁は除く。

表６．２　投影定着長さ

Ａ.　一般事項

　　　② 上端筋：曲げ降ろす。

　　　④ 定着の方法は、６、(c) による。

　　　③ 下端筋：曲げ上げる。ただし、やむを得ない場合は、監督員の承諾を

　　　　 受けて、曲げ降ろすことができる。

Ｃ.　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長

（耐圧スラブが付く場合は　Ｄ．による）

Ｄ． 連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長

Ｅ． 基礎接合部の補強

９．基礎柱

１０．土間コンクリートの補強

１１．梁貫通孔補強

斜め筋 縦　筋 横　筋 縦筋上
下 配　筋　図

配 筋

な し な し

な し

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

H 1

H 2

H 3

H 5

H 6

H 7

2-2-D13

2-2-D13 2-2-D13 2-2-D13

2-2-D134-2-D13 3-2-D13

　　　　フレア溶接の場合は10d以上とする。

Ａ.　土間コンクリートの補強

　 　土間コンクリートの補強筋は、特記による。

　 　なお、基礎梁との接合部は、図１０．１による。

（注）　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

帯筋 150 150150

L
2

≒30 ≒30

D

≦P@

1. 梁貫通孔補強筋の名称などは図１１．１による。

図１１．１

図１１．２

土間コンクリート補強筋

重ね継手

土間コンクリート補強筋

ートの鉄筋径
及び間隔に
合わせる

補強筋の鉄筋径及
び間隔に合わせる。

La *La *

La *

余長

継手長さ15d(余長) 15d(余長)

L2

L0

L0/4 L0/4L0/2

継手長さ20d(余長)

20d(余長)

La *

余長

L2 L2

L2

余長 余長

La *La *

La *

La * 20d(余長)

15d(余長)

継手長さ

余長

L0/4 L0/4L0/2L2 L2

L0

余長

余長

L2

L2

図８．３

図８．５

図８．６

土間コンクリート

上縦筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

あばら筋

縦筋

横筋
斜め筋

下縦筋

斜め筋

横筋

土間コンクリ

図１０．１

図８．４

2-2-D13

　　 既製コンクリート杭の杭頭補強の方法は、図７．１のＡ形又はＢ形とし、適用は
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24, 27

30, 33, 36
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24, 27

30, 33, 36

21

24, 27

30, 33, 36

SD390

設計基準強度
(Fc)

(N/mm2)

鉄筋の

18

フックなし フックあり

小梁 小梁スラブ スラブ

20d 10d -

10d

かつ

150mm

以上

L1 L2
L3

45d

35d

35d

50d

45d

40d
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50d
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35d

30d

25d
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30d
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25d
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35d

30d

40d
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25d
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20d

30d

30d

25d

コンクリートの

40d

コンクリートの

(Fc) (N/mm2)

鉄筋の

種類
設計基準強度

18

21

24, 27

30, 33, 36

18

21
SD345

24, 27

30, 33, 36

21

24, 27SD390

30, 33, 36

Lb

20d 15d

15d 15d

15d 15d

15d 15d

20d 20d

20d 20d

20d 15d

15d 15d

20d 20d

20d 20d

20d 15d

種 別

H 4

D13-300@縦横

杭径の
1.5倍

15d
中詰めコンクリート補強筋

100

基礎筋

〈Ａ型〉 〈Ｂ型〉

15d

杭径

D13-300@縦横
中詰めコンクリート

基礎筋

底盤補強筋 D13-200@縦横

基礎筋

　　２．中詰めコンクリート補強筋は、フックをつけない

(注)１．中詰めコンクリート補強筋は、次による。
・杭径300Φ　以下
・杭径350～400Φ
・杭径450～600Φ
・帯筋　　D10-100@

4-D13
6-D13
8-D13

Ｂ.　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長

梁 梁

柱

図８．１
L2

余長 余長

継手長さ

余長余長

La * La *
≧100

La *La *

図８．２

15d(余長)

L2 L2

L0
L0/2L0/4 L0/4 L2L2

L2

L1

杭径
杭径

L2

Ｂ.　直接基礎（独立基礎）の場合の配筋は、図７．２による。

Ｃ.　直接基礎（連続基礎）の場合の配筋は、図７．３による。

基礎筋

基礎梁あばら筋

基礎梁主筋

連続基礎配力筋

連続基礎主筋

▽
GL

図７．２ 図７．３

図７．１

P@

Ｆ． あばら筋の割り付け

　　　２．図中の P@ は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

　　　２．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　３．Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

露出柱脚

L1h L2h
L3h

L1、L1h：(b) 以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

L2、L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着長さ及びフック

L3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。ただし、基礎耐圧スラブ

L3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

La

L1、L2 又は L3

* (a), (b) の長さを全長で確保するフックなし

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

L1 又は L2

Lb

*

L

フックあり

L

（イ）直線定着 （ロ）折り曲げ定着

図６．１　定着の方法

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

▽ 定着起点

▽ 定着起点

余
長

余
長

(イ) (ロ) (イ)

②　W-I形①　H形

d

≧6d

L

L2

L2

梁幅

0＜D≦200

梁幅

200＜D≦1,000

L2
D
L2h *
3-D16

L2

L2

3-D16
L2h : *

D

根巻き柱脚

150

柱頭 補強HOOP(設計図による)

継手長さ

L1

L
1

L1
L1

L
1

L1

L2 D13

L2 L2

D13L1

L2

L2

L2

a

L2

a ≦ 300mm

（注）１．　　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

継手長さ

基礎梁あばら筋と
同径・同間隔

　　して、柱せいの 3/4 倍以上）をのみ込ませる。

　　定着の長さとし、かつ、余長を 8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着

　　　① 梁主筋ののみ込み長さは、柱せいの 3/4 以上とする。

L1h、L2h 又は L3h

La（ただし、柱せいの

3/4倍以上）

a

７．基礎

　　(1) 梁筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことが

　　　　できない場合は、柱内に定着する。ただし、やむを得ず梁内に定着する

　　　　場合は、図８．１による。

　　(2) 梁筋を柱内に定着する場合は次による。

　　(1) H形とする。

　　(2) H形の135°曲げのフックが困難な場合は、W-I形とする。

　　(3) 溶接する場合の溶接長さLは両面フレア溶接の場合は5d以上、片面

(1) H形配筋

鉄骨構造標準図 ７－２ (基礎配筋標準図)

SD345

SD295

種類

SD295

cL

11.溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

(注) 溶接は、鉄筋の組立て前に行う

（注）１．L2hを確保できない場合は、６．(c)によることができる。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

（注）採用する配筋については、特記による。
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S-標3

板突合せ継手

t≦19 は b≧35 、 22≦ t ≦36 は b≧50とする。

自動溶接手溶接、半自動溶接

且つ、自動溶接ではｔ1＝3.2、4.5については片面溶接

n1＝n2＝0.4t1

a，c，e　同差　n1　n2　-0～+3

許容誤差

終始端は、まわし溶接を行う。

Ｔ継手（カバーＰＬ付）

Ｔ継手（柱巾大）

仕口フランジ突合せ継手

　　の許容誤差寸法を示す。

・　本図中、各溝の下段、左側はルート間隔、右側はルート面

・　スカーラップ

・　Ｔ継手、角継手には補強すみ肉を行う。

I≧10S 且つ I≧40㎜

P≧I +10t1

特記事項

Ｋ型突合せ

８７

t1S

1　表

3.2

4.5手・半自動・自動

4.5

6

6

6

9

7

12

9

16

12

19

14

-1　　+2 -2　　+0 -0　　+2 -2　　+0 -0　　+3 -3　　+0 -0　　+2 -2　　+0 -0　　+3 -3　　+0

-1　　+2 -2　　+0 -1　　+2 -2　　+0 -0　　+2 -2　　+0

断続すみ肉溶接１-３１-２すみ肉溶接１

１-４ 重ねすみ肉溶接 レ型突合せ２ ３ レ型突合せ ４

Ｖ型突合せＶ型突合せレ型突合せ６５

板厚(㎜)鋼材の記号溶接法

SM570SM400B

BCP295BCP235BCR295

SN490B・CSN400B・C

SN400B・C

6～50

6～45

6～45

6～38

6～32

6～25

2.3～6

Ｓ

Ｇ

ＮＧ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

SN490B・CSN400B・CSM520B

SM400A

SM490A

SN490B・CSN400B・CSM490B

STK490STKR400SM490YASS400

STK490STK400STKR400SSC400SS400

SM400C・SM520C

1～5

60°

45°～55°

45°

60°

2

裏はつり

60°

2

I

P

I-P

SS

S

SS

S

t2

t1

t1

1～3

2

5以上

裏はつり

25

22

25

22

25

22

22

25

6
9
12

16
19
22
25

1～5

35°

1～5

45°～55°

45°

t1≧19

2

1～3

7

5以上

3

2

a

e

60°

c
nnnn

裏はつり

Ｆ

16
12

9
6

6
9
12

16
19

6
9
12

16
19
22
25

19

1～51～5

1～5

45°

8

35°

3

ＦＢ9×25

6

0～2

S

SS

t1 ＜ t2

t2

t1

t1

2

1～3

7

35°

脚長

ea

c

4.5≧t1

MF=両面

SF=片面

25
22

19
16

12

6
9
12

6
9
12

16
19
22
25

柱角形鋼管の場合柱Ｈ形鋼の場合

1 2

1 1-2

1 1-2

2

2

1

2

2

2

32 25 32 25

40 5

溶接後

切断する

5

t

bb

t

b エンドタブ

t

b

100

b

t

5

b

切断線

ＢＡ

ＤＣ

Ｃ

カーブをつけるr＝10

r＝35

裏あて金

エンドタブ

5

又は　ＦＢ6×25

裏あて金　13×13

6

6

S

S

S

S

S

t1

5t1以上、構造図指定

鉄骨構造標準図 ７－３ (溶接Ａ)

2 2

１　　片面溶接

Ｂ　　裏あて金

Ｘ　　Ｘ形

Ｋ　　Ｋ形

レ　　レ形

Ⅴ　　Ⅴ形

Ｉ　　Ｉ形

Ｂ　　突合せ継ぎ手

Ｌ　　角継ぎ手

Ｔ　　Ｔ継ぎ手

Ｆ　　すみ肉溶接

Ｐ　　部分溶け込み溶接

Ｃ　　突合せ溶接

Ｓ　　サブマージアーク自動溶接

Ｇ　　ガスシールドアーク半自動溶接

ＮＧ　ノンガスシールドアーク半自動溶接

Ｍ　　アーク手溶接

　（例）ＭＣ－ＴＬ－Ｂ１＝アーク手溶接突合せ-レ形Ｔ継ぎ手

-裏あて金付き片面溶接

　　　手溶接における姿勢は、特記あるものを除き、

1.　使用板厚は半自動、自動溶接の場合は6㎜以上とする。

2.　手溶接において、1層目の溶接を行う棒径は4㎜以下とする。

3.　寸法の許容誤差で図示したもの以外は、下記による。

　　a　開先角度は、-3°～+5°とする。

　　b　裏あて金のすきまは0とし許容誤差は、-0～+1とする。

　　c　重ね継ぎ手のすきまは0とし許容誤差は、-0～+2とする。

　　d　グループ溶接部の相互の目違いは0とし、許容誤差は、

　　 　-1～+1とする。

　　e　突き合わせ溶接及び部分溶け込み溶接の余盛の高さは、

　　 　特記なき場合は、右記詳細図によるものとする。

　・　スチール製エンドタブに替えてフラックスタブ・セラミックスタブを

　　　監督員の承諾を得て使用する事ができる。

Sは1表による。

許容誤差

隙間e　-0～+2㎜　S，a，cは１(すみ肉溶接)に同じ

隙間e

サイズS

余盛c

-0～+5、ただしeが2㎜をこえる場合はサイズを

eだけ増加する。2㎜をこえるすき間は全長に

あってはならない。

-0～+3、ただし溶接の長さの10％以内については

-0～1Sを認める。

-0～＋（0.1S＋1）、ただし溶接長さの10%

以内については-0.07Sを認める。

Ｍ　Ｃ

ＮＧＣ

Ｇ　Ｃ－ＴＬ－Ｂ１

－ＴＬ－Ｂ１

Ｍ　Ｃ

ＮＧＣ

－ＴＬ－２

Ｇ　Ｃ－ＴＬ－２

Ｍ　Ｃ

ＮＧＣ

－ＴＫ－２

Ｇ　Ｃ－ＴＫ－２

Ｍ　Ｃ

－Ｌ１－Ｂ１

ＮＧＣ

Ｇ　Ｃ－Ｌ１－Ｂ１

Ｍ　Ｃ

－ＬＬ－Ｂ１

ＮＧＣ

Ｇ　Ｃ－ＬＬ－Ｂ１

Ｍ　Ｃ

－ＬＶ－Ｂ１

ＮＧＣ

Ｇ　Ｃ－ＬＶ－Ｂ１

Ｍ　Ｃ

－ＬＶ－２

ＮＧＣ

Ｇ　Ｃ－ＬＶ－２

1. 本標準図は「溶接工作基準・同解説、Ⅰアーク溶接、Ⅳサブマージ

   アーク自動溶接、Ⅳガスシールド半自動溶接：日本建築学会」に従い、

   工場溶接を行う場合に適用する。

2. 特に設計者の指示がある場合はそれに従う。

3. 本図によらない場合は、設計者の承認を受ける。

4. 本構造標準図は、設計者の責任において使用すること。

５　　その他

４　　溶接姿勢

１　　適用範囲

２　　適用鋼材

３　　適用溶接法と記号

６　　仕口部溶接図示例

７　エンドタブ、裏あて金、補強隅肉、スカーラップ

　・　突合わせ溶接の両端にはエンドタブを取付け、アークの開始

　　　および終了点とする。　寸法は下図による。

　・　裏あて金の厚さは、母材の厚さ6㎜の場合6㎜、25㎜までは9mm、

　　　25㎜以上は12㎜とする。

予熱は、鉄骨工事技術指針に従い行うものとする。技術指針に該当しない
鋼材については、必要な試験を行った上、適切な熱管理のもとで準用して

よい。

２　　両面溶接　　МＣ,ＮＧＣ,ＧＣ，は、表はつりをする。

Ｆ　　下向姿勢

Ｈ　　水平又は、横向姿勢

Ｖ　　立向姿勢

Ｏ　　上向姿勢

　　　原則として下向とする。

梁フランジ

Ｔ継手（柱梁同巾）

裏あて金

グラインダー

仕上げ

カバーＰＬ

ttt

n n

n n

Ｋ型すみ肉溶接

Ｉ型突合せ
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S-標4

1. 許容耐力設計において、存在応力が本標準図の許容耐力以内

   である事を確認すること。

2. 本標準図は保有耐力接合を示す標準図である。

3. 孔径はボルト軸径+2㎜以内とする。

4. 鋼材の材質は　SS400、SN400A・B・Cとする。

5. 高力ボルトは　S10T、F10Tとする。

6. 亜鉛メッキを施した場合には本表は使用できない。

7. 大梁の内法長さが本表に示す最小長さ以下の場合せん断耐力が

   不足するため本表は使用できない。

8. 別途設計をした場合本標準図は使用しなくても良い。

9. 継手部添板の切断はガス手動切断・シャー切断をしてはならない。

Ｈ型鋼標準接合部

 特記事項
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一般社団法人2022.4.1 訂 徳島県建築士事務所協会

一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

【車庫・倉庫棟】鉄骨構造標準図(4)



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 NON

S-標5
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90×260

90×320

90×380

90×380

90×440

90×440

90×560

90×560

90×680

90×680

90×740

90×740

150×80

150×80

150×80

150×80

150×80

150×80

150×80

150×80

90×140

90×140

90×200

90×200

90×200

90×200

90×200

90×200

90×260

90×260

90×320

90×320

90×320

90×320

90×380
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90×500

2-M16 6.0 60×1 BJ51 6.0 60×1

BJ02 2-M16 9.0 60×1 BJ52 9.0 60×1

2-M16 6.0 60×1 BJ53 6.0 60×1

BJ04 2-M16 9.0 60×1 BJ54 9.0

BJ05 2-M16 6.0 60×1 BJ55 6.0

BJ06 2-M16 9.0 60×1 BJ56 9.0

BJ07 2-M16 6.0 60×1 BJ57 9.0

2-M16 9.0 60×1 BJ58 9.0BJ08

BJ09 2-M16 6.0 60×1 BJ59 12.0

BJ10 2-M16 9.0 60×1 BJ60 12.0

BJ11 3-M16 6.0 60×2 BJ61 12.0

BJ12 3-M16 9.0 60×2 BJ62 12.0

BJ13 3-M16 6.0 60×2 BJ63 12.0

BJ14 3-M16 9.0 60×2 BJ64 12.0

BJ15 3-M20 9.0 60×2 BJ65 16.0

BJ16 3-M20 9.0 60×2 BJ66 16.0

BJ17 4-M20 9.0 60×3 BJ67 16.0

BJ18 4-M20 9.0 60×3 BJ68 16.0

BJ19 5-M20 9.0 60×4 BJ69 19.0

BJ20 5-M20 9.0 60×4 BJ70 19.0

BJ21 5-M20 9.0 60×4

BJ22 5-M20 12.0 60×4

BJ23 6-M20 12.0 60×5

BJ24 6-M20 12.0 60×5

BJ25 8-M20 12.0 60×7

HTB G.P

記号

t A×BP×nA×BtN×径

5-M22

4-M22

4-M20

3-M20

2-M20

2-M20

2-M16

2-M16

2-M16

2-M16

N×径

7-M22

7-M22

6-M22

6-M22

9-M22

9-M22

11-M22

11-M22

12-M22

12-M22 60×11

60×11

60×10

60×10

60×8
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60×6

60×6

60×5

60×5

60×4

60×3

60×3

60×2

60×1

60×1

60×1

150×80BJ01

P×n

記号 大梁　(G)中幅ｼﾘｰｽﾞ　小梁 (B)

G.PHTB

大梁　(G)細幅ｼﾘｰｽﾞ　小梁 (B)タイプ

Ｈ－１２５×６０×６×８

Ｈ－１５０×７５×５×７

Ｈ－１７５×９０×５×８

Ｈ－２００×１００×５.５×８

Ｈ－２４８×１２４×５×８

Ｈ－２５０×１２５×６×９

Ｈ－２９８×１４９×５.５×８

Ｈ－３００×１５０×６.５×９

Ｈ－３４６×１７４×６×９

Ｈ－３５０×１７５×７×１１

Ｈ－３９６×１９９×７×１１

Ｈ－４００×２００×８×１３

Ｈ－４４６×１９９×８×１２

Ｈ－４５０×２００×９×１４

Ｈ－４９６×１９９×９×１４

Ｈ－５００×２００×１０×１６

Ｈ－６００×２００×１１×１７

Ｈ－３９０×３００×１０×１３

Ｈ－７９２×３００×１４×２２

Ｈ－２４４×１７５×７×１１

Ｈ－２９４×２００×８×１２

Ｈ－３４０×２５０×９×１４

Ｈ－４４０×３００×１１×１８

Ｈ－４８２×３００×１１×１５

Ｈ－４８８×３００×１１×１８

Ｈ－５８８×３００×１３×２０

Ｈ－５８２×３００×１２×１７

Ｈ－６９２×３００×１３×２０

Ｈ－７００×３００×１３×２４

Ｈ－８００×３００×１４×２６

Ｈ－８９０×２９９×１５×２３

Ｈ－９００×３００×１６×２８

Ｈ－１９４×１５０×６×９

Ｈ－１４８×１００×６×９Ｈ－１００×５０×５×７

Ａ

タ　イ　プ タ　イ　プ

Ｂ

タ　イ　プ

Ｃ

タ　イ　プ

Ｄ

タ　イ　プ

Ｅ

10 40 10

4040

4010 40 4010 4040

G B G B G B

G

B

AAA

B

A

G B

H

P×n

L

h

Ｈ－１９４×１５０　以上の場合

Ｈ－２００×１００

Ｈ－１４８×１００　以下の場合

Ｈ－１７５×９０

Ｈ－１９４×１５０　以上の場合

Ｈ－２００×１００

b材取付はＡ－Ｅによる。
HTB　4-M16
2LS-65×65×6

方杖材　θ=45°

の場合は方杖をいれる。
L＞300　且つ　2×H
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P
×
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×
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4
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4
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40 P
×
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40 h/
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h/
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h

小梁接合部

許容せん断耐力許容せん断耐力 許容せん断耐力 許容せん断耐力許容せん断耐力

取付方法は、Ｂタイプ又はＥタイプとする。

Ｈ－３００×１５０

Ｈ－２９４×２００
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Ｈ－４４６×１９９

Ｈ－４４０×３００

Ｈ－４５０×２００

Ｈ－４４０×３００

Ｈ－４９６×１９９

Ｈ－４８２×３００

Ｈ－５００×２００

Ｈ－４８２×３００

Ｈ－６００×２００

Ｈ－５８２×３００

Ｈ－２９８×１４９

Ｈ－２９４×２００

Ｈ－２９４×２００

Ｈ－２９８×１４９

Ｈ－３００×１５０

Ｈ－２９８×１４９
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Ｈ－２９４×２００

Ｈ－３００×１５０
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Ｈ－２４４×１７５

Ｈ－２９４×２００
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Ｈ－２４４×１７５
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Ｈ－３００×１５０
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Ｈ－２４４×１７５

Ｈ－３００×１５０

Ｈ－２９８×１４９

Ｈ－２４４×１７５

Ｈ－２９４×２００

Ｈ－３００×１５０

Ｈ－２９８×１４９
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Ｈ－２９４×２００
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Ｈ－２４４×１７５
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Ｈ－４８２×３００

Ｈ－６００×２００

Ｈ－５８２×３００

Ｈ－６００×２００

Ｈ－５８２×３００

Ｈ－７００×３００

Ｈ－６９２×３００

Ｈ－７００×３００

Ｈ－６９２×３００

Ｈ－８００×３００

Ｈ－７９２×３００

Ｈ－８００×３００

Ｈ－７９２×３００

Ｈ－９００×３００

Ｈ－８９０×３００

Ｈ－９００×３００

Ｈ－８９０×３００

Ｈ－６００×２００

Ｈ－５８２×３００

以上

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以上

以下

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上
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以上

以上

以上

以下

以上
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以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

許容せん断耐力

[49.46]

[53.45]

[63.87]

[73.74]

[75.19]

[90.23]

[107.62]

[127.19]

[130.45]

[152.19]

[167.41]

[191.33]

[226.11]

[254.38]

[273.94]

[304.38]

[389.23]

[59.23]

[59.23]

[59.23]

[59.23]

[59.23]

[59.23]

[59.23]

[59.23]

[59.23]

[59.23]

[88.85]

[88.85]

[88.85]

[88.85]

[138.57]

[138.57]

[184.76]

[184.76]

[230.95]

[230.95]

[230.95]

[230.95]

[277.14]

[277.14]

[277.14]

[39.13]

[58.70]

[45.93]

[68.89]

[52.72]

[79.09]

[59.52]

[89.29]

[56.53]

[84.79]

[79.35]

[119.03]

[79.35]

[119.03]

[109.25]

[109.25]

[140.23]

[140.23]

[171.22]

[171.22]

[171.22]

[228.29]

[269.60]

[269.60]

[269.60]

[60.88]

[76.10]

[112.88]

[147.84]

[182.63]

[242.78]

[283.00]

[306.92]

[306.92]

[413.09]

[413.09]

[513.46]

[513.46]

[613.84]

[59.23]

[59.23]

[59.23]

[59.23]

[92.38]

[92.38]

[138.57]

[184.76]

[223.59]

[279.48]

[335.38]

[335.38]

[391.28]

[391.28]

[503.08]

[503.08]

[614.87]

[614.87]

[670.77]

[670.77]

[33.70]

[50.55]

[56.53]

[84.79]

[52.18]

[78.27]

[109.25]

[140.23]

[178.28]

[217.42]

[256.55]

[256.55]

[295.69]

[295.69]

[498.61]

[498.61]

[602.97]

[602.97]

[777.99]

[777.99]

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

[30.80]

※

※

※

[805.89]

[755.52]

[613.84]

鉄骨構造標準図 ７－５

耐力の単位:kN　

Ｈ－２９８×１４９

注：1. 小梁に小梁（2次小梁）がつく場合は大梁 (G) を小梁と読みかえる。

　　2. 図中[ ]内の数値は参考許容せん断力とし※印は最低値を示す。

　　3. Ｈ－１００×５０、Ｈ－１２５×６０、Ｈ－１５０×７５、Ｈ－１７５×９０、Ｈ－１４８×１００の

 特記事項

2. ガセットプレートの材質は、大梁と同じものとする。

3. 高力ボルトは　S10T・F10Tとする。

4. 大梁の横補剛材として使用する場合は別途計算の上

   決定する必要がある。

7. ボルト孔明けは、ドリル明けとする。

8. 小梁のたわみ量は算定していません。

1. 鋼材の材質は　SS400　SN400A・B・Cとする。

5. 本標準図は小梁の接合部を示すものであるが、別途

   設計を行う場合は本図を用いなくてよい。

6. 本標準図に記載されている耐力は参考値であって、

   本図を用いる場合は、耐力の確認を行うこと。

BJ03
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D

A
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設計 竣工
R7.7 NON

S-標6

tc＜28㎜の場合　e＝25㎜

tc≧28㎜の場合　e＝30㎜

かつ　e＞td

tc

B

e≧rとする

r＝35+r＝10

r＝35+r＝10

径　20㎜以上

梁材

ガス抜き孔

下階柱

上階柱

上部ダイヤフラム

内ダイヤフラム

td

td tf

e

B

e

B

G

柱　板厚・ボルト数は最低量を示したものであり、組み立てる部材

の重量を考慮して設計してください。

当仮設継ぎ手は、8.0×8.0スパンで4階までは可能である。

115

80 35

40 40

4
70

115

8035

4040

20
0

70
20
0

60
60

40
4
0

30
40

60
60

4
0

B

B

8
0

3
5

40
40 11
5

B

内ダイヤフラム　PL-12以上PL-12以上

HTB 6-M20

2PL-9

12
0

・E＝100㎜未満の場合は、2段ダイヤフラム方式は採用しない。

E

ガス抜き孔

径　20㎜以上

下部ダイヤフラム

下階柱

上階柱

上部ダイヤフラム

内ダイヤフラム

内ダイヤフラム

t

t

B

柱頭部（ダイヤフラムに段差のない場合）詳細図

・t＞取り付く大梁フランジの最大厚さ+6mm を越える厚さかつ柱板厚以上。

・tは取り付く大梁フランジの最大厚さ+6mm を越える厚さかつ柱板厚以上。

鉄骨構造標準図 ７－６ (角形鋼管柱仕口) 柱現場継ぎ手　詳細図柱頭部（ダイヤフラムに段差のある場合）詳細図

下部ダイヤフラム

4
0

・ダイヤフラムに使用する鋼板は、SN400C、SN490Cとする。

・ダイヤフラムに使用する鋼板は、SN400C、SN490Cとする。

Be B e

　強度は、取り付く部材の最も優れた材質とする。

・内ダイヤフラムの厚さは、取り付く梁のフランジ厚さ以上で

5. JIS規格等

加工方法 工場製作　　　　　鋳造製ダイヤフラム

使用材料 SS400　SN400 (B・C)　SM490A　SN490(B・C)

4. ダイヤフラム等

　　・在来工法

　　・認定品（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　露出柱脚の場合

・露出柱脚　　・根巻柱脚　　・埋込柱脚

c ベースプレート等

b 製造方法

SM400　SS400　SN400B　SM490A　SS490　SN490B・C

3. 使用する鋼材の材質

2. 次項に記載する鋼材を使用しない場合は、別途設計による。

 特記事項

冷間プレス成形角形鋼管　BCP235 (SN400BC)

冷間プレス成形角形鋼管　BCP325 (SN490BC)

冷間ロール成形角形鋼管　BCR295 (SN400B)

熱間成形角形鋼管　　　　SHC400B/C (SN400級)

熱間成形角形鋼管　　　　SHC490B/C (SN490級)

冷間成形角形鋼管　　　　STKR400　STKR490

a 角形鋼管柱材質

熱間成形角形鋼管　建築センター評定品

冷間成形角形鋼管  (STKR) JIS G 3466

　小梁・間柱・根太母屋材　　　　　　　　SN400A　SN490A　SS400

　ベースプレート　　　　　　　　　　　　SN400C  SN490C

　柱材・梁材・接合用板材　　　　　　　　SN400B　SN490B　SS400

　小梁・間柱・根太母屋材　　　　　　　　SN400A　SN490A　SS400

　ダイヤフラム・ベースプレート　　　　　SN400C　SN490C

　柱材・梁材・接合用板材　　　　　　　　SN400B　SN490B　SS400

9. 鋼材の使用区分について　（参考）

8. 溶接部は全て製作所（社内検査）におけるUT検査を行うこと。

7. STKR・BCP・BCRには互換性がないので注意すること。

・露出型固定柱脚は、メーカー毎で、剛性・強度が異なるため変更に際して注意すること。

・ベースプレートとコンクリートの空隙部は、特記なき限り無収縮グラウト注入とする。

・アンカーボルトの設置は、特記なき限りＡ種先付け工法とする。

・アンカーボルトの設置は、指定各社の施工基準に基づき正確に設置すること。

6. ベースプレート等の設置

・鋼管柱とベースプレートとの接合は、各社の施工基準に基づき入念な施工を行うものとする。

・アンカーボルトの設置は、施工業者の責任施工とする。

a 角形鋼管柱を使用した鉄骨造架構

b 角形鋼管柱を使用した鉄骨造架構

1. 本標準図は、冷間（熱間）成形角形鋼管を柱として使用した場合の基準を示す。

角形鋼管柱・梁仕口　詳細図

r 角形鋼管柱のすみr部半径

冷間ロール成形角形鋼管 (BCR) 国土交通大臣認定品

冷間プレス成形角形鋼管 (BCP) 国土交通大臣認定品
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一級建築士　　　　　登録　第305644号
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Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
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設計 竣工
R7.7 NON

S-標7

10

10

(筋かい)

７－７鉄骨構造標準図 

梁

３０゜
リブ

ＧＰ

ＰＬ

Ｌ

Ｂ．平鋼、溝形鋼、山形鋼　筋違

　　 すること。

　　 製造メーカーの略号を刻印にて明示

　4) ターンバックルボルトの羽子板部分に

　3) 接合用高力ボルトは　S10T及び　F10T

　2) ターンバックル胴

　1) ターンバックルボルト

　1) 使用鋼材　 SS400・SN400A･B

　2) 筋違端部板の面内力だけでは力が伝達

　　 し、十分な力を伝達させる対策を講じ

　　 なければならない。

　3) ガセットプレートの縁は第一ボルトの

　　 位置から筋違の軸線の左右各30度の線

　　 を切ってはならない。止むを得ずこれ

　　 を切る場合は偏心による複合応力度の

　　 検討を行わなければならない。

　　 さ 10S 以下は算入しない。

　6) ガセットプレートの取付く部材厚はS

　　 以上とする。

　　 六角高力ボルトは F10T とする。

　8) 特記なき寸法は㎜とする。

　9) ガセットプレートを突合せ溶接とする

　　 場合は詳細設計を行うものとする。

 10) 柱梁とガセットプレートの接合部を変

 11) ブレースの付く柱脚では引抜力はアン

　　 カーボルトで、水平力及び偏心力は根

　　 ものとする。止むを得ず実施出来ない

　　 アンカーボルトの設計を行わなければ

　　 ならない。

 12) 本標準図に記載されていないものは

　　 別途詳細設計を行うこと。

（床面ブレースもこれに準ずる）壁面ブレース 丸　鋼(JISターンバックル筋かい)
e2は、平鋼を使用した場合の値

溝　形　鋼

平　鋼

山　形　鋼(シングル)

山　形　鋼(ダブル並列)

山　形　鋼（ダブル背中合わせ)

L- 65× 65× 6

L- 75× 75× 6

L- 75× 75× 9

L- 75× 75×12

L- 90× 90× 7

L- 90× 90×10

L- 90× 90×13

L-100×100× 7

L-100×100×10

L-100×100×13

採　用
p

(mm)

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

e

(mm)

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

S

(mm)

8

8

8

8

8

8

8

8

溶接長 L(mm)

TYPE①

170

202

291

361

267

389

395

303

443

438 239

238

168

218

211

150

197

162

117

101

TYPE② TYPE③

117

133

178

213

166

227

238

184

254

259

採　用

2L- 75× 75× 6

2L- 75× 75× 9

2L- 75× 75×12

2L- 90× 90× 7

2L- 90× 90×10

2L- 90× 90×13

部　材

2L- 65× 65× 6

2L-100×100×13

2L-100×100×10

2L-100×100× 7

部　材
p e S

(mm)(mm)(mm)

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

 8

 8

 8

 8

 8

 8

10

 8

 8

10

339

溶接長 L(mm)

TYPE① TYPE② TYPE③

404

581

722

533

777

789

605

885

875

186

218

307

377

283

405

415

319

459

458

202

234

323

393

299

421

435

335

475

478

ガセットプレートの種類 ガセットプレートの種類

ガセットプレートの種類 ガセットプレートの種類

ガセットプレートの種類

TYPE① TYPE①

ガセットプレートの種類

TYPE② TYPE③ TYPE② TYPE③

TYPE① TYPE② TYPE③ TYPE① TYPE② TYPE③

TYPE② TYPE③

TYPE1① TYPE②

採　用
溶接長 L(mm)

TYPE① TYPE②

161

229

290

375

472

288

327

440

557

563 595

583

456

353

308

488

391

306

245

177

採　用
TYPE① TYPE②

溶接長 L(mm)

309

270

232

202

218

190

159

131

142

117

TYPE③

 71  83

 83  95

 82  98

 96 112

111 127

125 141

121 141

136 156

155 175

175 195

2L- 65× 65× 6

2L- 75× 75× 6

2L- 75× 75× 9

2L- 75× 75×12

2L- 90× 90× 7

2L- 90× 90×10

2L- 90× 90×13

2L-100×100× 7

2L-100×100×10

2L-100×100×13

部　材採　用
p

(mm) (mm)

e S

(mm) TYPE① TYPE② TYPE③

溶接長 L(mm)

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40 551

216

253

286

365

285

385

487

319

436

571

456

339

507

405

305

385

306

269

232 8

 8

10

10

10

10

10

10

10

10

60
60

60

60

40

40 40

60

60
60
60

40

60
70

70
200

4540

40

45

45 45

45

55

55
40

150

45

採　用
p e1

(mm)

e2

(mm) (mm)

Lb S

(mm) TYPE① TYPE② TYPE③

溶接長 L(mm)

M12

M14

M16

M18

M20

M22

M24

M27

M30

M33 55

55

50

50

-

-

-

-

-

- 35

40

45

50

50

55

50

50

55

55 50.0

45.0

45.0

37.5

37.5

32.5

32.5

25.0

25.0

19.0

186

229 135

113 133

155

 40

 50

 55

 60

 75

 85

 85

 90

 95

110

 6

 6

 8

 8

 8

10

10

10

10

10

 60  42  54

 64  44  56

 80  56  72

 80  56  72

102  67  83

101  71  91

118  79  99

152  96 116

Ａ．ターンバックル筋違 JIS A5540

　　 JIS A 5542の規格品、性能評定品。

　　 材質　SS400 (JIS G3101)

　　 JIS A 5541の規格品、性能評定品。

　　 材質　SS400(JIS G3101), ST

　　　　　 KM11A，12A，13A，

　　　　　 14A（JIS　G3445）

　　 種類　1種（割枠式　JIS記号：ST）

　　　　　 2種（パイプ式　JIS記号：PT）

　　 とする。

　5) 筋かい端部の接合はせん断接合である。

　　 種類　羽子板ボルトJIS記号：S

部　材

TYPE①

S

S

S S

S S

S S

S

S

S
S

S

2S
以
上

2S以上

L

2S以上

2S
以
上

L L

L2

L1

L

L1

L

L1

L1

L

L

L1

L1

L=L1+L2
L

2S以上

L

L2

L2 L2

L2

BB

B B

B

B

p
p
p
p e

e e p
p
p
p e

e
p
p
p
p
e

部 材

2[-150×75×6.5×10

2[-150×75×9×12.5

2[-200×90×8×13.5

2[-125×65×6×   8

2[-100×50×5× 7.5

FB- 65× 6

FB- 75× 6

FB- 65× 9

FB- 75× 9

FB- 90× 9

FB-100× 9

FB- 90×12

FB-100×12

FB- 90×16

FB-100×16

部　材
p

(mm)

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

e

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

(mm)

S

(mm)

 6

 6

 8

 8

 8

 8

10

10

10

10

[- 100×50×5× 7.5

[- 125×65×6×   8

[- 150×75×6.5×10

[- 150×75×9×12.5

[- 200×90×8×13.5

B

e
p
p

e

e1

e1

pB

Lb

e2

e2a

a

Ａタイプ

M20以下

Ｂタイプ

M22以上

a断面

S

シングル タブル背中合わせ

S

S

2S
以
上

2S
以
上

2S
以
上

L

2S
以
上

(mm)

山 形 鋼

溝 形 鋼

平 鋼

丸　鋼

L=L1+L2

L2 L=L1+L2

S

タブル並列

L=L1+L2

L=L1+L2L=L1+L2

2S
以
上

S

　　 巻き鉄筋コンクリートによって処理する

　　 場合は引抜力水平力及び偏心力に対する

　　 更する場合は詳細設計を行うものとする。

　4) 原則として梁は持出継手とし、ガセット

　　 プレートは梁心に合わせて溶接する。

　　 止むを得ず偏心する場合は局部変形

　　 防止の設計を行わなければならない。

　5) すみ肉溶接の有効長さには、一辺の長

　7) トルシア形高力ボルトは S10T または、

　　 されない場合は、必ず水平あるいは

　　 鉛直のスチフナーをもうけ変形を防止
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一般社団法人2022.4.1 訂 徳島県建築士事務所協会

一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

【車庫・倉庫棟】鉄骨構造標準図(7)



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 NON

S-標8

一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

ISベース柱脚工法設計・施工標準図

2023年11月作成

適用柱材 (大阪本社) TEL 06-6449-0881
FAX 06-6449-0877

(SH:角型鋼管用 非保有耐力接合タイプ)1/3

一般財団法人 日本建築センター 鋼構造評定委員会評定 BCJ評定－ST0282-02（2022年12月16日）

国土交通大臣認定番号 (アンカー用ボルトセット)

MBLT-0116

MBLT-0144

MBLT-0164

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー中島工場)

M30～M48 (JFE条鋼・アイエスケー中島工場)

M52～M76 (JFE条鋼・アイエスケー前橋工場)

MBLT-0180

MBLT-0181

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー前橋工場)

M30～M48 (JFEスチール・アイエスケー前橋工場)

※（　）はミルメーカーと加工工場を示す。

(東京支店) TEL 03-3433-0844
FAX 03-3433-0847

F値=235N/mm2,275N/mm2,295N/mm2,325N/mm2

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

【車庫・倉庫棟】鉄骨構造標準図(8)



一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●工事名 ●図面番号 株式会社 橘 建 築 事 務 所

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号●図面名 ●縮尺
TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　徳島県県土整備部営繕課

設計 竣工
R7.7 NON

S-標9

ISベース柱脚工法設計・施工標準図 (大阪本社) TEL 06-6449-0881

□150×150～□550×550
FAX 06-6449-0877

(SH:角型鋼管用 非保有耐力接合タイプ)2/3
国土交通大臣認定番号 (アンカー用ボルトセット)

MBLT-0116

MBLT-0144

MBLT-0164

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー中島工場)

M30～M48 (JFE条鋼・アイエスケー中島工場)

M52～M76 (JFE条鋼・アイエスケー前橋工場)

MBLT-0180

MBLT-0181

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー前橋工場)

M30～M48 (JFEスチール・アイエスケー前橋工場)

※（　）はミルメーカーと加工工場を示す。

2023年11月作成

一般財団法人 日本建築センター 鋼構造評定委員会評定 BCJ評定－ST0282-02（2022年12月16日）

(東京支店) TEL 03-3433-0844
FAX 03-3433-0847

適用柱材(F値=235N/mm2,275N/mm2,295N/mm2,325N/mm2）

一級建築士　　　　　登録　第305644号

構造設計一級建築士　交付　第　8430号　　中村　康一

Ｒ７営繕　西部家畜保健衛生所　東・中庄　改築工事建築
（担い手確保型）

【車庫・倉庫棟】鉄骨構造標準図(9)


